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　──そして黒い夢を見る。




　自分が囚とらわれている悩みだとか不安だとか、迷いだとか恐れってやつは、得てして赤の他人にしてみれば取るに足らなかったりするものだ。だから、ここに至るまでのぼくの足そく跡せき──この目で見て、この耳で聞いて、この手で触れて、この足で歩いて、この心で決して、そうして紡つむがれたこのお話も、他人にしてみればくだらなくつまらないものなのかもしれない。

　語る必要もないくらいに。振り返る必要もないくらいに。

　そもそも最初は、語れるものも振り返るようなことも、ひとつとしてなかった。

　ぼくはからっぽだった。

　今だってたいして中身は詰まっちゃいないだろう。それでも、いろんな人に出会って、触れ合って、言葉を交わして、思いを感じて、からっぽだった器うつわにも積み上げられていったものがある。そうしてぼくという存在は創つくられていった。

　ほんの少し底に厚みができた程度のお話だけど。

　まぎれもない物語が、そこにはある。

　始まりは唐とう突とつで、終わりは曖あい昧まいで、未完成のおとぎ話のような物語。

　本当の始まりを知ることはなく、本当の終わりを見届けることもなく、こうして闇やみよりも深い黒い夢を漂ただようだけになったぼくが歩んできた、わずかな道のり。

　なぞるように振り返れば、始まりと終わりは手が届くほど近い。

　あまりにも短い。退屈すら感じないほどに。

　それがぼくという物語──ぼくのすべてだ。

　この事実は、誰だれがなんと言おうと、いくら笑い飛ばそうと、馬ば鹿かにして蔑さげすもうと、否定することはできない。ぼくにだってそれはできない。投げだそうとしたことはあったけど、切り離すことなんてできやしなかった。見ないように読まないようにしても、それは結局のところ自分自身に他ほかならなかったから。

　捨て去ることはできないし、もう手放したいとも思わない。

　自分の存在を確かにする何かを、見つけることができたから。

　それでも、誰にともなく聞く。

「ぼくが存在したことに、意味はあったかな？」

　答えはいらない。問いかけるだけで満足できるから。

　だから、あの魔女のように、切り捨ててくれてかまわない。




　今、物語は解とけていく──。
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　何も見えない──闇やみが見えている。

　自分の手足すら目に映らない、文字通りの意味での真っ暗闇に、ぼくはいた。ここはいったいどこなのか。どうして自分はここにいるのか。場所についても経緯についても知りえていることは何もない。目が覚めたら暗こ闇こにいた──ぼくに言えるのはそれだけだ。

　これってなんかの罰ゲームですか？　ドッキリとか？　まさか拉ら致ちられた？　いろいろ考えてみるけど、なんであれこんな状況に立たされなくてはならない心当たりはなかった。そもそも心当たりと呼べるもの自体ひとつも持ち合わせちゃいなかった。

　空気はひんやり湿っている。ちょっと肌はだ寒ざむい。それ以上に心細い。

「誰だれかー、誰かいませんかー？」

　呼びかけに応答はなく、声はむなしくこだまするだけ。反はん響きようの具合からしてそこそこ広い場所みたいだ。空気の流れは感じられないから、閉じた空間なのかも。建物だろうか。洞どう窟くつかもしれない。なんにせよ光がないこの状況じゃ断定はできない。

　じっとしてても始まらないか──しかたなく、ぼくは両手を前に伸ばして触れるものがないか探りつつ歩きだした。足元が安全とは限らない（崖がけとか穴とかあるかもしれない）ので、爪つま先さきで入念にチェックしながら進む。

　こう真っ暗だと距離感も何もあったもんじゃない。不自由さは不安に直結し、不安で恐怖心があおられ、十歩もいかないうちに危機感を覚えた。やばい……早いとこなんとかしないと精神的にまずいかも。この状況でいつまでも理性を保っていられる自信は、あまりない。すでに泣きたくなってるし……。

「もぅ、なんなんだよぅ。なんだってこんな目に……」

　情けない声で愚ぐ痴ちった、そのとき。

　上のほうで、ピシッ、と何やら音がした。

　それまで物音ひとつなかったため、ぼくは思わず身がすくむ。恐る恐る見上げると、暗くら闇やみに一筋の光が──お、これはもしや天からお助けか──などと思っていたら、似たような音が連続し、光は周囲に歪いびつな線を伸ばした。闇が裂さかれていく。

　どうやら天井に亀き裂れつが入ったらしかった。これで真っ暗闇から解放されるな──そうホッとしたのもつかの間、今度は地じ響ひびき──なんだなんだとアタフタするぼくの真上でピシピシと音が連続する。見れば、光の亀裂が蜘く蛛もの巣のように広がっていた。

「ん？　この位置……もしかして、やばい？」

　真上の真下なんだからやばいに決まってた。言ってる傍そばから天井が崩ほう落らく、瓦が礫れきと光の雨が降ってくる。ゲッ、これじゃあ天からのお助けどころかお迎えだッ。

「のおおおおおっ！」

　迫りくる落らく盤ばんを前に思わず大声をあげながら、ぼくは慌あわてて横っ跳とび。間一髪、下敷きを免まぬかれた。崩落はいったんおさまり、一帯には砂ぼこりが舞う。

　危機を脱して一安心。改めて頭上をあおいだ──うっ、まぶいっ。光に射さされて眼球が握りつぶされるように痛む。視界は黒一色から白一色へ。また何も見えん。でも光は外とつながった証拠。なんとか助かりそうか……？

　次第に目が慣れてくる。あたりにはまだうっすらと砂ぼこりが舞っていた──と、その砂ぼこりがおさまっていく中、ちょうどぼくの正面に、丸いシルエットが見えてきた。

　ん、なんだろう、と何気なく近づきかけたところ、

「離れて！」

　いきなり頭上から声。言われたから、というより声自体に驚おどろいて、ぼくは反射的に後ろに退き下がる。直後、足元でピシャァッとムチではじくような破は裂れつ音おん。視線を落とすと、今しがたぼくが足を置いていた床──石いし畳だたみが、ぱっくり真っ二つに割れていた。

「……は？」視線を上げて目を凝こらす。

　砂ぼこりがおさまったそこには、ぼくの背せ丈たけと同じぐらい大きい、水晶みたいな黒い球体が空中で微動だにせず浮いていた。その球体がぐるり、縦に回転──裏面にあったらしい円模様がぎょろりとぼくを見る……え？　ぎょろり？

　それは目玉だった。黒い眼球。赤い瞳ひとみ。そしてよくよく見れば、うにょうにょと触しよく手しゆのようなものをいっぱい生やしている。な、なんじゃこりゃ……イキモノ、なのか？

　不気味でキモイ黒目玉はぼくを凝ぎよう視ししてくる。熱い視線だった。いったいどうしたらいいものか。ぼくがなんとなく嫌いやなものを感じつつも動けないでいると、

「ソルド！」

　さっきと同じ声がして、上から拳こぶし大だいの火の玉がいくつも降ってきた。その直撃を受け、黒目玉はひるんだのか、わずかに後退する。当たった火の玉のほうはそのままはじけて跡形もなく消えた。火のついた矢か何か、というわけじゃなく、炎そのものがカタマリになっているみたいだった。いったいどういう仕組みだろう。ていうか、今どういう状況なんだ？

　何が何やら何ひとつ把は握あくできず、ぼくは棒立ち。

　そこへ追い討ちをかけるように、また──またまた、降ってくるものがあった。

　ふわり、黒いマントがたなびく。ふさり、束ねた後ろ髪が揺れる。音もなく身軽に着地を決めたのは、小柄な尻尾髪ポニーテールの少女。ぼくよりも一回り小さい、マントの上からでもわかるほっそりとした背中は、振り返らずに「奥に避難を」と告げた。

　言われてようやくぼくは自分のいる場所を光の下で確認する。長方形の奥深い人工的な空間だった。左右に石柱が立ち並び、神殿のような神秘的雰ふん囲い気きをかもしだしている。

　奥には石造の祭さい壇だん。反対側の壁かべには通路口らしきものがあったが岩で塞ふさがっていた。

　どっちにしろ出口はない。ぼくは近いほうの祭壇に向かい、その陰に身を隠す──そこまできてふと思った。言われるがままに従ってしまったが、女の子を一人だけ残して自分は避難って、それはあんまりじゃないか、自分。

　よし……とりあえず様子を見よう。颯さつ爽そうと出ていけるほど勇者じゃないぼくはおずおずと顔だけ出す。さっきの少女は黒目玉に火の玉を放って牽けん制せいしていた。火の玉は少女が手にしている細タいク棒トから噴出されている。どういう原理からくりなのか見た目にはさっぱりだ。そもそもあの巨大な黒目玉はなんなんだ？　あんなイキモノ見たことないぞ。

「レノス・ソルド・トエラ・ヤナエタ・アロウ・テーゼ・サザク・オクシス」

　と、唐とう突とつに、少女が奇妙な言葉を紡つむぎ始めた。さえずるような声は不思議な反はん響きようを帯び、その声に呼び寄せられるかのようにどこからともなく蛍ほたるみたいな赤い発光体が無数に現れ、少女の周りをゆらゆらと舞い踊る。赤いオーロラに包まれた少女はタクトをかざし、

「フレイメア」

　静かに告げると、渦巻いていた発光体がいくつかの集団に分かれて炎のカタマリとなり、鳥の姿を象かたどった。メラメラと揺れる火の鳥たちはまるで生きているかのように羽ばたいてあたりを旋回する。その光景を前にぼくは目が点。これまた理解に苦しむ現象だった。

　少女は指揮者のようにタクトを振るい、尖せん端たんを黒目玉に向ける。それに応こたえるように火の鳥たちがいっせいに突撃を開始、矢のような鋭さで黒目玉を襲おそう──が、黒目玉は相当硬いらしく、火の鳥たちは表面を削けずるように火花を散らして交差するだけ、たいして効果はなさそうだった。それでも間を置かずに特攻を重ねる。また、天井にできた穴からも普通の矢だの火の玉だのが放たれていた。上にも人がいて少女を援護しているらしい。

　硬い黒目玉も集中砲火を受けてさすがに圧おされていく。しかし、されるがままでは終わらない。そのうち横に回転しだしたかと思うと、その速度を一気に増し、触しよく手しゆを高速で振り回すことによって少女たちの攻撃をはじき始めた。矢がはじかれ火の玉がはじかれ、そして火の鳥の一匹がものすごい勢いでこっちにはじき飛ばされてくる。ぼくはとっさに首を引っ込めた。

　激突音。祭さい壇だんが砕くだかれたのか、細かい欠片かけらがパラパラと頭にふりかかる。

「……勘かん弁べんしてよ」

　またそっと顔だけ出すと、すでに火の鳥たちは殲せん滅めつされていた。黒目玉は高速回転したまま移動開始。ノロマだが徐々に祭こ壇ち側らに近づいてくる。進行線上にいた少女は乱舞する触手の対応に困ってか、いったん退ひいて石柱の陰に身を潜ひそめた。ちょうど正面の姿がぼくから見える。

　そこで初めて気づいたが、少女は大きなメガネをかけていた。あまりセンスのいいメガネではない。片手でそのメガネを押し上げ、片手でタクトをかまえ、「ソルド」と声を発して火の玉を放つも、触手の前にあっさりかき消されてしまう。外からの援護も同じく無む駄だだった。なんだかやばい空気。打つ手ナシって感じだ。

　しかも目玉が前進するにつれ、振り回される触手が石柱を順々に砕いていく。一本二本と石柱の数は減っていき、そのたびに支えを失ってか、地下の空間は激しく揺れた。このままじゃこの場所そのものが危ない。下敷きでお陀だ仏ぶつなんて嫌いやだぞ。生き埋めで窒ちつ息そく死しも嫌だぞ。

「ああもぅ、なんなんだよあのバケモノは。何がどうなってんだよ。こんなわけのわかんねぇところでわけのわかんねぇままわけのわかんねぇもんに殺されてたまるかっ」

　焦しよう燥そうに駆られ頭をかきむしりながら逃げ場を探す。今のところ脱出路は天井の穴しか見当たらないのだが、ジャンプして届く高さじゃないし穴の下に行くにしても黒目玉を越えなきゃならない。それは無理って話だ。あの高速回転に近づくのは自殺行為以外の何物でもない。

「なんかないのかよ方法はっ。どっか他ほかに逃げ場はっ。なんかどっかなんかどっかなんかどっかなんかどっかなんかどっかなんかどイテッ」

　地じ響ひびきがやまぬ中、ぶつぶつ言いながら四つん這ばいになって祭壇周りをごそごそ探っていたぼくの頭に、コツン、と何か当たった。

　パサリ、目の前に落ちたのは……本、だった。

　たぶん壊れた祭壇の中にあったのが振動でずれ落ちてきたんだろう。黒い装そう丁ていの見るからに古ふる臭くさいその本には、題名タイトルも何も書かれてはいなかった。そこそこ分厚い手のひらふたつ分ぐらいの大きさ……って、分析してる場合じゃないっ。この状況で本なんぞ出てきたところで何の役にも立たねぇっつーの。むしろ邪じや魔まだ。あの黒目玉にでも投げつけてやれっ。

　と、やけくそ気味に手に取って振りかぶろうとした、その途と端たん──。

　黒い表紙に、いきなり文字が光って浮かんだ。

「……え？」

　またもやの不可思議な現象に、ぼくは驚おどろくよりも呆あつ気けにとられて硬直フリーズ。頭が回らずぼんやりしたまま、その光る文字をなんとなしに口にする。

「やみよのげんせ？」

　闇やみ夜よの幻げん世せ──そう記されていた。

　読んでしまってから微妙な気味悪さを覚えて手を引っ込めようとしたのだが、そうする前に古書は勝手に手を離れて浮遊し、風もないのにあおられたように自動でめくれだした。

　パラパラパラパラパラパラパラパラパラ……。

　やがて動きを止めた白紙のページに、また文字が輝き浮かぶ。さらにその一文字一文字が紙から飛びだし、ぼくの目の前にふわふわと列を作った。そして明滅──まるで「読め」と訴えているかのようで、思考力が著いちじるしく低下していたぼくはそう感じるまま、誘いざなわれるかのように文字を目で追い、また口に出して読んでいた。

「イソラ……ルル……ヴァルス？」

　途端、光の文字は花火のように散った──かと思えば、今度は白紙のページが真っ黒に染まりだす。それは黒い光──漆しつ黒こくの輝きだった。徐々に徐々にふくれていき、そのうち臨界点を突破したのか、噴水のように勢いよく噴きだす。

　そして、あふれる黒い光の中、開かれたページから──現れた。

　水中から浮かんでくるかのように静かに、頭から。

　人──灰色長髪の小さな女の子だった。髪のあいだから尖とがった耳がぴんと出ている。

　黒いゴッシクなドレス姿。首に黒いチョーカー。胸に黒いリボン。腰に黒いベルト。足に黒いブーツ。身につけているものはすべて黒い。黒ずくめだ。対してその素す肌はだは、血が通ってないんじゃないかと思えるほどに白かった。

　全身が抜け出ると黒い光は失われ、女の子はゆっくりと爪つま先さきから降り立つ。
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　異変のおさまった古書は重力に引かれ、ぼくの手の中に落ちてきた。そのぼくはしりもちをついたような格好で、口を半開きにしてポカン状態。ただただ唖あ然ぜんとするばかり。本から人が出てくるなんて……。

「ふわあぁぁ～～～～～」

　黒ずくめの女の子は両腕を伸ばして大あくびすると、目め尻じりの涙をこすりこすり、大きな深しん紅くの瞳ひとみをぱちぱちとまたたいてぼくを見た。子供ながらに垢あか抜ぬけていてかわいい……が、それを台無しにするぶすっとした顔をしていた。しかも後ろ首をぽりぽり。

「わたしを呼んだのはおまえか？」

「……は？」ぼくは反応が遅れた。

「おまえがわたしの名を口にしたのか、と聞いている」

「名って……あ、イソラ・ルル・ヴァルス？」さっきの？

「そうだ」女の子は胸の前で腕を組み、仁に王おう立ちしてうなずいた。「ただし誠まこと名なは召しよう喚かんするとき以外では口にするな。普段わたしを呼ぶときは『イヴ』と呼べ。よいな？」

　よいな、って言われても。こっちは事情がさっぱり呑のみ込めない。

「おいコラ、返事はどうした」

「あ、はい」つい応じてしまったけど、やけに態度のでかい子供だな。ちょいムカつくぞ。

「しかしまたずいぶんとマヌケ面づらだな。それもガキときた。たいして使えそうもないが……まあ、シャバに出てこられただけ、よしとするか」

　言いながら、イヴと名乗るチビッ子は値踏みするような視線をぼくに浴びせてきた。ガキにガキとか言われてぼくはちょっとカチンとくる。ていうか、シャバって……？

「で？　おまえの名は？」

「な？　……あ、名前？　えーっと、それは、そのぉ……」

「なんだ？　自分の名も言えんほどの馬ば鹿かなのか？」

　うっ……こいつめ、なぜにそこまで偉そうなのか。こっちにだって事情があんだっての。いろいろ切せつ羽ぱ詰まってるし……あっ、しまった忘れてたっ、目玉はっ？

「──ん？」

　急いで確認したところ、黒目玉は移動もせず、高速回転もやめて、その場で酔よっ払いみたいにふらふらしていた。もしかして……目を回したのか？　バカだ。バカで助かった。

　一方、尻尾髪ポニーテールの少女はメガネが少しずれた状態でこちらをじっと注視している。イヴの出現の一部始終を見ていたのかもしれない。それなら驚おどろいて気になっても当然だろう。

「おい、さっさと答えんか。わたしが名を聞いてやると言っておるのだぞ」

「待てっ、今はそれどころじゃないんだ」ぼくは立ち上がって黒目玉を指差した。「見ろ、あのキモイ目玉を。今はあれをどうにかしないとやばいんだって。あれに襲おそわれてて逃げ場なしなんだよ。その他もろもろわけのわかんねぇことになってんだけど、とにかくこの窮きゆう地ちを脱しないことには先がないんだ。わかったかっ」

　そうこう言ってるうちに黒目玉は回復してしまったらしく、また移動を再開した。イヴはそれをつまらなそうに見て捨て、視線をぼくに戻す──と、急に眉み間けんにしわを寄せて怪け訝げんな顔つきになった。立ってみればぼくとの身長差はかなりのもので、こっちからはつむじが見下ろせる。小さな頭は片手におさまってしまいそうだ。

　イヴは上目にじろりと睨にらんでいたが、突とつ如じよハッと息を呑のむと、慌あわてて自分の体をぺたぺた触り始めた。ぷにぷにの頰ほお。ぺったんこの胸。くびれてない腰。最後にちっちゃな手のひらを見比べると、愕がく然ぜんとした様子でわなわな、わなわな……。

「あ……あ、あ」青ざめていた。「こ、この姿は……まさか……」

「なんだ？　どうした？　てか、あの目玉、どうすれば──」

「キッサマアアアアアアアッ！」

　いきなり甲かん高だかい声がしたと思ったら、ドスッ──ぼくの腹に強きよう烈れつな衝しよう撃げき──イヴの左ストレートが深々とめり込んでいた。体格に似合わない重い拳こぶしにガクッと膝ひざが崩くずれる。

「あぐ、うぐぐ……な、なに」何しやがるこのクソガキ。

「この屑くずがァッ！」イヴの目は血走っていた。続けざまブーツの爪つま先さきで脇わき腹ばらをえぐるように蹴けってくる。悶もん絶ぜつ。もはや声にならない。思わずぼくが這はいつくばったところ、さらにかかとでガツガツ踏んづけてきた。「いっぺん死んでこいッ、カスめッ！」

「うげっ、ぼぇっ、あぐはっ」なぜに？　なぜにブチギレ？

　豹ひよう変へんしたチビッ子は容よう赦しやなく、手を足をゆるめずに攻撃してくる。や、やばい。目玉よりこいつのほうがやばい。こっちのほうがよっぽどバケモノだ。つーかなんで？　なんでこんなことになってんだよ。もはや現実を疑うっての。これは夢ですか。全部悪い夢ですか。ていうか夢希望。誰だれか早いところ起こしてくれ。もうわけがわからなすぎる。

「──おやめください」

　ぽつん、と、そこに澄んだ声。メガネ少女がいつの間にかこっちにきていた。冷静な無表情で凶暴化したイヴを羽交い締めにし、ぼくから引き離してくれる。イヴはまだぼくを殴なぐり足りないのか蹴けり足りないのか、手足をジタバタさせながらガルルルルゥと唸うなっていた。ぼくは何か言ってやりたかったが、腹のダメージが大きすぎてしゃべれない。

「どうか気をお静めください、イソラ様」

　少女の言葉に、イヴの尖とがった耳がピクピクと反応。急におとなしくなって振り返ると、相手の顔をまじまじと見返した。少女のほうは真顔のまま続ける。

「お二人の話は聞こえておりました。あなた様は黒こく耀ようの──」

「娘」さえぎるイヴ。「名はなんと言う？」

「エレン・フラーナと申します。イソラ様……」

「イヴでよい。『様』もいらんぞ」

「では、イヴ」エレンは素直に言い直した。大きなメガネがずれる。それを直す。「詳しいことは後ほどに。今はあの霊グ食ー獣ルをなんとかしなくてはなりません」

「雑ざ魚こなど放っておけ」イヴはどうでもよさそうに返してエレンの頰ほおに触れた。「そんなことより、エレンと言ったな……ふむ、ほぉ……うむ、なかなかよい顔をしておる」

　そう言っていきなりメガネを取りあげる。驚おどろいてぴくんと小さく震ふるえたエレンはイヴが言うように整った顔立ちで、確かにメガネがないほうがずっとよかった。イヴは続けてエレンの顎あごに手を伸ばし、ちょいと持ちあげると、その顔を様々な角度から、まるで品定めでもするかのように眺ながめだす……って、さっきから何がしたいんだ、このチビは。

　ぼくが意図をはかりかねていると、イヴはにんまりと口端を吊つりあげ、子供なのにいやらしさを覚える笑みを浮かべて言った。




「エレンよ……どうだ、わたしの姉妹シスターにならんか？」




　…………は？

　こいつ、いきなり何を言い出す？

「…………」答えに窮きゆうするエレン。表情は完全に固まったまま、まばたきを連発してぼくのほうを向いてくる。いや、ぼくを見られても困ります。

「その……」エレンは無表情に。「やはり、先に霊グ食ー獣ルをなんとかしなくては……」

　グールと呼ばれた黒目玉との距離は着実に狭せばまっていた。ゆっくり近づいてくるその様子をイヴはつまらなそうに流し見ると、さらにつまらなそうに嘆たん息そくし、

「まあ、邪じや魔まが入ってはあれだからな、始末しておくか……」

　そう言って黒いドレススカートをふわりと舞わし、ひょいと祭さい壇だんを跳とび越え、散歩するような軽い足取りで黒目玉に向かっていく。手にはエレンのメガネを持ったままだ。

　あまりにも悠ゆう々ゆうとした姿に、ぼくは呼び止めるのも忘れて灰色の長髪がはらはら揺れるのをただ見ていた。エレンも止めはしない。というより、こっちはメガネを失って視力がガタ落ちらしく、キョロキョロ、キョロキョロ、ゴツンッ──祭さい壇だんにおでこをぶつけて仰のけ反った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」モロでしたよ、今。

「平気」エレンはまったく痛がる様子なく淡たん々たんと言った。我慢強いらしい。

　ふわ、と風を感じる。黒目玉がまた高速回転を始めていた。しかし、イヴはそれでも悠ゆう々ゆうと近づいていく。触しよく手しゆの届く距離までもうすぐ。さすがにぼくもまずいと思って声をかけようとしたのだが、次の瞬しゆん間かん、宙を舞っていたのは黒目玉のほうだった。石柱に激突し、ふにゃりと触手を垂れて崩くずれ落ちる。

「え……？」ぼくは目をしばたたいた。「な、なんだ？　何が、起きたんだ？」

「簡単なことだ」と、距離は離れていたがイヴから返答あり。あの尖とがった耳は地じ獄ごく耳みみか。「つかんで投げた、それだけだ。ま、おまえの節穴だらけの目では見えんかっただろうがな」

　つかんで投げた、だけ、だと？　信じられん。高速回転する触手を見切り、つかんで、あの巨体をあの小さな体で──しかもエレンのメガネを持ったままということは片手で──投げたっていうのか？　そんなの完全にぼくの常識を外れてる。

「ふん、つまらん」

　吐き捨てたイヴは軽やかに跳ちよう躍やくし、拳こぶしを黒目玉に叩たたきつけた。ズドーンと重い衝しよう撃げき音おんと共に地じ響ひびきが伝う。火の鳥たちがかすり傷しかつけられなかった硬い目玉に、あっけなくヒビが入って砕くだけた。見た目には薄氷を殴なぐったかのように簡単に見えた。

　一撃粉ふん砕さいされた黒目玉の中からは、どろりと淀よどんだ液体がこぼれだす。それは外気に触れると色とりどりの光の粒となって宙に舞い散った。最さい期ごはきれいなものだった。

　戻ってきたイヴはぼくを無視スルーしてエレンにメガネを返すと、愛らしくニコニコ──否いな、怪しくニヤニヤしながらエレンの肩にぽんと手を置いて、

「それで、だ、エレン。わたしの姉妹シスターにならんか？」

「…………」無言のエレン。メガネがずれる。直す。

「あのぉ、ちょっといいかな？」

　ぼくが口を挟はさむと、イヴはいかにも不快げに舌打ちをした。

「おまえも邪じや魔まだな」

　赤い眼めがギラリと光る。直後、ぼくの腹に先ほども味わった衝撃──黒目玉を一撃の下に葬ほうむり去ったのと同じ拳が、またも深々とめり込んでいた。

　もはや悲鳴をあげる間もなく、悶もん絶ぜつすることもなく、意識が寸断された。




　　　　２




　目が覚めると白い天井が見えた。そこは清潔感のあるきれいな部屋で、ぼくはベッドの上に寝かされていた。カーテンの向こうは明るく、お日様の光に満ちている。

「……夢、か」

　ひたいに手をやり、ふぅー、と長く息をつく。やけに現実感のある嫌いやな夢を見た。

　しかし……ここは、どこですか？　見覚えのない部屋だった。記憶の糸をたぐりよせようとするけど、頭が回らず何も思い出せない。おっかしいなー、と思いながら髪をくしゃくしゃかいていると、ドアがノックされて開いた。

　メイドさんが現れた。白と黒のコントラストがすばらしいエプロンドレス姿。胸元にリボンを蝶ちよう々ちよ結びした、どこからどう見てもメイドにしか見えないメイドさんだった。とっても目の保養になるんだけど、一方で軽い混乱に襲おそわれる。状況がまったくつかめません。

「お目覚めでしたか。おはようございます」

　メイドさんはカーテンを開ける。快晴の空を背に振り返ったその姿に、ぼくはふと見覚えがあるような気がした。ほっそりした体つき。だけど胸元はそれなりに。髪はお団だん子ごのようにまとめて、大きなメガネをかけている。あまりセンスのいいメガネではない。

「ご気分はいかがですか？」

　メイドさんはにこやかに──ではなく、無表情に言った。

「あ、はい……普通、です」答えながらも、ぼくの既視感デジヤ・ヴは強まるばかりだった。やっぱりどこかで見た気がしてならない。大きなメガネと、その下のちょっと冷たい感じのする無機的な表情、それに声にも聞き覚えがあるような、ないような……。

「あのぉ、前にどこかで、お会いしましたっけ？　初対面ですよね？　ぼくたち」

「いえ、昨日お会いしたばかりですが」

「さくじつ？　きのう？　……は、何してたっけ……」

「あなたとは遺跡の中でお会いしました。霊グ食ー獣ルの襲しゆう撃げきに遭あいましたが、あなたが召しよう喚かんなさったイヴが倒してくださいました。詳しい事情をお聞きしたかったのですが、あのあと、イヴがあなたを気絶させてしまい……それから丸一日、あなたは眠っていらしたのです」

　淡たん々たんと語るメイドさん。その話の内容はぼくが見た悪夢とそっくりだった。

「イヴもこちらにおられますので、のちほどお会いになるとよろしいでしょう」

「……そう、ですか」もちろんぼくは夢が夢でなかったことに次第に気づき始めていた。できれば夢であってほしかったんだけど。「えっと、じゃあ、もしかしてきみは……」

　髪型こそ違うけど、硬い表情と大きなメガネが頭の中で一致する。

「エレン？」

「はい」メイドさんは首しゆ肯こうした。メガネがずれる。直す。うん、エレンに間違いない。「改めてごあいさつ申し上げます。エレン・フラーナです」

　エレンはスカートの裾すそをつまみ、軽く膝ひざを折って上品に一礼した。なかなか素敵な仕草なんだけど、顔はにこりともしていない。

「失礼ですが、あなたのお名前は……？」

「ぼくは……ああ、その……えっと……」

　そこでぼくはさらに気づいた。あの悪夢が夢で終わらなかった今、自分がひどくややこしい状況に置かれているだろうことに。

　言いよどむぼくを見て、エレンは無表情のままわずかに首をかしげる。

「ここで無理には問いません。事情があるのでしたら女王に直接どうぞ」

「女王？」

「はい。あなたには、これより謁えつ見けんの間にて、女王陛下にお会いしていただきます」

　女王なんて耳になじまない肩書きなんだけど、そんなお偉いさんが相手じゃあ下へ手たなことはしゃべれないな。下手なことしかしゃべれそうにないんだけど。

「遠えん慮りよします……とか、できない、よね？」

「お気づきになられたらすぐにお連れするよう、おおせつかっておりますので」

　ふむ。ここは応じておいたほうが良さそうだ。どうせ他ほかに選せん択たく肢しもないしな。

「わかった。じゃ、さっそく行きますか」

　あっさり従ったのが意外だったのか、エレンは観察するような眼まな差ざしでぼくを見た。その表情は部屋に入ってきたときからずっと無のままだ。愛あい想そ笑いさえしない。何を考えているのかわからない子だ。軽く笑いかけてみたら、すっと視線を外された。

　エレンはドアを開け、ぼくを先に行かせてくれる。一歩出ると、そこは広々とした廊下だった。床や壁かべはツヤツヤした石造り。大だい理り石せきってやつだろうか。いかにも高級そうな感じがする。

　エレンの後ろについて歩きだしてすぐ、「ここは？」とぼくは聞いた。

「ここは王宮の敷地内にあります、西の館やかたです」

　王宮ってことは、すでに女王様とやらのおわす場所の一角にいるのか。

「ちなみに、どこの王宮？　その、つまり、お国の名前は？」

　この質問を変に思ったのだろう、エレンはちょっと後ろを気にしながら答えた。

「クロスノアです」

　クロスノア──聞いたこともない。ぼくの頭の中にはそんな名前の国も地名も存在していなかった。それ以外の何も存在していなかった。

　西の館を離れ、屋根伝いの渡り廊下を進む。周りには庭園が広がっていた。青々とした芝しば生ふに色鮮やかなお花畑。噴水の水しぶきが虹にじを作っている。楽園のような場所だ。

　道中、他のメイドさんや警備兵たちとすれ違ったが、彼らはみな、すれ違いざまに横目でチラチラぼくを見てきた。なんでぼくみたいなのが王宮にいるのか気になったのだろう。ぼくだってなんで自分がここにいるのか気になるけど、わかるはずもない。

「あ、そうそう、女王様のお名前は、なんて言うの？」

　知らずに会うのは失礼だよな、と思って聞いたのだが、この場合、知らない時点ですでに失礼に値することに、口にしてから気づいた。

　案の定エレンは無表情にぼくを流し見る。まさか一国の王の名を知らないとは思わなかったのだろう。さっきのお国の質問と併あわせて、タチの悪いイタズラ──ぼくのこともタチの悪いやつ、と受け取ったかもしれない。愛あい想その欠片かけらもない顔からは何も読み取れないけど。

「クラウディ・アロマ・クロスノア女王陛下です。みなはクラウ女王と呼んでいます」

　それでもちゃんと答えてくれるあたり、さすがメイドさん。仕事はきっちり。

　やがて見上げるほど大きな扉とびらの前についた。番をしていた二人の兵士にエレンが用件を伝えると、兵士たちは物珍しそうにぼくを見てから扉を左右に押し開く。

　その先にはまた通路があった。少し進んでまた扉。さっきよりも小さかったけど豪華な装飾が施ほどこされていた。この先が謁えつ見けんの間らしい。微妙に緊きん張ちようしてきた。女王様か……おっかない人だったらやだな。ムチとか持ってたらどうしよう。いや、それは女王違いか。

　コンコン、とエレンがノックする。中にいる誰だれかと声だけの短いやりとりを交わすと、ほどなくして扉が内向きに開いた。開けたのは二人のきれいなメイドさんだった。

　部屋は思っていたよりも簡素だった。と言ってもそれは調度品が少ないってだけで、床にはふかふかの赤あか絨じゆう毯たん、高い天井にはキラキラのシャンデリアと、高級感はたっぷりだ。

　内装をぐるりと見回したぼくの目は、奥中央の王座と思おぼしき肘ひじ掛け椅い子すに腰かけている一人の女性に行きつく。そして釘くぎ付づけとなった。

　女王陛下っていうからてっきり年配の厳格そうな人を想像してたんだけど、見たところ二十はたちかそこら、エレンと一回りも違わなそうな人だった。しかもとびっきりの美人ときた。微笑をたたえる柔にゆう和わな面おもてとやさしげな眼まな差ざしは、威い厳げんよりも慈じ愛あいに満ちている。

　肩口の透けた淡あわいピンクのドレスは、意外と軽装の印象。金色の長髪はさらさらしてて、青い瞳ひとみは晴れ空のように澄んでいる。肌はだは透明感があり、天上のお方ですかと思うほどの清せい浄じようなオーラを発していた。女王様を通り越して女神様って感じだ。

「お連れしました」エレンがひざまずく。

「お、お連れられましたっ」慌あわててぼくもひざまずいた。

　くすくす──背後で二人のメイドさんが笑う。何がおかしいのか不思議に思ったが、あ、とすぐに自分の発言がお馬ば鹿か丸出しだったことに気づいた。うわ、バカした恥ずい。いきなりの失敗に早くも気持ちが萎なえてしまう……けど、見れば女王様もおかしそうに笑っていた。不幸中の幸いか。これはこれで意外と好印象っぽい。エレンだけは真顔のままだったけど。

「二人は下がって頂ちよう戴だい」

　クラウ女王は膝ひざの上に置いていた書物を閉じて告げ、ドアの手前にいた二人のメイドさんを外へ出した。三人になったところでにっこりとぼくを見る。

「それじゃあ、まず、あなたの名前を聞かせてもらえる？」

　その微笑ほほえみは聖母のように神こう々ごうしくおおらかで、ぼくは五センチぐらい宙に浮いた気分になった。この笑みを前にして噓うそなど吐つけるはずもない……が、それとこれとは話が別だ。

「申し訳ありませんが、お答えできません」

「なぜです？」

「ぼくも……知らないからです。自分の名前を」

　そう、知らないものは答えようがない。

「？」クラウ女王は目をぱちくり。「あなたは名を持たないのですか？」

「いえ、持ってはいたと思うんですが……忘れてしまったようでして」

　どうしても思い出せないのだった。

「あら、それは困ったわね。どこに忘れてきたの？」

「どこに？」落とし物じゃないんですから。「あの、ですから、ぼくが言いたいのはその……」

　詳しく説明しようとしたが、その前に女王が楽しげにパチンと手を合わせた。

「ではまず名前をつけましょう。このままでは呼びようがないもの。そうね……『クロム』というのはどう？　昔は黒装束の者をそう呼んだそうよ。あなたにぴったり。ね？」

　確かに、ぼくは黒装束だった。自分で着た覚えはないけど、昨日エレンと会ったときすでにこの格好をしていた。着心地という点では違和感がない。名前でも書いてあれば助かるんだけど、それらしきものを含め、ぼく自身の手がかりになりそうなものは何もなかった。まったく面倒なことになったもんだよ……。

「クロムじゃ、嫌いや？」ぼくの返事がないのを否定的と見たのか、クラウ女王は困った顔をした。そんな顔をさせてしまった自分がなんだか無む性しように許せなくなる。ぼくは急いで言葉を返した。

「あ、いえいえ、クロムでかまいません。ありがとうございます」

「うふふ、ではクロム」女神は微笑ほほえむ。「あなたのこと、教えて頂ちよう戴だい」

「それは……ですから、できません」

「なぜです？」女王はまたも不思議そうに小首をかしげた。どうやらまだわかっていないらしい。もう予想がついてもいい頃ころだと思うんだけど。

「あの、ですね、ぼくが忘れているのは、名前だけではないんです。名前以外にも、自分のことをいっさい覚えてないんです。自分が何者なのか、わからないんです」

「自分がわからない？」

「記憶喪そう失しつ？」と、ズバリ的中させたのはエレンだった。

「そうそう」ぼくはエレンにうなずいて見せ、それからクラウ女王に向き直る。「ぼくは昨日エレンと会う少し前に目が覚めたのですが、そのときすでに、それ以前のことを覚えていませんでした。あのあといろいろあって、しまいには気絶させられて……ついさっき目が覚めたときはてっきり夢だと思ったぐらいでした。残念ながら夢ではなく現実だったわけですが……」

「じゃあ、クロムがあの遺跡にいたのは？」

「遺跡？　いえ、よくわかりません。土と地ち勘かんもまるでないんです。ここがクロスノアだと言われても、ぼくにはさっぱりでして……」

　ようやく自分の状況を伝えることができたからか、ぼくは少しホッとしていた。不思議と焦あせりはない。途方に暮れているだけとも言える。何か考えようにも何も考えられないし、思い出そうにも何ひとつ思い出せることはない。昨日の今日だし、もうしょうがないや、という投げやり半分な感じは否いなめなかった。

「うーん、それは困ったわねー」女王はまったく困っていない風に微笑ほほえむ。「だけど、それならなおさらだわ。クロム、あなた、しばらくここに身を落ち着けなさいな」

「え……それって、王こ宮こに、住むってことですか？」

「特に急ぐ用もないのでしょう？」

「それはまあ、記憶がありませんから、用事なんてものはまったく」

「では決定。ようこそ、クロスノアへ」

「へ？」そんな簡単に？

「ゆっくりして頂ちよう戴だいね。記憶が戻らなくても、好きなだけいていいから」

　女王はなぜかうれしそうだった。人の話を聞かずに勝手に決定してくれちゃってるけど、本当にいいのかな。一国の女王──最高権力者が言うからにはいいんだろうけど、ちょっと安易すぎやしませんか。そりゃあ、お先真っ暗なぼくにしてみれば大助かりだけど……。

「あのぉ……どうして、そんなによくしてくれるんですか？」

「だって」女王は至し極ごく当然といった様子で。「あなたは《神かみ下しもの民たみ》だもの」

「かみしも、の、たみ？　それは……なんですか？」

「神の使いとされる、繁はん栄えいと平和をもたらす民のことよ」

　いきなりとんでもない話になった。

「ちょ、ちょっと待ってください。なぜ、ぼくがそうだと？」

「クロムは召しよう喚かんしたのでしょう？　イソラ・ルル・ヴァルスを」

「はい？」一いつ瞬しゆんなんのことかわからなかったが、すぐに思い出す。「あ、イヴ、ですか？　あれはその場の成り行きというかなんというか、ぼくもよくわかってなくてですね……」

「イソラ・ルル・ヴァルスは、この地に古くから語り継がれている伝説の戦乙女ヴアルキリアの名なの。今から千年も昔、神しん魔ま大戦と呼ばれる大きな戦争があった際、クロスノアの大地を守ったとされる黒こく耀ようの巫み女こ。大戦のあと、彼女は魔書の世界へ渡り、その羽を休め、そして召喚書はクロスノアのどこかに密ひそかに安置された──この地に災わざわいが降りかかるとき、神下の民が彼女を眠りから呼び覚まし、災いから救ってくれるだろう──そう言い伝えられているのよ」

　女王は歌うように語り終えると、膝ひざの上に載せていた書物を手にゆるりと腰を上げた。意外と背が高い。するするとドレスを引いてぼくの前に立つと、書物を差し出す。それは昨日イヴを出現させた、あの黒い古書だった。

「……闇やみ夜よの幻げん世せ」

「やみよのげんせ、とあるの？」女王は指先で表紙をなでた。「私には何も見えないわ。表紙もそうだし、中をめくってみても全部白紙」

「え？　そんなはずは……」今も文字は見えている。

「それが見えていることが、あなたが黒こく耀ようの巫み女この召しよう喚かん者しやであり、神かみ下しもの民たみである証あかしよ」

　さあ、召喚してみせて、と女王はねだるように言うが、ぼくは書を受け取ったところで召喚の仕方がわからなかった。昨日みたいに文字が光って浮かんだりもしない。パラパラめくってみると途中にイヴの誠まこと名なが記されていたけど、他ほかはぼくの目にも白紙だった。

　そう言えばあいつ、誠名は召喚するとき以外で口にするなって言ってたっけ。逆を考えればつまり、誠名を呼べば召喚できるってことか？

「イソラ・ルル・ヴァルス」

　試しに言ってみたところ、本が黒く発光した。開かれたページから黒い光と一緒に黒ずくめのチビッ子が出現する。最初のときより素早く短時間で出てきてぼくの頭上に浮かび、古書の発光が消えると同時に落ちてきた。たなびくスカート。あ、パンツ見え──。

「うごっ」顔面を踏まれた。

　イヴはさらにぼくを床代わりに着地し、不機嫌そうに見下ろしてきた。

「何用だ、マヌケ。人が読書しているところを呼び出しおって」

「じょ、女王様が呼べって」

「ごきげんよう、イソラ様」

　気づいたイヴは、「ぬぬ」と顔をしかめる。

「な、何だ。話なら勝手に進めろと言っておいたはずだが？」

　どうやらこの二人、ぼくより先に面識をすませてあったらしい。それにしても女王様がイヴを敬うやまっていることに驚おどろきだ。このクソガキが巫女だとは信じられん。だいたい千年前の伝説の存在がこうして目の前にいるという話がぼくの理解を超えている。クラウ女王もエレンも普通に受け入れてるけど、ぼくは現実として認めることに抵抗があった。

「イソラ様。彼──クロムと名づけたのですが、クロムは記憶喪そう失しつだそうです」

「はァ？　記憶喪失ぅう？」全力で疑いの眼まな差ざしのイヴ。その反応こそ当たり前と言えば当たり前なんだろうけど、こいつが相手だと無む性しようにムカつく。てか、人を床代わりにすんな。

　ぼくは起き上がろうとした──ドスッ──踏みつけられた。

「う、うぅ……」い、息が。

「クロムはしばらくここに暮らすことになりました」女王は目の前の光景（ぼくがイヴに踏まれてるの図）を微笑ほほえましい戯たわむれとでも思ったのか、それこそ微笑ましく眺ながめて言った。

「どうでもいいな」イヴは心底どうでもよさそうに。「まあ、ここにいれば読む本に困ることはないからな、好きにすればいいさ。こちらも好きにさせてもらう」

「それでは、お部屋は今お使いの西の館やかたのものを引き続きお使いください。それから、エレをクロムの付き人にします。いいわね？　エレ」

「はい」と返事をするエレンを、イヴが目を細めて眺ながめる。その顔はニヤついていた。そう言えば姉妹シスターの話はどうなったのか。気になる。でも聞きづらい。

「わからないことがあったらなんでもエレに聞いて頂ちよう戴だい。エレは物知りなのよ」

「よろしくお願いいたします」

　床に仰あお向むけのぼくは礼をするエレンの顔を下から見上げる形になるが、その表情は凍っているみたいに眉まゆひとつ動いていなかった。氷ひよう面めん少女。見下ろされるとちょっち怖い。

　付き人つきの王宮生活か……普通に考えたらすごいことなんだろうけど、あっという間の展開にこっちは戸惑うばかりだ。クロムって名前も記号みたいでしっくりこないし……まあ名無しは困るから、これはしょうがないか。よろしくクロムくん、といったところだな。

　つーか、いつまで人の上に乗ってんだよ、チビ。いい加減降りやがれ。
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「じゃあ、あの遺跡はずっと埋まってたってこと？」

「はい。現在も調査中ですが、今のところ他ほかに出入り口となるものは見つかっていません」

「となると、ぼくがあそこにいたのはおかしなことになるね」

「はい。あなたがどのようにしてあの場所に立ち入ったのか、謎なぞです」

　クロスノア王宮の西の館やかた。目が覚めたときと同じ部屋──今日からぼくの部屋。丸いテーブルを、ぼくとエレン、イヴの三人で囲んでいた。ちなみにイヴの部屋は隣となりらしい。

　女王との謁えつ見けんが終わって部屋に戻り、エレンから昨日のことについて話を聞いているところだ。本当はエレンたちのほうがぼくの話を聞きたかったんだろうけど、ぼくには記憶がないので語れることなど何もなかった。

　聞くところによると、ぼくがいた遺跡とやらは今まで未発見のものだったそうで、あのとき天井にできた穴以外、他に通路は見つかっていないとのことだ。

「最初は、異い境きよう徒とかとも思いました」

「いきょーと？」

「魔ま渦かと呼ばれるオーヴの乱れが発生した際、その歪ひずみによって生じる裂さけ目を通じ、こちらの世界に渡ってくる異境の者たちのことです」

「よくわかんないんだけど……あの黒い目玉のこと？」

「いいえ。あれは異境徒ではなく霊グ食ー獣ルと言って、魔渦によって負の性質を帯びたオーヴが集約し実体化したもの、つまりオーヴのモンスター化です。私たち宮廷術士と兵士たちがあの場にいたのも、魔渦の発生から異境徒あるいは霊グ食ー獣ルの出現に備えるためでした」

　うん、ダメです。クロムくんはさっそく話についていけません。

「ごめん」先に謝っておいた。「悪いんだけど、ぼくには聞き慣れない言葉ばかりで、イマイチ要領がつかめないんだ。いや、イマイチっていうか、実際さっぱりで」

　ぼくはかぶりを振ってバンザイしてみせた。お手上げってこと。

「言葉での説明には限界があります。概がい念ねんや仕組みという点では、どれも正確に把は握あくできてはいません。魔ま渦かや異い境きよう徒と、霊グ食ー獣ル、オーヴと呼ばれる自然の霊れい気きなどは、いずれも古くから存在するものですが、詳細を解析しきれてはいないのです。現在も世界中で研究がなされている最中にあります。ですから誰だれもが、在あるものを在るがままに受け入れているのが現状です」

　在るものを在るがままに。それこそ今のぼくに必要なことなのかもしれないな。自分の置かれている状況、目にした出来事──説明できない事象、理解できない現象──それらを素直に受け入れること。そうしないことにはにっちもさっちもいかないだろう。

「わかった。とにかく、その魔渦とかいうのが発生して、天井が崩くずれて遺跡が見つかって、ついでに霊グ食ー獣ルとかいう目玉のお化けが現れた……そういうことでいいのかな？」

「はい。もともとあの付近──地上には他ほかにも遺跡の痕こん跡せきが見受けられ、ここ何年か調査はされていましたが、私たちの出会ったあの地下神殿は手つかずの場所でした。魔渦の発生によって地面が陥かん没ぼつし、偶然にも発見されたのです」

　じゃあ、あの場所にずっと閉じ込められたまま、なんてことも場合によっちゃあ考えられたのか。そしたら飲まず食わずで餓が死ししてたかも。それを思うと魔渦とやらの発生は幸運だったわけだ。もっとも、霊グ食ー獣ルとイヴの出現は限りなく不幸に近いだろうけど。

「それで、こいつの話になるんだけどさ」

　ぼくはクラウ女王から渡された黒い古書をテーブルの上に置いた。

「闇やみ夜よの幻げん世せ」エレンは無感動に視線を注ぐ。「黒こく耀ようの巫み女この召しよう喚かん書しよ」

「その召喚ってのが、またよくわかんないんだけど……」

「召喚とは、一般に霊れい獣じゆうや魔獣などと、霊れい媒ばいなるものを用いて契約を交わし、その霊媒を介していつでも呼び出せるようにすることを言います」

「どうしてぼくにだけ、この文字が見えるんだろう？」

「それは私にもわかりません」エレンにも見えていないのだ。

「おまえが最初に触ったからだ」

　唐とう突とつにイヴが言った。髪の毛をくるくるいじりながら、視線は手元の別の本。さっきからぼくとエレンの会話には参加せず、ずっと読書をしていた。

「最初に触ったって……それだけか？　そんな簡単な理由なのか？」

「ああ、それだけのことだ」

「それって、ぼくじゃなくても召喚できたってことだよな。だったらぼくは女王が言う神かみ下しもの民たみじゃないってことだろ。誰でも良かったってことは」

「はぁ……」イヴは呆あきれたように嘆たん息そくした。「おまえは正しよう真しん正しよう銘めいの馬ば鹿かだな」

「なんでそうなるんだよ」わけがわからん。「とにかく、女王は誤解してるってことだろ」

「どうでもいいさ。誤解していようがしていまいが」

「よくねぇよ。一国の王様だぞ。バレたらただじゃすまないって、きっと」

「だったら黙だまってればいい」

「あのな、ここにはエレンがいるんだよ。もう半分バレてんだよ。ね、エレン」

　ん？　なんかこの会話おかしいな。なんでぼく、自分の不利な方向に話を運んでるんだ？

「ですが」と、エレンがメガネを押し上げた。「事実として、あなたはイヴを召しよう喚かんしました」

「それは……そうだけど」

「だとすれば、今のあなたは女王が望むに足る人物ということになります」

　そうなるのか？　それでいいのか？

「でもさ、こいつが本当に伝説の巫み女こだとは限らないでしょ？」

　だいたい見た目も中身も巫女と呼ぶにはどうかと思う。

「わたしは巫女ではない」イヴが自分で否定した。「魔女だ」

「魔女？　はん、それを言うなら魔女っ子だろ──ぶごぉっ」

　速攻で殴なぐられた。グーで。勢いのあまり椅い子すから落ちて壁かべまで転がった。あぐぐぐぐ。なんつー馬ば鹿か力ぢから。人間離れしていることだけは確かだ。

「二度と、そのふざけた言葉を、わたしに向けるでない」イヴは殺意のこもった眼光を放って言った。どうやら『魔女っ子』が逆げき鱗りんに触れたようだ。にしても痛い。痛すぎる。チビのくせにいったいどういう体の仕組みしてんだ。

「てか、なんでおまえ上目線なんだよ。考えてみりゃぼくがおまえを召喚したんだから、ぼくはご主人様でおまえは使い魔だろ。もっとご主人様を敬うやまったらどうなんだ」

「誰だれが主人だ。おまえのようなマヌケ、下げ僕ぼくで十分だ」

「んだとぉ、子供のくせに偉そうに」

「誰のせいでこんな姿になってると思ってるッ。全部おまえが悪いのだッ」

「なんでぼくのせいなんだよっ」

「おまえが未熟者だからわたしは魔力を失い、こんな姿になっているのではないかッ」

「はあ？　なんだよそれ。どういう意味だよ」

「まったく。これだから馬鹿は……。エレン、説明してやれ」

　イヴは手元の本を読むのに戻り、代わってエレンが機械的な口調で話した。

「召喚にも様々な形式や条件がありますが、共通して言えるのは、召喚される側の能力は召喚する側の能力に影えい響きようを受けるという点です。この場合の能力とは、オーヴを率いる力、つまり魔ま導どう力りよくのことです。それが姿形にまで影響するかは契約によるでしょうが、お二人の場合顕けん在ざい化かするようです。イヴは本来の魔力を失うと同時に、本来の姿も失っているのでしょう」

　つまり、ぼくが召喚者として未熟だから、イヴも未熟な姿で出てきたってことか。

「わかったか。大おお馬ば鹿か者もの」魔女っ子は苛いら立だちをあらわに。「久方ぶりにこちらに出てこられたと思えばこれだ。千年以上生きてきたが、こんな屈くつ辱じよくは初めてだぞ。まったくッ」

「そりゃ悪かったな。そこまで言うならさっさと解約しようじゃないか。もう一回この本に封印されて、別の誰だれかに召しよう喚かんしてもらえよ」

「それができるならとっくにそうしておるわ。だがな、『闇やみ夜よの幻げん世せ』の契約は、契約者が死ぬまで続くのだ」

「おいおい、ぼくが死ぬまでつきまとうってのか？　冗談じゃねぇぞ」

「こちらとて冗談ではない。いつまでもこんな姿でいられるか。いっそのことおまえを殺してなかったことにしたいくらいだわ」

「な……」ちょっとビビッた。

「ふん」イヴは鼻で笑う。「ド阿あ呆ほう。わたしはそこまで愚おろかではない。ただし、早いところこの姿をなんとかせねばならん。おまえにはこれから先、わたしが本来の姿を取り戻すまで鍛たん錬れんしてもらうからな。死ぬ気で励はげめよ」

「鍛錬って、いったい何の？」

「無論、魔術士としての鍛錬に決まっておろう。エレンぐらいの使い手になれば、わたしもだいぶ本来の姿に近づけるだろうな」

　イヴはエレンを見て言った。ぼくもエレンを見る。そう言えば、火の玉とか火の鳥とか、不思議な力を使ってたっけ。あれが魔術ってやつなのだろうか。

「いや、ちょっと待て。勝手に話を決めるな。もう話したけどな、ぼくは記憶がないんだ。そんな鍛錬とかする以前にだな、いろいろ調べたりなんだりしなきゃいけないことが──」

「知ったことか。そんなものは後回しだ。おまえがどこの誰だろうが記憶があろうがなかろうが、馬鹿で阿呆でマヌケで役立たずなのは変わらんッ」

　な、なんつー利己主義。こいつは性しよう根ねが悪すぎる。魔女というより悪女だ。

「なんだ？　文句あるのか？」

　イヴは拳こぶしをコキコキ鳴らした。

「い、いや、別に……」

　早くも抵抗をあきらめて、ぼくはため息をつく。この猟りよう奇き的な魔女っ子に抗あらがう術すべが、今のところない。それに、なんだかんだ言ってぼくの状況に進展はない。ぼくを取り囲むのはぼくの常識と理解を超えたものばかりだ。いろんな意味で取り残されてしまっている。見聞きするものすべてが突飛すぎて、自分のことなのに他ひ人と事ごとに思えてしまうほどに現実味がないというか、状況についていけてなかった。

　まあしかたないさ、クロムくん──自分に言い聞かせるようにぼくは思う。今はただ、在あるものを在るがままに受け入れるしかない。つまりはそれ、成り行き任せってことだけど。

　流されてるだけだけど。







　　　第二幕　　女神は魔女の天敵
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　高い城じよう壁へきに囲まれた王宮の敷地内には四方にそれぞれ館やかたがあり、中央に宮殿が位置する。四つの館はごく普通の石造建築だ（といってもどれも三階建てで一辺が五十メートルはあり、しかもそれぞれ地下でつながってる）。中央の宮殿は五段構造。空高くそびえる白い巨城で、外観は東西南北どの面からも同じように見える。エレンに教えてもらったところによると、館と宮殿は合わせて左右対称ならぬ四方対称になっているらしい。

　王宮で暮らし始めてちょうど一週間目となる朝、西の館を出たぼくは、計算されつくした造りの宮殿を右手に見ながら北進、王宮敷地内の北西部隅すみにある古い稽けい古こ場ばを目指していた。円形の広場は周りを石段による観客席で囲まれている。コロシアムってやつだ。

　広場にはすでにエプロンドレス姿のエレンがいた。毎回鍛たん錬れんの場に居合わせ、ぼくに対するイヴのしごきが過か剰じようになってピンチになるとあいだに入って止めてくれるのだ。おかげで何度か命を救われる思いをしていた。「おはよう」と声をかけると、「おはようございます」と丁てい寧ねいだけど堅苦しいあいさつが返ってくる。そしていつものことだけど、おじぎをするとメガネがずれる。それを直す。さらに本日も見事なまでの氷ひよう面めんぶり。今日まで他ほかの表情はいっさい拝めていなかった。

「あれ？　イヴのやつ、いないじゃん」

　ぼくが遅刻すると鉄てつ拳けんを放ってくる暴君魔女は、本人が時刻指定したにもかかわらずその姿がなかった。合図にしてる定時の鐘かねがカランコロンと鳴り響ひびく。まだ早朝だ。眠い。

「イヴは読書をすると言って書庫に行きました」エレンが生き真ま面じ目めな顔で言った。「代わりに私が指導するようおおせつかっております」

　人に鍛たん錬れんさせておいて自分は趣味の読書かよ。どこまでも自分本位なやつだ。まあでも、これはこれで助かった。エレンならイヴみたいに殴なぐる蹴けるしないから安心だ。

　この一週間ぼくは毎日イヴにしごかれていた。鍛錬の内容自体はそんなに大変じゃないんだけど、失敗したりイヴの気に食わない結果になると即鉄拳で、それによる肉体的苦痛こそが辛つらかった。しかもぼくには魔術士としての才能がないようで、結果が伴わずイヴを苛いら立だたせるばかり。その苛立ちは暴力に変わるわけで。結果ぼくは高確率で気絶に追い込まれるわけで。逃げたいとは思うんだけど、見つかったときのことを考えるとあとが怖いわけで……。

　そんなわけで、イヴがいないとなればそれだけで喜ばしいことなのである。

「今日は何するの？」とぼくはエレンに聞いた。

「まず、軽く知識のおさらいを。その後、実技へ移行します」

　勉学。それはぼくの苦手分野。今日まであれこれ話を聞いたり本を読んだりしたけど、ぼくの知識不足はかなりのものだった。そもそもこの世界が『クリスナーガ』と呼ばれることさえ知らなかったのだ。魔術については無知も同然で、知識が頭になじんでいかない。記憶力が著いちじるしく低下しているらしい。おそらく、いやきっと記憶喪そう失しつの影えい響きようだろう。そうに違いない。

「魔術の発動にはふたつの要素が必要です。ひとつは術士の魔ま導どう力りよくですが、もうひとつは？」

　お、クイズ形式か。

「オーヴ」とぼくは回答した。「自然界の霊れい力りよく、だっけね」

「正解。精霊の子とも呼ばれるオーヴは、自然界を営む六大元素に対応して六種あり、それぞれ異なる名を持ちます。その六つの名は？」

「えっと……炎ソのル精ド、水ルのー精ヴ、風セのエ精レ、土ロのト精ム……それから……えーと……」

　ダメだ。出てこない。昨日も教えてもらったはずなんだけど、練習している呪じゆ文もんと関係ないところだからか忘れてしまった。ちなみに練習魔法は『フレイメア』。エレンが遺跡で唱えていたやつだ。基礎魔術らしいけど、ぼくの場合、火の粉すら出てこない。失敗の連続。そしてイヴに殴られ蹴られ……あんだけボコボコにされたら覚えたもんも忘れるっつーの。

「炎ソのル精ド、水ルのー精ヴ、風セのエ精レ、土ロのト精ム、そして、光スのピ精カと闇セのピ精アです」

　エレンはすらすらと言ってのけるが、ぼくの耳には異言語同然だった。これが専門的知識だというならしかたないのかもしれないけど、クリスナーガにおいて、それらは半ば習慣的に覚えるものらしい。魔術を使う使わない以前に、一般常識として知られているわけだ。

「ごめん、覚えが悪くて……」イヴがいたらここで一発、いや二、三発は殴なぐられてる。

「今すぐ覚える必要はありません。練習を重ねればいずれ自然と身につくでしょう。ですがこれは呪じゆ文もんに用いる言葉ですし、呪文の意味合いを理解するかしないか──意識するかしないかは魔術の成果に影えい響きようします。魔術は契約言語──呪文によって精霊の子オーヴを引き寄せ、交信し、彼らを導いて魔法となってもらう術ですから。しっかり意識することが大事です」

　精せい霊れいなんてもんが本当に存在するかどうかぼくは知らないし、実際のところ確かめようもないらしいが、オーヴというやつはこの目で見れるものだった。遺跡でエレンが呪文を詠えい唱しようしたときに現れた光の粒たち。火の鳥を象かたどったあれこそがオーヴだったのだ。

　炎ソのル精ドは赤。水ルのー精ヴは青。風セのエ精レは黄。土ロのト精ムは緑。光スのピ精カは白。闇セのピ精アは黒。それぞれ色合いの異なる粒子は、普段は目に見えなくてもちゃんと存在していて、詠唱すると現れ、発動すると魔術を象る。そして魔術が終わると自然に還かえっていくそうだ。また、オーヴが負の性質を帯びて生まれる霊グ食ー獣ルというやつは、倒すことでオーヴを自然の状態に還せるという。役に立つけど一歩間違えれば災わざわいにもなる、それがオーヴ。

　そして魔術はクリスナーガでは当たり前の力で、国の法の下、制限や規則はあるが、人々はその力を日常生活にも役立てているという。生まれたときから霊的な存在を身近なものとしているわけだ。ぼくとは意識の在あり方そのものが違う。ときどき自分がまったくの別世界の存在なんじゃないかって思えるぐらい、根本的なところで違和を感じてしまうのだった。

「クロムの場合、まずはオーヴに慣れることが必要です。そのためには知識よりも経験を優先するべきでしょう。これまで基礎魔術の詠唱と発現に取り組んできましたが、今日はもう少し簡単にオーヴを扱う方法を試そうかと思います」

　エレンは袖そで下したからタクトを取りだした。

「このタクトは、オーヴの力を発現できる精せい霊れい石せきを用いて造られています。魔ま導どう具ぐと呼ばれるものです。オーヴの名を告げるだけで魔術に似た力を発します。呪文を唱えないため、オーヴを引き寄せる段階が抜けるので効力は劣りますが……実際に見たほうが早いでしょう」

　エレンはコロシアムの壁かべに向けてタクトをかまえると、ひとつ呼吸を整え、「ソルド」と声を張る。するとタクトの尖せん端たんが赤く光り、遺跡でも見た火の玉がいくつか飛びだした。それらは壁に飛んでいってぶつかると、軽く音をあげてはじけるように散った。

「このような感じです」エレンは表情に変化なく、ずれたメガネを直す。「王宮の建造物は耐魔式ですから、この程度の魔法で破損する恐れはありません」

「ふうん、思う存分練習できるってわけだね」

「どうぞ、試してみてください」

　エレンからタクトを渡されたぼくはマネをしてかまえた。オーヴを意識する、と言われてもよくわからないので、とにかく炎をイメージしてみる。真まっ赤かな炎を。

　深呼吸。そしてオーヴの名を呼ぶ。

「ソルド！」

　ふらり、軽い眩暈めまいに襲おそわれた。

　タクトの尖せん端たんから炎が勢いよく、火の玉ではなく放射するように出てくる。予想していたよりも火力が強く、ぼくは少し腰が引けた。炎は蛇へびのようにうねりだす。

「お？　おおお？」

　勢いはさらに強まり、そのうち片手では持っていられなくなって両手で握った。するとまた眩暈──なんだこれ、体の奥底から何か吸い上げられていくみたいだ。

　立ちくらむぼくとは反対に、炎は威い力りよくを増していく。あれよあれよという間に人を丸まる呑のみできそうなほど太くなり、ゴオオオオッと激しい息い吹ぶきをあげながら、蛇どころか竜りゆうのように荒々しくコロシアム内を暴れ回った。地面をえぐり、耐魔式と言ったはずの壁かべまで砕くだく。

「あっ、いっ、うっ、えっ、おおおっ？」

　ぼくはタクトを握ったまま、右へ左へ前へ後ろへ、体ごと激しく揺さぶられた。エレンはメガネを斜めにずらしたまま少し目を丸くしている。

「エ、エ、エ、エレン！　どどど、どうすりゃいいのっ？　どうすりゃいいのこれっ」

　振り回されながら助けを求めると、エレンはハッと目をまたたき、ぼくに向かって何か言ったみたいだった。でも炎の音がうるさくて聞こえない。

　するとエレンは飛びつくようにしてぼくの腕をつかんだ。

「離して！」

　声が届いて、ぼくは反射的に手を開く。タクトが落ちて、暴れていた炎が瞬しゆん時じにして赤い光の粒となり宙に霧む散さん、すぐに何も見えなくなった。

　エレンはタクトを拾い、ずれたメガネをそのままにじぃーと無表情に見てくる。

「い、今のは？」ぼくは息切れしていた。「何が、起きたの？　事故？」

「あなたがなさったんです」

「いや、だって、そんな。ぼくは基本の魔術もまともに使えないんだし……」

「それはつまり、あなたには人並みはずれた素質があるということです」

「魔術が使えないのに素質がある？　それっておかしくない？」

「素質とは、オーヴを引き寄せやすい体質のことを言います。クロムはそうした体質のようです。それも尋じん常じようではないほどに」

「ぼくに言わせりゃ、周りが尋常じゃないことだらけなんだけどね」

　冗談っぽく言ったけど、エレンは真顔のままだった。ホント真ま面じ目めな子だ。

「効果的な魔術の行使には魔ま導どう力りよくが求められます。どれだけ素質があり、多くのオーヴを引き寄せることができても、彼らを導く力がなければ、魔術として伝わりません」

「ぼくの場合、素質はあるけど、魔ま導どう力りよくがてんでナシってこと？」

「はい。魔導力は交信力。それは最初にも申したように、オーヴに対する精神的な理解といったところにも左右されます。魔導力なしに魔術は語れません」

　だとしたら、オーヴや魔術といったものに対して概がい念ねんのレベルで違和感を払ふつ拭しよくできないぼくには、魔導力などなくて当然。これはもう決定的な欠陥だろう。大げさに言えば、感覚がひとつ損なわれているような。あるいはお金はあっても使い方を知らない、みたいな宝の持ち腐ぐされ状態。おそらくイヴが子供の姿なのも、魔導力あたりの影えい響きようなんだと思う。

「しかし、魔導力は鍛たん錬れんや経験によって培つちかうことができます。それによって素質を補い、多くのオーヴを引き寄せることも可能になります。逆に言えば、素質があっても努力なしでは通用しないということです」

「は、はぁ……そうですか」なんだか叱しかられてる気分になってきた。

「ただ、魔導具の場合は精せい霊れい石せきの働きがありますので、引き寄せたオーヴを直接的ダイレクトに反映させることができます。普通は、詠えい唱しようなしにオーヴはそれほど引き寄せられないのですが、クロムの場合、自然に多くのオーヴを引き寄せてしまいますから……」

「それでさっきみたいなことになった、と？」

「ええ。ですがあなたは、オーヴの力を制御できていませんでした。自制のきかない力は危険です。今はまだ、あなたに魔導具を持たせるわけにはいかないようです。制御する力、そして魔導力を培うためにも、地道に詠唱と発現の練習を重ねる以外ないでしょう」

「まあ、ね……ぼくとしても、魔導具に触れる気にはなれないよ。自滅しそうだし」マジでビビッたし。「でもなんか、はぁ……びっくりしたせいか、ヘンに疲れちゃったな」

「魔術も魔導具も力を行使すれば活力を消しよう耗もうします。先ほどの炎は多くのオーヴを引き寄せ、発現させていましたから、消耗も激しいはずです。午前の鍛錬はもう切りあげましょう。部屋に戻ってゆっくりおやすみください。素質について、イヴには私からお伝えしておきます」

　お言葉に甘え、西の館やかたに帰ることにする。酸欠みたいに頭がくらくらした。

　一緒にコロシアムを出て庭園を並んで歩く。最初の頃ころは終始無表情なエレンを相手にするのに緊きん張ちようしたものだが、人間慣れる生き物で、今はそれほど気にならなくなっていた。ただ、できればこの堅苦しさを取り除きたい、もう少しうちとけてもらえたらな、とぼくは思う。

「あのさぁ、エレン、魔術の鍛錬と全然関係ないことなんだけど……エレンって、クラウ女王には『エレ』って呼ばれてるよね。あれって愛称？」

「はい。女王はその呼び方を好まれます。そちらのほうがよい、と」

「うん、そうだね、そっちのほうがいいと思うよ。うん、うん……その、それで、さ、ぼくもそう呼んで、いいかな？　そっちのほうが呼びやすそうだし」

「どうぞ。お好きなように」

　あっさりと、見向きもされず、返された──一句読めてしまった。

　硬い会話に硬い表情。喜き怒ど哀あい楽らくが読めないとさすがに対応に困る。

「じゃあさ、エレ」さっそく呼んでみた。「ついでに、敬語で話すのやめない？　言葉遣づかいとかそんなに丁てい寧ねいじゃなくてもいいっていうか、普通に話してくれたほうがぼくも気が楽だし、そのほうが話しやすいっていうかでさ……どうかな？」

「クロムが望むのでしたら、そうします」

　いや、そうじゃなくて、もっと自然にしてほしいんだけど……。

　まあ、いっか。「じゃあ、今から普通にしゃべるってことで」

「わかりました」

「それ、まだ敬語だよ」

　指摘すると、エレン改めエレはちょっとうつむいた。メガネがずれる。直す。そしてぼくを横目にちらっと見てから、何度かまばたきして小さく言う。

「……わかっ、た」

　なんだかぎこちない。もうちょい話をふってみよう。

「あとで部屋掃除するよね？　ぼくも一緒に手伝うよ。そのほうが早く終わるでしょ」

「いえ、それは私の仕事ですか……だ、から」ちょっと間違えた。

「でも、全部エレに任せっきりは悪いしさ……あ、むしろ邪じや魔ま？」

「そういうわけでは……別にかまわない」エレはにこりともせずに言う。

　う～ん、確かに話し方は変わったけど、語尾が修正されただけでむしろ余計に堅苦しくなった感じが……まあでも、ひとつ壁かべがなくなったと考えれば、多少なりとも距離が縮まったって言えるのかな。ぼくの勘かん違ちがいでなけりゃいいけど。
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　鍛たん錬れんという名の暴力の日々がさらに数日すぎた頃ころ、体力面で限界が近づいてきたぼくのために、エレがイヴに交こう渉しようして休暇を取ってくれた。イヴは渋しぶ々しぶではあったが、エレにも休みが必要だろうということで、ぼくのためではなくエレのために休みを設けた形だった。

　しかしいざ暇ひまができると特にやることもない。せっかくの休みまでエレをつきあわせるのは気が引けるし、イヴとは休みじゃなくてもつきあいたくないし、だからと言って一人で読書なんて気分にはなれなかった。勉強用の百科事典なんて開く前から飽あきている。

「……散歩でもしますか」

　庭園に出てぶらついた。赤レンガの敷き詰められた石いし畳だたみを歩き、噴水のある花園へ。水音を耳にしながら芝しば生ふに寝転がって日光浴。ぽかぽか陽気にあてられて気持ちよく目を閉じる。そうして日向ひなたぼっこをする猫のようにのんびりだらだらしていたら、ふっ、と影が差した。

　目を開けると、クラウ女王の逆さまの笑顔があった。綿わた飴あめのようにふんわり甘い笑み。

「ごきげんよう、クロム。ごめんなさいね、起こしちゃった？」

「あ、いえ、寝てませんでしたから」ぼくは慌あわてて体を起こした。

「隣となり、いい？」

「え、ええ、どうぞ。あ、ちょっとお待ちを」とっさに敷物になるものを探す。いつもエレが用意してくれるハンカチがポケットに入っていたので、それを開いて敷いた。女王は「ありがとう」と微笑ほほえんで優ゆう雅がに腰を下ろす。今日はレモン色のワンピース姿だった。風に乗ってやわらかな香りがする。ぼくは緊きん張ちようを覚えて思わず背筋を伸ばした。女王という肩書きがなかったとしても、これだけきれいな人を相手にすりゃ誰だれだって緊張するはずだ。

「どう？　ここでの暮らしにはもう慣れた？」

「は、はい。おかげさまで、不自由してません。個人的な問題は、山積みですけど」

　記憶喪そう失しつとか、イヴの暴力とか、イヴの暴力とか、イヴの暴力とか、イヴの暴力とか……。

　ああ、考えたら気が滅め入いってきた。使い魔に振り回されるあまり、記憶喪失なんかそっちのけになっている。だからと言ってどうすることもできない自分が哀かなしい。

「焦あせらなくてもいいのよ」

　女王はぼくが記憶喪失で悩んでいると解釈したらしい。彼女はイヴとぼくが仲良しだと思っているのだ。ぼくらのどこをどう見たらそう思うのか不思議でしょうがないんだけど。

「そうそう、エレから聞いたわ。クロムにはすごい素質があるんですってね」

「あ、その……ですけど、素質だけじゃ、術士として優すぐれていることにはなりませんし、そもそもぼく、あまり魔術ってものになじめなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、クロムなら。あなたは神かみ下しもの民たみだもの」

　それだ──その言葉がぼくを憂ゆう鬱うつにする。神下の民という肩書きは、ぼくにとって重荷でしかない。女王がぼくを王宮に住まわせてくれているのは神下の民だと信じているからで、イヴを召しよう喚かんした事実が唯一の根拠になっている。でもイヴを召喚できたのは、『闇やみ夜よの幻げん世せ』に最初に触れたからにすぎず、神下の民でなくともあいつを召喚することはできたわけで、ぼくはたまたまその肩書きを与えられているにすぎないのだ。だから変に期待されても困るわけで。

「あのぉ……クラウ女王？」

「なぁに？」女王は無む邪じや気きに首をかしげた。年上なのにときどき年下みたいに感じる。

「ぼくが本当に神下の民で、イヴが本当に伝説の戦乙女ヴアルキリアだったとして……その場合、ぼくらは何をすればいいんでしょう？　最初にお会いしたとき、クロスノアの危機というお話がありましたけど、今この国に、何か危機が迫ってるんですか？」

「うーん、どうかしら」女王は口元に人差し指をあて、上目になって考えながら。「特にこれといったことは、何も。あえてあげるとしたら、最近、魔ま渦かの発生が増えてることぐらいかしらね。けど、今はちょうど月食が近づいてるから、この時期としては特別おかしなことでもないし……霊グ食ー獣ルや異い境きよう徒との脅きよう威いは、大昔からずっと続いているものだし……」

「じゃあ、危機という危機は、ないんですか？」

「そうね。ここ数十年、大きな惨さん事じに見舞われたという話もないわ」

　なんだ……心配して損したな。危機を救うなんて話を聞かされてたから、てっきりその手の問題に駆りだされるんじゃないかって思ってたけど。違うのか……ふぅ、ホッとしたー。

「でも、それなら女王は、ぼくらに何を期待されているのです？」

「うーん、何を期待すればいいかしら？」

　逆に聞き返された。女王は口元に指をあてたポーズのまま、左右に首をかしげる。

　ぼくはがっくりと脱力。この人、特に考えがあるわけじゃなかったのか。

「そうね……特別してもらいたいことがあるわけではないけれど、神かみ下しもの民たみが現れ、イソラ様が召しよう喚かんされたことには、何か意味があると思うの。私にそれはわからないけど、もしかしたらクロムの失われた記憶に、その答えが眠っているのかもしれないわね。あなたは何か使命を持って現れたのかも。記憶が戻ったら、それがわかるかも」

　使命──それはそれで歓迎できないな。そういう重そうなものはなるべく背負いたくない。

「もし、このまま記憶が戻らなかったら？」

「そのときは、それがあなたにとっての、在あるべきカタチなのでしょう」

「在るべき、カタチ？」

「ええ、そうよ」女王は微笑ほほえみ、いきなり両手を伸ばしてぼくの頰ほおを包んだ。正面を向かせてのぞき込むように目を合わせる。ぼくはされるがまま、動けなくなる。「先ほど、何を期待するのか、と問いましたね。今その答えを見つけました。クロムがこれから先、その目で見て、その耳で聞いて、その手で触れて、その足で歩いて、その心で決して、そうして歩んで行くこれから──あなたの未来に、私は期待します」

　ぼくは何も言えなかった。その眼まな差ざし、声、言葉、手のぬくもり、微笑みに──クラウ女王という存在そのものに引きつけられ、吸い込まれていくようだった。心服させられる。これが女王の器うつわってやつなんだろうか。あるいは彼女だけに備わる個人的な魅み力りよくなのか。

「そう、大事なことを言い忘れていましたね」女王はいっそうやさしげに目を細めた。「神下の民である以前に、ここにいるあなたは、あなたです。確かに、私は神下の民としてあなたを迎えましたが、何よりも大事なのは、クロムがクロムであることですよ」

　その言葉に、ぼくの胸は熱くなった。うれしいと思った。

　でも……だけど、今のぼくの状況が、神下の民という肩書きの上に成り立っていることに違いはない。からっぽのぼくをそのまま受け入れてくれたことにはならないだろう。

　所しよ詮せん、自分は肩書きだけの存在。そう思えてしまう。

「クラウ女王……あなたは、ぼくがイヴを召喚していなくても、神下の民である根拠がなかったとしても、同じように、ぼくを迎え入れてくれましたか？」

　この問いを口にするのにはかなり勇気がいったのだが、女王はまったく迷わずに、すべすべした手のひらでぼくの頰ほおをなで、即答した。

「私が何を言っても、今のあなたがあなたであることは変わりませんよ？　それに、人は誰だれでも、誰かにとって特別なものです」

　それは、答えになっているようでなっていなかった。だけど、女王の微笑ほほえみはぼくのすべてを許してくれているかのようで、ぼくはまた何も言えなくなった。

　いったいどんな答えを期待していたのか──自分の胸に聞いてみるけど、それはそれでわからない。女王が首を縦に振ろうが横に振ろうが、ぼくにはここにいる以外ないのに。ここにいさせてもらえなくなったら、どこにも行くあてなんてないのに。

　馬ば鹿かな質問をしたもんだな、クロムくん──ため息にも似た自じ嘲ちようの笑みを起こしたとき、風が少し強く吹きつけた。さわさわと花が踊り、女王はたなびく髪を耳元でおさえる。ぼくはやさしい香りに包まれた。

「ねぇ、クロム、イソラ様がどちらにいらっしゃるか、知らない？」

「イヴですか？　あいつなら、どうせまた書庫で読書だと思いますけど」

　魔女っ子は凶暴なくせして本の虫で、ぼくをしごく（鍛たん錬れんする）とき以外は大たい抵てい、王宮の地下書庫にこもっている。こっちの世界が久しぶりだというあいつは、自分がいないあいだにどんなことが起きていたのか知るため、歴史関係の書物を中心に読みあさっているらしい。

「そう思って行ってみたんだけど、いなかったの」女王は残念そうだった。

　ぼくが「召しよう喚かんしましょうか？」と言うと、うれしそうに笑う。

「うふふ、本当はね、クロムを見つけたとき、頼もうと思ってたのよ」

　さっきまでの気高い雰ふん囲い気きから一転（もちろんそれでも十分な気品があるけど）、はしゃぐように両手を合わせたクラウ女王は、上うわ目め遣づかいになって「おねがい」と言ってきた。憎にくめない人だ。かわいらしいとさえ思う。

　ぼくは立ち上がり、クラウ女王の差しだした手を自然と握って引いた。女王はハンカチを丁てい寧ねいに折りたたんで返してくれる。それを恐縮して受け取り、ポケットにしまってから、腰に添えていた『闇やみ夜よの幻げん世せ』を手にした。肌はだ身み離さず持っているようイヴに言われている。本のサイズに合うホルダーをエレがわざわざ手作りしてくれて、それを腰のベルトに装着して書を固定し普段から持ち歩くようにしていた。書があればイヴがどこにいてもこの場に呼び寄せることができるからだ。今日まで呼び寄せたいと思ったことなんて一度もなかったけど。

「それでは」来い、魔女っ子。「イソラ・ルル・ヴァルス」

　古書が自動で開く。誠まこと名なの記されているページで停止すると、黒い光と共にイヴがふわりと飛びだした。このとき書を体の外側に向けておくのがミソ。じゃないと踏まれる。

　黒いゴシックドレスをなびかせ、軽やかに着地を決めるイヴ。その顔は毎度のことだけど不機嫌だった。邪じや眼がんのような目つきの悪さ。

「なんだマヌケ。たいした用もなしに呼ぶなと言っておいたはずだが？」

「女王様がお捜しだったんだよ」

「ごきげんよう、イソラ様。捜しましたわ」

「ぬぬ」イヴは女王に気づくとピクッと硬直した。「な、何用だ」

　声が緊きん張ちようしている。イヴはいつもクラウ女王の前ではぎこちない。どうやらこいつ、女王を苦手としているらしいのだ。どうしてなのかはわからないけど。

「かわいらしいドレスを見つけたので、ぜひイソラ様に着ていただきたいと思いまして」

「ま、またそれか。わたしはこれでいいのだと、何度も言っておるではないか」

　どうやらこのやりとり、今回が初めてではないようだ。

「せっかく愛らしい容姿をしておられるのですから、もっとかわいらしい衣装を着ないと損ですわ。ドレスの他ほかにもいろいろ用意しましたのよ」

「けっこうだッ。帰らせてもらう」イヴはきびすを返す。

　しかしすぐさま、女王が背後からイヴの体に腕を回してひょいと抱だき上げた。

「それでは参りましょう」

「こ、こら、放せッ、放さんかッ」

　ジタバタするイヴだが、体格の差で女王が圧勝。もちろんイヴの馬ば鹿か力ぢからをもってすれば簡単に脱出できるだろうが、イヴはその性質上、女性に対して拳こぶしを振るえず、力であしらえない。

　一方のクラウ女王はルンルン気分。この人は一度走りだすと手のつけられないマイペースなところがあるので、こうなるともう止められない。

「じゃあね、クロム。イソラ様をありがとう」

「やめんかこらッ。おろせッ」

「黒こく耀ようの巫み女こ様でも、黒以外のお色は似合いますわよ、きっと」

「だからけっこうだと言っているッ。それにわたしは巫女ではないッ。魔女だッ」

「では、かわいい魔女っ子さんをドレスアップといきましょう」

「魔女っ子言うなッ」

「白とピンク、どっちがいいかしら。ブルーも捨てがたいわ。髪は三つ編みにして……」

「人の話を聞けーッ」

　ぼくが魔女っ子呼ばわりしたときは速攻で鉄てつ拳けんが飛んできたが、やはり女王に対して拳を出すわけにはいかないようだ。

「お、おいッ、クロム、助けろッ」

　とうとう下げ僕ぼく扱いのぼくにまで助けを求めだした。しかしぼくは聞こえないふりをして空を見上げる。日当たり良好。本日は晴天なり。

　それから西の館やかたに向かった。イヴが着せ替え人形にされる様子を思い浮かべて楽しむ。

　ふふん、ザマーミロだな。

　それにしてもあいつはなぜに女王が苦手なんだろう。あいつは男より女を好むらしいから、超絶美人のクラウ女王を嫌いやがるのはおかしいと思うんだけど……それ以上に着せ替えが嫌なのか。あるいは好みの問題か。ともかく、女神が魔女の天敵なのは間違いなさそうだ。

「ふむ、これは使えるかもしれないな」

　ぼくは一人うなずきながら歩く。それから先ほど女王と交わした会話を回想した。状況的には何も進展はないが、少し気持ちの面で救われている自分がいる。

　続けて、女王がイヴを抱だっこしてうれしそうに連れ去るさっきの光景を思い出した。どこまでもマイペースでちょっと天然っぽいと感じてたけど、あの人はただ純粋なだけなのかもしれない。澄んだ心をしているから、あんなに笑顔が素敵なのかも──なんて思ったりした。
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　クロスノアはクリスナーガ第二位の規模を誇る大陸国で、大陸全土を指してクロスノア国と呼ぶそうだ。ぼくがいるのは、クロスノア国の『首都クロスノア』ということになる。

　王宮は小高い丘の上に位置し、その周り三百六十度に城下町が広がる。王宮の南門を出たところから見える町並みは古めかしく、記憶のないぼくでも懐かい古こ的な印象を受けた。ところせましと並ぶ建物はレンガ調。入り組んだ路地を人々が行きかっている。路地の上では左右の建物の二階三階の窓同士で紐ひもをつなぎ、洗濯物を干すなどしていた。生活感あふれる景観の向こうにはきらきらと太陽光を反射する海うな原ばら。港には大きな木造船が何隻せきか停泊している。

「ほー、これはまた絶景だね」

「突っ立ってないで早くこい、ノロマ」前方、丘を下るイヴが言う。相変わらず口の悪い使い魔は相変わらず無愛想な仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。黒いゴシックドレスも相変わらず。唯一普段と違うのは、髪型がツインテールになっている点だ。エレが結ってあげたらしい。小こ癪しやくだがかわいい。こいつの場合その愛らしい容姿がせめてもの救いだろう。他ほかに褒ほめるところなどない。

　イヴの隣となりにはエレがいる。こちらも相変わらず大きなメガネをかけ、相変わらずの無表情氷ひよう面めんぶりだった。メイド衣装ではない。髪もお団だん子ごじゃなくて後ろでひとつに束ねてる。白いブラウスに紺こんのロングスカートと地味だが清せい楚そな衣装に、薄いケープをはおっていた。悪くないんだけど、ただでさえ表情が乏しいため、服まで味気ないとネクラな印象になってしまう。

「はたから見りゃ、両手に花なんだろうけどな」

　片方は食肉花、片方は花開かず、といったところか。

　なかなかうまいね、クロムくん──自分の喩たとえに納なつ得とくしつつ、ぼくは丘を下った。

　本日、城下町デビュー。きっかけは昨晩クラウ女王と夕食をご一緒したときの会話。王宮での生活が早くもマンネリ（朝起きてイヴにしごかれ昼食べてイヴにしごかれ夜食べてイヴにしごかれ疲れ果て寝る、の繰リりピ返ーしト）化したぼくに、気晴らしに城下町に行ってみたら、と女王が提案してくれたのだ。イヴのスパルタ特訓に耐えるのに精一杯だったぼくは王宮の外に関心を向ける余裕すらなくしていたので、女王の提案はまさに女神様のお告げと言えた。

「南は商業区で、クロスノアではもっとも賑にぎわう区域になっている」エレが歩きながら説明してくれる。「陸は行商人、海は貿易船を通じ、さまざまな物産品が各地から集まってくる」

「ぼくがいた遺跡って、どの方向？」

「町を出て、北へ三里りほど行ったところにある森の中。遺跡は他ほかにも発見されている。クロスノアだけでなく、クリスナーガ全体に数多くの遺跡が存在している」

　エレの話はお堅い。二人のあいだで敬語はなしになってからずっとこの調子だ。説明口調というか、報告書を読みあげるような話し方をする。例のごとく愛あい想そがないのでぶっきらぼうな態度に感じちゃうんだけど、まあ、これはこれでもう慣れたし、会話に消極的なわけじゃないから、仲良くなれたと思っていいと思う。

「遺跡のほうは？　何か新しい発見はあった？」

「いいえ。特に何も。遺跡自体さほど大きなものではなかった。あそこはイヴの召しよう喚かん書しよを安置するためだけの場所だったと推測される。唯一の出入り口は落らく盤ばんによりふさがれていた。その開通作業も終了し、他の通路は確認されないまま、調査は打ち切られた」

「じゃあ、遺跡は完全に土の中だったってこと？」

「そう。クロムはあのとき、地中の密室空間にいたことになる」

　密室か。そりゃまた難なん儀ぎな話だな。

「エレはその点、どう思う？」

「わからない」エレは首を振る。メガネがずれる。直す。「状況的に不可能」

「イヴはどうだ？」一応聞いてみた。「密室の謎なぞを解く鍵かぎ、何か思いつくか？」

「知るか」イヴは吐き捨てる。「どうでもいい」

「あっそ」そう言うと思ったさ。ぼくはやれやれとため息をつき、イヴは放っておいてエレとの会話に戻った。「遺跡は世界中にあるって言うけど、どれくらい前のものなの？」

「ほとんどは千年以上前のもの。神しん魔ま大戦によって世界中の文明はいったん滅びたとされていて、その跡が発見されている。遺跡からは当時の文明遺産が見つかることもある」

「遺産って、イヴの召喚書みたいな？」

「それもある。中でも多いのは、当時の魔ま導どう技術によって造られた魔導製品」

「魔導製品……タクトみたいな？」

「ええ、魔導具もその一例。今では当たり前になっている結晶灯レイライトや、王宮の建物に施ほどこされている耐魔式の技術も、もともとは遺跡に埋もれていたもの」

　結晶灯レイライトというのは、精せい霊れい石せきを加工して造られたたいまつ代わりの石いし灯あかりだ。オーヴの力を借りるため、半永久的に使用可能という便利なやつ。王宮には数え切れないほどあるし、ぼくの暮らす部屋の天井にも設置されてる。一般家庭でも使われている日用品らしい。歩きながら目につく街灯にも用いられている。まだ明るいから点ついてないけど。

「他ほかにも未発見だけど、瞬転機関テレポーターと呼ばれる離れた場所へ瞬しゆん時じに物を移送できる装置や、飛空艇エアシツプと呼ばれる空中運行が可能な船などの技術が存在していたと、過去の文ぶん献けんには記されている。遥はるか昔、今よりもずっと高度な文明が築かれていたのは疑いようがない」

「ふうん。じゃあ遺跡って宝の山なんだ？」

「一いち概がいにそうとは言えない」淡たん々たんと述べるエレだけど、ぼくの気のせいじゃなければいつもより饒じよう舌ぜつだった。もしかして歴史好きマニア？「中には当時の魔物を封じたものや、扱い方によっては危険となりうるものもある。そういったものに下へ手たに触れることは、大きな災さい厄やくを招きかねない。ゆえに慎重な調査と解析が求められる」

　と、そんな話をしているうちに城下町の大通りに入っていた。どこかで路上演奏でもしているのか、はずんだメロディーが聞こえてくる。道みち端ばたには商店がずらり。人もずらり。陳列されたフルーツの甘あま酸ずっぱい匂においがしたかと思えば、料理をふるまう出店からは香ばしい匂いがして鼻をくすぐる。刺激を受けた胃袋が早くもぐぅぐぅ鳴きだした。

「本屋か図書館はないのか？」イヴは達観した目つきで見渡す。

「ありますが、文芸関係のお店は西区に集中しています。図書館もそちらになります」

「ではそちらに向かうとしよう」

「待て」ぼくは止めた。「なんで外に出てきてまで読書なんだよ。せっかくなんだからあちこち見て回ればいいだろ。ちょっとは楽しもうって気がないのか」

「ない。楽しみたければ一人で楽しめ。さあ、エレン、図書館だ」イヴはエレの手を引く。

「待て待て待てぃ」ぼくはエレの逆の手を取った。「行きたきゃそっちが一人で行け」

「その薄汚い手を離せ、ボケ。おまえは一人で勝手にふらついて野垂れ死ぬがいい」

「んだと偉そうに。なんでもかんでも自分の思いどおりになると思うなよ、魔女っ子が」

「ほぉ、それを言うか……」イヴは空あいていた片手を握り締めた。

　やべ、頭に血が上ってつい禁句を口走ってしまった。何でくる？　ストレートか。アッパーか。フックか。はたまたブーツでガツガツか。

「あの」と、そこで、両手を引っ張られ、取り合いにされていたエレが無表情に。「私はクロムに付き添うよう、女王からおおせつかっております。ですから……」

「ほら聞いたか？」ここだ。ここが攻めどころだ。一気に畳たたみかけるぞ。「エレはぼくのお供をしなくちゃいけないんだよ。おまえのお供じゃなくてだよ。わかったらその手を離せ。図書館に行くならお一人様でどうぞ。そうじゃないなら黙だまってこっちにつきあうんだな」

「……チッ」イヴは舌打ちをしてエレの手を離し、その場にとどまった。一人で行くより一緒に城下町を回るほうを選んだようだ。なんか大勝利の気分。全部エレのおかげだけど。

「それじゃあ行こうか、エレ」ぼくは意気揚よう々よう。

「え、ええ」

「エレはさ、城下町に出て買い物とか、よくするの？」

「いえ、私はあまり……あの、クロム……」

「ん？　何？」

　立ち止まったエレは無言で手を見つめた。その手を握ったままだったぼくは意図するところに気づき、「あ、ああ、ご、ごめん」と慌あわてて離す。わざとではありません。

　エレは多めにまばたきしてうつむいた。メガネがずれる。直す。もしや照れてるのかな、と思ったけど、無機な表情に変わりはなかった。うーん、やっぱりこの子はよくわからん。




　町の見物がてら食べ歩きをした。なんだかんだでいちばん食って満喫していたのはイヴだ。食事代はエレが出してくれた。女王からお小こ遣づかいを渡されていたらしい。

　王宮での暮らしもそうだけど、ぼくはずっと無む為い徒と食しよくを続けている。それもかなり贅ぜい沢たくな毎日で、我ながらいいご身分だと思う。このままでいいのかね、クロムくん──と自分でも思うけど、今のところ現状に甘える他ほかない。そのうちツケが回ってきたりしてな。

　お腹なかがふくれたところで場所を移した。魚市場を抜け、工芸品類の店が並ぶ通りへ。店に飾られている品々を眺ながめながら歩く。エレはこの手の物に関心があるようで、いつものように無表情で無感動な視線ながら、じっくりと陳ちん列れつ棚だなを見て回っていた。

　正直ぼくはあまり興味がなかったので、途中から品物ではなく品物を眺めるエレをこっそり眺めさせてもらった。表情筋がぴくりともしないから、じっとしているとそれこそ作り物みたいだ。まつげ長いなー。首細いなー。メガネがビミョーなんだよなー。

「何？」いきなり振り向かれた。

「え、あ」モロに目が合って焦あせったぼくは、あらぬ方向を見て誤ご魔ま化かす。「いや、その」と言いながら目を泳がせたとき、あることに気づいた。「あれ……イヴは？」

　魔女っ子の姿がどこにもなかった。さっきまで一緒にいたのだが。

「おいおい、伝説の巫み女こ様が迷まい子ごかよ」

「まだ近くにいると思う」

　もしかしたらつきあうのに飽あきて勝手に図書館に行ったのかも、と思った。それならそれでかまわないんだけど……しかし、いざあいつを一人で放置するとなると不安になった。あいつが心配なわけじゃない。あいつを放っておくと問題を起こしそうで心配なのだ。

「ま、召しよう喚かんすればいっか」

「いえ」エレが制した。「召喚は控えたほうがいい。クロムとイヴのことは世間には公表されていない。王宮の中でも関係者の内でしか知られていないから」

「あ、そうなんだ」一応あれでも伝説の戦乙女ヴアルキリアとして有名らしいから。誠まこと名なを聞かれたら黒こく耀ようの巫女だとばれてしまう。ぼくとしても騒さわがれるのは嫌いやだから、町中で召喚はまずい。「しょうがない。手分けして捜そ。さっきまでくっついてたから近くにいるっしょ」

「わかった。私はこっちを」

　二手に分かれて通りを見て回った。イヴの黒ずくめ姿は目立つはずだが、パッと見て雑踏の中にそれらしき姿はない。ぼくは歩きながら横道のほうに目をやる。

　三本目の横路地の先──花屋の前に、その姿を見つけた。あいつも花を愛めでるのか、と意外に思ったが、どうやら花を見ているのではない様子。イヴは花ではなく、花屋の可か憐れんなお姉さんを相手にしているようだった。近づくと話し声が聞こえた。

「それで、だ……よかったら、わたしの姉妹シスターにならんか？」

　ズコーッ。ぼくはズッコケた。我ながら見事にすってんころりんだった。

「今わたしの姉妹シスターになれば、王宮での暮らしを約束するぞ」

　王宮生活をエサに釣つろうとしている。なんて姑こ息そくな。

　花屋のお姉さんはものすご～く困った様子でぎこちな～い笑顔をチビッ子に向けていた。ぼくは砂ぼこりを巻き起こす勢いでその場に駆け寄り、花屋のお姉さんにぺこぺこ頭を下げる。

「あははすいませんこいつの言ったことは気にしないでくださいご迷惑おかけしましたーっ」

　相手にしゃべる間を与えず一方的に言ってイヴを脇わきに抱かかえ、ダッシュでその場を去った。

　別の横路地に移動したところでイヴを下ろすと、いきなりボディブロウを食らった。

「おぐっ、うぅぅ」マジで痛いてぇっての。手加減しろよ。いや、手加減してこれなのか。

「人が大事な話をしているのを邪じや魔まするな」

「何が大事な話だ。ただのナンパじゃねぇか」

「おまえには関係ないだろ。わたしの自由だ」

「それはそうかもしれないけど……そ、そもそもおまえ、最初に出てきたときエレにも同じこと言ってただろ。あれはどうなったんだよ」

　今までそのことについて、ぼくはエレにもイヴにも言及しないでいた。なんだか聞くに聞けなかったんだけど、この場の勢いに任せて聞かせてもらおう。

「エレンは保留だ。本人がまだその気ではないようだからな。それに、あれはもう少し熟成させたほうが楽しめそうだ。姉妹シスターにするのはそれからでもよい」

　イヴはそう言ってほくそ笑みながら、自分の髪の毛をくるくる指先でいじった。保留と聞いてちょっと安心したが、熟成ってのは……よくわからん。

「この際だから教えてもらいたいんだけどよ、おまえの言うそのシスターってのは、どういう意味合いのものなんだ？　一人じゃなく、何人いてもいいものなのか？」

「ほぉ、聞きたいか？　ならば答えてやろう。姉妹シスターというのはだな──」

　イヴは急に饒じよう舌ぜつになり、姉妹シスターのなんたるかを活いき活きと語った。

　こいつの言う姉妹シスターとは、修道院にいるシスターではもちろんなくて、『義妹』を意味するらしい。その対象となるのは、『うまい血の娘』だそうだ。なぜうまい血なのか、と聞くと、「無論その血を味わうためだ」と返ってきた。そこでぼくはいったん混乱した。

　いつになく話に熱のこもるイヴ曰いわく、自分は魔女──魔ま族ぞくの、それも吸血鬼族ヴアンパイアで、血を吸うのは一種の嗜し好こうだそうだ。その嗜好を満たすため、うまい血の娘を姉妹シスターとして迎え入れようというわけである。血がうまくて容姿が好みに合えばなおさらいいらしい。

「おまえ、吸血鬼ヴアンパイアなの？　戦乙女ヴアルキリアじゃなくて？」発音ビミョーに似てるけど。

「そうだ。別に血を吸わねば生きていけぬわけではないが、せっかくシャバに出てきたのだから、幾人か妹を作ろうと思ってな」

「それって問題にならないのか？　その、社会的にというか、なんていうか……」

「知ったことか」我が道を行くイヴ。「言っておくが、姉妹シスターはただ血を楽しむのみにあらず。何よりもまず愛めでるべき存在なのだ。それにわたしはあくまで相手の意思を尊重する。無理やり姉妹シスターにするようなマネはせん。相手の了承を得た上で迎え入れると決めておる。それをおまえは問題だと言うのか？　互いが望むのならそれでよいではないか」

　イヴはない胸を張って力説した。確かに言っていること自体は決して間違ってはいない風だし、その心意気にはぼくも納なつ得とくするところがあるけど、うーん……。

　まあ……いっか。いくらイヴが誘さそったところで応じる人がいるとは思えないし。イヴがクラウ女王ぐらいの超絶美人な大人おとなの姿をしていたらわからないかもだけど、こいつの場合、誰だれがどう見てもちんちくりんのおこちゃまだからな。

「わかったよ。おまえの愛を否定はしない」ぼくはあえて良き理解者となった。「で、ついでのついでに聞くけどさ、おまえの言う『うまい血』ってのは、どう判断するんだ？　血なんて実際に吸ってみないことにはわからないんじゃないか？」

「男のほうはわからんが、女はだいたい見ればわかる」

「ふーん」吸血鬼ヴアンパイアの本能ってやつだろうか。「あと気になってたんだけど、クラウ女王はどうなんだよ。あの人の容姿は群を抜いてすばらしいけど、おまえ姉妹シスターに誘わないよな。一国の王様だからってわけでもないだろ。おまえはそんなこと気にする玉じゃないし」

「あれはもう男に抱だかれておるからな」

「うぉ？　な、生々しい理由だな。基準はそこなのか？」

「処女の血は格別だからな」イヴは感かん慨がい深そうに言う。「ま、絶対にそうでなければダメというわけではないが、クラウディは……あれは容姿に文句はないんだが、どうも……苦手でな」

　やはり苦手にしていたらしい。

「それにわたしのことを完全に子供扱いしておる。あれでは姉妹シスターが成り立たん」

　だって子供じゃん。どっからどう見ても。

「ところで……エレンはどうした？」

「お、そうだ。おまえがいきなりいなくなるから、二人で捜してたんだよ」

　ぼくはさっきエレと一緒に見ていたお店のあたりに戻ろうと歩きだした。

　そのとき、人の悲鳴のようなものが聞こえた。

　気のせいかとも思ったが、悲鳴は次第にはっきりしてくる。一人や二人じゃなく大勢のものだ。さらに港のほうで建物が崩くずれるような大きな音。かすかに地じ響ひびきも伝わってきた。

　先の路地を、人々が港側から王宮方面へ、何かから逃げるようにして流れていく。

「なんだ？」と呟つぶやいたぼくは、エレの姿を路地に見つけた。逃げる人々とは逆方向、激しい物音のする港方面へ、兵士や術士の一団と共に駆けていく。

「霊グ食ー獣ルが出たようだな」イヴが他ひ人と事ごとのように言った。

「わかるのか？」

「魔ま族ぞくだからな。そういったものは感知できる」

　霊グ食ー獣ルか。エレが港へ向かったのは、霊グ食ー獣ルを倒すために違いない。もしかしたらぼくたちが巻き込まれたと思って心配してるかも。

「行こう」ぼくはイヴに言った。

「まあ、エレンが心配だからな」イヴはしかたないという風に応じた。




　　　　４




　港の魚市場には海産物が散乱していた。魚ぎよ介かい系の生なま臭ぐささが鼻をつく。市民の避難はすんだらしく、鎧よろい姿すがたの兵士とローブ姿の術士たちがいるだけで、その中にエレもまじっていた。

　隊列を組む彼らの向こうには、オレンジ色の巨体。山さん椒しよう魚うおのような姿をした霊グ食ー獣ルが暴れていた。表面が粘ねん液えきでヌルヌルし、全身に毒々しい紫むらさきの斑はん点てんがある。ふたつの出目はカメレオンのように左右非対称にぐるぐると動いていた。これまたキモイのが現れたものだ。

　声をかけるとエレは素早く振り向いた。

「クロム……無事でよかった」

「霊グ食ー獣ルは？　なんとかなりそう？」

「少し苦戦している」

　兵士と術士はそれぞれ武器と魔術で波状攻撃をしかけていた。霊グ食ー獣ルの頸けい椎ついあたりに水晶体のようなものがあり、みんなそこを狙ねらっている。おそらく急所なのだろう。遺跡の黒目玉のときは体そのものが水晶体だった。

　しかし水晶体はかなり硬質らしく、剣も術も浅い傷をつけるだけ。そのうち霊グ食ー獣ルが尻尾しつぽを振り回し、周りの兵士たちを薙なぎ払った。何人かまとめて海に放り込まれる。

「おい、イヴ。おまえ行って倒してこいよ」

「断る。面倒だ」

「面倒って……おまえなら一撃粉ふん砕さいだろ？」

「霊グ食ー獣ルへの対応はここにいる兵士や術士の務めなのだろう。だったら連中にやらせておけばいいさ。わたしが手を貸さなくてはならない理由はない」

「なっ……おまえは、クロスノアを守る黒こく耀ようの巫み女こだろうがっ」

「周りが勝手に言ってるだけだ。それに何度も言うが、わたしは巫み女こではない。魔女だ」

「この際どっちでもいいってのっ。みんなが苦戦してるの、見りゃわかるだろっ。おまえが出て行きゃあ、すぐかたづけられるじゃないかっ」

「知ったことか」

「なんだよその言い草はっ」

「ぎゃあぎゃあ喚わめくな、やかましい」イヴは耳をほじくり、蔑さげすむようにぼくを見た。「だいたいおまえはどうなんだ。人にやれやれ言うだけで、自分は何もせずに傍ぼう観かん者しや気取りか。そんなに連中を助けたいなら、自分が出て行けばいいだろうが」

「そ、それは、だって……」ぼくには霊グ食ー獣ルと戦えるような力はない。でも、イヴにはその力が十分すぎるほどあるから……。

「伏せて！」

　突然エレが声を飛ばし、ぼくを横から押し倒した。背中を打って顔をしかめたところ、上に重なるエレの向こうを、霊グ食ー獣ルにはじき飛ばされた兵士がかすめていく。さらに上空から、兵士が手放したものか、剣が一本まっすぐぼくらのほうに降ってくるのが見えた。

　やばッ──ぼくはとっさにエレの体に手を回し、横に転がって回避。剣は石いし畳だたみの隙すき間まに突き刺さった。危ねぇ。二人まとめて串くし刺ざしになるところだった。

　ふぅ、と安あん堵どの息をついて下を向く。

　エレの真顔が超至近距離にあった。

「あ、ごご、ごめんっ」慌あわてたぼくは軽くテンパりながら体を起こそうと手をつく。その片手にむにっとやわらかな感触……ん？　むに？

「あ……の」下でエレが声を漏もらし、視線を微妙に泳がせた。その反応にまさかと思って見たらそのまさか。ぼくが手をついていたのはエレの胸の上……や、やっちまったーっ。
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「ごごごごめんなさいっ」跳とび起きて土下座する。他ほかにどうしろと？「今のは不測の事態による不可抗力というやつでして決してやましい気持ちは微み塵じんたりともなかったんですっ！」

　舌を嚙かまなかったのが不思議なほど早口で謝ったぼくに対し、エレは無表情に起き上がるとずれたメガネを直して、「……事故、だから」と微妙な間と共に呟つぶやき、先ほど飛ばされた兵士のほうへ向かった。許してもらえたのだろうか。わからない。あの顔はホントわからない。

「あぐっ」いきなり頭にゲンコツを食らった。イヴだった。

「今のはエレンが許してもわたしが許さん」そう言ってもう一発、ゴツンッ。

「ぐっ……なんでおまえが出てくんだよ」ぼくはたんこぶをさすりながら、ともかくエレを追って倒れている兵士の傍そばへ。

　兵士はぼくと同じ年とし頃ごろの少年で、ひたいを強く打って切ったらしく、鼻筋を伝って血が垂れていた。エレはすでに魔術を詠えい唱しよう発現しており、周辺に呼び寄せていた青い粒子ルーヴが手元に集まってシャボン玉のような膜まくを作る。それに包まれた兵士の傷が見る見るうちにふさがった。

「クロムは避難して」兵士の治療を終えたエレは、さっきのことなどもう忘れたような真顔でちゃんとぼくの目を見てそう告げて、自らは前線に加わっていった。

　ぼくは何もできずにただその場にいるだけ。

　イヴは何もせずにただ眺ながめているだけ。

「……エレを助けなくていいのかよ」

「心配いらぬ。あれは術士として相当優すぐれておるからな。あの程度の霊グ食ー獣ルが相手なら問題ないだろ。せっかくだから手並みを拝見するとしよう」

　問題ない、か。こいつが言うならそうなんだろう。どうせぼくが出て行ったところで何にもならないんだ。魔術は使えないし武器なんて持ったこともない。戦う術すべを知らないぼくはただの役立たず。足を引っ張るのが目に見えている。

　と、兵士が「うぅ」と呻うめいて目を開けた。意識を取り戻したようだ。彼はぼくを見ると驚おどろいたように目を大きくした。「あ、あなたは……神かみ下しもの、民たみ」

「え……？」いきなりだったので肯定も否定もできなかった。

「自分は、遺跡であなたの姿をお見かけしました。よかった、あなたがいて。どうか、ご助力をお願いします」

「あ、いや、ぼくは……」なんだかまずい流れだ。

「お願いしますっ。力をお貸しくださいっ。神下の民っ」

「神かみ下しもの民たみ？」と、彼の声が聞こえたのか、近くにいた術士の女性がこちらを見た。どうやら彼女も遺跡か王宮でぼくを目撃して知っていたらしく、「おお、あなたは神下の民！」と大きな声をあげた。すると「神下の民？」とまた別のところで声。その人物もぼくを見て「おお、神下の民だ！」と声を張った。

　そして連鎖反応。止める間もなく、その場にいた兵士と術士たちに神下の民（ぼく）の存在が知れ渡ってしまった。まずい。本当にまずいぞ。どうしよう。この事態をどう切り抜ければいい？　逃げるか？　いや、いくらなんでもそれは……。

「ほら、お呼びだぞ、神下の民」真後ろで、イヴの邪じや悪あくな声がした。

　と思ったら、いきなり尻しりを蹴け飛とばされた。「うぎゃっ」と悲鳴をあげて宙を舞う。

　長い滞たい空くう時間の末、なんとか足から着地するが、勢いのまま何歩か前進。

　ようやく立ち止まったとき、ぼくは誰だれよりも霊グ食ー獣ルに近いところにいた。

「がんばれー。かみしものたみー」イヴの心無い声援が背後から。

「クロム？」霊グ食ー獣ルの向こうにいたエレがぼくに気づく。まばたきして言葉を続けるが、ぐるりとぼくの正面を向いた霊グ食ー獣ルの咆ほう哮こうで聞こえなかった。

「グオオオオオオオオオオオオッ！」

　どす黒いふたつの出目がぎゅるるるるっと凝ぎよう視ししてくる。蛇へびのように裂さけた口には見み栄ばえの悪い乱らん杭ぐい歯ばが並び、上と下の歯のあいだでよだれが糸を引いていた。おいおい……おいおいおい……おいおいおいおいおいっ。じょ、冗談じゃねぇぞっ、何してくれんだ魔女っ子ぉっ。

　なんて、文句を言ってる暇ひまはなかった。

　巨大な口が頭上から、丸まる呑のみする勢いで咬かみついてくる。

　ぼくは──逃げた。他ほかに選せん択たく肢しがあろうか。

　ガチンッ、と背後で歯と歯のぶつかる音。空から振ぶりした霊グ食ー獣ルは頭から地面に激突したが、すぐにおたけびと共に起き上がり、目玉をぎょろつかせてぼくに照準を合わせた。

　ぼくはとりあえず兵士たちの目につかない場所を探し、近くの倉庫へ逃げ込む。中には貿易の品々を詰めた木箱があちこちに積み上げられていた──と、すぐあとから霊グ食ー獣ルが壁かべをぶち破って追ってきた。さっきまでデタラメに暴れてたくせに、今はなぜかぼくだけを狙ねらっているみたいだ。くそっ、ぼくが何をしたっていうんだっ。

　とっさに木箱の陰に隠れる。霊グ食ー獣ルは尻尾しつぽを振り回し、手当たり次第に木箱を粉ふん砕さいしていった。まるでぼくを捜しているみたいだ。なぜだコラ。まさか日ごろの行いのせいとか、無む為い徒と食しよくのツケが本当に回ってきたわけじゃあるまい。いったいどうして……考えがまとまらないうちに、尻尾が偶然にもぼくの隠れているところに降ってきた。

「勘かん弁べんしろよ！」横っ跳とび。逃げのスキルだけはある。

　間一髪逃のがれてすぐに次の隠れ場所を探した──が、木箱はもう破壊しつくされ、身を隠せるようなところはどこにもなかった。それどころか木き屑くずや荷物が散乱し、それが障害物となって移動すらままならない。サイアクだ。

　目の前で尻尾しつぽが高々と振り上げられる。もう避よけようがない。

　絶体絶命昇天間近──しかしここにきて、ぼくはハッと思い立った。とっさに古書を手に取ってかざし、ぎゅっと目を瞑つぶって早口に叫ぶ。間に合えっ。

「イソラルルヴァルス！」

　目を閉じたままだったので、ちゃんと出てきてるのかどうかわからなかった。ぶわっ、と風が巻き起こるのを感じる。尻尾が降ってきたのか。もうダメか。




　……し～ん……。




　何も、起こらなかった。

　恐る恐る目を開けてみる。

　すると目前に、片手で霊グ食ー獣ルの尻尾をつかんでいるイヴの姿があった。目つきの悪い魔女っ子は不服そうに不快そうに睨にらんでくる。

「このタイミングで召しよう喚かんとは、なめたマネをしてくれるじゃないか」

「ふ、ふんっ」ぼくは開き直った。「ご主人様がピンチに使い魔を呼んで、何が悪い」

「誰だれが主人だ。おまえは下げ僕ぼくで十分だと言ったはずだ」

「そっちがなんと言おうと、ぼくはおまえの召喚者だ。運命共同体ってやつさ。おまえがぼくを見捨てたって、ぼくは何度でもおまえを召喚してやる。今みたいにな」

「……能無しのくせに、悪知恵だけは働く」

「おかげさまでな。そうだ、悪知恵ついでに交こう渉しようといこうじゃないか」

「交渉だぁ？」

「そ。霊グ食ー獣ルを倒してくれたら、今後一切クラウ女王の前でおまえを召喚しないと誓おう。たとえ女王にお願いされても、だ。どうだ？　おまえにとっちゃあいい条件だろ。ぼくとしても女神様のお願いを断るのは心苦しいんだけど、背に腹は代えられないからな」

　イヴは霊グ食ー獣ルの尻尾をつかんだまま、しばし黙だまり込んだ。霊グ食ー獣ルは手足をジタバタするが、イヴの力がすごいらしく身動きが取れないでいる。

「……今後一切、だな？」

　ぼくはうなずく。

「本当に、約束できるんだろうな？」

　ぼくはうなずく。

　イヴはまた沈ちん黙もく。

　やがて、不服そうにしながらも、つかんでいた尻尾を上下に振った。霊グ食ー獣ルの巨体が軽々と持ち上げられ、落下。巨大なハリセンを叩たたきつけたような爆音がとどろく。

　すでにイヴは高々と跳ちよう躍やくしており、ドレスをひるがえして宙を舞うと、霊グ食ー獣ルの頸けい椎ついにある水晶体に蹴けりを放った。水晶体はあっけなく砕くだけ散り、黒く淀よどんだ液体がこぼれる。最さい期ごは遺跡で見た黒目玉のときと同じ、色とりどりのオーヴと化して宙に消え去った。

「つまらん」イヴは腕を組んだ。「約束を破ったら半殺しではすまさんぞ」

「わ、わかってるって」今日まで散々半殺しにされてきたからな。

　と、ちょうどそこに、崩くずれた壁かべを越えてエレが姿を見せた。

「クロム、怪け我がは？」

「ああ、ないない。今日のところは、こいつのおかげでね」

　ぼくがイヴに手のひらを向けると、イヴは「ふん」とそっぽを向いた。

「ありがとうございました、イヴ。私たちも助かりました」

　エレがお礼を言うと、イヴはそっけない顔をしつつ、「ま、わたしの手にかかればな」と髪を指先でくるくるいじりながらまんざらでもない様子。こいつは女でありながら女に甘い──いや弱い。姉妹シスター候補のエレには特に弱い。

「クロムも……ありがとう」

「え？　いや、ぼくは何もしてないんだけど」

「さっき、助けてもらったから」

　エレの言葉の意味するところにはすぐに気づいたのだけど、ぼくとしてはそれよりもその後のアレのほうが頭に残ってる。手にもまだ感触が生々しい。細身のわりに意外と……。

「あ、いや」本人を前に想像してしまった。「ご、ごめん。あれは、その──」

「事故だから」エレはもう一度、無表情にきっぱりと言った。その件にはもう触れるな、というような空気をなんとなく感じたぼくは、背筋を伸ばして「はい」とうなずく。

　内心の読めない氷ひよう面めん少女はどっちつかずの後味を残して背を向けた。

　瓦が礫れきと木き屑くずをどけて外に出ると、兵士と術士たちが歓喜の声でお出迎え。倉庫内で何が起きていたのか、彼らは知らない。そのせいかぼくが霊グ食ー獣ルを倒したと思ったらしく、みんな拍手喝かつ采さい──神かみ下しもの民たみを疑うどころか、さらに信じてしまったようだった。

　なんだかいたたまれなくて、ぼくは逃げるようにして港をあとにする。

　何はともあれ一件落着か。それにしても心臓に悪かったな。誰だれのせいだイヴのせいだ。ぼくを蹴飛ばしやがって……でも霊グ食ー獣ルを倒してくれたから、ここは文句を言わずに我慢我慢。

「帰りに本屋に寄ってもらうからな」

　意固地なイヴは、見た目には駄だ々だをこねる子供にしか見えなかった。




　　　　５




　その晩、クラウ女王に誘さそわれて夕食の場に同席した。女王の専属メイド二名（パトリシアさんとアルメリアさん）が料理を運んでくれた。ちなみにエレは誘さそってみたけどメイドの立場上それはできないということで辞退。イヴは女王を苦手にしているので欠席は当然だった。女王はとても残念がっていたが、イヴとの約束でぼくは召しよう喚かんしてあげられず申し訳なかった。

　港での一件はクラウ女王の耳にも届いていたようで、案の定、「クロム、今日は大活躍だったそうね」と勘かん違ちがいして自分のことのように喜んでいた。その笑顔を前にすると胸が痛む。

「いやぁ、そのぉ……活躍したのは、ほとんどイヴなんですけど……」

　ぼくは言葉を濁にごす。どうせ本当のことを言っても通じないのだ。この人の場合、特に。

「私もクロムの戦う勇姿を見てみたかったわぁ」

　戦うも何も、逃げ回ってただけなんですけどね。

　でもって交こう渉しよう材料にあなたを使ったんですけどね。

「あ、あの」グサグサと突き刺さる罪悪感に耐えかね、ぼくは話をそらす。「霊グ食ー獣ルって、今回みたいに町の中にも現れたりするものなんですか？」

「そうね、ないことはないけど、珍しいわね。と言うのも、町の中には魔ま渦かを起こさないための法術があちこちに施ほどこされているの。この王宮にもね。だから、町中で魔渦が発生することはほとんどないわ。今回も魔渦が発生したのは町の外で、そこで出現した霊グ食ー獣ルが海の中を伝って港に入り込んだみたい。そうやって外からくるケースが多いわね」

「魔渦が起こると、霊グ食ー獣ルは必ず現れるんですか？」

「いいえ、必ずしもそうではないわ。魔渦はオーヴの嵐あらしなの。それ自体は放っておけば自然とおさまるし、オーヴの歪ひずみが小さければ何も起きない。でも歪みが大きいほど霊グ食ー獣ルが生まれる可能性は高まるの。さらに乱れが強まると裂さけ目ができて、異い境きよう徒とが現れるのよ」

　異境徒という存在を、ぼくはイマイチ理解できずにいる。霊グ食ー獣ルと同じで、人々を脅おびやかす存在、世界全体の敵らしいが、これについてはあのイヴも知らないのだった。

　異境徒は神しん魔ま大戦以降に現れだした存在だという。だから、千年ものあいだ封印されていたイヴは知る由よしもないわけだ。ちなみに神かみ下しもの民たみについても同じ理由で知らないとのこと。魔女っ子は読書を通じていろいろ知りえているみたいだけど、今のところどちらにも関心がないらしく、完全に無視している。

「霊グ食ー獣ルはね、魔渦に乱されたオーヴが負の性質を帯びたまま、元に戻れなくて一人歩きしている状態なの」クラウ女王はワインを口に運びながら言った。「それで、その名のとおり正常な状態のオーヴを食べちゃうのね。自然界の営みの中心にあるオーヴは、クリスナーガを支える重要な要素だから、魔渦で乱れたり、霊グ食ー獣ルに食べられて減ったりすると、森は枯れ、川は干上がり、動植物が生きていけなくなってしまう。だから霊グ食ー獣ルが現れたら、できるだけ早く倒して自然に還かえしてあげなくてはならないのよ」

　なるほど。霊グ食ー獣ルは魔渦という自然災害の延長に位置するモンスターなのか。自然の営みの中に組み込まれてるってことは、その脅きよう威いが完全に消え去ることはないのだろう。しかも放っておいたら自然界が自滅する形になる。ぼくが思っていた以上に厄やつ介かいなものらしい。

　それともうひとつ気づいたことがあった。霊グ食ー獣ルはオーヴを食らう。そしてぼくはオーヴを引き寄せる体質だとエレに言われた。港で霊グ食ー獣ルがぼくを集中的に狙ねらってきたのはたぶんそのせいだ。ぼくと霊グ食ー獣ルは相性最悪ってこと。嫌いやな体質を持ったもんだな、クロムくん。

「今日はクロムのおかげで助かったわ」女王は純粋すぎる微笑ほほえみを浮かべた。「たいした怪け我が人にんも出なくて、本当によかった。ありがとね、クロム」

「い、いえ、そんな……」グサグサグサグサグサッ！

　油断していたら罪悪感が一気に突き刺さってきた。これはちょっと苦しすぎる。

　なんとか話をそらさねば、とぼくが思ったとき、女王がパチンと手を合わせた。

「そうそう、忘れないうちにクロムに話しておきたいことがあるの。なんだか酔よっ払ってきちゃったから、今のうちにね。うふふ」

　ほんのり赤くなった頰ほおに手をあて、うっとりした表情の女王様は、「ちょっと暑くなってきちゃった」と胸元のボタンをひとつふたつと外した。豊満な胸の谷間がのぞいて、ぼくは思わず目をそらす。なんつーか、たまりません。

「お、お話というのは？」声が上ずった。

「実はねぇ、クロムに会いたがってる人がいるの」

「はぁ……ぼくに、ですか」

「そう。シスナ様と言って、イソラ様と同じ巫み女こ様なの。神しん託たくの巫女って呼ばれてるわ」

　イヴは巫女じゃなくて魔女です。しかも魔ま族ぞくで吸血鬼。おまけに姉妹愛好者シスターラヴ。

「クロムのことをね、手紙で伝えてあったの。今日そのお返事が届いてね、ぜひ会わせてほしいって。それもできるだけ早くって。クロムのことがとっても気になるみたい」

　ぼくに会いたがるとは、また物好きがいたものだ。でも、女王が敬うやまって呼ぶってことは、その人もかなり身分の高いお方なんだろう。格式の高い相手って気後れしちゃうんだよな。クラウ女王はほのぼのしてるからまだそうでもないけど、それでもこうして面と向かって話をするのはちょっと緊きん張ちようするし。ていうか、胸元はだけすぎだし。目のやり場に困るし。

　しかも女王様、本当に酔っ払ってきたらしい。

「そぉれでねぇ」舌足らずになっていた。「シスナ様はぁ、ここから西にずぅ～っと行ったところのぉ、ルシエドの町にいるんだけどねぇ、彼女はわけあって、そこを離れられないんですって。だからねぇ、クロムにぃ、そこまで行ってきてもらいたいなぁ～って」

　そう言われたらぼくは断れない。断れるような立場ではない。それに旅ともなれば、そのあいだの鍛たん錬れんは免除されるだろう。イヴの暴力にさらされる機会も減るというものだ。

「パティ、アリア、ワインちょーだい」

　女王は空からのグラスを手に、甘えるように言った。体がくねくね。目はとろ～ん。にへら～と子供みたいに無む邪じや気きに笑っている。大だい丈じよう夫ぶなのか、っていうか許されるのか、この状況。

　パティことパトリシアさんが新しいのを開けてグラスに注つぎ、アリアことアルメリアさんが空あいたボトルをかたづける。そんなに飲ませていいんですか。もう丸々一本ですよ。

「そぉれでねぇ」女王は言った。「シスナ様はぁ、ここから西にずぅ～っと行った──」

　さっきと同じ話だった。

　しゃべる合間もぐいぐいワインを飲み進める女王。すっかりできあがっちゃってるけど本当の本当に止めなくていいのか。パトリシアさんもアルメリアさんも微笑ほほえましく見守っているけども……まさか二人とも確信犯か？　この状況を楽しんでいるのか？

「だからねぇ、クロムにぃ、そこまで行ってもらいたいなぁ～って」
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　二度目の話を聞き届けたぼくは、三度目が始まると厄やつ介かいなのですぐに応じた。

「かまいませんよ。ぼくは全然」

「嫌いやじゃなぁい～？」

「嫌じゃないですよ。クラウ女王のお願いともあらば、どこへでも参りましょう」

「本当ぉにぃ～？　行ってくれるぅ～？」

「はい、喜んでっ」

　ぼくが意気揚よう々ようとうなずいて見せると、女王はいきなりはじけた感じになって、「よーし、じゃあ今夜はいっぱい飲もーっ」と片手を突き上げた。なんでそうなるのかわからないが、グラスに残っていたワインを一気に飲み干し（すぐさまパトリシアさんが注ぎたし、アルメリアさんが女王の口元をぬぐい）、それからぼくを手招き。

「クロムもこっちきてー」

「え？　あ、いえ、ぼくはそろそろおいとましたほうが……」

　これ以上ここにいるのはまずい気が。

「だめー。くるのー」

　女神様は駄だ々だをこねるように言って、「パティ、アリア」と名を呼んだ。それで用が伝わったのか、両りよう脇わきにいた二人はにこにこしながらテーブルの左右から挟はさむようにしてこちらにやってくると、「え、な、なんですか？」と戸惑うぼくの脇を固める。そのまま立たされ、女王のもとへ連行。腕はがっちり固められてびくともしない。この二人、意外と強いぞ。

　両腕を広げて待つクラウ女王はとろけきった笑顔。ぼくを呼び寄せてどうする気なのか。ていうかこのまま流されていいものか。微妙にためらいを覚える……もっとも、腕を固められてるからどうしようもないんだけど。それに、なんだ……あれだ、特に抗あらがう必要があるわけでもない。そうだろ、クロムくん──そうだね、クロムくん。

　自問自答は即終了。ぼくは流れに身を任せることにした。







　　　第三幕　　現る、最弱の襲撃者
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　広大な草原が地平線の彼方かなたまでうねるように広がっている。だだっ広いその中を、土がむきだしの道が一本、遥はるか遠くへ延びていた。長いこと人が行き来して作られた街道だ。

　ぼくらを乗せた素そ朴ぼくな馬車はその街道をのんびりと進んでいた。乗員はぼくとイヴ、馬の手た綱づなはエレが握っている。当初クラウ女王はめちゃめちゃ豪華な馬車と大勢の護衛を用意しようとしたのだが、それは大げさすぎるし目立ちたくもなかったので丁重にお断りして、結局いつもの三人で首都クロスノアを発たったのだった。

「で？　誰だれに会いに行くと？」イヴが髪をくるくるいじりながら聞いた。癖くせらしい。

「シスナって人。おまえと違って本物の巫み女こ様らしいぞ。確か……神しん託たくの巫女だとか」

「シスナか……それがおまえに何の用だ？」

「さあ、ぼくも知らないよ。向こうが会いたがってるってことしか」

　クラウ女王の話では、手紙にはただ『会わせてほしい』とだけあったそうだ。

　話が決まった翌日、つまり今日、さっそく朝あさ一いちで出発となった。だからぼくも細かいことはわかっていない。シスナという人が具体的にどういう人物なのかも知らない。女王は完全にできあがっちゃってて話をうかがえる状態じゃなかったし、ぼくもとろけた女神様のお相手をするので大変だったというか、ある意味至福のときだった。まさかあれからあんなことになろうとは……パトリシアさんとアルメリアさんまで悪ノリしてくるとは……。

「エレン、そのシスナというのは、どういうやつなのだ？」イヴが聞くと、エレは束ねた後ろ髪を馬の尻尾しつぽと一緒に揺らして前を向いたまま、

「シスナ様は、古くからクロスノアの地におられる方で、その二つ名のとおり、神しん託たくにも似た予言をなさるお方です。クロスノアで知らぬ者はいません」

「古くからって、どれくらい？」とぼくは聞いた。

「正確にはわからない。少なくとも七百年前からこの地にいると聞く」

「え……七百年？　じゃあその人、最低でも七百歳？」

「シスナ様は、エルフだから」ぼくの驚おどろきに反し、エレは淡たん々たんと答えた。「エルフは人間よりもオーヴを身近なものとし、霊れい力りよくに身をゆだねて生きる。その寿命は千年以上とも言われる」

　エルフね。これまたぼくの常識から外れた存在のようだ。

「その人の、神託、だっけ？　それって当たるの？」

「当たる」即答だった。「クロスノア大陸のどこでどのような災害が起こるか、その危険性をシスナ様は指摘する。水難、火難、嵐あらしや干ばつなど、シスナ様がそれらの予兆を読み取ることで、大きな災害に備えることができる。そのおかげでクロスノアの平へい穏おんは保たれている」

「魔ま渦かは？」今言った中には入っていない。

「自然の災害はオーヴの大きな流動変化によって起こる。シスナ様の神託は、その流れを読み取るもの。けれども、同じ自然災害でも、魔渦は突発的かつ局地的なオーヴの乱れによって起こる。だからシスナ様にも予期できない」

　万能じゃないってことか。それに神託って言っても本当に神様からお告げがあるわけじゃないらしい。まあ、神様なんてもの、ぼくはハナから信じちゃいないけど。なんと言ってもぼくには女神様クラウ女王がいるし。

「これから行くルシエドは、エルフの町なの？」

「いえ、エルフの血を引いているのは、シスナ様だけ。彼女はクロスノア全土でただ一人のエルフの末まつ裔えい。クロスノアだけでなく、クリスナーガ全体で見ても、エルフの一族はわずかな数にとどまっている。他ほかの亜種族もそう。みな個体数が少ない」

「亜種族って、魔ま族ぞくも含まれる？」

「ええ。一般に、人間以外の種族を指す」

　と、いうことは、イヴも亜種族になるわけだ。まあ、こいつがただの人間ってのはありえないし、今まで散々魔族だの吸血鬼だの言ってたから、今さらだけど。

「千年以上も昔、世界はもっと広大で、人よりも絶対数の多い種族がたくさんいた、と過去を記した文ぶん献けんにはある。けれども世界を二分していた種族──神しん族ぞくと魔ま族ぞくのあいだで抗争が起き、それが世界を巻き込む神しん魔ま大戦につながった。それによりかつての世界の大部分は失われ、世界が消えるのと一緒に多くの種族も消えた、とされている」

「世界が……消えた？」

「文献にはこうある──神魔大戦により世界的にオーヴの流動が弱体化し、世界そのものが死滅する危機に瀕ひんした。そこで神族は残された霊れい的てきな力を結集し、できる限りの世界を支えることにした。そうして残されたのが、人間が中心の世界──今のクリスナーガ。支えることのできなかった他ほかの世界は、消えた」

「その、世界ってのはつまり、大地のことかな？　それで、消えたっていうのは、海に沈んだとか、崩ほう落らくしたとか、そういうこと？」

「いいえ。消滅した──無に帰きした、ということ」

「ごめん。どういうことかさっぱりなんだけど」

「クロムの言い方をすれば、世界の果てに沈んだ、とも表せる」

「世界の果て？」

「クリスナーガの果て。世界の途切れた先、海が落ちる虚無の空間」

　世界の途切れた先？　海が落ちる……って、なんじゃそりゃ。

「え、ちょ、待って。海ってのはさ、ずっと続いてるもんでしょ？」

「何を言っておるのだ、おまえは」イヴが馬ば鹿かにするようにぼくを見た。こいつはいつだってぼくを馬鹿にしてる。

「だからさ、世界は丸いだろ。海をまっすぐ行ったら一周して戻ってくるじゃん」

「はぁあ？」今度は呆あきれたように語尾をあげた。「おまえは救いようのない馬鹿だな。世界が丸いわけないだろ。世界というのは平らなものだ」

「…………」開いた口がふさがらなかった。世界は平ら？「マ、マジで？」

「おまえは世界地図を見たことがないのか？」

　見たことはある。王宮で暮らしだしてすぐの頃ころ、いろいろ調べるついでに目にした。地図には見覚えがなかったし、知らない地名ばかりだった。ぼくは、仮に地図のいちばん右端を進んでいったら、逆の左端に出る──それこそ一周するものだと思っていたんだけど。

　地図はそのまま世界を表していたのか。

　世界に果てはある。海は途切れている。

　その先には何もない──無。

「え、じゃあ、もともと世界は平面で、地図にするともっと大きくて広いものだったってことか？　で、それが切り取られたみたいに消滅して、世界の面積自体が狭くなった、と？」

「だからエレンは最初からそう言っておるのだ。ド阿あ呆ほう。おまえの脳みそは豆粒以下か？」

「……ああ、もしかしたらそうかもな」

　もはや言い返す気にもなれなかった。記憶喪そう失しつで目覚めてからというもの、ぼくの世界認識は確かに多くの欠落を抱かかえていたけど、こればっかりはショックが大きい。イヴが千歳以上だとか数百年生きてるエルフだとかも驚おどろきと言えば驚きだけど、それとこれとでは驚きの種類と格が違う。世界のあり方そのものに対する認識を誤っていたなんて。

　根底からくつがえされたような、根こそぎに引っこ抜かれたような。

「はぁぁぁ……」魂たましいを抜かれた気分。

　ぼくは本当にこの世界の存在ではないのかもしれない──漠ばく然ぜんと、いつか思ったことをまた思う。場違いならぬ世界違い。それはそれでややこしいけど、そう考えてしまえば簡単だ。ややこしいのに簡単。なにより馬ば鹿か馬鹿しい絵空事だけど。

「やれやれだよ、クロムくん」

　自じ虐ぎやく的に嘆たん息そくし、壮そう大だいな平原を眺ながめる。

　いっさいの思考を放ほう棄きした。




　　　　２




　ルシエドに向かうにあたり、途中で一泊するのが予定に入っていたぼくたちは、日暮れ前に道中の小さな村に立ち寄った。そこは農村で、村の住宅地に対して倍以上の規模の田畑や果樹園が広がっており、ちょうど収しゆう穫かく時期らしく果実の熟れた甘あま酸ずっぱい匂においが香っていた。

　宿を見つけて馬車を脇わきに止め、荷物を手に中へ。

　エレが部屋の手続きをするあいだ、ぼくとイヴは入り口横のソファで待機。

　イヴは膝ひざ立だちになって窓の外をずっと眺めていた。いかにも不機嫌そうに、眉み間けんにしわを寄せて睨にらむように目を細めている。こいつの仏ぶつ頂ちよう面づらはいつものことだが、あまりにもじーっと眺めていたのでちょっと気になり、適当に聞いてみた。

「どうした？　また姉妹シスター候補でも見つけたか？」

「いや……魔ま族ぞくの気配がしてな」

「魔族？　この村にいるのか？」

「村の中ではなく、付近だ。数は……ざっと二十ぐらいか」

「微妙に多いな。亜種族は数が少ないはずだろ？」

「そう、だからちょいと気になってな」

「……感覚、鈍ってんじゃねぇの？　千年ぶりだし、子供だし」

　ギロリ、切れ味鋭い眼光が突き刺さり、ぼくは反射的に距離をとった。

「わたしの感知力は魔族の中でも随ずい一いちを誇るのだ。これは生まれ持った才能ゆえ、魔力を失っていても支障はない。おまえのような単細胞の俗物にはわかるまいがな」

　自慢かよ。しかもちゃっかりぼくを侮ぶ蔑べつしやがって。

「で、どうすんだよ。お仲間にあいさつでもしに行くか？」

「ふん、どうでもよいわ。同族だからというだけで仲間意識を持つほど、わたしは安くない」

「まあな。人間だって同じ人間ってだけで仲良くなれるとは限らねぇし」

「魔ま族ぞくがいようがいまいがわたしにとってはどうでもいいことだ。ただ、それだけの数が付近に集まっておきながら村にも入らずにいる、その事実をどうとらえるべきかと思ってな」

「でも、どうでもいいんだろ？」

「ああ、少し気になっただけだ。気になったところで何する気もない」

　自分から言い出したくせに、イヴは早くも関心を失ったようだった。

　そこに「おまたせ」とエレが戻ってきた。手には部屋の鍵かぎがひとつだけ。

「一部屋しか空あいてなかった」

「え、それじゃあ……どうする？」男一人と女二人ですが。

「決まっている」とイヴ。「おまえは外で寝ろ。馬車にでも泊まればいい」

　やれやれ、そういうことを言ってくると思ったけどさ。まさか部屋が取れないとは。こんな小さな村でも繁はん盛じようするものなのか、と思って壁かべにあった部屋割りを見てみたら、全部で三部屋しかなかった。個室がふたつに大部屋ひとつ。もともと数が少ないってオチらしい。

「借りたのは大部屋だからベッドは四つある。泊まれないわけではない」

　エレが報告するように述べた。それはぼくが同じ部屋に寝泊まりしてもいいってことかな。

「かまうな、エレン。こいつは地べたで十分だ。虫けら同然だからな」

　馬車から落ちてんじゃねぇか、おい。

「しかしそういうわけには……私は別にかまいませんし」

　性しよう悪わる魔女と違ってエレはやさしいなぁ。無表情だけど。メガネずれるけど。直すけど。

　どうせ反対するに決まってるイヴが侮蔑発言を並べる前に、ぼくは言った。

「いいよ、エレ。ぼくは馬車で。布ふ団とんだけ持ち込ませてもらえれば」

　ここはエレのために身を引くことにし、とりあえず部屋に向かう。

　大部屋は左右の壁にベッドがふたつずつ並んだ間取りだった。

　部屋を見回したエレはイヴに提言する。

「中央に仕切りを設ければ、クロムが一緒でも問題ないのではありませんか？」

　確かに区切ってしまえば一部屋が二部屋になる寸法だ。

「本人が外でいいと言ったのだ。放っておけ」使い魔のくせに主導権を握って離さないイヴはどうしてもご主人様を外に追いやりたいらしい。もしやエレと二人きりになりたいとか？

「ですが、一晩も外に一人にしてしまうのは……万が一のことがあってはいけませんし、女王より、クロムをお守りするよう言われておりますから……」

　女王命令と聞いてイヴは髪をくるくるしながら考えだした。こいつにしてみればぼくが困るのは知ったことじゃないが、エレが困るのは望むところではないはず。ぼくのためではなくエレのためにどうすべきか考えているのだろう。

「……しかたない、いいだろう。ここはエレンに免じて許可してやる」

　なんでわざわざこいつの許可をもらわなくちゃならないのか。そうした不満はもちろんあるのだが、それを口にしたところで鉄てつ拳けんが飛んでくるだけだ。

「ただし」とイヴは言って、部屋の左手前にあったベッドをひょいと馬ば鹿か力ぢからで持ち上げた。それを部屋のど真ん中に仕切りとして置く。さらにはがしたシーツと布ふ団とんを使って左奥のベッドの周りに即席のカーテンと壁かべを作った。これによって左奥のベッドは完全に隔かく離りされた。

「おまえはそこのベッドを使え。こちらの了承なしに外へ出ることは許さん」

　それこそ隔離じゃねぇか。

「ベッドが使えるだけありがたく思え。当然、文句はないよな？」

「……ああ、ありがとよ」胸の内の反抗心を殺してうなずく。ぼくとイヴ、主人と使い魔でありながら主従関係は真逆。哀かなしいけれど、これが力ある者となき者の現実ってやつだ。




　落ち着くところに落ち着いたところで、夕食に出かけた。

　村に一軒だけの小さな酒場に入る。客は他ほかに二人だけだった。一人は常連らしく店主と話をしており、もう一人は白いマントをはおったぼくらと同じ旅人風の小柄な少年で、カウンター席の奥で黙もく々もくと食事をしていた。ぼくらはテーブル席に座った。

　適当に注文して出てきた料理は、王宮での食事には見劣りしたが、地元の食材を生かした家庭料理で、素そ朴ぼくな味わいがぼくの口には合った。イヴはワインを要求したけど、店主に「お嬢ちゃんにゃあまだ早いなぁ」と笑われてキレ気味に食べ進め、エレはぜんまい仕掛けのお人形のような淡たん々たんとした動作で料理を口に運んでいた。

　一時間ほどゆっくりして、酒場を出た。そのときには客もいなくなっており、ぼくらが店を出たのと同時に店主は店じまいを始めた。

　夜も更ふけている。まだ寝るには早い時間と思われたが、農村だけあって村人は早寝早起きらしい。ほとんどの家の明かりが消えていた。出歩く人影もなく、村は静せい寂じやくに包まれている。クロスノアの町と違って結晶灯レイライトはなく、かがり火が灯ともっているだけ。月は雲に隠れ、濃い闇やみが漂ただよっていた。

「もう村の人はみんな寝ちゃってるみたいだね。ぼくらも今夜はさっさと寝て、明日は早く出発しようか」

「日の出前に出発すれば、昼前にはルシエドに到着できる」とエレ。

「いや、日の出前は早すぎるかなぁ」そこまでがんばりたくもない。

「朝食は？」

「宿は食事なしなんだっけ？　でもお店が開くの待ってたら出発が遅れるしね……」

「よかったら……私が作る。少しだけど、食しよく糧りようも積んできたから」

「ホント？　エレの手作り？　ぜひぜひ」

　エレの料理の腕前は達人級なのだ。クラウ女王との会食を別とすれば、食事はいつもエレが作ってくれている。おやつにはお菓子を手作りしてくれて、ぼくもイヴもそのときばかりはわだかまりなく、まったりする。当の本人はぼくとイヴがうまいうまいと食べるのをただ見ているだけで、まったりする様子は微み塵じんもないんだけど。

「わたしはハムサンドがいい」いきなりイヴが言った。「ピクルス抜きでな」

「かしこまりました」とエレ。

「あとはワインだな。赤いやつを」

「申し訳ありません。ワインは用意しておりません」

「ならばエレン、おまえの血でもよいぞ？　姉妹シスターになるならいつでも──」

「その話はやめいっ」ぼくは割り込んだ。「熟成させるって言ってたろうが」

「熟成？」エレが真顔をかしげる。

「あ、いや、なんでもない。気にしないで」

「しかし、ワインも自由に飲めぬとはな、まったく」

　イヴは酒場でのことを思い出したのか、イライラした様子で石ころを蹴け飛とばした。

「見た目がガキなんだからしょうがないだろ」

「もとはと言えばこれもすべておまえのせい……不ふ愉ゆ快かいだ。殴なぐらせろ」

　本当に殴る姿勢になっていたので、ぼくは慌あわててエレの後ろに隠れた。イヴは急停止。エレ様々だな、と思ったが、イヴが途中で止まったのには別の理由があったらしく、振り返って道の先の暗くら闇やみに視線を注ぎ、「近いな」と呟つぶやいた。

　するとそこに足音。

　ひょこ、ひょこ、ひょこ──妙なリズム。それに応じて揺れる小さな人影。

　ひょこ、ひょこ、ひょこ──雲が流れて月が顔を出す。人影は月明かりの下へ。

　ひょこ、ひょこ、ひょこ──徐々にその姿が見えてきたところ、

　ズコッ──コケた。

　前のめりにコケた。

　顔面から地面にダイブした。

「きゅぅぅぅぅぅぅ……」小動物の鳴き声に似た、弱々しい悲鳴。

　よたよたと起き上がったのは、見るからにか弱そうな女の子だった。背せ丈たけはイヴと同じぐらい。巫み女こ装束のような風変わりな衣装。月明かりを受け、ほのかに輝くのは銀髪。頭にぴょこんと生えているのは獣けもの耳みみ。お尻しりにはふさふさの尻尾しつぽ。そしてくりくりの瞳ひとみ……涙目。

「……ぐすん」
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　奇妙な姿の女の子はお鼻をおさえ、必死で泣くのを堪こらえている様子だった。

　痛いだろうな。顔からモロだったからな。

　ぼくが「大だい丈じよう夫ぶ？」と声をかけると、女の子はぴょんと跳はねて姿勢を正した。

「あ、いえっ、だだ、大丈夫ですっ。全然平気ですっ。いつものことですからっ。しょっちゅうですからっ。慣れてますからっ」

　いつもでしょっちゅうで慣れてるのか。それはそれで別の意味で心配だぞ。

　しかし、なんなんだ、この子。耳と尻尾しつぽが生えてる。見る限り本物みたいだ。おでこには痛々しい烙らく印いんがある。イヴが気配を察したということは、この子も魔ま族ぞくなのか？

「えと、えと……はじめまして、ルナルナと言います」女の子はぺこり、おじぎをしたかと思うと、「あ、違うっ、間違えたっ。今のはナシにしてくださいっ」と慌あわててまたぺこり。

　よくわかんないけど、名前はルナルナでいいのだろうか。

　とりあえず保留にしておこう。

　ルナルナちゃん（保留）は服についた土を払うと、挙動不審に目を泳がせた。いったん背を向け、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り「がんばれ自分」的なポーズをとる。それからゆっくり深呼吸して力強くうなずき、振り返って、ビシッとぼくを指差した。




「あなたのお命、頂ちよう戴だいしますっ！」




「…………」（ぼく、エレ、イヴ）

　かわいげたっぷりの容姿からはまったく予想できなかった展開に、ぼくたちは誰だれも反応できなかった。沈ちん黙もくにあてられたルナルナちゃん（保留）はアタフタしだす。

「あ、あれ……？　え、えと……だから、お命、頂ちよう戴だいしますっ！」

「──で？」イヴが一文字で返した。

「でで、で……と、言われましても。えと……ちょ、ちょっとお待ちくださいっ」

　ルナルナちゃん（保留）はふところから紙切れを取り出し、何か確認していた。何度かうなずいてからそれをしまう。そして再びぼくを指差した。

「命が惜しければ、『闇やみ夜よの幻げん世せ』を渡してくださ──じゃない、渡しなさいっ。応じない場合、命の保証はしませ──し、しない、ぞっ。お、おとなしく、こちら……こちら、の、言うコトヲ、キイタホウガ、ミノタメダ、ゾっ」

　何度もつっかえ、さらに最後のほうは棒読みっぽかった。

　まあでも、内容はわかる。ルナルナちゃん（保留……面倒だからルナちゃんでいっか）は『闇夜の幻世』を狙ねらっていて、それを渡さなければ命はないぞ、と脅きよう迫はくしているわけだ。

　けど、なんつーか、危機感を覚えない。お命狙われちゃってるみたいだけど、全然危ない気がしない。むしろ見てると和なごむ。お耳ぴくぴく。尻尾しつぽふりふり。かわいいし。

「おい」イヴが声をかけた。「ルナルナと言ったか」

「こんっ」ルナちゃんは元気に鳴いたが、すぐに首をぶんぶん振る。「いえだからさっきのはナシにしてくださいっ。敵に名乗ってはいけないことになっているのです」

「名乗ってはいけないのに名乗ったルナルナは、なぜ『闇夜の幻世』を狙うのだ？」

「それは言えないのです。ある方のご命令であることは、ヒミツなのです」

「なるほど、何者かがおまえに、このマヌケを殺すか書を奪うばうかするよう命じたのだな」

「どどど、どうしてそのことをっ」

　尻尾をピーンと立て、驚きよう愕がくに仰のけ反るルナちゃん。墓穴を掘ってることに気づいてない。ていうかマヌケで通じちゃうのかよ、ぼくのこと。初対面なのにあんまりだ。

「『闇夜の幻世』を手にしてどうする？　仮にこのマヌケを始末して書を奪い、新たにわたしを召しよう喚かんできたとしても、わたしは誰の指図も受けんぞ。そういう契約だからな。わたしを利用しようなどと考えているなら、無む駄だなことだ」

「それはこちらも承知なのです。ただ、《最強の魔女》は計画の邪じや魔まになるのです。書を消してしまうか、召喚者を消してしまうかすれば、魔女の邪魔は入らないのです──という狙いはあなた方に話す必要のないことなのです。だから言いませんっ」

　言ってるよ。モロ言っちゃってるよ、きみ。

「ほぉ、そうか。それで？　計画とはなんだ？　何なに故ゆえわたしが邪魔になる？」

「それはルナもまだ詳しく教えてもらってないのです」

　もはや普通に白状しちゃってるよ。なんて頭の弱い……いや、素直な子なんだ。

　しゃべればしゃべるほどに墓穴を掘るルナちゃんは、腰に忍ばせていたらしい扇せん子すをかまえた。武器のつもりらしい。

「さあ、『闇やみ夜よの幻げん世せ』を渡してくださ──渡しなさいっ」

「それはできぬ相談だ」イヴは皮肉な笑みを浮かべた。「わたしも今の状況には不満が多い。特にこのマヌケは不満の塊かたまりだが、かと言ってまたそう簡単に封印されるわけにもいかん。なんせシャバは千年ぶりだ。そしてなにより、まだ姉妹シスターが一人もできておらんのでな」

　どうやら超個人的な理由で対たい峙じすることを決したようだ。書の正式な所有者であるぼくのことなどおかまいなしである。いつものことだけど。

「それならば、しかたないのです。申し訳ありませんが……」

　ルナちゃんは閉じたままの扇子の尖せん端たんをこちらに向けた。それを受け、エレがタクトを取り出す。イヴは両腕を組んで仁に王おう立ち。ぼくは……イマイチ真剣になれずにいた。

「こん、こん、こん……」

　ルナちゃんは扇子に息を吹きかけるようにして呟つぶやく。

「こん、こん、こん……こんこんっ」

　声に合わせて、扇子がだんだんと巨大化していった。

「あれは……魔ま導どう具ぐ」エレが無表情にメガネを押し上げる。「……月天扇花ムーランルージユ？」

「知ってるの？」

「古い文ぶん献けんに載っていた。神しん魔ま大戦時に造られたという魔導製品。使い手の能力に応じて巨大化する。それによりくりだされる打撃は岩を粉ふん砕さいし、旋風は森を薙なぎ倒すとされる」

「うお、なんかヤバげじゃん」

　月天扇花ムーランルージユはあっという間に使い手の背せ丈たけを越えた。ルナちゃんは小さな体で軽々とそれを振り回す。ぶわあッ、と風を巻き起こして半月状に花開いた扇子を、両手で肩に担かついだ。イヴと同じ魔ま族ぞくであろう彼女、その秘めたる力は同じく見かけによらず、か。

「ごめんなさい……参りますっ」

　謝りと断りを入れてから、ルナちゃんはひょこひょこ駆けだした。ぼくらのほうへ、そのふらついた足取り（やっぱ重いんじゃない？）で迫ってくる。ひょこひょこひょこひょこひょこひょこひょこひょこズコッ、ズズズ～。

　コケた。何もないところでいきなり。

　走って勢いがついていた分、コケてからさらに、滑すべった。その拍子に月天扇花ムーランルージユはドスンと落ち、ルナちゃんの手を離れてすぐ、徐々に縮まってもとのサイズに戻る。一方、コケて地面に伏したままぼくらの前まで迫ってきた──否いな、滑ってきたルナちゃんは、

「きゅぅぅぅぅぅぅ……」鳴いていた。

　あまりにあんまりな展開にぼくは言葉も出ず、エレもさすがに対応に困ったか石像状態。

「……ぐすん」

　ルナちゃんが起きたところ、魔女っ子がそのひたいにデコピンを放った。

　バチンッ、と思いのほか大きな音。

「きゃうっ！」悲鳴をあげて仰のけ反ったルナちゃんは、両手でおでこをおさえたまま背中から倒れ、痛みに耐えかねる様子で足をジタバタ、その場で右往左往、動物的な悲鳴まじりにのた打ち回る。「きゃうきゃうっ、きゃうぅぅ～っ！」

　めっちゃ痛そうだ。悶もん絶ぜつしてるし。

　なんだか可哀かわい想そうだった。守ってあげたくなってきた。

「えぐっ……ひぐっ……ぐすん」

　よろよろと立ち上がるルナちゃん。今にも泣きだしそうな……ていうか、もう半べそをかきながら扇せん子すを拾って、イヴから逃げるようにひょこひょこズコッ、一回コケを挟はさんで離れ、スタート地点へ引き返す。ふりだし。

「まだやるか？」イヴはイジメっ子のようだった。「降参するなら今のうちだぞ」

「うぅ、うぅぅ」ルナちゃんはイジメられっ子のようだった。

　ぼくはいたたまれない気持ちになって言った。

「ルナちゃん、この辺であきらめてくれないかな？」

「そ、そういうわけにはいきません。ちゃんとやらないと……」

「誰だれに言われたか知らないけどさ、きみにはこういうの、似合わないと思うな」

　第一にかわいい。第二にドジ。第三に頭が弱……いや、素直。襲しゆう撃げき者しやとして人選を誤るにもほどがある。こんな愛らしい子を送り込んでくるなんて、どういうつもりだろう。かわいさで油断させる魂こん胆たんなのだろうか。それなら確かに効果バツグンだけど。ぼくにだけ。

　ルナちゃんはしょんぼりとうつむく。

「ダメです。ちゃんと、やらなくちゃ。ルナは、異い境きよう徒とですから、やらなくちゃ……」

「異境徒？　え、それって……」

「ここでやめるわけにはいきませんっ。それに、まだ勝負はついてないのですっ」ルナちゃんは涙目をぬぐった。「こ、こういうこともあろうかとーっ」

　そう高らかに声を張り、「よいしょ、んしょ」とまず丁てい寧ねいに扇子をかたづける（結局その魔ま導どう具ぐはお蔵入りらしい）。次に首からぶら下げていたらしい何かを、「んしょ、んしょ」と手間のかかる様子で胸元から引っ張り出した。笛だった。それをくわえて吹く。

　ピィィィィィィィィィ、と高い音ねが闇やみ夜よに響ひびいた。

　直後、四方八方から、ザッザッ、ザッザッ、と無数の足音が聞こえだしたと思ったら、ぼくらを取り囲むようにして人影がわんさかと現れた。

　いや、見た目は人間に似てるけど違う。おそらくイヴの言っていた魔ま族ぞくたちだ。大きな豚鼻で、手が長く足が短い。肌はだの色は緑色。禿はげた頭にルナちゃんと同じ烙らく印いん。それぞれ剣だの斧おのだの棍こん棒ぼうだのを手にしている。ルナちゃんと比べるとひどく醜しゆう悪あくだった。

「ふん」イヴは退屈そうに見て捨てる。「小鬼族ゴブリンか」

「それではみなさん……やっちゃってくださいっ」

　ルナちゃんの掛け声を合図にゴブリンとかいう連中が襲おそってきた。ぼくは避難経路を探すけど、取り囲まれていて逃げ場がない。

「クロム、私から離れないで」とエレ。

「はい」情けないけどすぐに従うぼく。

　一匹のゴブリンが剣を振り上げ、先頭を切って迫ってくる。

　そこへ漆しつ黒こくの影が動き、闇やみに赤い線が走った。

　イヴだ。鉄てつ拳けんで殴なぐり飛ばす。短い悲鳴をあげたゴブリンは空高く舞って、民家を飛び越えて闇の向こうへさようなら。相変わらずの馬ば鹿か力ぢからだった。圧倒的な光景を前に他ほかのゴブリンたちがピタリと動きを止める。

「気に食わんな」魔女っ子は拳こぶしをコキコキ。「わたしを《最強の魔女》と知っておきながら、こんな雑ざ魚こをあてがうとは……ずいぶんと舐なめられたものだ」

　どうやらプライドを傷つけられたようだ。いつになくやる気である。

「グググ」ゴブリンたちは警戒の様子。「グワッ、グワッ、グワッ」

「言葉も持たぬ下等族どもめが。わたしに刃向かえば、命はないぞ？」

「グワッ、グワッ、グワァァァッ」

　棍棒を持ったゴブリンが、吼ほえた勢いに任せて魔女に飛びかかった。

　イヴはため息まじりに向き合う。

　と、その拳が唸うなりをあげる前に、ひゅぅっ──ドスッ、どこからか矢が放たれ、ゴブリンの側頭部に命中。倒れたゴブリンはその場で灰みたいになって散った。

　矢が飛んできた方向──暗闇の中から、白いマントをまとったぼくらと同い年ぐらいの少年が現れる。酒場でも見た姿だ。背中の矢筒から一本を抜いて、持っていた弓の弦つるにかける。

「多勢に無勢でしょう。助すけ太だ刀ちしますよ」

　どうやらぼくらを助けてくれるらしい。

「グワッ、グワッ、グワァァァッ」

　少年の申し出に返事をする間もなく、ゴブリンたちが興奮気味に吼え、いっせいに行動を再開──戦闘が始まった。

　そしてすぐさま終了。

　ゴブリンたちはあっけなく一掃された。ほとんどが悲鳴をあげる間もなかったため、大おお騒さわぎにならずにすんだ。村には静けさが戻る。虫がリンリンリンと鳴いていた。

「ぼくが加勢するまでもなかったようですね。それにしても、凄すごかったなあ……」

　少年は弓を肩にかけ、感心した様子でイヴを見た。ゴブリンの半数以上はイヴによって一撃粉ふん砕さいされたからだ。ちなみに残りの半分はエレと少年がやっつけた。ぼくはいつものごとく何もすることなく、エレに守られて終わった。

「ご助力ありがとうございます」エレが少年にお礼を言う。

　ぼくも「どうもありがとう」と礼を述べた。

「いえいえ」少年は軽く手を上げる。「名乗るのが遅れました。ぼくはノエルと言います」

　改めて見ると、顔立ちはまだ幼かった。背せ丈たけはエレと同じぐらい。ぼくよりもいくらか年下だろう。でも言動は礼れい儀ぎ正しく大人おとなびている。年上の女性にかわいがられそうな感じだ。

　遅れてぼくらも名乗った。イヴは少年に興味を示さず会話に参加すらしなかったので、ぼくが適当に「こいつはイヴ」とだけ紹介しておいた。

「みなさん、宿にお泊まりでしょう。ぼくも旅中の身でして、みなさんの姿は酒場でもお見かけしていました。不ふ穏おんな気配を感じて外へ出てきた次第です。一応さっきので全部かたづいたようですね」ノエルくんはあたりを見回す。

　そこで、「あ、そう言えば」とぼくは気づいた。

　ルナちゃんの姿がない。倒されたところは見ていなかったので、騒さわぎに乗じて逃げたのだろう。まあ、それはそれでよかったと思う。襲しゆう撃げき者しやに変わりはないけど、基本的にいい子っぽかったし。憎にくめないっていうか、愛くるしさすら感じたし。

「なかなか興味深い子だったな……ん？」

　地面に紙切れが落ちていた。ルナちゃんが確認していたやつだろう、そこには彼女が言葉に詰まりつつ、棒読みになりながら口にしていた台詞せりふが書かれていた。一生懸命考えたのか、何度も書き直したあとがある。それも丁てい寧ねいな地の文章をわざわざ悪者っぽく修正してあった。実際のところカミカミだったわけだけど。

「おい、ぼんやりしてないでさっさとこい、ノロマ」

　イヴの声に振り向くと、三人とも宿へ戻ろうと先を歩いていた。

　みなさん切り替えの早いことで。
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　ノエルくんと部屋の前で別れ（彼が泊まっているのは隣となりの個室だった）、大部屋に戻って一息ついたところ、開口一番、エレは言った。

「あの襲撃者たちは、異い境きよう徒とだった」

「ああ……ルナちゃんもそう言ってたね。でもイヴが察知したから、魔ま族ぞくのはずだけど？」

「異境徒とは、魔ま渦かの裂さけ目の向こうから現れる者を言う。主に魔族が中心だけれど、他ほかの亜種族が確認されたこともある。種族で判断することはできない。ただ、彼らは共通する烙らく印いんを体のどこかに刻んでいる。あの小さな子にも、ゴブリンにも、それがあった」

「異い境きよう徒との印、というわけか」イヴはベッドの上で足を伸ばす。「わたしも異境徒についてはよく知らんのだが、あれはこっちの者と何が違うのだ？」

「彼らはクリスナーガとは別の世界の者たちだと考えられています。そこからクリスナーガに渡ってきて、好き勝手に暴れるのです」

「別の世界？」ぼくはオウム返しに聞いた。またややこしくなりそうだ。

「あくまで推測にすぎないけれど」エレはぼくに言って、それからイヴに向き直った。「異境徒の存在が明らかになったのは、五百年ほど前のことです。そのとき世界中で正式にその存在が認められましたが、実際にはもっと以前から出現していたと考えられます。以降、詳しい調査が続けられていますが、その実態は現在に至るまでほぼ不明のままです」

　今の段階でわかっているのは、魔ま渦かの裂さけ目から現れること、私利私欲で活動すること、裂け目の向こうに彼らの世界があるだろうこと、以上の三点らしい。

「こちらから裂け目を通り、彼らの世界へ渡る試みがなされたこともありますが、帰ってきた者は一人もいません」

「やつらは組織的なものなのか？」

「それも詳しくは判明していません」エレはメガネの位置を直す。「統計では、単独で活動する者がほとんどです。これは、魔渦の裂け目を通じては多くても一度に数体までしか出てこられない、という点と、裂け目ができるほどの歪ゆがんだ魔渦の発生が稀まれである、という二点の影えい響きようがあると思われます。彼らがこちらとの話し合いに応じたことはありません。自分たちの思いのままにふるまうばかりです。中には異境徒同士で争うケースも確認されています」

「デタラメだな」

「修しゆ羅らの観念、と思われます。彼らにとってはそれが理ことわりのようです」

「くだらん」イヴは吐き捨てた。

「はい」エレは無表情に応じる。「先ほど述べた裂け目と魔渦の特性ゆえ、異境徒の絶対数は少なく、今のところ対応しきれない状況に陥おちいったことはありません。ですが、この先そうならないという保証もありません。来らい襲しゆうの要因となる魔渦は自然発生するものですから、食い止める術すべがないのです。また、出現する異境徒すべてを駆く逐ちくできているわけでもなく、こちらが出現に気づいていない場合も少なくないと思われます。仮にそうした現状が続けば、彼らの数は少しずつ増えていくことになるだろうと予測されます」

「数が増えれば修羅の中にも組織ができてくる。そうなれば脅きよう威いも増大、か」

「はい」エレはうなずいた。メガネがずれる。直す。

　なるほど。ぼくも多少なりとも理解できた。自然から生まれ自然に還かえる霊グ食ー獣ルと違い、異境徒はまったく別の世界観を有する侵略者。単独で暴れているうちは対処も楽だが、組織的なものが築かれればそれだけ対処も難しくなる、と。

　さて、そこでぼくはルナちゃんのことを思い出す。あの子の場合、単独ではなくある程度の集団に属していると考えていい。それが組織と呼べるほどの規模かどうかはわからないが、墓穴を掘った会話からして、背後で指揮する者がいるのだろう。そいつは何かを計画していて、イヴがその邪じや魔まになると考え、ルナちゃんやゴブリンを使い、ぼく、もしくは召しよう喚かん書しよを、消すか奪うばうか目もく論ろんだ……推測できる背景はそんなところか。

　だけど相手も馬ば鹿かだよな。こっちは向こうの邪魔をする以前に、その存在に気づいてすらいなかったというのに。何もしてこなかったら知らないままだったのに、ルナちゃんをけしかけたりして。わざわざ自分たちの存在を暴ばく露ろしたようなものじゃないか。

「連中はなぜ知っていた？」イヴが目つきを鋭くした。「なぜ『闇やみ夜よの幻げん世せ』のことを知っていた？　わたしとクロムのことはクロスノアの限られた者しか知らないはずだろう？」

「あ……そうか、そうだよな。確かにそれはおかしい」

　どこから情報を得たのだろう。もしや王宮の中にやつらの内通者が？　いや、万が一いたとしたら、感知力のあるイヴがその存在に気づかないはずがない。王宮内に内通者がいる可能性は考えにくい。けど、だとしたらどうやって……。

「エレン、クロスノアの王宮にいる者が口外しないという保証はあるか？」

「女王の指示で口止めされていますが……絶対に、とは言い切れません」

「では、誰だれかが酒に酔よった勢いで話した、なんてことも考えられるわけだな」

「……はい」エレは顎あごを引く。

「まあ、どうせそんなところだろう」

「申し訳ありません」エレは頭を下げた。メガネがずれた。直した。

「エレが謝るようなことじゃないよ」とぼくは言った。

「そうだ」とイヴも言った。「港の件でクロムがでしゃばったせいかもしれんしな」

「あれはおまえのせいだろ」

「いずれにしろ」無視しやがった。「姉妹シスター探しの邪魔をする者がいれば、蹴け散ちらすまでだ」

　こいつは世界がどうこうより、妹を作ることのほうが大事らしい。

「まあ、異い境きよう徒とがあの程度の雑ざ魚こばかりなら、捨て置いていいだろ。向こうはわたしを放っておくつもりはなさそうだが、性しよう懲こりもなく現れたら、そのときは……ふふ、ふふふふふ」

　不気味に笑う魔女っ子は、ぺろり、舌なめずりをした。次は容よう赦しやしないらしい。すでにあのとき容赦なかったと思うが……。

　ぼくは心の中で念じる。ルナちゃん、いい子だからもう出てきちゃダメだよ。怖～い魔女っ子が、よだれを垂らして待ってるからね。




　話に区切りがつくと、エレとイヴはお風呂に入りに行った。部屋に風呂はついていない。別の場所に共同の風呂場が設けられている。ひとつしかなく、女湯と男湯は時間交代制らしいので、ぼくはその時間まで何するでもなく待つことにした。

　暇ひまつぶしにイヴが王宮から持ってきた分厚い本を無断で拝借する。小さな文字がページいっぱいにぎっしり並んでいた。見てたら字がぐにょぐにょうねって酔よいそうになったので、すぐに顔を背そむけた。あいつこんなのよく読めるな、と半分感心し半分呆あきれながら本を戻したとき、コンコン、とドアをノックする音。「こんばんは、ノエルです」

「はーい」と返事をして、ぼくはドアを開けた。

　ノエルくんはマントを脱いだ姿で立っていた。頭ひとつ低いところに顔がある。

「やあ、どうしたの？」

「もしかしたら、まだ寝るには早いんじゃないかと思いまして、よかったら少しお話でもどうかな、と。その、ぼくもまだ寝る気にはなれなくて、暇なもので」

　それは無理もないだろう。この村の住人たちは寝るのが早く、村はすっかりしんとしているのだが、ぼくの普段の生活時間と比較してもかなりずれがある。クロスノアの城下町ならまだまだ賑にぎわっている時間帯だし、いつもなら魔術の夜間練習をさせられている頃ころだ。

　とりあえずぼくはノエルくんを部屋に入れ、窓まど際ぎわのテーブルで向き合って座った。

「話をするのはいいけど、今はぼくしかいないよ。あの二人は今お風呂だから」

「知ってます。先ほど廊下でお見かけしました。ぼくは、あなたとお話ししたかったので」

「ぼくと？」

「ええ、むしろ二人きりになれてよかったです」

　二人きりになれてよかった？　ぼくと？　男の子なら普通、女の子と話したがるはずだろうに。ま、まさかイヴと同じで、そっち系じゃあるまいな。

「なんでぼくと？　ぼくは基本的に無知だから、面白い話なんてできないよ。話のネタを持ち合わせてないんだ。自分に関してすら語れるようなことは何もないんでね」

「知ってます。記憶喪そう失しつなんですよね」

　……ん？　あれ？　どうしてそれを？

「神かみ下しもの民たみ」と、ノエルくんは出し抜けに言った。「クロスノアの王宮では、あなたはそう扱われているそうですね。そしてあの黒ずくめの子が、伝説の《最強の魔女》イソラ・ルル・ヴァルスですか。本来の魔力を失っているという話ですが、それでも相当の力をお持ちのようだ」

　お、おいおい、待てよ。どうしてそんなことまで……。

「神下の民として歓迎されたあなたは、今のところ記憶も戻らず、王宮で生活を続けている。ですがあなたは、自分は神下の民などではないと考えているのでしょう？　もしかしたら神下の民という肩書きを、重荷に感じてすらいるのではありませんか？」

　な……なんでわかるんだ？　心が読めるとでもいうのか？

　ぼくは驚おどろきのあまり声にならない。

　ノエルくんはその反応を楽しむように話を続ける。

「記憶がないのでは無理もないでしょうが、あなたが神下の民でないとしても、魔女の召しよう喚かん者しやである事実は変わらない。それにしてもなぜあなたに伝説の魔女が召しよう喚かんできたのでしょう。これはあなたの『出現』と同じく、非常に興味深い謎なぞです」

「そ、それは、最初に触れた者なら、誰だれにでも召喚できるって……」

　ぼくは渇かわいた口で言うが、本当に返すべき言葉は別にある。頭ではわかっていても、ノエルくんの話に完全に呑のまれてしまっていて、平静に対処することができなくなっていた。

「それはおかしいですね。そんなはずありませんよ。『闇やみ夜よの幻げん世せ』を扱うには特別な資格が必要なはずです。それがどういったものかはわかりませんが、誰にでも召喚できるなんて真まっ赤かな噓うそ。戯ざれ言ごともいいところですよ。誰がそんなこと言ったんです？」

「あいつが……イヴが、そう言って……」

「じゃあ、騙だまされたんですね。いや、騙すというほどのものではありませんか。おそらくちょっとした冗談……からかわれたんですよ」

　噓？　冗談？　からかわれた？　誰にでも召喚できるものでは、ない？

　だとしたら、それが本当なら、じゃあぼくはいったい……。

「もしくは、あなたのためにあえて本当のことを言わずにおいたのかもしれませんね。あ、でもそうだとすると、ぼくがこうして話してしまったのは失敗だったかな……」

「ノエルくん……きみは……」

「クロムさん──と言っても、仮の名前ですか。あなたはとても興味深い。《最強の魔女》イソラ・ルル・ヴァルスを召喚した記憶喪そう失しつ者しや。魔女を従えるほどの資格、そして魔ま族ぞくすら凌りよう駕がしかねない素質をお持ちながら、いざ魔術の行使となるとてんでダメ。あ、すみません。言葉がすぎましたか。お気を悪くしないでください」

　機嫌はともかく気分が悪くなってきた。底なし沼に足をとられて身動きできなくなっていくような、ひどく重たい倦けん怠たい感かんを覚える。この会話は……キモチワルイ。

「本当に興味深い」ノエルくんはそう繰り返し、はにかむように笑った。「あなたはいったい何者──いや、何なのでしょう。入り込めるはずのない遺跡にいたあなた。存在できるはずのない密室空間にいたあなた。異い境きよう徒とや霊グ食ー獣ルと同じように突とつ如じよとして世界に出現したあなた」

　ぼくは言葉を返せない。

「どう見てもただの人間なのに、人間では持ちえるはずのない素質を持つあなた。普通の人間が持てるはずもない特別な資格を持つあなた」

　ぼくは言葉を返せない。

「存在しうるはずのない存在のあなた。矛む盾じゆんした存在。それこそ──」

　ノエルくんはそこで一度、言葉を切った。からっぽのぼくをじっくりと見て、わざとらしく時間をかけてから、宣言するように言う。

「それこそまるで、存在矛盾──パラドクスだ」

「……存在矛盾パラドクス……」

　その言葉は、寒空に響ひびく鐘かねの音ねのように、ぼくの奥底にまで染しみ入るように伝わった。

　妙なことに、自分のカタチにしっくりおさまる感じがした。

　まるでぼくのために用意されていたような言葉。

　そう、そのとおり、ぼくは矛む盾じゆんしている。自分はこの世界の住人じゃないんじゃないか。この世界に存在しているのは何かの間違いなんじゃないか。自分が存在していること自体おかしいんじゃないか。心のどこかに、ずっとそんな思いを抱いだいていた。世界そのものから除のけ者にされている気がしていた。ぼくの居いるべき場所、居るべき世界ではないような気が。

　だから、心地よいまでにその言葉が、その呼び名が。

　ぼくには──ふさわしい。

「あなたは実に興味深い」

　ノエルくんは何度目か、似たような台詞せりふを口にする。

　ぼくは不思議と落ち着きを取り戻して聞いた。

「きみは、何者だい？」

「ああ……これはこれは、ぼくとしたことが失礼しました。あなたと話すのが楽しくてすっかり忘れちゃってましたよ。最初に言っておくべきでしたね。ぼくは……」

　ノエルくんは人なつっこい笑みを浮かべ、そして言った。

「神かみ下しもの民たみです」
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　しばらくしてノエルくんが自室に帰ろうとしたところ、お風呂から戻ったエレとイヴと入れ違いになった。ノエルくんは「おやすみなさい」とさわやかに。エレは「おやすみなさい」と無表情に返し、イヴは彼のことなど眼中にない様子で無視。

　ドアが閉じられるのを見届けたエレは、真顔でぼくを振り返った。濡ぬれた髪を結いあげてうなじをあらわにしているのが色っぽい。しかも寝巻き姿でドキッとしたぼくだったが、「彼と何を話していたの？」と聞かれ、別の意味でドキッとなった。

　メガネの奥から注がれる無機な視線に、ぼくは耐えかねる。

「ん……いや、特に何も。旅の話とか」

　本当のことを言う気になれず、誤ご魔ま化かした。

「おい」とそこにイヴの声。こちらも普段見ることのない寝巻き姿だったが、それだと余計にただの子供に見える。「おまえはベッドに戻るか風呂に行くかしろ。邪じや魔まだ」

「邪魔って、何の邪魔だよ」

「エレン、髪にクシをとおしてくれ」無視かよ。

「はい」と応じたエレは、もう一度ぼくのほうを向いて「お風呂、いいお湯だったよ」と一声かけてから、ベッドの上に足を伸ばして座るイヴのもとへ。

　ぼくは違和感を覚えながらその背中を目で追う。が、その違和感が何に向けられたものなのかわからず、エレがイヴの髪を丁てい寧ねいにすいていく様子を黙だまって眺ながめていた。なんだろ。何かが微妙に気になったんだけど。

「何をしている」本を開いたイヴがぼくを睨にらむ。「目め障ざわりだ、さっさと視界から消えろ」

　目障りときたか。どんどん扱いがひどくなってくな。

　ぼくはやれやれと思いながら、着替えを手に部屋を出た。

「……あ、そっか」

　風呂場の手前まできたとき、さっきの違和感の正体に気づいた。

　エレの会話が普通だったんだ。「～だよ」とか「～だね」みたいな、砕くだけた感じは今までなかったから、それが引っかかってたんだ。たった一言だけだったけど、これってつまり、前よりも仲良くなれてきたってことなのかな。

　そう考えると、異い境きよう徒とが襲おそってきたり神かみ下しもの民たみを名乗る者が出てきたり、なんだか落ち着かない一日だったけど、旅に出てよかったな、と少しは思えた。
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　馬車はゴトゴト揺れながら、緩かん慢まんに街道を進んでいた。あたりに広がる草原の景色はかれこれ一時間以上も変化がない。馬車が向かう先、遠く前方には山脈の姿がある。ルシエドとは町の名前である以前に、もともとその山脈の名前だったらしい。

　手た綱づなを握っているエレは後ろ髪を踊らせながら、村を出てからずっと同じ姿勢で前を向いている。イヴは例の分厚い本を読んでいた。ぼくは大あくびをする。寝不足だ。寝る前にノエルくんと話したことについていろいろ考えてしまったせいだ。

　存在矛盾パラドクスという言葉には別に抵抗がなかった。ぼくを飾る言葉としては、それ以上に適したものはないと自分でも思う。それよりは神下の民の存在がよほど衝しよう撃げきだったんだけど、結局あのあと、具体的なところは教えてもらってなかった。だから余計に気になっている。

　彼らは何者なのか。ぼくは何者なのか。今日までずっと考えずにいた、考えてもしかたないと思っていた謎なぞを目の前につきつけられ、気分は徐々に憂ゆう鬱うつになっていった。

　あくびをしたぼくはそのままため息をつきながら、ぼんやり草原を眺ながめる。
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「神かみ下しもの民たみ？　きみが？」

「そうですよ」ノエルくんはあっさりうなずいた。そしてぼくが驚おどろく姿を見て、不思議そうに首をかしげた。「そんなに驚かれるとは思わなかったですね」

「いや、だって、神下の民が実在するなんて……」思ってなかった。クラウ女王の話では伝説に近い存在とのことだったし、そりゃあ同じ伝説的存在であるイヴがいるわけだから、神下の民が本当にいても不思議じゃないのかもしれないけど。

「根拠は？　きみが神下の民だっていう根拠」

「そう言われると、ちょっと困っちゃうんですけどね」ノエルくんは微苦笑した。「あなたのことを知っていた。それが根拠にはなりませんか？」

「それについても聞きたいね。どうしてそんなに詳しく知ってるんだい？」

「うーん、弱ったなぁ。それは……話していいのかなぁ」

「どういう意味？」

「いえ、その」ノエルくんは困った風に頭をかいた。「あなたが神下の民について、まったく何も知らないでいるとは思ってなかったんですよ」

「どうやってぼくが神下の民について知りえるっていうんだい？」

「つまりですね、ある程度のことは聞かされているものだとばかり……」

「誰だれが聞かせてくれるっていうのさ」

「それは、ですから……うーん」ノエルくんは答えに窮きゆうし、参ったなぁ、と呟つぶやいてまた頭をかいた。「すみません……ぼくは先走ってしまったようです」

「謝られてもこっちが困るよ。ちゃんと答えてくれ」

「いえ、ぼくの口から、これ以上は言わないでおいたほうがいいでしょう。もちろんあなたはそれでおさまらないでしょうが、今ここでぼくから聞くより、もっとちゃんとした形で知ったほうが、あなたのためだと思うんです」

「ちゃんとした形？」

「ええ。たぶんルシエドについたらわかりますよ。神しん託たくの巫み女こに会われるのでしょう？」

「……それも知ってるんだね」

「神下の民ですから」ノエルくんはさわやかスマイル。「ひとつだけお教えできるのは、我々神下の民はあなたに注目している、ということです。あなたは正体不明の存在──存在矛盾パラドクスとしてこちらでは認識されていまして、その動向には常に気を配られています。だからこそ、ぼくはあなたについていろいろ知りえているわけですが」

「ちょっと待って。それって……ぼくを監視してるってこと？」

「悪く言えばそうなります。でもご心配なく。悪い目で見てはいません。それに、あなた個人よりは、あなたを取り巻く謎なぞ、何よりも魔女のほうに関心は集中していますから」

「それは……幸運とでも言うべきなのかな？」

「そうですね。仮に危険視されていたら、排除という選せん択たく肢しもあるでしょうから。まあ、お気になさらずに。今のところ、あなたは無害と判断されていますので」

「今のところ？」気になる言い方だ。

「正体不明ですからね、完全に白というわけにはいきません。ご了承ください」ノエルくんは悪びれる様子もなく言う。「ともかく、ルシエドに行ってみてください。ぼくもそちらに用があり、向かう途中なんです。明日は早く発たつので一緒には行けませんが、向こうでまたお会いできるでしょう。もしそのときになっても何も知らされていないようでしたら、ぼくでよければなんでもお答えします。ですから今日のところは勘かん弁べんしていただけないでしょうか。あなたを混乱させてしまい、本当に申し訳ないと思います。しかしどうか、このとおりです」

　席を立ったノエルくんは深々と頭を下げた。

　そしてぼくは……了承した。ぼくのためだと言われれば致し方ない気がしたし、ここでノエルくんを質問攻めにしても答えてくれそうになかった。それに『ちゃんとした形』なるものがあるのなら、そのほうがいいとも思った。

「きみのことは、話さないでおいたほうがいいのかな？」

「あのお二人にですか？」ノエルくんはこめかみを指でかいた。「まあ、そうですね。いろいろちゃんとわかるまでは、黙だまっておいたほうがいいかもしれません。では──」

　そういうことで──話は切り上げられた。

　ノエルくんはエレとイヴと入れ違いで部屋を出て行き、神かみ下しもの民たみの謎はほぼ手付かずのまま残された。わかったのは、彼らがぼくの動向を把は握あくしている──ぼくが監視されているらしいことだ。ルシエドに行くことも知っていたということは、クロスノアの王宮内、ぼくに近いところに神下の民がいたってことだろうか。

　異い境きよう徒との次は神下の民。いったいどうなってるんだろう。旅に出た途と端たん、こんな面倒なことになるなんて……。
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「………ん？」

　いつの間にか眠ってしまっていたらしい。馬車は動いていなかった。

「起きたか。寝ても覚めてもマヌケ面づらだな、おまえは」

　イヴがサンドイッチを片手に言った。ぼくが寝る前と同じ姿勢で読書をしてる。ページが半分ほどまで進んでいた。

「もうついたのか？」

「自分の目で確かめろ」

「へいへい」ケチなやつ。

　ぼくは外に出た。馬車は大きな樹木の下に止まっていた。馬は草原の草を食べている。

　木陰でエレが火をたき、湯を沸わかしていた。ぼくに気づくと「おはよう」といつものようににこりともせずあいさつ。「ぐっすり寝てたから、起こさなかった」

　話し方はこれまでどおりの報告調子だった。昨日の夜に聞いた一言はたまたまにすぎなかったのか、ぼくの聞き間違いだったのか、自分の記憶を疑ってしまう。

「うん、ありがと」ぼくは木こ漏もれ日に目を細めた。「おかげでちょっとスッキリしたよ」

「サンドイッチ、作ったんだけど……食べる？」

「お、手作りサンド？　もちろんいただくよ」

　淡たん々たんとサンドイッチと紅茶を用意してくれるエレはエプロン姿だった。王宮を離れてメイド姿が見られなくなるのは残念だったが、私服にエプロンもなかなかだ。あとはその不ぶ恰かつ好こうなメガネをなんとかしたいところだな。

「うん、うまいっ」さすがエレ。味つけも抜群。

「そう、よかった」エレは特別うれしそうな顔もせず、自分も一口ちっちゃくかじった。

「ルシエドまでは、残りどれくらい？」

「あと少し。もう見えてる」

　エレの指差す先、ぐっと近づいていたルシエド山脈のふもとに町並みが広がっていた。クロスノアの城下町ほどではないが、それなりに大きな町だと聞いている。向こうについたら神しん託たくの巫み女こに会うことになってるけど、それ以外の予定は決まってなかった。

「エレは、ルシエドは初めて？」

「……いえ」エレは町を遠目に見ながら短く否定した。

「あ、そうなんだ。じゃあ観光で迷ったりしないですむね。向こうについたらまた三人で食べ歩きでもしようよ」

「ええ……」

　あとはなんかあるかな。これといって楽しみ方が思いつかないんだけど。旅自体がいちばんのお楽しみ的な感じだし。ま、ついてからゆっくり考えればいっか。

「あの、クロム……」

「ん？」と返すぼくは町を眺ながめながらサンドイッチをもぐもぐ。

「私……あなたに……」

　小さな声。よく聞き取れなかったが、それ以上に言葉も続かなかった。いつも淡白に述べるエレにしては珍しく言葉に詰まっていたので気になって見てみると、エレは一口だけかじったサンドイッチにじっと視線を落としていた。メガネがちょっとずれていたけど直さない。「どうしたの？」と聞くと、少しうつむいたまま上うわ目め遣づかいにぼくをちらり──見たけど、

「……いえ、なんでもない」

　と、すぐに手元に視線を戻した。何か言いたげにも見えたが、ぼくは特に気にもせず首をわずかにかしげただけで、サンドイッチのおいしさに舌した鼓つづみを打ちながら、またルシエドの町を眺ながめた。そこでふとノエルくんの言葉を思い出す。

〈──ルシエドについたら、わかりますよ──〉

　何がわかるというのやら。ぼくはなんとなく気分が萎なえてしまった。
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　陽ひが高いうちにルシエドに到着した。町全体に一いつ貫かんしている石造りの景観は、背後にそびえる岩いわ肌はだをあらわにした山脈と調和し、山と町が合わせてひとつの景色のように見えた。

「このままシスナ様に会いに、寺院に向かいます」

　エレは馬車を町の奥へ進めた。丁てい寧ねい語だったのでイヴに言ったのだろう。

　イヴは読んでいた本を閉じる。特に言葉もなく、髪の毛をくるくるいじる。

　寺院と言われた建物が見えてきた。石造りだが丸みを帯びている。素そ朴ぼくな建物。それでいてクロスノアの王宮とは別の意味で威い風ふう堂々とした感があった。その敷地の手前には警備兵がいる。兵士や術士と思おぼしき人たちはみな、白マント白ローブ姿だった。ノエルくんが身につけていたものと似ている。

　エレが彼らに話を伝え、通行を許可された。

「なんか物々しいね」

　ぼくは見たままの感想を口にしたが、エレからもイヴからも返答はなかった。

　広い青あお芝しばの庭を進み、寺院の入り口へ。

　正面の階段前に到着すると、法衣姿の男性がやってきて馬車の移動を請うけ負ってくれた。敷地内は関係者以外立ち入り禁止らしく、法衣姿の男女が幾人か見られるだけだった。

　階段を上がって建物に入る。中は変わった雰ふん囲い気きだった。足元には不思議な模様が描えがかれている。正方形の幾き何か学がく的な、それでいてなんだか抽象的な模様で、入り口広間の中心から四方へ、同じ形、同じ紋様が際限なく連続していくように描かれていた。部分的に見ても全体的に見ても、ひとつの絵として見ることができる。

「変わった模様だな」とぼくが呟つぶやくと、

「曼まん陀だ羅らだ」とイヴがぶっきらぼうに言った。

　その曼陀羅とやらは丸みのある天井一面にも描かれていた。無限の広がりを見せるそれは神秘的な空間を演出し、ぼくはなんだか別世界に足を踏み入れたような気分になった。

　エレが先頭になって進む。通路はいくつにも分かれていたけど、エレの足が迷うことはなかった。道をわかっているみたいだ。ルシエドは初めてじゃないって言ってたから、この寺院を訪れたこともあるのだろう。

　それにしても静かだ。人っ子一人いない。

　途中、黒い子猫と白い子猫を一匹ずつ見かけたけど、それだけだ。二匹の子猫はぼくたちに気づくと、すぐに廊下を駆けて姿を消した。

　やがて無装飾の扉とびらが見えてきた。両開きのそれを、エレはノックだけして押し開く。

　まず目に飛び込んできたのは、床一面に広がる曼まん陀だ羅らの絨じゆう毯たんだった。部屋の奥、一段高くなっているところに、やわらかそうな座ざ布ぶ団とんを敷いて女性が正座し、両りよう脇わきに子供が二人立っている。中央に座している女性の声が──ささやくような声だったが、耳にはっきり届いた。

「ようこそお越しくださいました。わざわざ御足労いただき、ありがとうございます」

　神しん託たくの巫み女こ。エルフの民たみ。

「わたくしがシスナです。隣となりにおりますのは、ティオ、それから、フィオと申します」

　数百年も生きているようには、とてもじゃないけど見えなかった。外見だけならぼくやエレより少し年上のお姉さんといったところだ。

　純白の法衣姿。彼女の肌はだもまた白い。肩から胸へさらりと伸びる髪も白い。老人の白しら髪がとは違う、純粋な白といった印象だ。身なりも肌も髪も白。それこそ白ずくめである。細い顔立ちを飾る唇くちびるだけが桃色だ。瞳ひとみは──閉じていた。耳が下向きに、イヴと同じで尖とがっている。

　両脇の子供二人は何も言わずに礼をした。イヴの見かけと同じ年とし頃ごろ。どちらも法衣姿で顔がそっくりだった。たぶん双子の男の子と女の子。髪の長いほうが女の子かな。

　ぼくらもあいさつを──と思ったが、そこでいきなり、イヴが歩み出た。何も言わずに巫女に近づいていく。まさかケンカでも売る気じゃあるまいな？

　止めるべきかどうか迷っているうちに、イヴは神託の巫女シスナさんの前に仁に王おう立った。目線は座っている彼女とさほど変わらない。

　気配を察したのか、シスナさんは目を閉じたままふわりと微笑ほほえむ。

「よもや」イヴが目を細めて穏おだやかに言った。「再び、おまえの顔を見られるときがこようとはな。まだ生きてくれていたか、システィーナ」

「はい」シスナさんはうなずいた。「またこうしてお会いできるとは、夢のようです」

　二人は親しげに言葉を交わす。いつも仏ぶつ頂ちよう面づらのあのイヴが、見たこともないやわらかな笑みを浮かべていた。ぼくは呆あつ気けにとられ、いつものように置いてけぼり。隣のエレはこんなときにも無表情でぴくりともせず置物状態だし、双子は黙だまって見守っている。

「もう、千年以上になりますか……」

「ああ、同じ千年でも、おまえのほうが長かっただろうがな……」

「お会いでき、うれしい限りです」

　シスナさんの声は少し震ふるえていた。目を閉じたまま、本当にうれしそうな顔をして、おもむろに両手を伸ばす。ぼくはそこでようやく気づいた。この人、目が……。

「わたしの知る者など、もう誰だれ一人生きてはいないと思っておった。シスナという名を耳にしたときも半信半疑だったが……来て正解だ。わたしも会えてうれしいよ、システィーナ」

　白い手がイヴの頰ほおを探し当て、触れた。そっと包む。

「イソラ様？」シスナさんは首をかしげた。「あの……小さく、なられました？」

「ああ、どこぞのマヌケのせいでこのとおりだ」

「くすくす。でも、かわいらしいと思いますわ」

「ふん」イヴは頰に触れるシスナさんの手を、やさしく握った。「おまえのほうこそ、その目はどうした？　年と齢しのせいではあるまい。エルフのおまえが老いるには、まだ早すぎる」

「いろいろとございました。イソラ様がおられぬあいだ、いろいろ……」

「そうか……」

　どちらもそれから言葉が続かなかった。ぼくとしてはすぐにでも口を挟はさんで、あれこれ質問したいところなんだけど……。

　でも、邪じや魔まできなかった。二人は何も話さないけど、たくさんの言葉を交わしているように見えたから。

　それに、シスナさんの目め尻じりに、光るものが見えたから。




　　　　３




　再会の喜びもそこそこに、神しん託たくの巫み女こシスナさん（本名システィーナさん）自ら話の場を取り直してくれた。彼女と同じ、一段高くなっている座敷のふかふかの座ざ布ぶ団とんに座る。慣れない正座をしたところ、シスナさんが「足を崩くずしてもかまいませんよ」とすぐに言ってくれた。彼女は目が見えないので、気き遣づかいで言ってくれたのだろう。

　お言葉に甘えてぼくはあぐらをかいた。隣となりのエレはちゃんと正座。イヴはシスナさんの隣であぐらをかいている。ドレス姿でその格好はどうかと思うが、言ったところで聞きやしないだろう。ティオとフィオという双子はシスナさんの後ろに付き添うように立っていた。

「あのぉ」ぼくはまず確認を取った。「シスナさんは、イヴが封印される前──千年前のお知り合いってことで、いいんですよね？」

「ええ、神しん魔ま大戦の最さ中なかにお別れして以来になります」

「すごく親しいみたいですけど……」

「当然だ」イヴが得意げに言った。「システィーナはわたしの姉妹シスターだからな」

「は？　し、しすたァ？」ぼくはビックリ眼まなこでシスナさんを見た。「ほ、本当ですか？」

「はい」シスナさんは照れもせずにっこり。「あ、でも、血のつながりはありませんよ」

　わかってます。ていうか、それを平然と言ってのけるんですね。

「ふふーん」ニヤつくイヴ。「うらやましいか？　うらやましいだろ？」

　何を自慢してんだこいつは。ぼくに自慢するのはお門かど違ちがいってもんだ。確かにちょっとうらやましいかもだけど……って、そっちの話をしてる場合じゃない。

「それで本題なんですけど……ぼくを呼んだのは、イヴのことを確かめるためですか？」

「いいえ。それもあるにはありましたが、もちろんクロムくんにも会いたいと思っていましたし、その必要がありました。なにせ急を要する事態ですから」

「急を要する事態？」ぼくは繰り返して首をかしげる。

　するとそれが見えているかのように、シスナさんも同じ方向に首をかしげた。

「質問に質問を返すようで悪いのですが……クロムくん、あなたはこの地で何が起ころうとしているのか、ご存知ではないのですか？　クロスノアに迫っている危機のことを」

「キキ？」なんのことやらさっぱり。

　ぼくの疑問符を受けたシスナさんは顔を隣となりへ向ける。目線はチビなイヴの頭上を通過。

「では、イソラ様もご存知ないので？」

「なんのことだ？」イヴは髪をくるくる。

　沈ちん黙もくが広がる。ぼくらとシスナさんとのあいだに、何か認識の違いがあるみたいだ。危機というのは、クラウ女王が言っていたお話と関係しているのだろうか。でもあれは言い伝えにすぎないはずでは──と思っていると、シスナさんが問いかけた。

「話して、なかったのですか？」

　それが誰だれに向けられた言葉なのか、最初はわからなかった。ただ、シスナさんはちゃんと相手のほうを向いていた。彼女の向いた先……ぼくの隣……エレ。

　事情が呑のみ込めず、ぼくはまじまじとエレの横顔を見る。情緒の欠落した氷ひよう面めん顔がお。何も宿さぬ無情な瞳ひとみ。エレはいつもの様相で、いつもと変わらず、報告を述べるように言った。

「シスナ様に直接お話ししていただくのが、いちばん良いと思いましたので」

「そうなのですか……わたくしは、すでにあなたから話が伝わっているとばかり……そうする許可も与えておりましたから……」

〈──聞かされているものだとばかり──〉

　不意にノエルくんの言葉が頭をよぎり、ぼくの中でカチッとはまるものがあった。だけどそれを理解したのと同時に混乱が押し寄せてきて、すぐに頭の中がぐちゃぐちゃになる。

「エ、レ……え？　どういう、こと？」

　エレは口を結んだまま、ぼくを見ようともしない。わずかにうつむく。メガネがずれる。直すことなく黙する。すぐ隣にいるのにずっと遠くにいるみたいに感じた。

「は？　何？」思わず立ち上がる。「これって、つまり、え？　えっ？　えぇっ?!」

　取り乱したところ、「やかましいッ」とイヴが怒鳴った。「見苦しいわッ。おまえは黙だまって座ってろッ。聞ける話も聞けぬではないか。それ以上騒さわぐようなら力ずくで黙だまらせるぞ」

　威い圧あつ感かんのある深しん紅くの眼光に射抜かれて、ぼくはすとんと落ちるように座った。エレがわずかに視線をこちらに寄よこすが、すぐにそらす。

「……よろしいでしょうか？」

　目の見えないシスナさんが誰だれにともなく聞いた。

「かまわん」とイヴが応じる。「馬ば鹿かは捨て置け。わたしが聞く」

　シスナさんは姿勢を正して言った。

「どうやら、ご存知なかったようですね。彼女──エレンは、神かみ下しもの民たみの一員です。そしてわたくしは、神下の民ではありませんが、彼らと協力関係にあります」

　ぼくは驚おどろくより放心した。これがちゃんとした形ってやつなのだろうか。

「神下の民とはなんだ？　異い境きよう徒ともそうだが、千年前にはいなかったな」

「はい。神下の民も異境徒も、神しん魔ま大戦の後に現れた存在です──クリスナーガが大戦を乗り越えたあと、世界を支えるオーヴの営みを守護する存在として、神しん族ぞくは人間のとある民にその力を分け与えました。それが始まりです。彼らは人並みはずれた魔術の才で、霊グ食ー獣ルや異境徒に長年対応してきました。また、わたくしが予測する自然の災さい厄やくを最小限に食い止めるために動いてくれてもいます。そうした彼らの姿を人々が見聞きし、いつしか《神下の民》という名が広まったのです。そして長い歳月のあいだに伝説的存在となりました」

「なぜ伝説上の存在としてしか知られておらんのだ？　長きに亘わたり実在しておるなら、なぜ表立った存在になっていない？　隠すことでもないだろうに」

「国や種族に縛しばられないためです。表に立てば、大陸の違い、国の違い、種族の違いなど、様々な影えい響きようを受けることになります。それは彼らの世界奉仕活動の支障となります。彼らは裏方に徹てつすることで、そうしたしがらみにとらわれないようにしたのです」

「しかしな、たったひとつの民にできることなど、限られておろう」

「始まりはそうでした。今も神下の民の末まつ裔えいはわずかですが、彼らは今こん日にち、世界的な規模を築いております。神下の民はひとつの秘密結社となっていまして、彼らの志は広くに伝い、神下の民という名の下に多くの同志が集つどっているのです」

「なるほどな。だがそうなると、どう見分ける？」

「神下の民は、その身のどこかに卍まんじの紋様を霊れい的てきな力を用いて刻んでいるか、魔ま導どう技術によって刻まれた卍の紋様入りの装飾品などを所持し、それを印としています。わたくしも飾り物を持っております。見えませんけれどね」

　シスナさんは胸元の首飾りを出す。銀のプレートに卍の印が刻まれていた。

「異境徒のほうは烙らく印いんがあるという話だったな。何か関係があるのか？」

「一説には、神下の民の紋様に対し、異境徒の側が自分たちを誇示するために烙印を用い始めた、とも言われてますが、詳細は定かではありません」

「ふむ……体に紋様を刻むなど、わたしの好むところではないが……そう言えば、エレンの肩にもその紋様があったか……」

　ぼくはちらっと目をやるが、エレの衣装では肩口は見えない。イヴがそれを見たのはたぶん一緒にお風呂に入ったときだろう──と、エレが視線を感じたのか、肩に手をやった。隠したのではなく、そのまま服をわずかにずらし、肩をさらす。卍まんじの紋様が……あった。わざわざ示してくれたみたいだけど、別にそんなの見たくもなかった。

　ぼくが顔を伏せると、エレは前を向いたまま服を直した。

「エレンのように、神かみ下しもの民たみは各国の中枢部分にもその同志を置いています。ですから内政事情などにも通じており、時には国同士の問題の対応にも当たります。そのようにして神下の民は現在、クリスナーガ全土を支えているのです」

「神下の民については、まあ、だいたいのことはわかった。で？　クロスノアの危機というのはなんだ？　そちらが本題なのだろう？」

「ええ、現在クロスノアには、ある危機が迫っています」

　クロスノアの危機。クラウ女王から聞いた言い伝え──神下の民が現れ、黒こく耀ようの巫み女こを召しよう喚かんし、クロスノアを危機から救う──伝説にすぎなかった話が、現実になるというのか。

「もう七百年以上前の話になります……」

　シスナさんは遠い過去──彼女自身が確かに生きていただろう昔のことを語った。

「当時クリスナーガはようやく復興を果たし、今と変わらぬ平へい穏おんが築かれていました。それまでは大戦の影えい響きようにより、オーヴの流動が不安定で、世界中が絶えず自然災害に見舞われていたのです。それもようやく落ち着いた頃ころ、余裕が生まれた人々は、残された遺跡を探索するようになりました。そのひとつが、ここ、ルシエド山脈のふもとにある聖堂の遺跡です。かつて栄えていた魔ま導どう文明。人々はそれを呼び覚まそうとしました。その活動は今も続いています。それがいけないことだとは言いません。ただ、当時ルシエドの遺跡にあったのは、文明遺産などではありませんでした。遺跡には、《ラグナロク》が封印されていたのです」

「ぬぁにぃ？」イヴの声が不快を帯びた。「ラグナロクだと？」

「はい。正確には、ラグナロクの欠片かけら、ですね」

「千年前クロスノアに降りたラグナロクは、わたしがすべて消したはずだが？」

「詳細はわかりかねますが、おそらく、イソラ様が封印されたあと、残っていたラグナロクの欠片のひとつが、この地に流されてきたのではないか、と」

　二人は真剣に言葉を交わすが、知識が何もないぼくはまったくついていけなかった。いつものことだし、重要な話をしているところ悪いけど、今はなんだか心ここにあらずな感じだ。耳には入ってくるけどわざわざ質問する気にはなれない。もう億おつ劫くうで、勝手に話を進めてくれという感じだった。

　でもシスナさんはぼくに配はい慮りよしたのか、そのラグナロクとやらについて語ってくれた。

「ラグナロクとは、神しん魔ま大戦の最さ中なかに生まれた、いわゆる『禁きん呪じゆ』です。その力は世界そのものを揺るがすほどで、制御のきかぬものでした。なにより、かつての世界を消滅の危機に追い込んだそもそもの元凶が、ラグナロクでした。神魔大戦は決着がついたのではなく、ラグナロクという途方もない力の暴走により、無理やりに終結させられたのです」

　ラグナロク。世界に終わりをもたらすほどの、禁きん忌きの力。

　そんなもの、どうやって封印したというのか。

「あまりに強大すぎたため、ラグナロクをそのまま破壊することはかないませんでした。そこで小さく分解する手段がとられました。そうすることで部分的に消そうとしたのです。種族の違いも関係なく、世界中がラグナロク殲せん滅めつのために動きました。しかし、間に合いませんでした。ラグナロクの欠片かけらをすべて消す前に、全世界消滅の危機が迫ってしまったのです」

　そこから先はエレから聞いた話と同じだった。神しん族ぞくは残されていた霊れい的てきな力を結集し、可能な限りの世界を支えることに成功した。そうして今のクリスナーガが残り、支えきれなかった他ほかの世界は、消滅──無に帰きした。

「ここから先はわたくしも憶測になるのですが、世界を支える試みが行われた際、消えずにいたラグナロクの欠片が、先ほど申したように流されてきたかどうかして、この地に残されてしまったのです。ラグナロクだけを切り離すという細かな修正を行っている余裕はなかったのでしょう。そこで神族は、霊的な力の集中する場所──ここ、オーヴの流動がもっとも強まる霊山ルシエドの聖堂内にラグナロクを封印し、聖堂ごと地に埋めたのだと思われます」

　その封印を、遺跡探索していた人々は解いてしまったわけだ。

「封印を解かれたラグナロクは、欠片と言えど、クロスノアの大地を死滅させるほどの力を秘めていました。わたくしは封印が解かれたことを読み取り、神かみ下しもの民たみらとこの地を訪れ、多大なる犠ぎ牲せいを払った末、ラグナロクを再度封じることに成功しました。消すことができればよかったのですが、わたくし共の力では、封印するので精一杯だったのです」

「おまえの目は、そのときか？」

「ええ、ラグナロクの呪力にあてられました。もはや癒いえることもありません。ですが、とうに慣れましたし、今は見えぬものが視みえます。ただ、イソラ様のお姿を拝見できないのが残念ですね。今ならとてもかわいらしいでしょうに」

「ふんっ、この情けない姿を見られずにすんで、逆に助かったわ」

　イヴがそう言うと、シスナさんはおかしそうにくすくす笑った。

　やさしい言葉はいらないみたいだった。少なくともこの二人のあいだには。

「話を戻しますね。ラグナロクの封印は今も続いています。封印を支えている力はふたつありまして、ひとつがルシエド山脈に集中するオーヴの流動、もうひとつはわたくしの霊力になります。なにせ即興の封印でしたから、人ヒト柱バシラを立てる必要がありましたので。ゆえにわたくしはこの地を離れることができません。わざわざ足を運んでいただいたのもそのためです」

　人ヒト柱バシラなんてことをあっさりと言ってのける。自分のことなのに──いや、自分のことだから言えるのか。

「しかし、それも限界のようなのです」

「限界？　おまえ、まさか……」

「いいえ、イソラ様。わたくしは大だい丈じよう夫ぶですよ」シスナさんは微笑を返した。「わたくしにも霊れい山ざんにも問題はありません。封印が問題なのではなく、単純に、ラグナロクの力が強まってきているのです。封印というものに完かん璧ぺきはありません。七百年もあれば、時にオーヴの流動が弱まることもあります。『逢おう魔まの月食』のときなどは、特にそうです。その際、ラグナロクはわずかに表の世界と通じ、オーヴを吸収し、少しずつ、ですが着実に、その力を取り戻していったのです。そして今や、封印との力の差が紙かみ一ひと重えとなりました」

「猶ゆう予よはどれくらいだ？」

「次の月食が訪れれば、もう抑えることはできないでしょう。そして、その日までは、今日を含め、残すところあと三日となっております」

「み、三日ぁっ？」

　さすがにぼくは反応し、素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。たった三日しかないなんて、おいおい、とんでもない窮きゆう地ちじゃないか。土ど壇たん場ばの崖がけっぷちもいいところだ。そんな大変なことになってるなんて。クロスノアじゃ全然騒さわがれてなかったけど……。

「事実を知っているのはごく一部。神かみ下しもの民たみに属する、限られた者たちだけです」

　ぼくの疑念が聞こえていたかのように、シスナさんはそう言った。

「クラウ女王は？　女王には、さすがに……」

「いいえ。これは彼女にも知らされていないことです」

　言われてみれば、女王がこの事実を知っていたなら、ぼくとイヴが現れた時点ですぐにルシエドに向かわせていたはずだ。いくらあの人でもあんなにのどかにしていられないはず。

「もちろん、一国の主あるじ、この大陸を統すべる方ですから、伝えるべきかどうか神下の民とのあいだで議論はされました。その結果、ここだけの話とすることに決まったのです」

「知らせないでいるということは」イヴが問う。「何か考えがあってのことだろうな？」

「はい。ラグナロクを鎮しずめる方法はあります。ですから、わざわざ混乱を広める必要はないということで、各地に知らせは出していないのです」

　なんだ、方法があるのか。だったら問題ないじゃん。

「そういうわけですから……」

「待て」話が終わる流れのところ、イヴが止めた。「その方法とやら、詳しく聞かせろ」

「…………」シスナさんは急に黙だまってしまった。

「話せ、システィーナ。わたしが話せと言っている」

　イヴが要求するが、シスナさんは唇くちびるを結んだままうつむいて動かない。

　魔女っ子は黙もくして待つ。

　妙に重苦しい沈黙だった。

　しばらくして、神しん託たくの巫み女こは観念したように口を開いた。

「わたくしが、封印そのものとなります」

　その、もの？　意味がわからない。

「封印を支えるふたつの力をひとつにするのです。そうしてわたくし自身が、ラグナロクと共にこの地に伏します。さすれば、今一度ラグナロクを封じることができましょう」

「人ヒト柱バシラから依ヨリ代シロに変わる気か……」

「この身を……ささげる覚悟です」

　言い切ったシスナさんは、うつむけていた面おもてを上げる。そこに表情はなかった。さっきまで目を閉じていても朗ほがらかに見えていたのが、エレと同じで氷みたいに冷たくなっていた。

　イヴが立ってシスナさんの正面に移動する。

　シスナさんは気配を察してそちらを向いた。

　瞬しゆん間かん──パァァーンッ──いきなり、イヴの平手が飛んだ。
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　突然のことにぼくたちは呆ぼう然ぜんとなる。

　乾いた音は静まり返った部屋によく響ひびいた。

　控えていた双子が一いつ寸すん遅れて動きかけたところ、す──とシスナさんは片手を上げ、

「……よいのです」

　そう言って制した。

　双子は立ち位置を元に戻す。

　一方のイヴは大きく息を吸い込み、ぐわっと赤い瞳ひとみを見開くと、




「この、戯たわけェええええええええええええッ！」




　吼ほえた。

　いきなりの怒号に耳がキーンとなる。今までぼくが浴びせられてきたどんな罵ば声せいよりも激しい叱しつ咤た。これまでが生やさしく思えるほどの、とてつもないカミナリだった。

　シスナさんはビクンッと身を震ふるわせ、怯おびえた小動物のように縮こまる。

「何をほざいておるかおまえはッ！　自分の身をささげる覚悟だとぉッ？　ぬかせッ！　おまえがその身をささげていい相手は、この──わたしだけだァッ！」

　怒り爆発のイヴ。けど、どこか話がずれている気が、ぼくはするのだが。

　いや、嚙かみ合ってるのか、この二人に限っては。

「自分の身を軽々しく扱いおってッ！　封印なんぞただの時間稼かせぎにすぎんだろうがッ！　いずれまた同じことを繰り返すだけだろうがッ！　おまえとてそれはわかっておろうに、わたしに向かってくだらん戯たわ言ごとを吐きおってッ！」

　イヴは荒々しく唾つばを飛ばす。もはや姉妹シスターだろうがおかまいなし。

「で、ですが」シスナさんは弱々しくも返した。「それ以外に、方法は……」

「戯言をぬかすなと言っているッ！」

　容よう赦しやなく怒鳴りつけるイヴは、同時に片足でズシーンッと床を踏みつけた。

　盲目のエルフは閉じた目をさらにきつく閉じて首をすくめる。親に叱しかられた子供みたいに萎い縮しゆくしてしまっていた。見ているこっちまで縮みあがりそうになる。

「なにが『それ以外に方法は』だッ！　ふざけた言葉を吐くなッ！　そもそもそのつもりならどうしてわたしをここに呼んだッ！　なぜわたしに会ったッ！」

「それは……一目だけでも、お会いしたいと……」

「おまえは目が見えんだろうがーッ！」ツッコミまで怒鳴り散らす。本人にそのつもりはないだろうけど。「わたしを呼んだのは他ほかに理由があってのことだろッ！　わたしに向かって噓うそを吐つくなッ！　おまえはさっき噓を吐いたなッ！　自分は大だい丈じよう夫ぶだと言っておきながらッ！　このわたしにそう言っておきながらッ！」

　そこでイヴは言葉に詰まり、肩で息をした。この魔女は本気で全力で怒っているのだ。

　シスナさんのほうは顔が見えなくなるほどうな垂れてしまっている。

　もはや誰だれが介入できる状況でもない。隣となりのエレを見てみると、表情こそ変わりないけど少し目を丸くしている。双子もどうしたものかわからない様子だ。

　イヴは再度、口を開く。まだ怒りおさまらぬ様子だが、声は抑えていた。

「わたしに会いたかったのは本心だろうが、それだけではないはずだ。もしそうなら、ラグナロクの話をわたしに聞かせる必要はなかっただろ。おまえの思いは別のところにあるはず。わたしにそれがわからぬとでも思ったか。本心を誤ご魔ま化かし、身をささげるなどとほざいて、わたしが黙だまってそれを許すとでも思ったか。わたしはおまえの……姉あ妹ねだぞ」

「…………」

「わたしがここにおるのだッ！」またすぐに怒鳴った。「わたしがここにいて、おまえの馬ば鹿かを許すはずがなかろうッ！　誰だれが許そうと、わたしが許さんッ！」

「…………」

「もう一度言う。わたしが、ここに、おるのだッ。面おもてを上げろ、システィーナ！　おまえの本心を聞かせろッ！　隠すなッ！　誤魔化すなッ！　わたしに遠えん慮りよするなどもう千年早いわッ！　無様に己おのれをさらしてみせいッ！」

　さっきまで強こわ張ばっていたシスナさんの体からは、すっかり力が抜けていた。

　ゆっくりと顔を上げ、目を開く。

　光を失った真っ白な瞳どう孔こう。そこに漆しつ黒こくの魔女が映った。

　まるで見えているかのようにイヴを見つめ、唇くちびるを震ふるわせる。

「どうか……わたくしを、助けてください……お姉様」

　途と端たん、白い瞳ひとみは濡ぬれた。

「……最初からそう言え、馬鹿者」

　涙をこぼしながら笑みを浮かべたシスナさんを、イヴは胸に抱だき寄せ、あやすように頭をなでた。シスナさんは小さな体に手を回し、すがるようにして震えを起こす。

　黒い魔女と白い巫み女この抱ほう擁ようは、全然、違和感がなかった。




　二人を残して、ぼくとエレ、双子は、そっと部屋をあとにした。双子がぼくらを個室に案内してくれることになり、彼らのあとについて、ぼくとエレは廊下を進んだ。

　ぼくは、自分事だけど、途中からずっとエレのことを引きずっていた。ラグナロクのことを聞きながら、イヴとシスナさんのやりとりを前にしながらも、どこかで気を取られていた。

「あの、エレ……」声をかけるけど、隣となりにいるエレの顔をまともに見ることができない。ぼくは足元に目を向けたまま聞いた。「きみは、本当に……」

「私は、神かみ下しもの民たみ」

　全部言い切る前に、エレは答えた。

「なんで……黙ってたの？」

「……そのほうがいいと思ったから」いつもの機械的な口調だった。

　何がいいのかぼくには全然わからない。少なくともぼくにとっていいことなんて何もないように思えた。神かみ下しもの民たみにとっては、確かに都合がよかったのかもしれないけど……。

　……そういうこと、なのか？

「こちらです」廊下の突き当たり、分かれ道のところで双子は左右に分かれた。

　もっとエレに聞きたいことがあるような、だけど話すのがためらわれるような、どっちつかずの気持ちのまま、ぼくはティオくんに連れられ、エレのほうはフィオちゃんに連れられ、それぞれ違う方向に進んだ。




　　　　４




　寺院の一室を与えられた。案内してくれたティオくんは終始無言で、部屋につくと「では」とだけ言って引き下がった。こぢんまりした部屋にはベッドがなく、布ふ団とんが隅すみにたたんで置かれていた。ぼくはそれを広げて寝転んだ。

「…………」

　何もすることがない。

　結局のところ、ぼくは蚊か帳やの外だった。

　エレが神下の民だったにせよ、それでどうなる。神下の民は裏方に徹てつしてるらしいから、クロスノアでのぼくの立場には影えい響きようがないだろうし、むしろぼくをそのままにして利用しようと考えるかもしれない。正確には、ぼくではなく魔女っ子を。

　ラグナロクの封印が解けるにせよ、その対処を請うけ負うのはぼくではなくイヴだ。それもクロスノアのためというより、シスナさんのためだ。実にあいつらしい理由で、ぼくはそういうのがキライじゃない。今回ばかりはイヴが自由契約でよかったと思う。ぼくは召しよう喚かん者しやだけどそれだけにすぎず、直接関係しないですむ。何もしなくていい。ラグナロクは、あいつのことだ、どうにかなるだろうし、ぼくは終わるのをただ待ってりゃいいだけ。

「そう、いいじゃないか、それで。気楽なもんだよ、クロムくん」

　天井の曼まん陀だ羅ら模様を眺ながめながら、ぼくは自分に向けて皮肉っぽく言った。

　でも、気分は晴れない。一応、原因はわかってる。

　エレ──彼女はずっとぼくの傍そばにいながら、本当のことを言わずに隠していた。実はずっとぼくを監視していた。エレが神下の民だとわかって、ノエルくんがぼくについて詳しかった理由や、会話の端はし々ばしで気になっていたことの数々にも合が点てんがいった。全部エレが報告して、ノエルくんを始めとする神下の民はそこから情報を得ていたわけだ。

　あれが『ちゃんとした形』だったのかどうか、よくわからない。確かにシスナさんの口から語られたことで、ぼくは話を素直に受け入れた。受け入れるしかなかった。

　だけど……たとえ中途半はん端ぱでも、エレの口から聞きたかった、とぼくは思う。ちゃんと話してほしかった。毎日のように顔を合わせていたのに、ほとんどいつも一緒にいたのに、話せる機会はいくらでもあったのに……なのに一言も本当のことを言ってくれてなかったなんて。

「ハァ……なんだろうね、この気持ちは。なあ、クロムくん。人生経験の少なすぎるぼくにはよくわからないよ。ぼくはどうしてこんなに……こんなに……」

　その先に言葉が見つからない。胸に渦巻くものをどう表現すればいいかわからない。

　騙だまされた気分。裏切られた気分。不信感。虚無感。猜さい疑ぎ心しん。

　でも本当に当てはまる言葉は……。

　存在矛盾パラドクスには──わかれない。

「あーあ、退屈がめんどくせー」

　思考放ほう棄き。現実逃避。もはやぼくの得意技だ。

「明後日あさつてまで暇ひまか……無む為い徒と食しよくもはなはだしいねぇ、クロムくん」

　オーヴの流動が弱まる逢おう魔まの月食は、明後日の深夜、日付をまたいで起こるらしい。時間になったらイヴが遺跡に向かうことになっている。ぼくはそれを見送り、戻ってくるのを待つだけだ。それまで何をしていよう。どうせイヴはシスナさんとべったりだろうし、そうじゃないにしてもイヴと一緒にすごすというのは考えられない。エレには今のところ会いたくない。町に出るのは余計に嫌いやだ。

　と言うのも、ルシエドの町は神かみ下しもの民たみの拠点のようなもので、シスナさんの神しん託たくを頼りに各地に赴おもむくため、常に神下の民が在住しているという。それに加え、今は迫るラグナロクの危機に備えクロスノアの各地から神下の民が集結しており、町はそれこそ神下の民だらけになっているらしい。白装束の者はほとんどが神下の民だそうだ。そんな中には行きたくない。

「あ……でも、この寺院の敷地内なら誰だれもいないのか」

　神下の民がいるのは敷地外。寺院にいるのは僧そう侶りよぐらいだ。彼らは神下の民とは違うとシスナさんも言っていた。入るときに見た限りじゃ、庭に人影も少なかったし。

「なら、ちょっとぶらついてみるか。見学と行こうぜ、クロムくん」

　そう言ってぼくは部屋を出た。なんだか独り言が多くなっている気がする。

「う～ん、ちょっと危険ヤバイかな、クロムくん」




　運命とか必然とかいうやつが、ぼくはとことん嫌いだ。思うにそれは、自分をそういった言葉で『処理』されたくないからだ。「きみはそうなる運命だった」とか、「きみがこうしているのは必然だ」とか、そんな言葉でかたづけられたくない。たとえ良い意味であっても、「それがきみの運命なんだ」なんて考え方は、キモチワルイ。そんな考えクソクラエだ。

　にもかかわらず、ぼくは自分の起源ルーツがあるはずと信じ、求めている。躍起になっているわけじゃないけど、ちゃんとどこかにあると信じていて、求めている。だけど、もしかしたらそんなもの、どこにもないのかもしれない。あるかないかわからないものを『ある』と信じて求めるのは、運命や必然を追い求めることと同じなんじゃないか？

「ほら、矛む盾じゆんしてるよ、クロムくん」

　相変わらず独り会話をしながら、ぼくは寺院の周りを散歩していた。僧そう侶りよの姿はほとんど見かけない。裏手のほうに行くと、もう完全に人の気配がなかった。

「にしても、まるで謀はかられてるみたいだな……」

　クロスノアの危機──神かみ下しもの民たみの出現──黒こく耀ようの巫み女こによる救済。伝説とのあいだに多少のズレはあるけど、現実になろうとしている。しかしたとえ要素がそろっていたとして、すべてがタイミングよく逢おう魔まの月食に集約してくるなんてことがありえるだろうか。

　それこそ偶然ではかたづけられず、運命なんて言葉がでしゃばってきそうだ。いったい誰だれの企くわだてだろう。神様なんて信じないぞ。運命も必然も信じないぞ。

「……なんて思うこと自体、矛盾しちゃってるよな」

　ぼくは何のためにここにいるんだろう。ぼくのことなんて誰も必要としていない。必要なのはぼくではなく魔女だ。魔女を舞台に上げるのがぼくの役割なら、それすらもう終わってしまっている。今のぼくに残されている存在価値は、『魔女を存在させるため』ということだけ。全部かたづいたらそれすらなくなる。あとには何も残らない。

「主人のための使い魔じゃなく、使い魔のための主人か……ふん、笑えるじゃないか」

　まるで都合のいい駒こまだな。役者を引き出すための役者。物語というパズルを完成させるためのひとつのピース。そこにはぼく個人の意味や価値など欠片かけらも求められてはいない。ここにいるのは、魔女の召しよう喚かん者しやという肩書きをぶら下げただけの、誰でもない、どうでもいい、無能な名無し。クリスナーガに放り込まれた、取るに足らないちっぽけな矛盾。

　それがぼくにあてがわれた役割──定められた運命なんだろうか。

　ああ、くそ。信じないと言った傍そばから……。

「また矛盾したね、クロムくん」

　あれ？　クロムくんって誰だ？　そんなやつ知らねぇぞ、ぼく。

　ん？　ぼくって何だ？　使い捨ての駒──だっけ？

　ああ、存在矛盾パラドクス──だったか。

「……やっべ、飛んでたな今。いかんいかん」

　ない頭で物を考えちゃいけないよ、存在矛盾パラドクス──なんて風に独り会話を続け、足場がぐらついて自分が定まらないまま、ため息を挟はさんで寺院の角を折れ曲がったところ、

「……あ」

　エレが、いた。

　鉢はち合わせする形。どうやら寺院の反対側を、同じようにぐるりと回ってきたらしい。

　これってただの偶然だよな。

「…………」「…………」

　お互い、言葉がなかった。と言って、その場を立ち去るでもない。氷ひよう面めん少女はいつものように欠落した表情を凍らせたまま、視線をわずかに伏せていた。

「あ……あの、さ」沈ちん黙もくに耐えられず、ぼくは口を開く。「エレが、さ……今までずっと、神かみ下しもの民たみだってこと、黙だまってたのは……それは、その……だから……」

　支し離り滅めつ裂れつ。何を言いたいのか自分でも意味不明だった。

「私は」代わってエレが口を開いた。銅像がしゃべっているみたいだった。「数年前から、クロスノアの王宮使用人となって活動していた。そこにあなたが現れた。あなたは存在しえない場所に存在し、『闇やみ夜よの幻げん世せ』を扱う資格を持っていた。『闇夜の幻世』は、一般に戦乙女ヴアルキリアの召しよう喚かん書しよとして知られているけど、それは表向きの伝説。イソラ・ルル・ヴァルスの正体は、かつての魔王の右腕だった《最強の魔女》。だから魔女の存在を、神下の民は当初警戒対象とした。そこで、あなたにもっとも近い立場にいた私が、あなたとイヴの傍そばにつき、定期的に報告を行うことになった。けれども、シスナ様がイヴの存在に危険はないとしたため、二人を危険視することはなくなった。シスナ様がイヴと旧知の仲だったことは、神下の民の誰だれも知らなかった。私も先ほど初めて知った」

　そこまで話してエレは口を一いち文もん字じに閉ざした。回答は以上です他ほかに質問はありますか、みたいな事務的な対応。

　思えば、今までずっとそうだったんだろう。ぼくが勝手に仲良くなれたと勘かん違ちがいしていただけで、エレのほうは神下の民として任務を果たしていたにすぎなかったんだ。そもそもぼくみたいにわけのわからないやつと仲良くしようなんて、思うはずがないもんな。

　自分の肩書きになっていた存在がすぐ傍にいて、ずっとそれに気づかずにいたなんて。

　それってまるで道化だよ、クロムくん。

「エレ……きみは、ぼくを何だと思う？」

　どうしてこんなことを聞くのか、自分でもわからない。自分で自分を理解できない。そんなのは最初からだ。ぼくはからっぽ。理解する自分なんて最初からいない。求めたところで何も見つかりはしない。そんな行為は無意味だ。ぼくの存在自体、無意味だ。

「あなたは不確定要素として判断を保留されている。突発的な出現は霊グ食ー獣ルや異い境きよう徒とに通じるものがあるけど、あなたはそのどちらでもない。けれどただの人間でもない。イヴを召喚したことからも、その特異性は明らか。いまだ未知なる霊れい的てきな力の多いクリスナーガにあっても、常識から外れた存在と言える。神下の民の中には、あなたのことを《神王の再来》、あるいは《魔王の転生》ではないかと疑う者もいる。あなたについては、いくつもの疑問と謎なぞがついて離れない。今のあなたは……存在矛盾パラドクス。そのため──」

「見張る必要がある、かい？」

「……ええ」肯定するエレはいっさいの感情を殺しているようで、その表情は微動だにしなかった。さすがにプロか。「あなたの存在は不確定さを孕はらんでいるから、クリスナーガにどのような影えい響きようを及ぼすかもわからないから、この先あなたの身に何かが起きるかもしれないから、だから、そのときはすぐにサポートできるように、今後も──」

「サポートぉ？」その言葉が過か剰じようなまでに気に障さわった。「ぼくのためとでも言いたいわけ？　そうじゃないだろ。監視だろ。邪じや魔まな存在かどうか判断するためなんだろ？」

「そうではない。あなたを神かみ下しもの民たみとして迎え入れようという意見も出ている」

「ぼくじゃない。きみだってとっくにわかってるだろ。ぼくが役立たずだって。きみたちが迎えたいのはぼくじゃなくてイヴだ。魔女がいれば霊グ食ー獣ルも異い境きよう徒とも楽勝だもんな」

　今のぼくに付ふ随ずいしている価値も意義も、イヴによってもたらされているものだ。魔女の存在がなければ、誰だれもぼくになんて見向きもしなかっただろう。エレを始めとする神下の民も。クラウ女王も。誰一人として。

「あなたは物事を否定的にとらえ、自じ虐ぎやく的に解釈しすぎている」

　エレはあくまで一本調子。

「分析どうもありがとう」嫌いや味みな言い方になったが、かまわないと思った。「なんだっていいさ、もう。面倒だから、真っ白にしてくれないかな。もしくは真っ黒でもいいや。どうせ振り返ったって何もないんだ。ぼくがどうなったところで白も黒もない。神様でもなんでも、ぼくの存在ごと消してくれりゃいいんだ」

　どうせもともといなかったんだからさ。別に困りゃしないだろ。

　異物がひとつなくなるだけだ。

　何事も、矛む盾じゆんはないほうがいいに決まってる。

「ホント、消えてなくなりたいよ……」

「クロム、落ち着いて」手が伸びてきた。

「触るなッ！」振り払う。

　エレがビクッと震ふるえて手を引っ込めた。目を丸くして、大きくまばたきをする。ぼくは自分で自分の声に驚おどろいていたが、エレの反応を見てふつふつとわいてくるものがあった。

「それでいいんだよ。そうやってさ、ちょっとは顔に出せばいいんだって」

　あれ？　なんの話してるんだろう、ぼくは。

「ちっとも笑わない。ちっとも怒らない。ちっとも哀かなしまない。ちっとも喜ばない。ちっとも楽しそうにしない。きみは……会ったときから、ちっとも変わらない」

「……ええ、わかってる」そう返す顔も、氷のように冷たい。

　それを見た瞬しゆん間かん、ぼくの胸に溜たまっていたものが爆発した。

「お見事だよッ！」そうだ、言ってやれ、クロムくん。「全ッ然わからなかった！　神下の民だなんて！　ぼくを監視してたなんて！　黙だまっておとなしくくっついて、心の中では笑ってたんだろ！　顔に出さないように必死だったろうさ！　道化を演じてるぼくがそりゃもうおかしかったろ！　ほら、笑って見せてよ。きみがどんな風に笑うのかずっと気になってたんだ。もうその氷みたいなお面もいらないだろ？　ネタにだって苦労しないだろ？　ぼくのことがおかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくておかしくて──」

　パァーン、と。

　頰ほおに、何か当たった。

　どこかで聞いた音に似ていた。

「……ごめんなさい。でも……」

　エレはうな垂れ、顔はほぼ真下を向いている。自分の右手を左手でつかんでいた。手は少し震ふるえているようにも見えたけど、ぼくの視界自体がぐらぐらしていたのでよくわからない。

　頰がじんじんする。ああ、ぶたれたのか──どこか遠い出来事のようにぼくはそれを認識した。そのまますべてが遠くなって戻ってこられない感覚に陥おちいりながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……わからないよ、きみが」

「ごめんなさい……私……ちゃんとうまく、伝えられないから」

「いいさ、もう……もう、どうでもいい」

　力なく言って、一いち瞥べつもせずエレの横を通りすぎ、その場を立ち去った。

　角を曲がるまで、背後でエレが動く気配はなかった。







　　　第五幕　　探し者は何ですか
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　月食まであと二日。そんな時間制限を設けてみたところで特に意味を持たない人物がここに一名。言わずと知れたぼくのこと。何かを要求されることもなく、何かをしたいとも思わず、流れのままに流されるだけ。成り行きに任せるだけ。

　身も心も憂ゆう鬱うつの沼に沈み、動くのも億おつ劫くうだったぼくは、朝食後、部屋に戻ると布ふ団とんにくるまって、ときどき寝返りを打つ以外の動作をしなくなった。

　ミノムシになったぼくはそのまま昼食をパスすることにした。ひとりでいるのがいちばん気楽だったし、ぼくはいないほうがいいだろうと思った。朝食のときはあいさつ以外ろくにしゃべれなかったのだ。シスナさんに話をふられても「はい」とか「いえ」とか端的な返事しかできなかった。ぼくがいてもその場の空気を悪くするだけだ。適当に周りと合わせて当たり障さわりなくやればいい、と思いはするけど、まだそこまで気持ちが持ち直せずにいた。

　時間になっても現れないぼくを呼びにきたティオくんは、ぼくが眠りをむさぼっていると見たようで、「あなたものんきな人ですね」と呆あきれて戻っていった。きっとみんなもそう思うんだろうなぁ、と考えると、半分おかしくて半分むなしかった。

　そのうち午後のまどろみに浸つかって浅い眠りに落ちたけど、つかの間の安息はほんの一時間足らずで終わってしまった。永遠に眠っていられたらいいのに。

「あー……ダル……」

　ただ寝転がっているだけでも体力は消しよう耗もうするものなのか、ひどく体が重たくて、何かに憑つかれてるんじゃないかな、と真ま面じ目めに思ったりした。

　お昼に何も入れてもらえなかった胃袋がぎゅるぎゅるとデモ運動を始めたので、気だるい体を引きずって台所に行ってみる。

「うーん、でもクロムくん、よそ様のとこの台所を勝手にあさって、いいものかね」

　とか言いながらあさる。

　りんごを見つけて手に取ったところで、しかしやはり、とぼくは逡しゆん巡じゆんした。一言ぐらい断っておくのが礼れい儀ぎというものだろう。そう思っていったん戻そうとしたところ、「おい」と後ろから声。ギクッと跳はねて振り返ると、戸口のところにイヴが立っていた。

「ひとつ寄よこせ」

　りんごのことか？　ぼくが手に持っていたやつを持ち上げて見せると、イヴはうなずき、指でくいくい合図した。放って渡すと、つかんですぐに一口かじる。それを見てぼくも別のやつを手に取ってかじった。空腹に染しみて「んー」と呻うめいたぼくを、イヴは二口三口とかじりながら冷め切った目つきで見てあからさまに嘆たん息そくする。

「……なんだよ」人の顔見てため息つきやがって。

「墓から出てきたような面つらだと思ってな」

「そいつはどうも。最高の褒ほめ言葉だよ」

　皮肉な対応に腹を立てるわけでもなく、イヴは四口目をかじったところで背を向けた。言うだけ言って帰んのかよ。ちょっとムカついたぼくは、「おい」と逆に呼び止める。イヴは振り返ったが、ぼくは呼んでおきながらその先に続ける言葉がなかった。

「なんだ、愚ぐ図ず。いや、屑くず。言いたいことがあるならさっさと言え」

　相変わらずの毒舌だけど、今のぼくにはぴったり当てはまるんだろうな。

「あのさ……ぼくがおまえを召しよう喚かんできたのは、『闇やみ夜よの幻げん世せ』に最初に触ったからって、おまえ言ってたけど……あれって、噓うそ……なのか？」

　自分の中に別の自分がいて勝手にしゃべっているみたいだった。もうどうでもいいと思ったはずだったのに、今さら何を聞いてるんだろう、ぼくは。

「それがどうした？」イヴの物言いは肯定と受け取れた。

「なんで噓なんか吐ついたんだよ」

「そのほうが面倒にならんだろ」

「だったら認めんなよ」

「別にたいしたことじゃない。騒さわぎ立てるほどのことでもな」

「おまえはそうでも神かみ下しもの民たみは騒いでんだよ。こいつが」ぼくは腰の召しよう喚かん書しよに触れる。「誰だれにでも扱えるもんじゃないなら、どうしてぼくなんだ？　ぼくはいったい、何なんだ？」

「おまえは存在矛盾パラドクスだ」

　ぼくは見えない鎖に絡からめられたように固まった。こいつもぼくをそう呼ぶのか。神下の民に言われるのと魔女に言われるのとでは、また違った風に染しみてくる。

「しかしそれこそどうでもいい」イヴはりんごを眺ながめながら。「どう呼ばれようがおまえの程度は知れている。無む駄だなことに頭を使っている暇ひまがあるなら魔術の鍛たん錬れんでもしろ」

　無駄なこと──そのとおりだ。ない答えを探しているようなもの。それはもう嫌いやというほどわかっているはず。なのに、こうしてイヴに問いかけてしまったように、ぼくの思考は分ぶん裂れつして一部が勝手に動いてしまう。まだ中にあきらめの悪いやつがいるらしい。

「ところでな、クロム……おまえ、エレンと何かあったか？」

　いきなり痛いところを突かれて、ぼくはギクリとした。口の中が一気に渇かわく。

「な……なんで、だよ」

「今け朝さからどうもエレンの様子がおかしい。おまえはおまえで墓上がりの腐くさった死体だ」

「べ、別に……なんも、ねぇよ」

　虚勢を張ったぎこちない返答から何かを読み取ったか、イヴの眼光が鋭くなった。追及されたら簡単にゲロってしまいそうだ。そしたら確実に鉄てつ拳けんを食らうだろう、と思ってぼくは覚悟を決めたのだが、イヴはそれ以上踏み込んではこなかった。

「もし何かあったんだとしたら、全面的におまえが悪い」

　頭から決めつけていたが、間違ってはいないのだろう。ぼくが勝手にエレとの仲を勘かん違ちがいして、勝手に自滅して、勝手に潰つぶれただけだ。

「少しは成長してみせろ、馬ば鹿かが。いい加減愛あい想そが尽きるわ」

　イヴは胸むな糞くそ悪そうに吐き捨て、りんごをかじりながら台所をあとにした。

　ぼくは急に食欲が失うせ、一口だけかじったりんごを手持ち無ぶ沙さ汰たに部屋に戻った。そしてまたミノムシ。ぼくも自分に愛想が尽きていた。

　エレが神下の民の集会に出て寺院にいないということで、夕食の場には足を運んだ。会わずにすんでホッとしたが、エレの存在を気にしている時点で、どうでもいいと言ったはずが、まだおさまりがついていないのは明白だった。

　まただ、矛む盾じゆんしている。

　いったいおまえはどうしたいんだよ、クロムくん。

　それがわかれば苦労しないさ、存在矛盾パラドクス。

　自分がいちばんめんどくさかった。
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　月食まであと一日。目が覚めたとき、すでに朝ごはんの時間はすぎていた。なので、そのままお昼までミノムシしていた。やがて昼食の用意ができたことを伝えにきたティオくんはごろごろしているぼくを見ると、「ホントにのんきな人ですね」と昨日より印象を悪くした様子で嘆たん息そくした。ぼくは「のんきだけが取り柄だからさ」と言い訳にもならない答えを返した。食事はパスするつもりだったけど、エレが出かけていると聞いて出席することにした。

　エレはまた朝から神かみ下しもの民たみの集会に出ているらしい。月食が明日に迫り、いろいろ準備で忙しいようだ。みんなが働いているのに部屋でごろごろしてばかりのぼくは人として失格なんだろうけど、もともといてもいなくても同じだし、どうせ世界にも見捨てられているような存在だから、誰だれに咎とがめられることもなかった。あの魔女っ子も昨日のあれ以来何も言ってはこないし鉄てつ拳けんも振るってこない。クロムくんはいよいよ使い魔にまで見放されたらしい。

　食事が終わるとイヴはさっさと席を立ち、ティオくんとフィオちゃんは一緒に洗い物に取りかかる。お茶をすすったぼくは部屋に戻ってまたミノムシ化しようと立ちかけたが、その前に同じくお茶をすすっていたシスナさんからお呼びがかかった。

「クロムくん、よかったらこのあと、少し散歩につきあってくれませんか？」

　目を閉ざしている彼女だけど、ちゃんとぼくの正面を向いていた。

「あ……はい」虚を突かれてぼくが気の抜けた返事をすると、シスナさんは小さく笑って片手を差しだした。ぼくは傍そばに行って、目が見えないからそうするのが当然だろうという感じでその手を取った。細い指がそっと握ってきた。

　シスナさんに軽く手を握られたまま寺院の外へ出る。正面扉とびらを出た階段のところで、「座りましょうか」とシスナさんが言ったので、「あ……はい」と相変わらず気の抜けた返事をして並んで座った。考えてみれば、シスナさんと二人だけという状況はここにきて初めてだ。座ってからもシスナさんの白い手はぼくの手にそっと重ねられていて、そのやさしいぬくもりにぼくは緊きん張ちようすると同時に安あん堵どしてもいた。

「何か悩み事があるようですね。顔に書いてありますよ」

　シスナさんに言われ、ぼくは自分の頰ほおに手をあてたが、すぐにあれ？と思う。

「顔って……シスナさん、見えないじゃないですか」

「くすくす、よく気づきました」シスナさんは悪戯いたずらっぽく笑った。「でも、悩み事があるというのは当たりでしょう？」

「まあ、記憶喪そう失しつですからね、悩みのひとつやふたつは……」

「それは過去の問題です。今あなたを悩ませているのは、現在の問題でしょう？」

「……さあ」ぼくは空を見る。「自分のことなんて、わかりませんから」

　薄い雲から視線を落としたところ、不意にシスナさんが寺院を振り返り、「おいで」と声をかけた。すると扉とびらの陰から、ここにきたときに目にした黒と白の子猫二匹が現れる。二匹はちょこちょこ駆けてくると、シスナさんの膝ひざの上にごろにゃんと寝そべった。シスナさんはわたげのようにふんわり微笑ほほえみながら、手探りで子猫たちをなでなで。やっぱりイヴと同じで千年も生きているようにはとても見えない。クラウ女王よりも年下に映るし。

「今、どうしてわかったんですか？　猫がいるって」

「目が見えぬと、見えないものが視みえるものです」

「見えないもの、ですか。それって、オーヴの流れとかですか？」

「ええ、『視る』というより、『読む』と言ったほうが近いかもしれません。エルフとしてもともとそうした力は持っていたのですけど、目が見えなくなってからのほうが、より研とぎ澄まされました。でも、どうしておわかりになったのです？　わたくしがオーヴの流れを読むと」

「実はぼくも、神しん託たくのなんとやら、でしてね」ぼくがそう言うと、シスナさんはすぐに小さく笑った。その様子からバレバレであることを察して、ぼくは早々と白状する。

「すいません。実は話を聞いて知ってました。でも、噓うそまで読めちゃうんですか？」

「ええ、いろんなことが、なんとなく」

「怖い人ですね」

「人ではありません。エルフです。それを言うなら怖～いエルフですよ」

「……ツッコミですか」

「わたくし、これでもイソラ様のツッコミ役でしたから」

「なるほど」それを聞いただけで相当なお手前だということがわかる。「でも、過去形にしてしまうことはないですよ。再会できたわけですし」

「ですけど、今はクロムくんがそうでしょう？」

「違いますよ」大げさに首を振った。シスナさんには見えないけど。「ぼくは召しよう喚かん者しやという肩書きをぶら下げているだけです。あいつは自由契約ですし。だからシスナさんと会えた今、あいつはもうクロスノアには戻らないかもしれませんね」

　イヴがルシエドに残ると言い出したら、たぶん書の所有者であるぼくも残るはめになるだろう。クラウ女王には申し訳ないけど、イヴの強制力にぼくは逆らえない。でも女王なら許してくれる気がする。ときどき会いに行くようにすればいいかな……ん、でもそうなると、王宮のメイドをしているエレとも会えなくなるのか。まあ、でも、しょうがないか。会ったところでどうするわけでもないしな。むしろ会わないほうが……。

「今日はエレンに会いました？」

　ぼくの思考をその力で『読んだ』のか、シスナさんは唐とう突とつにエレのことを口にした。その名前を耳にしただけでぼくは動揺してしまう。きっとその動揺も彼女には読めているのだろうと思い、誤ご魔ま化かすのは早々にあきらめ、素直に吐いた。

「会ってません。ちょっと会いづらいというか……避けてまして」

「ケンカでもしましたか？」

「そんなんじゃないです。ぼくがあれこれ一方的に勘かん違ちがいしてて、それで……」

「あの子は勘違いされやすい子です」

「でしょうね。いつも無表情で、何を考えているのか全然わかりません」

　本当に、あの鉄仮面にはまいった。降参。お手上げ。ぼくの節穴だらけの目じゃ何も見えないし、読めるはずもない。

「エレンはここで育ったんですよ」シスナさんは前方に広がる青あお芝しばの庭を向いて言った。

　初耳だったぼくはつられて庭に目をやる。きれいな芝しば生ふの絨じゆう毯たんが敷かれているけど、広すぎて逆に寂さびしい感じがした。

「もう十年前になります。あの子は五つの頃ころに親を亡なくしてきたのです。ここにはそういう子が集まります。霊グ食ー獣ルや異い境きよう徒とに家族を奪うばわれた幼い子を、神かみ下しもの民たみが保護し、連れてくるのです。本来ここには、そうした子供たちが共同で暮らしています。今はラグナロクの危機が迫っているため、子供たちにはこの地を離れてもらっているのです」

　改めて寺院を見回す。シスナさんと少数の僧そう侶りよがいるだけにしては広すぎると思った。本当なら今頃、この庭を子供たちが駆け回っているのだろう。たくさんの子がここで成長し大人おとなになり、やがては老いて命を終えていく。永く永い遥はるかな時の中、そうした人の生き死にを、シスナさんは見えぬ白はく瞳どうで視みてきたのだ。イヴが言うように、そういう時間は同じ千年でも長く感じられるに違いない。たった一ひと月つきも生きた気になれないぼくがそんな想像をするのは、おこがましいのだろうけど。

「それで、エレンのことですが……あの子は、わたくしの内なる眼めにも難しい子です。あの子を保護した者の話では、両親を異境徒に、目の前で殺されたそうです。おそらくそのときの精神的なショックにより、感情を表に出せなくなったのだと思います」

「──え？」

　静かな衝しよう動どうが、ぼくを襲おそった。

　サァーと周りの音が引いていくかのようだった。

「感情を……出せ、ない？」

「心への負担が大きいあまり、自ら意図せずして感情を閉ざしてしまったのでしょう。ここにきたとき、あの子はすでに精神的な閉へい塞そく状態にありました。わたくしは顔は見えませんが、感情の流れや変化はある程度読めます。ですがあの子の場合、厚い壁かべによって感情の川が塞せき止められているかのようで、ほとんど何も感じられません。まるで波風立たぬ水面みなもです。幼い頃からずっと変わらずです。あの子の笑い声も泣き声も、聞いたことがありません。クロムくんの目にあの子が無表情に映るように、わたくしにも、あの子の存在が無表情に視えます」

「…………」ぼくは言葉を失っていた。

　衝しよう動どうは波となり全身を伝う。波は次なる波を起こし、ぼくの内側で幾いく重えにも反はん響きようし、何度も何度も激しく揺さぶった。それが落ち着くまで、息をするのも忘れていた。

　十年ものあいだ、笑うことも泣くこともない──あの凍った顔はそういうことなのか？　笑わないんじゃなく、笑えない……作り笑いすらできないということなのか？

　無表情な存在。自分がそれに近いものだと思うことはあっても、エレがそうだなんて想像もしなかった。少しも考えなかった。ぼくは……自分のことしか、頭になかった。

　だけど、どうしてエレはそのことを話さなかったんだろう。言ってくれたら、ぼくの受け取り方や感じ方も違っていたはずなのに。

「エレンも自覚はあるようです。ですが、物心つく頃ころにそうなってしまったせいか、本人にもどうすることもできないようです。思ったこと感じたことを、うまく表情や言葉にできないのでしょう。ここで暮らしていた頃も、そのせいで人間関係がうまくいかないことが少なからずありました。あの子自身、己おのれの心の内を読めないことに苦しんでいると思います」

「……ぁぁ」

　思わずかすれた声を漏もらし、ぼくは頭を抱かかえてきつく目を閉じた。

〈──ちゃんとうまく、伝えられないから──〉

　言っていた。エレは口にしていた。神かみ下しもの民たみのことを自分から言わずにいたのも、そういう理由だったんだ。そのほうがいいと思ったから──あの言葉も、神下の民にとって、という意味じゃなく、ぼくにとって、ということだったのか……。

　思えばルシエドにつく前、エレは何か言いたげにしながら、珍しく言葉に迷ったように話すのをやめたことがあったっけ。あのときはなんとも思わなかったけど、もしかしたら一度は自分の口から本当のことを話そうとしていたのかもしれない。

　そしてエレが沈ちん黙もくを選んだのは、誰だれでもない、ぼくのためだった。それを指すメッセージは届いていたのに、ぼくは理解しなかった。理解しようとしなかった。

　だって、わかりづらいだろ、さすがにあれだけじゃ……なんて、そんなのは言い訳にすぎない。エレにとってはあれが精一杯だったのかもしれない。

　自分の心の内が読めないというのは、記憶喪そう失しつとは別の意味で自分がわからないということだ。考えようによっては、ぼくなんかよりずっと不安で辛つらいのかも……。

　なのに、最低じゃねぇか、ぼくは。自分の都合で受け止めて、自分の都合で振り回して、自分の都合で責め立てて、自分の都合であしらって……笑いたくても笑えないエレに向かって、笑って見せろだなんて言って……。

「ただ、久しぶりにあの子を前にして、少しですが雰ふん囲い気きが変わったようにも感じます。今では会える機会も減りましたが、以前と比べて、確かに変化があるように思えます。かすかに風が吹き始めたような、塞せき止められていたものがわずかながらもこぼれだしたような、そんな印象を受けるのです。わたくしは、クロムくんのおかげではないかと思います。あなたと一緒にいた時間が、あの子に良い影えい響きようをもたらしてくれたのではないかと」

「そんな……ぼくは、何も……」

　何もしていない。してもらってばかりだった。

　そう、エレはいつも傍そばにいて、右も左もわからないぼくを支えてくれていた。それは何より精神的な支えだった。エレを自分から遠ざけてしまった今、身に染しみてそれがわかる。エレがいなかったら、ぼくはもっと早く潰つぶれて腐くさっていたに違いない。

　それなのに、ぼくは何もしてあげていないどころか、あんなひどいことを言って……。

「シスナさん……どうして、その話をぼくに？」

「こうして近くにいるうちに、クロムくんがエレンのことを知りたがっているように読めたものですから。余計なお世話でしたか？」

「ええ……余計すぎて逆にありがたかったです。おかげで発見がありました」

「どんな発見ですか？」

「自分が底辺にいると思ってたら、実はもっと下があって、そこに──落ちました」

「面白いですね、それ。油断してたらまた落ちちゃったんですか？　くすくす」

「……笑いネタじゃないんですよ。てか、わざと笑ってません？」

「あら、どうしておわかりに？　ああ、クロムくんも『読める』のでしたっけ？」

「からかわないでくださいよ」

　この人、もといエルフ、けっこうやり手だな。伊だ達てに千年生きてないか。

「伊達に千年、生きてませんよ」

「…………」マジでちょっと怖くなった。

「そんなに怖がらないでください。くすくす」

「…………」うわぁ。

「あらあら、取り乱しちゃって。かわい」

「…………」うっわぁ。

　さ、さすがはイヴの姉妹シスター。こちらもこちらで実はかなりの曲くせ者ものらしい。

「まいりました勘かん弁べんしてください」ぼくは深々と頭を下げた。

「何をですか？」シスナさんは首をかしげる。読めるはずでは？

　ぼくはとぼけられた気がした。弄もてあそばれている気も。

　で、気づいたら子猫二匹に遊ばれていた。ぼくを遊び場にして肩や頭に乗っかってくる。首根っこをつかまえようとすると素早く逃げるので、ぼくは庭を駆け回る子猫たちをムキになって追いかけた。しかしもう少しのところで急に方向転換され、勢いのあまりズッコケる。ペッペッ、と口の中に入った草を吐いて起き上がったところ、気まぐれな二匹はすでにシスナさんの膝ひざの上に戻ってごろにゃ～ん状態。ふんっ、猫なんか……好きだけどさ。

　全力疾しつ走そうして疲れた。でも、なんだか体が軽くなった気がする。ごろん、とシスナさんの隣となりに大の字に寝転ぶと、子猫たちがまた乗っかってきた。両手を動かしてじゃれつかせながら青々とした空を見上げる。視界がさっきより広くなっているように感じた。

　日向ひなたぼっこをしたあと、シスナさんの手を引き、子猫たちを引き連れて、寺院の周りをぐるりと散歩──一周して戻ってくると、シスナさんは子猫たちを胸に抱だいて言った。

「クロムくん、また明日も散歩につきあってもらえませんか？　この子たちの遊び相手にもなってあげてほしいのですが」

「ええ、ぼくなんかでよければ」

　そう返すぼくは、たぶん自然に笑えていた。

　エレに会ってもう一度ちゃんと話そうと思った。

　でも、神かみ下しもの民たみの用事で忙しいのか、その日、エレは夜が更ふけても戻ってこなかった。ぼくは遅くまで待ってみたが、窓から外を眺ながめているうちにいつの間にか寝てしまった。




　　　　３




　月食当日。寝起きの倦けん怠たい感かんは相変わらずだったが、昨日までのそれとは違っていた。ミノムシになるのはやめて朝食に顔を出すことにする。縁側伝いに歩いていると、エレが廊下を横切るのが見えた。声をかけようかどうか躊ちゆう躇ちよしたが、昨日の決心は揺るがず残っていたようで、追いかけようと思うと同時に足はちゃんと動いてくれた。

　廊下を折れて「エレっ」と呼びかけると、白いローブをはおった背中がぴくりと反応し、体半分だけ振り返った。視線を伏せたままの横顔に、ぼくは焦あせりながら言葉を探す。

「あの……これから、どっか行くの？」

「民の集会」エレは横顔のまま短く答えた。視線は合わせない。やっぱりこれまでのようにはいかない。それが目に見えてわかって、胸が苦しくなった。

「少し、時間ないかな？」

「ごめんなさい。すぐに行かなくてはならない。月食のあいだは魔ま渦かの発生が頻ひん発ぱつ化かするから、いろいろ準備しておく必要がある」

「そ、そっか……何時ぐらいに、帰ってこれる？」

「不確定。でも月食が始まる前には、一度寺院に戻る予定」

「戻ってきたら、二人で話せないかな。その……改めて、ちゃんと話がしたいんだ」

「……わかった」エレはかすかにうなずいた。メガネがずれる。直す。

「じゃあ、夜、また」

「ええ」エレは寺院を出て行く。

　その背中を見送ってから、ぼくは食事の間に向かった。

　朝食をいただいて、そのあとティオくんとフィオちゃんに代わって洗い物をした。どういう風の吹き回しだろうと二人は顔を見合わせて訝いぶかしげだったが、やりたいようにやらせようと思ったのか、声をそろえて「ありがとうございます」とおじぎをし、退室した。

　洗い物を終えたぼくは部屋に戻り、これまで学んだ魔術の知識のおさらいをした。それから庭に出て実技練習に励はげむ。思えば、自主練習なんて初めてだった。どういった心境の変化なのか、我ながらおかしな気分。しかし『フレイメア』の魔術は相変わらずダメダメで、オーヴがちょっと現れるだけで、炎にならない。これじゃあイヴが愛あい想そを尽かしても無理はない。

　しばらく練習を続け、頭が少しくらくらしてきたところでいったん休憩にし、縁側に寝転がった。上空は風が強いのか、雲が何かに追い立てられるようにものすごい勢いで流れていて、見ている者を不安にさせる物々しさがあった。月食が迫っているせいだろうか。

　逢おう魔まの月食。ラグナロク。クロスノアの危機。神かみ下しもの民たみ。黒こく耀ようの巫み女こ、ではなく、魔女。

　そしてぼく──存在矛盾パラドクス。

　並べてみるとやはりできすぎた感があるが、一歩引いて考えてみれば、ラグナロクの封印はいずれ解けてしまうものだったし、それがオーヴの流動とやらの弱まる月食に重なるのは不自然じゃない。むしろ自然だ。神下の民もずっと前から存在していた。となると、本当の意味で偶然と呼べるのは、クロスノアの危機にタイミングよく現れた魔女の存在だけ──なんのことはない。つまり魔女を召しよう喚かんしたぼくこそが、偶然を運命たらしめてる張本人ってわけだ。

　存在矛盾パラドクスとは何なんだろう。ぼくは何者なんだろう。

　記憶以前に今の自分があやふやで、それこそがぼくに憑ついて離れない憂ゆう鬱うつの元凶だった。これまでなんだかんだ言いながらイヴの暴力のせいにしながら向き合うことを避け続けていたけれど、シスナさんに言われたように、ぼくが決着をつけたいのはまさにそこ、過去の問題より現在の問題にあったわけで。

　だとしても、光明は見えてこない。最初に遺跡で目覚めたときのように、自分の存在を確認できない暗くら闇やみをさまよっている気分だ。魔女を召喚してお役御ご免めんのぼくにはもう立ち位置が残されていないのかもしれないけど、せめて自分を照らすぐらいの光はほしかった。

「おまえは『何』なんだ？」

　自身に向けた言葉に返すあてもないことは百も承知で、ぼくは虚無的に嘆たん息そくし、また魔術の練習に戻った。黙もく々もくとやってるうちに昼食時になったらしく、ティオくんが呼びにきた。

「部屋にいないから探しましたよ」胸をなで下ろすティオくん。

「心配してくれたのかい？」とぼくはからかうように言ってみたが、「あなたがいなくなって魔女様まで消えてしまわれると、困りますからね」と容よう赦しやない返しを食らい、撃沈した。手厳しい。ちょっと傷ついたけど、苦笑ですませられた。

　昼食後はまた洗い物を担当した。散歩の約束をしていたシスナさんは、「階段のところで待っていますね」と言い、ティオくんとフィオちゃんに手を引かれて退室した。イヴの姿は昼食のあとすぐに消えていた。月食に備えて何かしているのだろうか。そんな様子はないけど、まあ口出ししないほうがいいだろう。

　洗い物を終えて正面階段へ行くと、シスナさんは二匹の子猫を胸に抱だいて座っていた。ぼくが近づくと振り向いてほのかに微笑ほほえむ。見えなくてもわかるのだろう。隣となりに座ると子猫たちがじゃれてきた。その相手をしながら空の様子を見てみると、午前中と同様、雲の流れは恐ろしく速かった。ときおりざわざわと吹き抜ける風が、なんとも言えず不気味で心地悪い。

「昨日よりも晴れやかですね」

　ぼくが思うのと反対のことをシスナさんは言ったが、彼女の顔は空ではなくぼくに向けられていた。ぼくを指して言ったのだろう。そのとおり、昨日よりも、そして今まででいちばん気分は晴れやかだった。もっとも、日当たり良好にはまだまだ遠いけど。

「そういうシスナさんは、ちょっと曇くもりがちのようですけど？」なんとなくそう見えてぼくが言うと、シスナさんは影のある笑みを浮かべた。

「クロムくん……あなたは今夜、月食が始まる前にルシエドを離れてください」

「え？　どうしてですか？」

「ここは安全ではありません。エレンが戻ってきたら、一緒に外へお出いでなさい」

「安全じゃないって……イヴがいるんですから、大だい丈じよう夫ぶでしょう？」

「本当に、そう思っていますか？」

「ますかって……あんだけ偉そうに言ってたじゃないですか、あいつ」

　全部自分に任せておけ的な感じで、やる気満々だった。

「イソラ様は召しよう喚かん契約されておりますから、本来であれば、こちらの世界で倒れても、その存在は『幻げん世せ』へ還元され、しばしの時がたてば、またこちらの世界に召喚が可能です」

「半永久的に生き続けられるってことですか？」

「ええ。例外として、契約を破らない限りは」

「契約を破る、とは？」

「契約を結んだ相手をその手にかけることです。そうすると契約は破は綻たんし、イソラ様の存在そのものが無に帰きせられることになります」

「はあ、なるほど」うなずいたものの、話の行方ゆくえがわからなかった。

「ですが今回は違います。ラグナロクの呪じゆ力りよくは契約の魔力をも呑のみ込んでしまいます。イソラ様が敗れれば、二度と復活はできません。召喚書もただの本、あるいは灰と化すでしょう」

「イヴが……敗れる？　あいつは《最強の魔女》なんでしょう？」

「イソラ様は本来の魔力を失っておられます。今は、最強ではありません」

　あ……そうだった。あいつはぼくのせいで子供の姿になってるんだった。

「正直に申しまして、分ぶは悪いです。わたくしは、ラグナロクの力をこの身をもって知っていますからわかります。今のイソラ様では五分にも達しないでしょう」

「え……そんな……」

　ぼくは焦あせっていく。それを自覚できた。

「だってあいつ、自信満々に……」

「とんでもありません。イソラ様ご自身がよくわかっていることでしょう。だからこそあのとき、わたくしがあのようなことを口にしたのを、あんなにまで怒ったのです」

　この身をささげる覚悟──戯たわ言ごとをぬかすな。

「それは、ぼくには意味がよく……」

「わたくしは、ラグナロクについて語りながら、イソラ様の魔力を測っておりました。エレンの報告で魔力を失っていることは知っていましたが、予想以上でした。イソラ様が見抜かれたとおり、わたくしは当初、ラグナロクの件をお願いできないかと考えていたのです。ですが実際にお会いして、迷いを覚えました。そして事情をお話ししながら、やはりイソラ様にお願いするのは無理と判断し、あきらめたのです。一度は」

　シスナさんは寒そうに二匹の子猫を手探りで抱だいた。その姿はあまりにも……あんまりにも儚はかなかった。風に吹かれたら飛ばされてしまうんじゃないかと思えるほどに。

「イソラ様はわたくしが気き遣づかいを働いたことを見抜き、それでお怒りになったのです。あの方はそういうことをもっとも嫌います。わかっていましたから、内心が知られればああなると覚悟はしておりましたが……浅はかだったのです。本当に馬ば鹿か者ものでした。千年もの歳月がすぎていようとも、イソラ様はいとも簡単にわたくしの心を見透かされた……なのにわたくしは、イソラ様のお気持ちを裏切るようなマネをしてしまいました……」

　シスナさんはきっとイヴを守りたかった。それで本当のことを隠そうとした。

　イヴもきっとシスナさんを守りたかった。だから本当のことを問いただした。

「うれしかったです。イソラ様があんなにも怒ってくださったことが。ですが現実は……」

　魔女にラグナロクを止めるのは、難しい？

「じゃあ、なんであいつは、あんなに──」

　途中で気づいて、ようやくわかって、ぼくは言葉を失った。

　理由なんて簡単だ。あいつにとってシスナさんは愛すべき姉妹シスターだから。だからシスナさんが自分の身を犠ぎ牲せいにしようとするのを黙だまって見ていられなかった。ただそれだけ。それだけなんだ。あいつはそういう理論で動いている。力量なんて関係ない。

　イヴは自分の力が及ばないとわかっていて、シスナさんに本心を言わせたのだろう。そして今ここで儚げに微笑ほほえんでいるシスナさんは、仮にイヴが倒れれば、やっぱり自分の命をかけ、最終的にはクロスノアを守りきるつもりでいるんだ。

〈──おまえがその身をささげていい相手は、このわたしだけだ──〉

〈──誰だれが許そうと、わたしが許さん──〉

〈──わたしがここにおるのだ──〉

　自分の身を犠牲にするようなマネは許さない。あいつだけはそれを許さない。あいつがここにいる限りは……だけどいなくなったら、イヴが敗れ去ったそのときは、シスナさんはクロスノアを守るだろう。この地のために、なによりイヴのために、その身をささげることで。

　最悪のシナリオのとき、倒れるときは一緒。

「そういう、ことか……」

　口が悪くて性格が悪くて性しよう根ねの悪い、最低最悪最強ならぬ最凶なやつだと、今でも思っているけど、でもあいつは……カッコいいな。ぼくは素直にそう思った。

「こっちにきてから何してるんですか？　あいつ」

「読書をされております」

「え……読書？　もっとその、千年ぶりなんですから、二人でいたら……」

「よいのです」シスナさんは微笑ほほえんだ。「昔もこうでしたから」

「そう、ですか……でもここにきて本と睨にらめっこなんて……はは、ホントカッコいいやつ」

「あ、今のは、『本と』と『ホント』をかけたんですね？」

「……いえ、まさか。偶然です。そういう流れじゃないですし」

「くすくす。冗談ですよ。クロムくんの本心なら、ちゃ～んとわかってますって」

　それはそれで恥ずかしいです。読まないでください。

　にしても、ここで冗談を交えてくるとは。

「……かないませんね。シスナさんに比べたら、ぼくなんかアリンコですよ」

　自分のことばかりで、周りが何ひとつ見えていなかった。エレのこともそうだったし、イヴのこともそうだったことが今わかった。自分が抜けかけの歯みたいにぐらついているのに、主人だなんて偉そうに名乗れるはずもない。それどころか勝手に自分を追い込んで、エレに八つ当たりして、自分から檻おりに入ってわんわん吼ほえていた始末だ。

「弱さを知ってこそ強くなれます。自分の弱さを認めることは大きな一歩ですよ」

　千年もの時を生きるシスナさんの言葉には、深い響ひびきと重みがあった。

　ぼくの弱さ。それは記憶がない──自分がない、ということ。

　何をもって自分を律すればいいのかわからない。自分の芯しんになるものがない。

　ゆるぎない何か──それを持っている人は、きっと強いんだろう。シスナさんみたいに。

「クロムくんが思うほど、わたくしは強くありません」読まれていた。「イソラ様にお会いできてなかったら、今いま頃ごろ、誰だれと口をきくこともできないほど追いつめられていたでしょう」

　シスナさんは自じ虐ぎやく的に微笑むが、その笑顔はやっぱり強さの証あかしのように見えて、ぼくは彼女にすがりたくなった。足元が定まらない今、自分を立たせることができない今、誰にでもいいから寄りかかってしまいたい──そんな自分勝手な思いがふくらみだしていた。

「一人で抱かかえ込むのはよくありませんよ？」シスナさんには見抜かれている。「頼ることとすがることは違います。今のクロムくんになら、ちゃんとわかるはずです」

　すがるのは、自分の足で立てないやつがすることだ。それもしかたがない、どうしようもないときもあるのかもしれないけど、今のぼくには許されない。だから……どう切り出せばいいものか迷った。迷った挙あげ句く、かなり遠いところからさらしてみた。

「シスナさんは、運命や必然って信じます？」

「くだらんッ！」いきなり大声を張り上げるシスナさん。子猫たちが身をすくませた。「そんなことを考えている暇ひまがあるなら、本の一冊でも読めッ」

　ぼくも子猫同様、身をすくませたあと、きょとん……え？　いきなり突っぱねられた？

　唖あ然ぜんとしていると、シスナさんはぷっと吹き出し、肩を揺らしてころころ笑いだした。

「昔イソラ様に言われた言葉です。今度はわたくしからクロムくんに送りましょう」

　ぼくもつられて笑った。あいつの言いそうなことだ。まったくだよな、くだらない。

　笑ったせいか、なんだか気持ちが楽になった。ぼくは核心的な問いを向ける。

「それではもうひとつ。同じ回答はなしですよ……存在矛盾パラドクスを、どう思います？」

「ぱらどくす？」シスナさんはちょこんと首を傾けた。「どこかで聞いた覚えが……ああ、神かみ下しもの民たみたちが今、クロムくんを指して使っている言葉ですね？」

「ええ、正体不明扱いなんです。ま、自分でも妙にしっくりきてるんですけどね……」

「それならそれで、よいのではありませんか？」

「それで、よい、ですか……」

「肩書きはあくまでも肩書きです。それでクロムくんのすべてが決まるわけではありません」

　簡単なことを、シスナさんはこれ以上ないほど簡単に言ってのけた。肩書きが人の何を決めるわけではない。その簡単なことに、ぼくはハッとさせられる思いだった。

「存在矛盾パラドクス──矛む盾じゆんを抱かかえし存在ということですが、矛盾していない者など、どこを探してもいませんよ。クリスナーガに住まう者は、誰だれもが矛盾を抱えています。わたくしも。イソラ様だって。ですから、クロムくんに限らず、誰をも存在矛盾パラドクスと呼ぶことができますよ」

「でも、ぼくの場合、そういうのとは違うかもしれません……」

「いいえ、違いません」シスナさんはゆっくりと断言した。「クロムくんにだって、矛盾しない確かなことはあります。どんな矛盾にも負けない、確かなことが」

「それは……なんですか？」

　訊たずねると、シスナさんは子猫を下ろし、そっと手を伸ばしてきた。指先でぼくの顔に触れると、そのまま頰ほおを手のひらで包み、目を開く。白い瞳ひとみにぼくが映った。

「ほら、こうして触れることができます。わたくしにクロムくんの姿は見えませんが、声を聞くことができます。あなたがここにいることを感じることができます。だから、クロムくんが存在していることに何も矛盾はありません。誰かに触れること、触れられること。これ以上にあなたの存在を確かにしていることが、他ほかにありますか？」

　ぼくは白い瞳を、白い瞳はぼくをのぞく。手のひらがやさしく頰をなでる。

　ふと、クラウ女王のことを思い出した。王宮の中庭、色鮮やかな花園の中で、今と同じような形で彼女に言われた言葉がよみがえる。

〈──あなたの未来に、私は期待します──〉

〈──ここにいるあなたは、あなたです──〉

〈──大事なのは、クロムがクロムであることですよ──〉

　ぼくに触れて、ぼくの目を見て、ぼくに向けて、言ってくれた言葉。

　そうだった。あのときぼくはすでに、あの人の言葉に救われていた。ぼくの存在は認められていた。クロムとして存在することを、許されていた。

　どうして忘れていたんだろう、こんな大事なこと。クラウ女王は神かみ下しもの民たみも何も関係なくああ言ってくれていたのに。あの人は今でも何も知らずに、ぼくの帰りをただ待ってくれているのに。それだけでぼくには十分だっていうのに。それを今さら、何をほしがっていたのか。これ以上に何を望むというのか。そうだろう、クロム。肩書きに振り回されてどうする。そんなもの、女神様のつけてくれた名の前じゃ単なる装飾語。お飾りにすぎない。

　存在矛盾パラドクス──この肩書きは、これまでとこれからの戒いましめとして、

　クロム──この名は、ぼくという存在の誇りとして、

　どちらもありがたく頂ちよう戴だいしようじゃないか。

「あなたは……『何』です？」

「ぼくは」答えに迷いはしなかった。「存在矛盾のクロムです」

「確かなものはありますか？」

「はい」

「まだ自分が不確かですか？」

「はい」

「それでよいのです。矛む盾じゆんを抱かかえていればこそ、前へ進めます。それでも不安に押しつぶされそうになったら、そのときは我慢することはありません。誰だれかに触れなさい。その手を伸ばして触れるのです。必ず誰かがあなたの手を取り、触れること、触れられること、その確かなことを思い出させてくれるはず。そういう人が、あなたにもきっとできるはずです」

「シスナさんにとっての、イヴのように？」

「ええ」シスナさんは大きくうなずくと、悪戯いたずらっぽく笑った。「誰かと抱だき合ったときのぬくもりは、何よりも心強いものですよ。試しにわたくしと抱き合ってみますか？」

「……また驚おどろくことを言ってくれますね」完ッ全にからかわれてるな、これ。「でもシスナさんはイヴの姉妹シスターなわけですから、それって浮気になるんじゃありません？」

「ハグハグするくらい、大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど……なるでしょうか？」

「ならなくてもあいつの逆げき鱗りんに触れます。もし知れたら二人して大目玉食らいますよ」

「わたくし、イソラ様に叱しかられるの、嫌いじゃないんです。ちょっと楽しみかも」

　な、なるほど。イヴとの相性バッチリなわけですな。納なつ得とく。

　どうしよう。せっかくだし、甘えちゃおっかな。無む性しように誰だれかと抱だき合いたい気分だ。イヴとシスナさんのあの抱ほう擁ようのようにはいかないだろうけど……あんな風に誰かと抱擁を交わすことが、いつかぼくにもできるだろうか。だってあれは、気取った言い方をすれば、心の通い合う相手じゃないとできないだろうし。

「……やっぱ、せっかくですけど……」

　イヴに悪い気がしてお断りしようとした、まさにそのとき。

「何をしておるかキサマアアアァァァッ！」

　そのイヴの耳慣れた怒声がとどろき、ぼくの側頭部に跳とび蹴げりが炸さく裂れつした。

　ぶっ飛んだ。頭から落ちて転がり、滑すべった。たぶん新記録だ（何の？）。脳みそがかき回されているみたいだった。天と地が激しく回転。星がチカチカする。

「気分転換に出てきてみれば、何のマネだこのマヌケッ！　人の姉妹シスターにちょっかいを出しおってッ！　まったく油断も隙すきもあったものではないッ！　だいたいシスティーナッ、おまえまで何をあいつに触れておるッ！　あんなモノに触れたら穢けがれてしまうだろうがッ！　ツバをつけられてないだろうなッ？　即刻風呂だッ！　洗い流せッ！　身を清めよッ！」

　最初はぼくに怒鳴っていたが途中からシスナさんを叱しかりつけ、最終的に怒ってるのか心配してるのかわからなくなっていた。シスナさんは縮こまりながらもちょっと笑顔。はめられた気がした。まさかな。ていうかバイキン扱いのぼくっていったい……。

「おい、使い魔っ」ぼくはよろよろと立ち上がった。まったく、猟りよう奇き的にもほどがある。

「なんだ下げ僕ぼく。このわたしにケンカでも売る気か？」

「世間話だこのやろう」誰が売るかよ。「今夜の宴うたげのことだけどな……」

「あん？」

「ぼくに……何か、できることはあるか？」

　イヴは腕組みをして顎あごを上げ、見下すように目視。しばらく黙だまっていたが、ぼくがようやく地に足がついてきたところ、あっさりと言って終わった。

「おまえは何もしなくていい」




　　　　４




　太陽が傾くにつれ、ルシエドの町全体の空気が緊きん張ちようしていった。あたりがすっかり暗くなった頃ころには到着時と打って変わり、あたりはしんと静まり返った。

　逢おう魔まの月食まで、もう間もなく。

　問題の遺跡は山脈のふもと、地下深くに埋もれており、町外れに入り口があるそうだ。神かみ下しもの民たみの半数は遺跡前に集結し、もう半分は魔ま渦かの発生に伴う霊グ食ー獣ルや異い境きよう徒との出現に備えて町全域に散らばって待機している。月食のあいだは法術を施ほどこしていても魔渦の発生を完全には防げないらしい。それでも少しでも脅きよう威いを和やわらげようと、神かみ下しもの民たみたちは今も法術を張り巡らせるのにいそしんでいる。エレもその作業に加わっているみたいだ。

　イヴがラグナロクを請うけ負うことは、すでに神下の民のあいだにも知れ渡っていた。ただし彼らには分ぶが悪いということまでは伝えられていない。《最強の魔女》が敗れることはないと思っている。万が一敗れたとしても、シスナさんがいるから封印はできる。魔女と巫み女こに任せておけば最悪でも危機は免まぬかれる。彼らはそう考えているのだ。

　そのことでぼくに意見する資格はない。彼らだって本当はシスナさんを犠ぎ牲せいにしたくはないだろうし、ラグナロクを足止めすることになれば自分たちの命を張ることになる。相応の覚悟をもって月食に挑んでいるはずだ。何もしないぼくに意見なんて許されるはずがない。

　おまえは何もしなくていい──イヴがああ言ったからには、ぼくは正しよう真しん正しよう銘めい邪じや魔まになるだけなんだろう。それでもぼくはルシエドに残ることにした。最後まで見届けるぐらいのことはしないと、と思った。魔女の召しよう喚かん者しやという肩書きも、ぼくが背負うべきものだろうから。主人である以上、使い魔の戦いはきっちり見届けなくてはならない。なにより、ただのクロムとして最後まで見届けたいと思う。

「なんて、カッコつけても、カッコつかないよなぁ……」

　要するに外野だろ──そんな身もふたもないことを考えながら、ぼくは寺院の庭をぶらぶらしていた。エレの帰りを待ってるんだけど、まだ姿は見えてこない。

　庭の中央で天をあおぐ。満月が赤く染まっていた。シスナさんの話では、月食は毎年この時期になると必ず起こるらしい。月が赤くなるのは月食の始まりの合図だそうだ。月の形と色が元に戻るまでのあいだ、世界中が警戒の夜をすごすという。

　紅くれないの月はもう欠け始めていた。エレ、遅いな……。

「……始まりましたね、逢おう魔まの月食」

　声のしたほうに目をやると、暗くら闇やみから白いマント姿が現れた。神下の民たちは大たい抵ていが白装束なのでそれだけでは誰だれかわからないけど、肩の弓と声ですぐに気づいた。

「あの月が完全に隠れたとき、ラグナロクは封印を破るでしょう」ノエルくんは視線を月からぼくに移し、人好きのするさわやかな微笑を浮かべた。「こんばんは。またお会いしました」

「やあ、こんばんは」ぼくは笑みを返した。「どうしたの？　こんなところで」

「ちょっと抜け出してきました。ほら、村で言ったでしょう？　あなたがルシエドにきてもまだ何も知らされてなかったら、ぼくでよければお答えしますって」

「ああ、そう言えば。律りち儀ぎに守ってくれたんだね」

「ええ。でも必要なかったようですね。《最強の魔女》がラグナロクを請け負うことになったと聞きました。ということは、召喚者であるあなたも、事情はもう……」

「まあね。手間かけさせちゃったかな、きみには」

「そうですね。本当に、あなたのおかげで手間が増えましたよ」

　お、まさかノエルくんから皮肉が飛んでくるとは。ちょっと不意打ち。ま、今までいろんなことが不意打ち同然だったから、この程度かわいいものだけど。

「実はぼく……約束とは関係なく、ちょっとお話があってきたんです。今夜はこれから忙しくなるので、ゆっくり話せる機会は今しかないかな、と思いまして」

「なんだい？」

「突然ですけど、クロムさんは『闇やみ夜よの幻げん世せ』に隠された秘密があるのをご存知ですか？」

「隠された秘密？」そりゃまたホントに突然だ。

「こちらで確認した古い文ぶん献けんのひとつに記されていたんです。『闇夜の幻世』はただの召しよう喚かん書しよではなく、特殊な呪じゆ文もんをかけることにより、その隠された力が明かされる、と」

「特殊な呪文？　そんなこと、あいつ全然言ってなかったけどな……」

「魔女すら知らない、ということですよ」ノエルくんは神妙にうなずいた。「それで、その呪文は当然ですが、召喚者であるあなたが口にしなくては意味がありません。それとひとつ問題がありまして、ぼくたちが調べたところ、呪文は途中で途切れてしまっているんです」

「それじゃあ意味がない」

「ええ。そこでぼくは個人的に、あなたの失われている記憶に着目しました。あなたの頭の中には呪文の続きが眠っているのではないか、と。突飛な発想ですけど、あなたは存在矛盾パラドクスですからね。あらゆる可能性がある。……どうです？　試してみませんか？　考えて思い出せなくても、口にしたら自然とよみがえる──そういうこともあるかもしれませんよ」

　隠された秘密。途切れた呪文。それがわかれば、もしかしたら目の前に迫る分ぶの悪い勝負を有利にすることができるかもしれない。仮にそれによってイヴの本来の力を引き出すことができたりしたら、それこそ起死回生、勝利の可能性がぐっと高くなる。物事を確率で計算する気はないけど、少しでも条件が良くなるなら、使わない手はないだろう。

　それはまた、あまりにも運命めいた、できすぎた話だけど……ここにきてそんな話が舞い込んでくるなんて、まるでぼくの嫌いな必然のようだけど……でも、もし本当に逆転の一手になりうるのであれば、運命でも必然でもかまわないと思った。

　黒い魔女と白い巫み女この抱ほう擁ようがあれで最後にならないことを、ぼくは願うから。

「わかった。その途切れた呪文っての、教えて」

「では、書を手に」

　言われてぼくはホルダーから召喚書をはずして持つ。ノエルくんはそれを確認すると、「ぼくのあとに続けてください」と前置きし、一語一句はっきりと口にした。

「ルドル・マグナ・ドルク──カルラ・ブレイク」

「ルドル・マグナ・ドルク──カルラ・ブレイク」

　復唱すると、『闇夜の幻世』はほのかに黒く発光した。ぼんやりと明滅する──が、輝きは早々に衰おとろえ、失われた。反応はしたようだけど、これといって何か起こった様子はない。やっぱり呪じゆ文もんが不完全ということなんだろうか。

「途切れた呪文は、今ので全部？」

「ええ、すべて」ノエルくんは満足そうだった。「完かん璧ぺきです」

　完璧──その言葉に違和感を覚えたぼくの胸に、つんと何かが当たる。

　タクトだった。ノエルくんがその尖せん端たんをぼくに突きつけている。なんで？

「ご苦労様」人なつっこい笑顔が言った。「セエレ」

　瞬しゆん間かん、零ゼロ距離で衝しよう撃げき。胸を巨大なハンマーで殴なぐられたような一撃を受け、ぼくは大きく吹っ飛んだ。背中から落ちて転がる。持っていた『闇やみ夜よの幻げん世せ』が手からこぼれた。

「ぐ──がはッ、ゲホッ、ゲホッゲホッ、ゲホッ──」

　息が詰まって激しく咳せき込む。うまく呼吸ができずに喘あえいだ。

「あれぇ？」ノエルくんは不思議そうな声をあげる。「おっかしいなぁ……。




　……殺すつもりでやったのに。




　普通なら死んでるはずだよ、今の。密着してたし、骨を砕くだいて心臓を潰つぶすぐらいの力はこめたつもりなんだけど……ふふ、ふふふふふ、どうやらあんた、魔術的な力に対してはものすごく耐性があるみたいだね。なるほど、存在矛盾パラドクス……面白い生き物だ」

　その口調はすっかり砕け、軽快にはずんでいた。

「ゲッホゲホッ……ゲホッ、な、なに？」

　何がどうなっているのか。事態を把は握あくできないぼくが呆ぼう然ぜんと目にしたのは、ノエルくんのさわやかな笑顔。だけど目だけは笑っていない。

「馬ば鹿かには二種類あるのをご存知かい？　利用価値のある馬鹿と利用価値のない馬鹿だ。つまり役に立つ駒こまとただのゴミさ。あんたは幸い前者だった。邪じや魔ま者ものでもあったけど、役立たずでは終わらなかったよ。ぼくにとってはね」

　な……なんだ、これ。いったいどうなってるんだ？　ぼくの目に映っているのは本当にノエルくんなのか？　さっきまでとはまるで別人だ。

「まだわからないの？　自分が騙だまされたことに。隠された秘密なんて噓うそだよ。あれは口からの出任せ。あんなにあっさり信じてもらえると、こっちも噓の吐つきがいがあるよ」

「出任せ……噓？　じゃあ、いったい……」

「あんたが唱えたのは、あらゆる召しよう喚かん契約に通ずる呪文でね。あれを召喚者が唱えると使い魔は霊れい媒ばいに強制帰還されるんだ。そんなことしなくてもあんたを殺せばすむ話なんだけどさ、一応念には念を入れてね、唱えてもらったわけ。もしかしたら呪文のこと知ってるんじゃないかなって思ったけど……ふふ、無知って罪だよねぇ。ああも簡単に口にしてくれるんだから」

「帰還の、呪文？」

「そうだよ。あんたは使い魔を帰還させたんだ。つまり今、魔女は──不在」

　召しよう喚かん書しよ──とっさに探した『闇やみ夜よの幻げん世せ』は、ぼくとノエルくんの中間点に落ちていた。

　あの中に、イヴは帰還した？　ここに──いない？

　それが本当なら、ぼくは……ぼくはなんてことをしてしまったんだ。魔女は最善の結果をつかむ可能性を持った、唯一の希望なのに。

「……きみは、『何』だ？」

「もうわかってるでしょ？　クロムさん……いや、存在矛盾パラドクス」

　ノエルくんはふっと笑って、ひたいの髪をかきあげた。そこに、にじみ出るようにして紋様が浮かんでくる。卍まんじではない。が、見覚えのある赤黒い烙らく印いんだった。

「異い境きよう徒と？　そんな……それなら最初に会ったとき、イヴが気づいたはずだ」

「あのときは魔力を封じてたのさ。あんたと会うずっと前から、こっちは神かみ下しもの民たみを演じていたんだ。霊れい的てきな検査をされると隠しきれないから、さほど深くは入り込めなかったけど、これだけ神下の民が集まっていると潜入もそう難しくなかったよ」

　わざわざ魔力を封じてまで、なんのために……いや、目的と呼べるものがこのルシエドにあるとすれば、それはひとつしか考えられない──ラグナロク。

「それもこれも今日という日のためだったんだ。そりゃもう地味な活動だったんだよ。で、ようやくこの日が近づいてきたと思ったら、あんたが現れて《最強の魔女》を召喚しちゃうんだもんな。しかもルシエドにくることになるし、よりによって神しん託たくの巫み女こと知り合いだって話だし、もう邪じや魔まになるの確実。本当に頭を悩ませてくれたよ」

「村で襲おそってきた異境徒たちは、きみがけしかけたのか？」

「そう、あれで死んだら死んだ、書が奪うばえたら奪えたでよしだったんだけど、まあ無理だと思っていたよ。あれの狙ねらいはあんたに接触することだったんだ。その機会を作ったわけ」

「なんで……今なんだよ。ぼくを襲うなら、あのとき……」

「言ったでしょ、魔力を封じてたんだ。あんたを殺し、魔女が消え、書を奪えたとしても、もう一人いた神下の民の女にすぐ気づかれたろうし、そうなると逃げ切るのは難しい。まあ、そんなわけでね、あくまであんたが『何』なのか会って確かめるのが目的だったから、それ以上の危険リスクは冒さないでおいたんだ。ある意味あんたは命拾いしてたのさ」

　二人で話をしたあのとき、殺されていてもおかしくなかった。ノエルくんがそうしなかったのは、魔力を封じていて、なによりエレがいたから。ぼくは気づかないところでもエレに救われていたのか。つくづく罰ばち当たりなやつだ。

「ちょっとした綻ほころびも許すわけにはいかないからね」ノエルくんは楽しげに語る。「計画は立てたとおりにやらないと。さて、じゃあ計画になかった邪魔者をどうすればいいだろうって考えるでしょ？　そこでこのタイミングなんだな。月食が始まれば不測の事態イレギユラーなんて関係ない。だってこの時間帯は不測の事態イレギユラーが起きて当然なんだからね。わかるかな？　この意味」

　不測の事態イレギユラーが当然──それは魔ま渦かのことだろう。魔渦の発生、霊グ食ー獣ルの出現が頻ひん発ぱつ化かするあいだなら、何が起きても霊グ食ー獣ルのせいにできる。ぼくの殺害も。騒さわぎにでもなって注意がそちらに向けば、なおさら目的も達成しやすい。狙ねらいはまず間違いなくラグナロクだろうから、この月食の時間帯、時の歯車が止まらない以上、トラブルが起きれば起きるほど、騒ぎが大きければ大きいほど、ノエルくんにとっては都合よく働くわけだ。

「……完かん璧ぺき主義ってやつかい」ぼくの大っ嫌いな概がい念ねんだ。「そういうやつってさ、細かいことを気にして不必要なほど緻ち密みつな計画を立てておきながら、往々にしてつまらないことにつまずいて失敗するんだよね。そういう姿がまた、滑こつ稽けいなんだ」

「この状況で皮肉を返すとはたいしたものだね。やっぱりあんた面白いよ。ぼくの魔法にも耐えたし、性格的にも生物的にも興味はつきない。それにあんたと話すのはそこそこ楽しい。ぼくはおしゃべりなほうじゃないけど、あんたと話してると饒じよう舌ぜつになる」

「そこまで言ってくれるとはうれしいね。きみが異い境きよう徒とじゃなく、ただのノエルとしてクリスナーガの住人になるっていうなら、友達になれるかもしれないよ、ぼくたち」

「友達ぃ？」ノエルくんは眉まゆを吊つり上げ、甲かん高だかく笑った。「あはは、あははははは、あはははははははははははっ。それは……ないね。千年たってもありえない」

「そりゃ残念だ」友達の少ないぼくとしては、本当に。「きみの目的はラグナロクだろ。ラグナロクをどうするつもりだ？　これからいったい何を始める気だ？」

　とりあえず時間を稼かせごうと思い、ぼくは膝ひざをついたまま話をふった。時間を稼いだところで打開策が見つかるとは思えないし、ぼくの思おも惑わくなんてすぐ気づかれるだろうけど……しかし予想に反して、ノエルくんは悠ゆう々ゆうと応対した。饒舌になっているというのは噓うそではないらしい。

「何をするか、は秘密だけどね、ただどうしても『接触』が必要なんだ。誰だれよりも先にね。もちろん神しん託たくの巫み女こが出てくる前を狙わなくちゃならない。あの巫女は戦闘能力で言えば皆かい無むに等しいから、封印の機会の前さえつければ無視していい。ていうか、常に守られていて手が出せないんだけどさ。とにかく接触第一。でも神かみ下しもの民たみに交じっていちゃ、用は果たせない。民を演じたままでの単独行動は逆に目を引いちゃうからね。いろいろ考えたよ。で、なんとか準備を整えた。あとは計画通りにやるだけ……だったのにさ」

　そこに魔女が現れた。

「まったく、どういう巡り合わせか知らないけど、あれが出てくると計画も何もなくなっちゃうんだよ。本来の魔力を失っているにせよ、あれは……あの暴力は、反則もいいところだ。魔女なんて肩書きのくせに、鬼神オウガのごとき、だもんなぁ……けれど」

　苛いら立だちをあらわに愚ぐ痴ちり、ノエルくんはゆっくりとぼくのほうに歩いてきた。まだ距離のあるところで立ち止まる。その足元には『闇やみ夜よの幻げん世せ』。

「魔女は姿を消した。もう干かん渉しようできない。この書はぼくがいただいて行くよ。言うことを聞かない自由契約の使い魔なんて、仮に召しよう喚かんできたところで使い道はないけどさ。最強の名を敵に回すのだけは、ごめんだからね」

　ノエルくんはかがみこむ。

　ぼくは届くはずもないのだが、思わず手を伸ばしていた。渡してはならない。イヴはここにいなくてはならない。あいつは最後の希望なんだ。

　だけど物理的な距離はどうにもならない。書は異い境きよう徒との手に──。

「ロトム！」唐とう突とつだった。

　ノエルくんが書をつかみかけたとき、予期せぬ声がして地走り──大地が牙きばをむいて一直線に彼に向け迫っていった。ノエルくんは「くっ」と退く。召しよう喚かん書しよは突出した岩牙に突き上げられ、宙を舞った。大地の変化が緑のオーヴに分解して散ったところ、パサリ、落下する。

　その瞬しゆん間かん、ぼくとノエルくん、そして魔法を放った人物──エレが、召喚書を中心とした三角形の各頂点に位置した。三者三様、互いと召喚書を目で確認した後、エレはノエルくんに、ノエルくんはエレに、ぼくは召喚書に、それぞれ意識がバラける。

「セエレ！」「ロトム！」

　エレとノエルくんがタクトを使ってオーヴの名を口にした。互いに隙すきを見せず余裕を与えない詠えい唱しようなしの速攻魔法勝負。エレのタクトからは黄色を帯びた衝しよう撃げき波はが放たれ、ノエルくんのタクトは下から上に振られると同時に足元の地面を起こし、壁かべを築く。

　衝撃波と土壁がぶつかると、風はやみ、壁は砕くだけた──相殺。

　崩くずれた壁の向こうに、ノエルくんの姿はなかった。どこへ行ったかわからないが、気にしてもいられない。とにかく召喚書を確保するのが最優先──ぼくは一直線に走る。

　あと少し、というところまできた、そのときだった。

「クロム！　ダメ！」

　エレが声を張り上げた。こっちに駆けてくる。

　ぼくが意図を読みきれず歩みを遅くしたところ、エレは走ってきた勢いそのまま、『闇やみ夜よの幻げん世せ』には目もくれず、ぼくの正面に身を投げるようにして飛びだした。

　一瞬、目が合う。

　直後、空を貫つらぬく音がして、エレの体が弓なりに反った。

　メガネが落ちて、もつれる足の下になって割れる。

　エレはそのまま、糸の切れた操り人形マリオネツトのように、ぼくの胸に倒れてきた。

　抱だきとめた体に力はない。

　支えながらしゃがみ込んだとき、気づいた。

　エレの背中に、矢が突き刺さっていることに。

「……エ、レ？」

　ぼくを、かばった？

「ク……ロ、ム」

　か細い声。かすかな吐と息いきが胸にかかる。

「ごめん……な、さい」

　エレは真まっ青さおな顔で唇くちびるを震ふるわせると、意識を失って頭こうべを垂れた。

　ごめんなさい？　どうしてエレが謝るんだ。

　それは、ぼくが言わなきゃならない言葉なのに。

　呼びかけようとしたけど、胸が詰まって声にならなかった。

「ちぇ、そっちに当たったか」

　と、頭上からノエルくんの声。一緒にバサッバサッと不吉な羽音がしていた。
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　見上げれば、背中にコウモリのような羽を生やしたノエルくんが、弓を手に浮遊している。彼は「まあいいや」と言って宙を滑すべるように下りてくると、ぼくに見せびらかすようにして召しよう喚かん書しよを拾い上げた。それからふと寺院のほうを向いて表情を曇くもらせ、チッと舌打ち。

「さすがに気づかれたか。うーん、あれの相手はしたくないね」

　そして再び上空に浮遊した。羽ばたきが耳にざらつく。

「残念だけど、これ以上かまってる暇ひまはなくなっちゃった。ま、最低限の用は果たせたし、時間も迫ってるから、このあたりで失礼させてもらうよ。さようなら、存在矛盾パラドクス」

　ノエルくんは空高く舞いあがると、遺跡のほうへ飛んでいった。赤い月の浮かぶ闇やみ空ぞらをシルエットが横切る。ぼくが何もできずにそれを目で追っていたところ、

「ご無事ですか？　何があったのです？」

　すぐ傍そばに、いきなり気配が降り立った。

　大きな獣けものだった。口から鋭い牙きばをふたつのぞかせた、虎とらのような豹ひようのような猛もう獣じゆうだ。全身は黒い艶つやのある毛に覆おおわれ、らんらんとした琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにぼくの顔が丸々と映る。

「ぼくです。ティオです」と、猛獣は言った。よく聞けば確かに声がそうだった。

　本当なら飛びあがって驚おどろくところだろう。でもそんな余裕、ぼくにはなかった。

「エレが……」

　背中に赤い血が染しみていく。ぼくのせいで流れた血だ。

　目にした途と端たん、今まで味わったことのない、処理しきれない感情のうねりが体の底から込み上げてきた。きつく閉じたまぶたの裏に、エレと一緒にいた時々の瞬しゆん間かんがフラッシュバックして、腕にかかる重みと伝う体温が愛いとしくてたまらなくなった。

　強く抱だきしめる。声にならない呻うめきを漏もらす。




　ピィィィィィィィィィ──。




　そのときどこかで、聞き覚えのある笛の音ねがした。
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「現在、遺跡前の検問付近をはじめ、町全域において神かみ下しもの民たみが異い境きよう徒とと交戦中です。異境徒の数は優ゆうに百を超えます。魔ま渦かの発生は多少確認されていますが、それだけであれだけの数が現れたとは考えにくいです。事前に集団がどこかに潜ひそんでいたと思われます。また、一部の異境徒が遺跡へ入っていくのが目撃されています」

「組織的活動ですね。中に彼らを統率する者がいるのでしょう。おそらく、クロムくんとエレンを襲おそった者。遺跡に入ったのも、その者と考えていいですね。戦況は？」

「苦戦はしておりません。霊グ食ー獣ルも出現しているため荒れてはおりますが、神下の民たちであれば、時間はかかるでしょうけれども、無事月食を乗り切れるかと。ですが……」

「ただの襲しゆう撃げきでは終わらないでしょう。本命はラグナロク……ですね？」

　自分が聞かれているのだとすぐにわからず、ぼくは呆ほうけた状態で視線を落としていた。「クロムくん？」と名前を呼ばれてようやく「あ、はい」と反応するものの、体が妙にふわふわしていて、自分がここにいるという実感が薄れていた。

　あの笛の音ねが聞こえたあと、異い境きよう徒との集団がルシエドを襲しゆう撃げきした。今日という日に合わせてノエルくんが集めておいたんだろう。さらに魔ま渦かによって霊グ食ー獣ルも出現し、神かみ下しもの民たみは双方への対処を余よ儀ぎなくされている。そして今、遺跡はがら空あき──。

　寺院の一室。シスナさんとティオくんが外の状況をそう話していた。ティオくんは人間の姿に戻っている。フィオちゃんは外で見張りをしているらしい。エレは布ふ団とんの上だ。ぼくはその青白い顔を見ていた。シスナさんが治ち癒ゆ術を施ほどこしてるけど、全然よくなった風に見えない。

「あの、エレは……」

「傷のほうは問題ありません。ただ……毒に侵おかされているようです」

「毒……それは、魔術で治せないんですか？」

「自然のものであればオーヴの力ですぐに浄じよう化かできます。ですがこれは、調合された魔法薬によるもののようです。毒というより呪のろいに近いですね。それもかなり強力なもの。治癒の力のほとんどが打ち消されてしまいます。間をあければ一気に体が侵されるでしょう。完全に浄化するには夜明けまでかかってしまいそうです。解げ毒どく剤でもあればいいのですが……」

　シスナさんはそう話すあいだも両手をエレの胸に置き、オーヴの淡あわい光を注ぎ続けていた。それをやめれば毒が一気にエレを蝕むしばむ。

「外の異境徒と霊グ食ー獣ルは神下の民に任せておいて問題ないでしょう。クロムくんの言う異境徒がラグナロクに接触してどうするかはわかりませんが、イソラ様がおられない以上、わたくしはラグナロクに備えなくてはなりません。この意味……おわかりに、なりますね？」

　言い聞かせるような問いかけに、ぼくは応答できない。うなずくことさえできなかった。

　でも、わかっていた。わかりたくなかったけど、わかっていた。

　エレを……あきらめるということ。

「誰だれか、他ほかの神下の民に治療を頼むことは……」

「クロムさん」ティオくんが無念そうにかぶりを振った。「シスナ様の治癒術はエルフの霊れい力りよくのたまもの。クリスナーガにおいて、これ以上の治癒力は存在しません。シスナ様の力をもってしても紙かみ一ひと重えでは、人間の魔術などでは、とても……」

「そんな……」

　エレを助けることができるのは、シスナさんだけ。その治療は夜明けまでかかる。けど、もうすぐラグナロクの封印が解ける。イヴが不在の今、ラグナロクの脅きよう威いを止めることができるのもシスナさんだけ。エレを助けるために治療を続け、神下の民がそのあいだラグナロクを抑え込めたとしても、そこでさらに多くの血が流れるだろう。

　エレ一人の命か、大勢の命か。どちらを優先すべきか、誰の目にも明らかだ。そしてどちらにしても、ラグナロクを封印することになる以上、シスナさんは犠ぎ牲せいになる。

　イヴがいたなら、分ぶが悪いとは言え、ラグナロクを止められたかもしれなかった。エレもシスナさんも無事で、誰だれ一人犠ぎ牲せいにならずにすんだかもしれないのに……。

　最善の結果に結びつく可能性を、ぼくがゼロにしてしまった。それどころか、エレをこんな目に遭あわせて、事態は取り返しのつかないほど最悪を呈ていしている。ぼくのせいで……。

「わたくしは行かねばなりません……ごめんなさい、エレン」

　シスナさんは悲しそうに呟つぶやいて、エレの顔をそっとなで、ひたいにキスをした。治療から手を引いて立ち、ぼくの視界からいなくなる。エレの青白い顔からは、わずかに取り戻していたはずの生気までが、見る見るうちに失われていった。意識がないせいかもしれないけど、苦痛に顔を歪ゆがめるわけでもなく、こんなときにも無表情に目を閉じている。

　その無機な表情の下で、エレはいつもどんなことを考えていたのだろう。シスナさんに言われたように、ぼくはエレのことを知りたがっていた。何が好きで何が嫌いなのか。何が得意で何が苦手なのか。どんなことを喜ぶのか。どんなことに怒るのか。どうすれば笑った顔を見せてくれるのか……エレのことを、もっとよく知りたかった。

　ようやく大事なことがわかって、大切なことに気づいて、これから少しずつでも知っていけると思ったのに、まだちゃんと謝ってすらいないのに、何ひとつ恩返しできていないのに、このままじゃ……このままじゃ……このままじゃ……。

「……待って、ください」

　背後、引き戸を滑すべらせる音が途中でやんだ。ひたり、気配が静止する。

「シスナさんはここに残って、エレの治療を続けてください」

「クロムくん、それは……」

「ぼくが……行きます」

「え？」

「ぼくが遺跡に行って、『闇やみ夜よの幻げん世せ』を取り戻して、もう一度イヴを召しよう喚かんします。だからお願いします。エレを助けてください」

「外には異い境きよう徒とがいるのです。それに、遺跡にたどりついたとして、どうやって召喚書を取り戻すというのですか。あなたでは異境徒にはかなわないでしょう」

「わかってます」嫌いやってほどわかってる。その証拠に手が震ふるえていた。シスナさんには、見えなくてもぼくの怯おびえは読めているだろう。それでも行かなくてはならない。このままじゃエレとシスナさん、二人が犠牲になって終わってしまう。

　震える手でエレの手を握る。かすかなぬくもりが気持ちを奮い立たせてくれる。

「ぼくとあいつじゃ、確かに分ぶが悪すぎる。でも、だからと言って、何もしないわけにはいかないんです。ぼくがゼロにしてしまった、最善をつかむ可能性──それを取り戻せる可能性が少しでもあるなら、ぼくは行かなくちゃならない。たとえどんなに分が悪くても、あのときのイヴと同じように、ぼくは今、ここに、いるんですから」

「…………」

「お願いします。ぼくにすべて託たくしてくれとは言いません。ただ、時間をください。ラグナロクが封印を破るまで──月が完全に隠れてしまうまでは、まだ時間があるはずです。それまでは待ってください。どうか、お願いです」

「…………」

　背中の沈ちん黙もくは破られないまま、戸は閉まった。

　部屋は静まり返る。取り残されたような気がして唇くちびるを嚙かんだ、そのとき。

　隣となり、シスナさんが音もなく腰を下ろした。エレの胸に両手を置いて治ち癒ゆを施ほどこす。

「……お行きなさい。そして、帰ってくるのです」

　その言葉を、無言で受け取った。

　もう一度エレの手を強く握り、その顔をしっかりと目に映す。寝かされた布ふ団とんの脇わきには、壊れたメガネを始めとするエレの手荷物が置かれていた。ぼくはタクトを手に取る。

「借りるよ、エレ」

　もちろん返事はなかった。




　ティオくんと一緒に寺院の外に出ると、見張りをしていたフィオちゃんに「あの人は大だい丈じよう夫ぶですか？」と聞かれた。思えば、この子と会話らしき会話をするのはこれが初めてだ。「シスナさんがついてるから」とぼくが言うと、フィオちゃんは心配そうにうつむいた。

「あの人が小さい頃ころ、よく一緒に遊びました。今でも帰ってくるたびに遊んでくれます」

　ぼくは「そう」としか返せなかった。ごめん全部ぼくのせいなんだ、と口にしそうになったけど、そんな言葉この子は聞きたくもないだろう。それに、言葉では償つぐないきれない。

「ぼくはあなたと共に参ります」ティオくんは階段を飛び降りた。空中──変化。その姿は大きな黒い猛もう獣じゆうと化す。「フィオ、おまえはちゃんとここを守れよ」

「わかってるわよ。偉そうに言わないでよね。あたしのほうがお姉ちゃんなんだから」フィオちゃんは勝気そうに言うと、こちらはその場で後方宙返り──変化。着地したとき、その姿はティオくんとは色違いの白い獣けものとなっていた。「ここには異い境きよう徒とも霊グ食ー獣ルも一匹だって入れやしないわ。あたしたちの……家だもの」

　頼もしい限り。さすがはシスナさんの使い魔だ。知ったのはついさっきだったけど。

　二人は虎豹族ライオツトという亜種族らしい。普段は人の姿でシスナさんを支え、いざというときはこの姿になって彼女を守るそうだ。勇ましい獣姿と愛らしい子供姿はかなりギャップがある。

「さあ、乗ってください」ティオくんはぼくの前で伏せてくれた。

　ぼくは背中にまたがる。黒い毛はさらさらしていた。

「毛は思いっきりつかんでかまいませんから、振り落とされないようにしてくださいよ」

「うん、わかっ、とああああああああッ！」

　つかんだ傍そばから、ティオくんは突とつ如じよとして加速した。慣かん性せい力りよくと空気抵抗が合わさり、ぼくは仰のけ反り落ちそうになる。慌あわてて姿勢を低くし、背にしがみついた。寺院の庭で助走をつけたティオくんは、そのままジャンプ。塀へいを高々と跳とび越える。長いこと宙に浮かんだ。

　そのあいだに、ぼくは町の様子を見下ろせた。白装束の神かみ下しもの民たみたちが小鬼族ゴブリンを始めとする異い境きよう徒との集団と戦っている。またそれとは別に、奇妙な姿のイキモノが何体も、こちらは神下の民も異境徒も関係なく襲おそっていた。霊グ食ー獣ルだ。見境なく暴れるという点ではこっちのほうが厄やつ介かいだろう。

　町の至るところで、魔術によるものかオーヴの彩色が飛び交っている。空間がぐにゃりと歪わい曲きよくして見える箇か所しよも点々とあった。初めて目にするけど、あれが魔ま渦かというやつに違いない。魔渦の周辺では黒いオーヴが渦巻き、それが結集して霊グ食ー獣ルと化していく。さらに歪ゆがみに歪んだ空間にパックリと虚無の切れ間ができ、そこから異境徒が飛びだしてくるのも見えた。

　重力に引かれて着地──直後、黒虎豹ライオツトはとてつもない勢いで地を蹴けり、戦場を突っ切る。武器と武器がかち合う音、魔術が炸さく裂れつする音、神下の民たちの掛け声、異境徒や霊グ食ー獣ルの咆ほう哮こうが耳をかすめては流れていく。ぼくらに飛びかかってくるゴブリンがいたが、ティオくんが吼ほえながら前足を振りかざして踏みつけ、足場と化した。えげつない。なんてこの状況じゃ言ってられない。戦場を抜けるあいだぼくは必死にティオくんの毛を握って背に張りついていた。

　やがて合戦の音が遠のき、ぼくとティオくんはがら空あきの遺跡前に到着した。あたりは本当に無人だった。神下の民も異境徒も霊グ食ー獣ルもいない。ティオくんはスピードを殺して足を止める。全力で飛ばしてくれたのだろう、ぜぃぜぃと息が切れていた。

　背中から降りて改めてティオくんの姿を見たとき、彼が全身に無数の傷を負っていることがわかった。戦場を駆けているあいだに異境徒の攻撃を受けていたらしい。だけど、ぼくのほうはなんともない。無傷……彼はぼくを守りながら走っていたのだ。

「……ありがとう、ティオくん」

　ひたいをさすると、黒虎豹ライオツトはのどをゴロゴロ鳴らした。

「まだ終わってませんよ」すぐに注意された。「中にもいるのでしょう？」

「うん。いるだろうね。でもきみはここまででいい。こっから先はぼくのわがままだし、寺院のほうも気になる。フィオちゃんが心配だろ？」

「あいつは……大だい丈じよう夫ぶです」と言いながらも、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは揺れていた。

「ぼくの使い魔はこの先にいる。だからぼくは大丈夫。きみはシスナさんの使い魔だ。寺院に戻ってフィオちゃんと一緒に彼女とエレを守ってくれ。あの人は最後の砦とりでなんだから、万が一のことがあっちゃいけない。もちろんあの人に出番が回るのは避けたいし、そのためにぼくはここにきたわけだけど……任せとけ、なんて台詞せりふ、ぼくには言えないからさ」

　あの魔女なら言ってのけるだろうけどな、と思いながらぼくは笑いかけた。

　黒虎豹ライオツトはくるくるした瞳を寄り目にして、正面のぼくを見る。

「……折れる気はないようですね」フゥ、と息を吐いて応じた。「いいでしょう。でもちゃんと戻ってきてくださいよ？　あなたには、また遊んでもらいたいから」

「うん、わかった」

「遺跡の内部は一本道です。迷うことはありません。……御武運を」

　身をひるがえしたティオくんは、あいさつ代わりだろうか、尻尾しつぽを左右に振って町へ駆けだした。あっという間に戦場に消えていく。

「……ん？」ひとつ疑問が。「ティオくんと遊んだ記憶なんて、ないけどな……」

　ぼくは頭をかく。頭上の赤い月はすでに半分近く欠けていた。

　時間がない。先へ進もう。




　　　　２




　遺跡の入り口は地下へ続く階段になっていた。かなり深いようで、結晶灯レイライトが静かに明かりを灯ともしていたけど、外からではいちばん下まで見通せなかった。

　その階段を下る。下る。下る。

　下った先は、ティオくんが言ったとおり一本道だった。地下にもかかわらず相当な広さで、横幅ですら全力疾しつ走そうできそうなほど長い。天井は鳥が飛びまわれるほど高く、通路は全長にして百メートルはあるだろう。左右に石柱が連なり、突き当たりには扉とびらがある。

　が、その扉の手前に、巨大な銀色の獣けものがいた。

　狼おおかみか狐きつねのように鼻筋の伸びた獣で、問題はその大きさだった。虎豹姿ライオツトのティオくんが子猫に思えてしまうほどでかい。その巨大すぎる獣が今、のそりのそり、ゆっくりとぼくのほうへ歩いてきている。階段を下ってすぐにその姿を目にしたぼくは、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく動きようをなくしていた。

　想定外もいいところだ。本命にたどりつくまで何の邪じや魔まも入らないなんて都合のいいことは考えてなかったけど、出てくるにしてもゴブリンとか、ぼくでもどうにかなる範囲だと思っていた。いくらなんでも、これはない。ぼくなんてその足で軽く潰つぶされる。その口で丸ごと呑のみ込まれる。それほどまでに圧倒的──絶対的とも言える体格の差だった。

「隠し玉ってやつか……」

　やられた。遺跡の前に異い境きよう徒とがいなかったのは、この獣がいれば十分だからだろう。仮にティオくんがここまで一緒だったとしても、これを突破するのは無理な話だ。ましてやぼく一人でどうしろというのか。

　銀色の獣はとうとう目前にやってくる。ここまでか……こんなに早く、何ひとつできないまま終わってしまうのか……気持ちがあきらめに傾きかけた、そこに──。

「ここは、お通しできません」

　と、声がした。巨大な獣が発したようだ。だけどその声は……。

「……ルナ、ちゃん？」

「はい……ルナです」

　銀色の獣けものは野性味たっぷりの姿に似合わない、かわいらしい幼おさな声ごえで答えた。あの笛の音ねが聞こえたとき、ルナちゃんがいるんだろうと思ってはいたけど……。

「え、なんで？　その姿は？」

「これがルナの本当の姿です。ルナは狼狐族フエンリルですから。村でお会いしたときは、これでは目立つので人間の姿に変身していました。でも人間の姿に化けるのは下へ手たなので、耳と尻尾しつぽが隠せません。それに……よく転びます」

「そ、そうだったんだ」ただドジなわけじゃなかったんだな。

　ぼくはちょっとホッとした。ルナちゃんの声は村で話したときと同じ、素直さと愛らしさに満ちていたから。ただ、耳も尻尾もしおしおで見るからに元気がなかった。

「きみがここの番をしてるの？　ノエルくんに言われて？」

「そうです。誰だれもお通ししてはいけないのです」

「どうしてきみが……きみみたいにいい子が、こんなことに関かかわってるの？」

「ルナはいい子じゃありませんッ」急にグワァッと牙きばをむいて、ルナちゃんは咆ほう哮こうするように声を張った。巨大な口が目前に迫り、さすがにぼくは身がすくんだが、ルナちゃんはすぐにしゅんとなる。「ルナは……異い境きよう徒とですから」

　それは村で聞いたのと同じ台詞せりふ。そして同じく力ない声こわ音ねだった。まるで自分をあきらめているような言い方。無気力に、無感情に、虚無的に吐き出される言葉……ぼくに似ていた。自分で自分を否定して、自分で自分を壊して、エレにあたったときのぼくに。

「今ここで何が起きようとしているのか、きみはわかってるの？」

「わかってます。ラグナロクの封印が解けるんです。それを手に入れるんです」

「あれは危険なものなんだ。制御なんてできない、危ない力なんだよ？」

「どうするかはわかりません。でも、ノエルさんはそれを可能にすると言ってました。ルナはそのお手伝いをしなくてはなりません。ルナは……同じ異境徒ですから」

　投げやりな態度。投げ捨てるような言い方……間違いない。

　同じだ……ルナちゃんは、自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいっていたときのぼくと同じ。肩書きに縛しばられ、囚とらわれている。言葉に乗せて自分を捨てている。捨てちゃえば身軽になれると思うから。

　でも……でもね、ルナちゃん。それだって絶対に楽なことじゃないんだ。そんなことしても楽になんてなれやしないんだよ。

「本当は嫌いやなんじゃないの？　こんなことするの」

　銀狼狐フエンリルは口を閉ざしたまま答えない。ぼくは返答を待たずに続けた。

「だったらやめよう。こんなことやめさせよう。傷つく人が増えるだけだ。いっぱい傷つけて傷つけられて、また傷つけて、それでどうなるの。いいことなんて何もないよ」

「…………」

「異い境きよう徒となんて肩書き、嫌いやなら捨てちゃいな。ただのルナルナになればいい。肩書きはあくまでも肩書きでしかないんだからさ」

　これは、ぼくを支えてくれたシスナさんの言葉だ。

「大事なのは、ルナちゃんがルナちゃんでいることだよ」

　これは、ぼくを救ってくれたクラウ女王の言葉だ。

「ねえ、ルナちゃん、きみは──」

　ぶん、と視界が糸を引く。鋭い爪つめをむいた巨大な前足に、真横から体を持っていかれた。

　近くの石柱に押しつぶされる。圧迫され、「がはっ！」と強制的に息が吐き出された。足は地につかず、柱とルナちゃんの肉球とに体を挟はさまれた状態。爪は当たっていない。ぼくの頭は爪と爪のあいだにあって、うな垂れるルナちゃんのひたいの烙らく印いんが正面に見えていた。

「……やめてください。あきらめてください。死にそうな人がいるんでしょう？　あなたの仲間のこと、ノエルさんに聞きました。ルナはお薬持ってます。それがあれば助かります。あげますから、帰ってください」

「解げ毒どく剤か……」

「ルナが作りました。そういうの得意ですから。毒だって、もともとルナが作ったんです」

「そっか。ならそのお薬は、きみが持って行ってくれないかな？」

「なっ……」驚おどろいたのか、大きな眼めがパチパチまたたいた。

　ぼくは言葉を重ねる。それしかできることはないから。できることをやるしかないから。

「ルナちゃんは誰だれかが傷つくの嫌なんでしょ？　自分の作った毒で誰か死んだりしたらもっと嫌でしょ？　だからぼくを簡単に殺せるのに殺さない。だからお薬もくれる」

「黙だまってくださいっ！」食らいつくように間近で咆ほう哮こうを浴びせてくる。

　だけどぼくを押さえつけている前足からは、逆に力が抜けていった。

「本当は自分をあきらめたくないんでしょ？　ぼくもそうだったよ。きみと同じだった」

「やめてくださいっ！　そんな話、聞きたくありません！」

「やめるのはきみだ。きみにはこんなの似合わない。きみは、やさしくていい子だよ」

「やさしくなんかないっ！」銀狼狐フエンリルは激しくかぶりを振った。「いい子なんかじゃないもんっ！　だってルナは……ルナは……悪いこと、いっぱい……いっぱいいっぱい、したもん……」

「したくてしたわけじゃ、ないんでしょ？」

「だけど……したもん。いっぱい傷つけて、殺して、それで……食べたもん」

「……そっか。食べたんだ」

「こっちの世界に放り出されて、ずっと一人ぼっちでさまよって……お腹なかが空すいて、よくわかんなくなって……他ほかに、食べるもの、なくて……我慢、できなかったです……」

　クリスナーガにおいて、ある種族が他の種族を食い物にすることがタブーにあたるのかどうか、ぼくは知らない。認識の仕方は種族によって違うのかもしれないが、少なくともルナちゃんは、自分の中で許されない禁きん忌きとしているのだろう。たとえそれが自我を失うほどの危機的状況下における、生存本能からくる行為だったとしても。そして、だったとしたら、ルナちゃんは己おのれの存在そのものを呪のろっていることになる。

　そんな風に自分で檻おりに閉じこもったら、余計に身動きが取れなくなる。ぼくには支えてくれる存在がいたから抜け出せた。でもルナちゃんには、誰だれもいない。だからぼくが、似た苦しみを知るからこそ、ここでルナちゃんを異い境きよう徒とではなく、一人の女の子として……じゃなく一匹の狼狐フエンリルとして……とにかく、そういう風に見てあげなくては。

　エレのときは、できなかったから。神かみ下しもの民たみという肩書きを知らされたときから、ぼくはエレン・フラーナではなく神下の民としてしか彼女を見なくなり、疑心暗鬼に取りつかれた。その結果は今さら言うまでもない。あのときみたいな失敗は二度とごめんだ。

「……いい子じゃありません。ルナは、悪い子です……」

　ルナちゃんは今にも泣きだしそうな弱々しい声で言って、ふにゃりと耳を垂れた。尻尾しつぽはしおれたまま動かず、しょんぼりしていて、ぼくはもう地に足をつけていた。大きな前足に触れてみる。やわらかな肉球もふさふさの銀毛も、やさしい感触で触り心地がよかった。

「それでも、やめていいよ。異境徒なんてやめちゃいな。ただのルナルナになって、今いる場所を飛びだして、自由になりな」

「そんなこと、許されません」

「でも、そうしたいでしょ？」

「そんなこと……ないです。今のままで、いいんです」

「じゃあ、どうして泣いてるの？」

　さっきから、その大きな目から涙がこぼれ、銀の毛を濡ぬらしていた。それはルナちゃんが檻の中から手を伸ばしている証あかしだ。自分の存在が不確かで、不安で、誰かに触れて確かめてほしがっている証拠だ。今ここでその手を握ってあげられるのは、ぼくしかいない。

「ルナは……ルナは……」

「きみはルナルナだ。異境徒のルナルナじゃない。もう、ただのルナルナだ」

　ルナちゃんの大きなお顔を下からのぞく。つぶらな瞳ひとみがきらきらと潤うるみ、吐く息はかすかに震ふるえていた。湿ったお鼻をそっとさすりながら、ぼくは目を合わせて言う。

「許すよ。ルナちゃんを許す」

「……でも……」

「いいんだ──誰が許さなくても、ぼくが許す」

　それは、ニュアンスは逆だったけど、あの魔女の言葉だった。

　何もないからっぽだったぼくの器うつわには、いつの間にかいろんな人のいろんな言葉が詰まっていて、それがぼくの一部となり、ぼくという存在を創つくり、ここに立たせてくれている。今ルナちゃんの大粒の涙がぽつりと落ちるのを見ながら、ぼくはそのことに気づかされていた。

「だから、ね？　『こっち』においで」

　濡ぬれた銀毛をなでて笑いかける。

　銀狼狐フエンリルはゆっくり目を閉じると、小さく一声……鳴いた。

「……こん」

　ぼわん──巨体が一いつ瞬しゆんにして煙に包まれる。

　すぐに晴れたそこには、耳と尻尾しつぽを生やした女の子がぺたんと座っていた。

　ぼくが頭をそっとさすると、耳をぴくぴく揺らして見上げ、頰ほおを濡らしながら小さくはにかむ。それから目め尻じりを両手でこすりこすり、ぴょこんと跳はねるように立って尻尾を振ると、瞳ひとみを潤うるませたままがんばって元気にごあいさつした。

「あ、改めましてっ、ルナルナルナルルルーナですっ。よろしくおねがいしますっ」

「ルナルナ、ル……るな？　るる、な？」や、ややこしい。それが誠まこと名ななのか。ちゃんと聞き取れなかったぞ。つーか、よく嚙かまずに言えたもんだ。

「ルナとお呼びくださいませ」

　こちらこそそう呼ばせてくださいませ。ここで舌を嚙んで死ぬわけにはいかないのでね。

「では参りましょう、ご主人様」

「え……ご、ご主人様？」なぜいきなり？

「こんっ」ルナちゃんは鳴いてうなずく。「こんこんっ。ルナは、ルナをお許しくださったあなた様にお仕えしたいと思います。お許しいただけますか？　ご主人様」

　そう言ってけなげに見つめてきた。ま、まばゆい。なんて純情な眼まな差ざしなんだろう。イヴのやつにこの子の爪つめの垢あかでもせんじて飲ませてやりたい。

　ただ、いきなりすぎてぼくは戸惑い、返答に窮きゆうした。するとルナちゃんは沈ちん黙もくの長さに比例して徐々に不安げな面おも持もちとなり、しまいには泣きだしそうな顔になった。どうやらぼくに見捨てられるんじゃないか、と考えだしたらしい。うるうる。うるうるうる。

　ぼくは慌あわてて了承した。

「ああもちろんっ、ぜひ頼むよっ。もう思う存分に仕えてくれたまえっ、うんっ」

　ぱあっと笑顔満開になったルナちゃんは、「こんこーんっ」とうれしそうに鳴いてぴょこぴょこ飛び跳ねる。どうやらこの子、従属性質があるらしい。個人的性質なのか狼狐族フエンリルの習性なのか……いずれにしろ『こっち』にきてくれたんだから、よかったよかった。

「じゃあ、ルナちゃん、さっそくなんだけど」

「こんっ」とルナちゃんは返事した。たぶん「はい」と同じだろう。

「さっきも言ったけど、お薬を持って寺院に行ってくれないかな？」

「くぅん？」首をかしげる。「それはおやすい御ご用ようですけど……でも、ご主人様一人でこの先に行くのは危険ですよぅ。封印の間にはノエルさんがいますから」

「危険なのはわかってるけどね。ぼくより危険な人がいるんだよ」

「でもでもでもっ」

「ぼくに仕えてくれるなら、お願いだ。お薬を持って寺院に行ってくれ」

「くぅーん」ルナちゃんは下を向いて考える。「……わかりましたです。それじゃあ、ルナからご主人様に、これを」そう言ってふところから何かを取り出した。クルミみたいな丸い実をいくつか、ぼくに手渡してくれる。

「なにこれ？」おやつ？

「煙けむり玉だまです。ルナが作りました。叩たたきつけたり、ぎゅって強く握ると、『ぼわん』って煙が出ます。危なくなったらこれを使って逃げてください。『どろーん』って」

「ぼわん、で、どろーん、ね。了解」

　それ以前に逃げるという選せん択たく肢しが与えられるかどうかが問題だけどな……。

「無事に戻ってきてくださいね？」ルナちゃんは祈るように手を握り合わせ、くりくりの瞳ひとみで甘えるように言った。「ルナはもう、ご主人様なしではいられません。くぅ～ん」

　ぬぉ、殺し文句かよ。ズキュンとくるぞ、その上うわ目め遣づかい。まいったな。なんて答えればいいんだろう。仕えてくれと言っておきながらなんだけど、帰れる保証なんてないんだよな……。

　ぼくが何も言えずにいると、ルナちゃんが先に言った。

「……すみません。ルナも、ちゃんと状況はわかっているですから……だから、お返事はいいです。ただ、ルナは信じてます。信じて待ってます。それをお伝えしたかったです」

「……うん、わかった。じゃあ、ルナちゃん、お薬よろしくね。寺院に黒と白の虎豹ライオツトがいるから、その二人……この場合二匹か？　とにかく白黒の虎豹ライオツトに、ぼくに言われてお薬を持ってきたことを伝えて、シスナさんに会わせてもらうよう言うんだ。いい？」

「了解しましたです。それではご主人様、お気をつけて行ってらっしゃいませ」

「ルナちゃんも、転ばないように気をつけてね」

「こんっ」力強くうなずいて、ルナちゃんは階段を駆け上っていく。

　ひょこひょこひょこひょこズコッ──コケた。

　ああ、言った傍そばから……しかも階段。痛い。痛すぎる。

　さすがに泣くんじゃないかな、と心配したけど、ルナちゃんは泣き言をもらさなかった。すぐに起き上がって一生懸命に駆けていった。

「外に出たら変化して行きなよー」

「こーん」

　なるべくコケませんように、と祈りながらぼくは背中を見送った。やがてルナちゃんはなんとか無事に階段を上りき──ズコッ。最後の一段というところでまたコケてた。尻尾しつぽがひょろり揺れる。それがふわりと巨大化し、見えなくなった。変化して行ったみたいだ。

　階段の先には赤い月。半分以上が欠けて弓張り状になっている。

　あの子はもう大だい丈じよう夫ぶだろう。檻おりを抜け出せたのはルナちゃん自身の力に他ほかならない。最悪、ぼくが戻れず、シスナさんが倒れても、薬があるからエレは残る。エレならルナちゃんをわかってくれるはず。あの子が一人ぼっちになることはない。でも……。

「帰りたい理由が、またひとつ増えたな、クロムくん」

　だからこそ前に進むんだろ、存在矛盾パラドクス。

　静まった地下通路を行く。自分の靴くつ音おとだけが響ひびく。最初の遺跡を思い出した──ぼくの始まり。それを皮切りにいろんなことが思い出されていった。ぼくの人生そのもの。すべてと言っていい。あの日からっぽで目覚めてから、今この道を歩むに至るまで。

　暗くら闇やみでの目覚め。成り行き上での魔女召しよう喚かん。最初は戸惑ったエレの淡たん白ぱくな態度。クラウ女王の聖母のような微笑ほほえみ。毎日のようにイヴにしごかれたこと。エレの話し方が変わったときのこと。初めて城下町に出たときのこと。三人で旅したこと。ルシエドにきてからのこと。

　短い。だけどその分、些さ細さいな出来事もかけがえのないものとして刻まれている。

　引き返せたら楽だ──記憶がよみがえるたびにそう思った。でもその思いがよぎるほど、先に進もうという意思は強まる。シスナさんの言葉のとおり、矛む盾じゆんがあればこそ前に進めた。

　不思議なもので、この矛盾は、気持ちがいい。

　気づけば扉とびらの前についていた。ちょうど短い回想が終わったところだった。

「んじゃ、こっから先は先のことだけ考えようぜ、存在矛盾クロムくん」

　自分にそう言って扉を押し開いた。




　　　　３




　封印の間というからイカツイ雰ふん囲い気きを想像していたけど、そこには何もなかった。先ほどの通路と同じ、石柱が連なる奥深い空間があるだけで、突き当たりは壁かべだった。でもここで間違いない。壁には奇怪な紋様の陣が描えがかれている。たぶん封印の魔法陣か何かだろう。そしてその手前に、異い境きよう徒との姿はあった。振り返った彼はニヒルに微笑んだ。

「やっぱりきたか。そんな気がしてたんだよね。でも、くるにしてもここにつく前に終わると思ってたよ。いったいどうやってルナルナを攻略したんだい？　あいつ頭は悪いけど、狼ろう狐こ化かしたときの単純な強さはぼくより上だよ？　手て駒ごまの中じゃ最強だ。あんたがきたら『食え』って言っておいたんだけど……所しよ詮せん、使えない馬ば鹿かだったか。まったく、拾って世話してやったのに、肝かん心じんなときに役に立たない。でもさ、あんたがあいつを殺したわけじゃないだろ？　あいつの気配が遺跡を離れたし、つまり……どういうことかな？」

　饒じよう舌ぜつは相変わらずのようだ。ぼくはある程度距離を詰めて向き合った。

「さあね。教えてやんねぇよ。どうしても知りたいなら、その召喚書ぼくに返しな。そしたら聞かせてやってもいい。存在矛盾の理論パラドクス・セオリーってやつを」

「おっとっと。そいつは無理だね」ノエルくんは手元の『闇やみ夜よの幻げん世せ』を持ち上げた。「実はこれさ、燃やそうと思ったんだけど燃えないんだよ。それどころか傷ひとつつけられない。相当強い魔力がかかってるらしいね。困っちゃったよ。処分するつもりでいたのに無敵なんだもんなあ……ま、あんたの手に渡らなきゃ、それでいいんだけど」

「だけど」とぼくはその先に続けた。「ぼくはここまできたぞ。計画に支障が出たな」

「ははは、あんたごとき支障にはならないよ。この場で始末すればいいだけの話さ。けど、もったいないと思うんだよね、存在矛盾パラドクス。ぼくはさ、基本的にあんたのことは嫌いじゃない。むしろ親しみに近いものを感じているぐらいなんだ。自分でもよくわからないけどね。あんたさえよければ、『こっち』に迎えてもいいって思ってるんだよ？」

「ぼくも根本的にきみが嫌いかと聞かれたら自分でもよくわからない。だけど申し出はお断りだ。ぼくは『そっち』が問答無用で嫌いでね。むしろきみが『こっち』にきたらどうかな？」

「あいにく、ぼくも『そっち』は生理的に受けつけなくてね。結局……住む世界が違うのさ」

　ノエルくんは召しよう喚かん書しよをベルトに挟はさみ、自由になった両腕をぞんざいに広げた。

「ねえ、存在矛盾パラドクス。世界はふたつあるって、ご存知かい？」

「……は？」いきなり何を言い出すのか。

「こっちの連中は知らないみたいだけど、神しん魔ま大戦を生き延びた世界は、ここだけじゃないんだ。もうひとつある。それがぼくのいた世界──異い境きよう徒との世界だよ。ぼくたちはもともと自分たちを『異境徒』なんて呼ばないけどさ、こっちと区別するために自分たちのあいだでそう呼び合うようになったんだ。烙らく印いんも、いつからか生まれてすぐに刻む習慣ができていた」

「ここまできてそんな話……時間稼かせぎのつもりかい？」

「そんなことするぐらいなら、とっくにあんたを殺してるよ」ノエルくんはゆっくりと左右に往復する。「何も知らないあんたに、世界の真実を教えてやるって言ってるのさ。村で約束したとおりに……なんてね。別に知りたくないなら、それでもいいけど？」

　ノエルくんの言うとおり、彼がその気になればぼくを始末するのはたやすいはず。それをしないでおしゃべりするのは余裕の表れ、単なる遊び心なのかもしれないが、ぼくとしては望むところだった。力勝負ではかないっこないけど、対話ならまだ戦いようがある。

　ぼくは耳を貸すことにし、質問をもって応じる意思を伝えた。

「他ほかの世界は消滅したはずだろ？」

「確かに、神しん族ぞくはこの世界だけしか救えなかった。連中が世界を支えるため、最後に仕掛けた大魔法クリスナーガ──《創そう世せいの剣つるぎ》によって生き残ったのが、この世界。名前もそこからきてるんだろうね。他の世界は支えられず、取り残され、見捨てられた。でも、虚無に沈みかけたぼくらの世界は、ラグナロク──《終しゆう焉えんの剣つるぎ》によって救われたんだ」

「終焉の剣……ラグナロクに、救われた？　破壊の力がどうして世界を救う？」

「あははははは」ノエルくんは愉ゆ快かい気げに笑った。「あんた、本当に何も知らないんだね。ラグナロクはただの破壊魔法じゃない。力そのものでありながら、生きてるんだよ」

「生きて、る？」

「そ。生きた魔法なのさ。オーヴを食らい、自らの糧かてとして無限に強大化していく自律的な生体魔法。知能アタマのほうはないみたいだけどね」そう言ってこめかみを指でつつく。

「オーヴを食らう……生きた魔法って……まるで霊グ食ー獣ルじゃないか」

「そうだよ。終しゆう焉えんの剣つるぎはね、霊グ食ー獣ルを参考にして生み出されたんだ。性質はプラスだけどね」

「そんな力が、世界を救っただって？」

「正確には『世界そのもの』になったんだ。ぼくらの世界とラグナロクは一体化している。それはラグナロクが消滅を免まぬかれるために取った、本能的な行為の結果だ。ラグナロクは、所しよ詮せんは魔法、オーヴの塊かたまりだから、『世界が存在しなければラグナロクも存在できない』。だから自分が存在するため、残っていた世界のひとつをつなぎとめた。《終焉の剣ラグナロク》の取ったその行為は、神しん族ぞくがこの世界を救うために施ほどこした《創世の剣クリスナーガ》と同じ効果をもたらしたわけさ」

　魔術と霊グ食ー獣ルがそうであるように、根源は同じオーヴ。結果としてラグナロクが世界の一部を救ったというのも、十二分に考えられることではある。

「さて、話にはまだ続きがあるんだな。ぼくらの世界とこの世界は、ずれて存在している。あるいは表と裏のようにね、完全に切り離されたわけじゃない。ときどき、つながる」

「魔ま渦かの裂さけ目……」

「魔渦自体は昔からある自然現象にすぎないけど、裂け目ができるようになったのは神しん魔ま大戦以降の話さ。魔渦を通じて干かん渉しようしようとしているんだよ、ラグナロクが、クリスナーガに。でも全然うまくいかない。影えい響きよう力りよくは微弱で、裂け目の発生はまばらだ。何百年もその状態が続いている。うまくやれば世界をつなぐ混沌の扉カオスゲートだって一発で作れるのに、知能アタマがないから一向に進展がない。もどかしくてしょうがないよ。だから……ぼくが手伝ってやろうと思って」

「世界を……つなぐ？　そんなことをしてどうするっていうんだ？　その先できみはどうするつもりなんだ？　世界征服でも始める気かい？」

「まさか。世界征服なんてくだらない。興味ないね。目的と呼べるほどのものは持ち合わせちゃいないよ。しいて言えば……見てみたいのかな。世界がつながった、その先を」

　ぼくはノエルくんの意図をつかみきれないでいた。ただ見てみたい。それだけで、そんな曖あい昧まいな動機で、クロスノアどころか世界中を巻き込む大それたことをしでかそうと言うのか？

「なぜかな、あんたにはわかってもらえる気がする」ノエルくんは自じ虐ぎやく的に笑った。「これはもう性しよう分ぶんみたいなもんさ。ぼくがこっちの世界に渡ってきたのは偶然だった。向こうで魔渦に呑のまれて、こっちに吐き出された。それだけ。でさ、こっちの世界の生ぬるさを見たとき、我慢ならなかったんだよね。理屈じゃない。生理的──本能的なものなんだ。ぼくには、この世界が、我慢ならない。虫むし唾ずが走る……変えてやりたい。それでね、こっちの世界にラグナロクの欠片かけらが眠ってるって知ったとき、ごく自然と思ったわけだよ。つなげてやろうって」

「そんな、気まぐれみたいな理由で……？」

「それは違うよ。理由なんて、ないのさ。そうすることがぼくの存在意義と言ってもいい。だって、ぼくが世界をつなげようとすることに、矛む盾じゆんはないから。迷いも何も感じないから。それだけがぼくという存在にとって、ただひとつ確かなことだからさ」

　ただひとつ確かなこと。それは……その理論は……。

「あんたならわかるでしょ？　存在矛盾パラドクス」

　急に、むなしくなった。

　自分にとってただひとつ確かなこと。自分の存在を根底で支えているもの。それを失ってしまえば、自分という存在は消えたも同然。いないのと同じ。無意味。無価値。ただのからっぽの器うつわ。そんなのは……我慢ならない。だからぼくは──ノエルくんは──ここに、いる。

「……わかんねぇよ」

「わかりたくないんでしょ？」

　そのとおりだった。ぼくは内心、ノエルくんを止められないかと考えていた。異い境きよう徒とにだっていろいろいる。ルナちゃんを説得できたとき、ノエルくんだって、と思えた。それがぼくなりの戦い方、存在矛盾パラドクスのやり方でつかむことのできる最善の結果だと思った。だからこそ、こうして話をしながら彼の胸の内を探っていたわけだけど……。

　でも、理由なき犯行をどう止めるというんだ？　ぼくの言葉は通用しない。彼の心に付け入る隙すきを見み出いだせない。ぼくと同じ理論で自分を律しておきながら、まったくの対極に位置している。己おのれの存在と行為を直結させている相手は、それこそ魔女の理論を振りかざし、力により屈服させる以外ないのではないか。その手段の是ぜ非ひはともかく、それしか……。

　そう考えてしまうと、たまらなくむなしかった。

「迷いはないのかい？」ぼくは祈るような気持ちで聞く。「少しでも躊躇ためらいが……」

「言ったろ。これがぼくの本能だ。目的と存在はイコール。ぼくに──矛盾はない」

　断言して、ノエルくんは笑った。おぞましい笑みだった。背筋が凍るという感覚を、ぼくは初めて味わう。遠い。あまりにも遠い。互いの表情がわかるほど近くにいるのに、手を伸ばし合えば届くはずなのに、絶望的なまでの距離を感じる。

　活路を失ったぼくはかける言葉をも失い、沈ちん黙もくした。

「どうしたんだい？　存在矛盾パラドクス。もっとお話しようよ」

「…………」

「あんたはおしゃべりするだけだ。それすらつきあえなくなったら、終わりだね」

　バサァッ──ノエルくんは背中に翼つばさを広げたかと思うと、姿形が変異しだした。肌はだが灰色に染まって石のように硬質化する。小柄な体はそのままに、両腕が長く伸びて、足には猛もう禽きん類のような爪つめが生えた。口元が突起してクチバシのように鋭くなる。

　鳥人間と化したノエルくんは、赤一色の瞳ひとみをカッと見開き、地面から少し浮遊した。

「まるで天使……なんて、冗談にもならないか」

　ぼくはベルトに挟はさんでおいたエレのタクトを手に取った。それを見たノエルくんは「カカカカカ」とクチバシからおかしな音を出す。たぶん笑ったんだろう。

「そんなオモチャで相手をしようって？」

「ぼくは素質とやらだけには恵まれてるらしくてさ」

「ああ、素質だけでしょ？　神かみ下しもの民たみの情報で知ってるよ」

「なるほど。その反応、どうやら詳細は知らないようだね」

　ノエルくんはそれこそ鳥のようにカックンと首をかしげた。気持ち悪い仕草だ。

「どういうことさ」

「こういうことさ」

　タクトを両手で握り締め、ノエルくんに向ける。エレに教わったように、イメージ。燃えあがる炎。熱くたぎる炎。赤く赤く赤く、世界を焼き尽くすような紅ぐ蓮れんの炎。

「ソルドッ！」

　紅くれないの閃せん光こう──目の前が真まっ赤かになった。火山が噴火するような勢いで炎が噴出し、竜りゆうのごとき咆ほう哮こうをあげてノエルくんを襲おそう──驚おどろいたことに、炎は本当に竜の姿を成していた。王宮のコロシアムで見たものよりも、ずっとはっきりと。

「んなぁっ？」ノエルくんは仰のけ反って間の抜けた声をもらした。そこへ火竜が口を開けて突っ込む。すんでのところで避よけたノエルくんの片かた翼よくを、ガブリ。そのまま彼を追って……行ってほしいところだったが、火竜は直進して壁かべに激突。でたらめに暴れだした。

　ダメだ、コントロールがきかない。手の中でタクトがガタガタとぶれる。

「カッカッカ……やってくれるじゃないか、サラマンドラとは……」片翼を焦こがしたノエルくんだが、すでに驚きを消化して余裕の笑みを浮かべていた。「凄すご腕うでの術士がソルド系の上級魔術を使うと現れるって聞くけど……まさか、オモチャを使うだけで生み出すなんてね。カカカ、あんたまさしく存在矛盾パラドクスだよ。けど、それじゃあねぇ」

　ノエルくんは振り回されるぼくを嘲あざ笑わらった。サラマンドラと呼ばれた火竜は壁や天井、石柱に身を打ちつけるようにして暴れ回る。ぼくはタクトを握っているだけで精一杯だった。

「当たればまずいけど、残念だったね」

　翼つばさを広げたノエルくんは低く跳ちよう躍やくし、地面すれすれを滑かつ空くうした。サラマンドラの下をくぐり抜けてぼくのふところへ入り込み、そのまま頭突き。

「ぐあッ！」

　モロに横っ腹に受けて、ぼくは突き飛ばされた。近くの石柱に背をぶつける。タクトが手から離れ、サラマンドラは大きな咆哮を最後に、赤い粒子群となって霧む散さんした。落ちたタクトはノエルくんに踏み潰つぶされ、ベキッと折られてしまう。

「はい、これであんたは今度こそ打つ手なしだ」

「あ、ぐぅ、ぅぁ……」

　ぼくは天をあおぐように呻うめいた。アバラをやられたか、軋きしむような痛みが体を駆ける。折れたかな……ヒビぐらいですんだかな……自分に確認するけどわからない。

「なかなか面白い余興だったよ」

「く、うぅ……最初の一手が、すべてだった、か……」

　落らく胆たんを隠せず、がっくりとうな垂れた。制御不能なのはわかってたから、そんなにうまくはいかないだろうと覚悟していたけど、ここにきてサラマンドラとかいう自分でも予想しなかったもんが飛びだしてくるとは、なんて皮肉。威い力りよくがすごくても当たらなきゃ意味がない。

　残されたカードはあとひとつだけ。でもそれは、切り札ではなく捨て札だった。誰だれよりも自分がそのことをわかっている。それでも、試すだけ試すしかない。

「レノス・ソルド……」

「ああ、まだ魔術って手が残ってたね。いいよ、やってみな。待っててあげる」

「トエラ・ヤナエタ・アロウ・テーゼ・サザク・オクシス……フレイメア！」

　丸暗記の呪じゆ文もんを祈るような思いで唱えると、炎が──たいまつ程度の炎が、ボッと灯ともってすぐ消えた。それを見たノエルくんがお腹なかを抱かかえて奇怪な笑い声をあげる。

「カカカカカッ、すっごいね、何それ。さっすが存在矛盾パラドクス。魔術がてんでダメとは言え、さっきとギャップありすぎだよ。ある意味最高っ。カカカカカカカカッ」

　ぼくは脱力した。自分が情けなくてため息が出る。エレが言っていたように素質は努力なしでは使い物にならない。通用しないんだ。

「ま、片かた翼よくは焼かれちゃったから、あんたにしちゃ上出来でしょ」

「……それに免じて、見み逃のがしてくれたらうれしいな」

「カカカ、ここにきて命乞ごいとはね。プライドも何もないのかい？」

「勝てる見込みがあればつい勝負したくなる。だけど負けが決したらそこまでだ。これ以上きみと戦ってもぼくに勝利はない。無む駄だな殺せつ生しようはするなよ、ノエルくん」

　はぁ、と自じ嘲ちよう気味に息をつく。石柱に背中をあずけ、ぐったりともたれて片手をそっと腹部に持っていった。アバラの軋みに自然と顔が歪ゆがむ。

「そんなこと言うようじゃダメだね。ダメダメ、そんなつまらないことを言うあんたは面白くない。がっかりだよ、存在矛盾パラドクス。それじゃあ……殺す必要がなくたって、殺したくなる」

　ノエルくんはかぶりを振りながら、獲え物ものが逃げられないことを知ったハンターのようにゆっくりと近づいてきた。見逃してはくれないらしい。鋭い爪つめを生やした足が地面を引っかくようにして迫るのを、ぼくは気だるく視線を落とし、距離を測るように見て言った。

「頼むよ、ノエルくん。決着はついたろ？」

「しゃべんなくていいよ。あんたはもう、終わっちゃいな」

　鉤かぎ爪づめの足が目前で歩みを止めた──その瞬しゆん間かん、ぼくはふところにあてがっていた両手をぎゅっと強く握り締めた──ぼわん──白い煙幕が広がり、周辺一帯を瞬しゆん時じにして呑のみ込む。ルナちゃん特製の煙けむり玉だま。ここで使わずしてどこで使う。

　ぼくは一気に飛びだした。脇わき腹ばらが悲鳴をあげるが、それは死んでない証拠。動けるならそれでいい。ほんの数歩分、耐えてくれればいい。

　そう、前へ。どろーんはしない。ぼくはノエルくんに突進する。煙で姿は見えないが、目の前にまで迫っていたので完全にとらえることができた。

　腰に抱だきつくようにしてそのまま倒す──といきたいところだったが、ノエルくんはビクともしなかった。ぼくよりずっと小柄なのに、見た目どおり石のように硬く重い。この体でどうやって宙に浮いていたのか。やはりぼくの常識で物事をはかると失敗する……だからこそこれは予想していた。

　無論、ノエルくんにしてみれば、体当たりしてきたぼくは飛んで火に入る夏の虫だろう。煙の中で姿を見失っていた相手がわざわざつかまりにきてくれたのだから。それこそ最大の攻撃機会を、ぼくはノエルくんに与えたことになる。

　まず膝ひざが飛んできた。脇腹、頭突きされたのと同じ箇か所しよに決まり、コキキッ、と嫌いやな音と共に電気を流し込まれたような激痛が全身に走る。くの字に折れて後退したところ、続けて横から蹴けり。上腕に命中して腕がひしゃげ、体が宙に浮いて煙幕を突き破った。上も下も右も左もわからぬまま、背中に衝しよう撃げき。しりもちをつくように地面に落ちる。扉とびらまで飛ばされていた。

「あぐっ、うあ、ああ……っ」

　激痛を味わう。脇腹が熱を持って痛み、蹴りを受けた腕は変に折れ曲がって狂ったように痛みを発していた。気が飛びそうだ。でも頭じゃなくてよかった。頭に食らってたら、死なずとも本当に意識がぶっ飛んでいただろう。それだけは避けたかった。

　ぶわり、ノエルくんは翼つばさの羽ばたきで煙を払い、心底がっかりしたように、

「まったく、つまらないことをするね、あんたも。ぼくを突き飛ばして逃げる算段だったんだろうけど、残念。墓場鳥ガーグイルの体は石より硬く重い上、魔力で鷹たかより速く空を翔かけることができるんだ。たとえ突き飛ばせていたとしても、あんたの足じゃ逃げ切れやし──な、あ……」

　声は、呆ぼう然ぜんと途切れた。ぼくの手に『闇やみ夜よの幻げん世せ』があるのを見たからだ。すぐに自分のベルトを確認していたが、もちろんそこにあるはずもない。

　ぼくの腕は二本あるわけで、片腕が粉ふん砕さいされようと書を確保するには一本で足りる。おかげで受身は取れなかったけど、どうせ受身の取り方なんて知らないから関係ない。

「最初からそれを……あきらめた、フリをして……ッ」

「くく、くう、ぅっ……」

　ぼくは笑い返そうとしたが、痛みですぐに顔が歪ゆがんだ。今度こそアバラが何本かイったみたいだから、もうこの場を動くこともできない。

　でも、身を捨てた甲か斐いはあった。

　絶え間ない苦痛の波に耐え続ける。もともと痛いのには慣れている。誰だれのせいかは言うまでもない。今日まで散々ぼくに暴力を振るってくれた猟りよう奇き的な魔女っ子のせい──いや、今だけは、おかげと言っておこうか。

「クケェエエエエエエエエッ！」

　焦あせりからか怒りからか、ノエルくんはけたたましく咆ほう哮こうし、左右非対称の翼つばさを広げて翔かけてくる。だけどぼくとのあいだには十分すぎる距離。派手に蹴け飛とばしてくれて好都合。

　ノエルくん、きみは気づかぬうちに矛む盾じゆんを抱かかえていた。ちっぽけな矛盾だけど、それにつまずいた。ぼくのことなんて放っておけばよかったんだ。もしくは、すぐにでも始末すべきだった。ぼくと言葉を交わそうなんて思わなければ、下へ手たなお芝しば居いにだって気づけただろうに。

「存在矛盾パラドクスに興味を持った──それがきみの矛盾だ」

　無事なほうの手で『闇やみ夜よの幻げん世せ』を前にかざす。

　告げるは魔女の誠まこと名な。

「イソラ・ルル・ヴァルス」




　　　　４




　目が眩くらむほどの漆しつ黒こくの光。思わず目を瞑つぶったぼくが次に見たのは、ノエルくんが奥の壁かべに背を打ちつける光景だった。焼けてなかった翼が折れ、腹部に亀き裂れつ。黒い血を吐いて地に伏す。

　ぼくの前には拳こぶしを振りぬいた姿勢の魔女っ子。手をパンパンと払うと、灰色長髪をなびかせて振り返り、仁に王おう立ち。ギュィィーンと効果音がしそうな赤い眼光でぼくを睨にらんだ。

「お……怒って、る？」

「当たり前だ」怒鳴らない分、殴なぐってこない分、余計に怖かった。「さっぱり状況が読めん。手短に説明しろ。場合によっては情状酌しやく量りようを考えてやらんこともない」

「騙だまされたんだ」正直に白状した。「『闇夜の幻世』に隠された力があって、それを解放する呪じゆ文もんだって言われて。それが本当なら状況をよくできるかもって思って……」

「底抜けに馬ば鹿かだな。そんな都合のいい必然めいた話があるわけないだろ」

「反省してるよ。でもさ、帰還の呪文があるなんて知らなかったんだ。そもそもなんで教えてくれなかったんだよ。もちろんおまえは知ってたんだろ？　そういう呪文があるってこと」

「言ったらおまえは悪用するだろうが」

　悪用って。じゃあこいつは、ぼくにそれを知られて書に帰還させられるのが嫌いやだから黙だまっていたのか。そりゃ最初の頃ころに知ってたらそうしてたかもしれないけど……。

「ちゃんと教えてくれてたら、ぼくだって騙されなかったさ。つまりこれ、おまえにも少しは責任アリだろ。ぼくは自分の責任は果たしたぞ。おまえを呼び戻した。おまえは今、ここにいる。あとは……イツツ……任せた、からな。始末をつけろ」

　しゃべりすぎて腹が痛んだ。折れた腕にも響ひびく。

「ずいぶんでかい口を叩たたく。負傷しているから手を出されんとでも思ったか？　愚おろか者め」

　魔女っ子は拳こぶしを振りあげた。容よう赦しやねえやつ。ここで一発くんのかよ。

　ぼくは歯を食いしばって目を閉じる……けど、パンチは飛んでこない。そっと目を開けたところに、バチンッ、デコピンを食らった。く、くおおお。馬ば鹿か力ぢからだから超痛い。痛すぎる。動けるなら悶もん絶ぜつしてるところだ。ルナちゃんもこれを食らったのか。ひどいな。きゃうきゃう鳴いたのもわかる。

「間に合ったようだから、それぐらいで許してやる」イヴはそう言って背を向けた。

　ちっこいくせに、悔くやしいけど、頼もしい。

　壁かべの下ではノエルくんがよろよろと起き上がっていた。

「あーあ、出てきちゃったよ、魔女が……」

「何を殴なぐったのかわからんかったが……ただの墓場鳥ガーグイルか。つまらん」

「どうしよう……弱ったなぁ……ようやく始まったところなのに……」

　首をかくかく左右に揺らしながら、ぶつぶつと独り言を呟つぶやくノエルくん。その腹部に負っていた傷が自然と治っていく。再生力があるらしい。折れた翼つばさと焼けた翼も見る見るうちに元に戻っていった。でも、どうして今になって？

「ま、大だい丈じよう夫ぶかな。魔女の一撃がこの程度ですんだってことは、なんとかなるでしょ」

「こやつ……」

　異様なものを感じたのか、イヴの背中が張り詰めた。それは感知力とやらを持たないぼくにも明らかだった。ノエルくんのまとう空気が一変している。彼は幽ゆう鬼きのようにゆらゆらと体を揺らしながら天井をあおぎ、クチバシを大きく開くと、いきなり笑いだした。

「クカカカカカッ。カカカカカカカカカカッ。クカーッカッカッカッカッカッカッ」

　奇笑の最さ中なか、その肉体が突とつ如じよとして倍化、小柄な体が瞬しゆん時じに二メートルを超す。衣服が破け散り、石像のように重々しい巨体となった。一歩踏み出すごとに、どすん、と地響き。それでいて翼を羽ばたかせると、羽毛のように軽く宙に浮かぶ。

「やれやれ」イヴは呆あきれたように嘆たん息そく。「馬鹿なマネを」

「ラグナロクの力、試させてもらうよ、最強の魔女さん」

　言うや否いなや、ノエルくんは大きく羽ばたいた。それを受けてイヴも動く。

　魔女と墓場鳥ガーグイルは互いに距離を半分ずつ詰めたところで接触した。体格差のありすぎるぶつかり合いを制したのは魔女だった。ノエルくんが振りかざした爪つめをかわし、小柄な体を逆に利用してふところにもぐりこみ蹴けりを放つ。

　ノエルくんは後方へ吹き飛んだ。しかし壁に激突する前に翼を羽ばたかせて上昇。滞たい空くうする彼の肉体に傷はいっさいついていない。

「あれぇ？　痛くないぞぉ？」ノエルくんはおどけたように頭を揺らした。「どうしたの、最強の魔女さん。手加減なんてしなくていいんだよ？」

　魔女は血を吸った刃やいばのような目つきで墓場鳥ガーグイルを睨にらむ。言葉は返さない。どうしたのか。あのイヴが侮ぶ辱じよくされても黙だまってるなんて。それだけ集中しているということか？　だとしたらそれこそ妙というか……嫌いやな感じがする。

「次はこっちから行くね」

　正面から、両者は再び激突。ノエルくんの引き裂さく攻撃。さっきと同じだった。

　でも、イヴはそれを避よけられなかった。速かったのだ。単純にノエルくんの攻ス撃ピ速ー度ドについていけなかった。イヴが回避しようとしたとき、すでに鋭い爪つめは小さな体をとらえていて、ドレスが裂け、血が飛び散った。幸い深くはないようで、出血は少しだけ。すんでのところで身を引いていたらしい。だけど、あいつが下がる姿なんて初めて見る。

「あれれぇ？」ノエルくんは三み度たび、頭上で滞たい空くうした。「もしかして魔女さん、いっぱいいっぱいなの？　おかしいねぇ。最強の名が一いつ介かいの墓場鳥ガーグイルにその血をさらすなんて」

　答えないイヴは自分の傷口に手をあて、指についた血をぺろりと舐なめた。特に表情という表情はないが、ぼくの目にも明らかに圧おされているように見える。

「次もさ、正面から行くよ」ノエルくんは予告した。「でも、止められるかな？」

　翼つばさを幾度も羽ばたかす。すると風が渦を巻いて降りてきた。旋風は毒々しい色味を帯び、地面を削けずりながら螺旋回転スクリユーしてイヴに迫る。

　魔術的な力であろうそれを、イヴは拳こぶしで殴なぐり消した。それはまた驚おどろくような対処の仕方だった──が、しかし、螺旋回転スクリユーの勢いに乗って、ノエルくんがすぐ後ろから迫っていた。イヴが体勢を整える間もなく、激突。

　墓場鳥ガーグイルのクチバシが、魔女の身を貫つらぬいた。

　クチバシは貫かん通つうし、その尖せん端たんが背中側に突き出る。イヴは吐血。

　ノエルくんは悠ゆう々ゆうとその場に立った。イヴの足は地面を離れ、串くし刺ざし状態でぶらぶらと体をぶら下げられる。ノエルくんのクチバシを伝い、顔に、全身に、真まっ赤かな血がどくどくと滴したたっていった。どくどくどくどくどくどくどくどく流血は止まらない。

　ノエルくんがぶんっと首を振ると、小さな魔女はクチバシからすっぽり抜け、宙を舞い、受身も取れずに落ちて、壊れた人形のように何度も跳はねながらぼくの傍そばまで転がってきた。またたくまに血だまりが広がり、灰色の長髪が赤く染まっていく。

「お、おい、イヴ……イヴッ、おいッ、おいってばッ」

　ぼくは痛みも忘れて呼びかけた。動くほうの手を伸ばし、ドレスをつかんで引き寄せ、その身を抱だく。仰あお向むけにすると、頰ほおを赤く汚し、口から血を垂らした状態で、イヴは……鬱うつ陶とうしそうな顔をしていた。

「やかましい。耳元で大声を出すでない」いつもの仏ぶつ頂ちよう面づら。いつもの物言い。しかし脱力しきった体からはとめどなく血があふれ、ぼくの手もすぐに真っ赤になった。この小さな体のどこにこれだけの量の血液があるのか──そう思わせられるほどの出血だった。「やれやれ、この状態では治ち癒ゆ力りよくもまともに働かんか」

「どう、して」最初はイヴが圧倒していたはず。それがこんな一方的にやられるなんて。

「それはね」とノエルくんが言った。「ぼくがラグナロクの力を宿してるからだよ」

「ラグナロクを……宿して？」

「そ。でもまだ完全じゃないんだ。月食がやっと絶頂をすぎて、ラグナロクは今まさに封印を抜け出しているところでね。その抜けた分しか手にしてないんだ。今もぼくの体にはラグナロクの力が流れ込んできてるところさ。感じるよ。とてつもない力を。こいつはすごい。これなら簡単に混沌の扉カオスゲートを開けそうだ。世界をつなげるのも難しくないよ。クカカカカッ」

　ノエルくんは背を向け、封ふう印いん壁へきの前に降りると、誰だれかを迎え入れるように両腕を広げた。すると……見えた。魔法陣の薄れた壁かべから、ぬるぅ～と何かが出てこようとしているのが。

　実体感がつかめない。物質ではなく魔法と言ったほうが正しい透けたカラダ。人間の片手と片足のようなものが見えていた。巨体と化していたノエルくんが、その片手におさまってしまうほどの大きさだ。ちょうどそこへ頭が抜け出してくる。目と口の部分は黒い穴。虚無を感じさせる不気味な空くう洞どう。のっぺらとした透明な巨人。これが……終焉の剣ラグナロク？

　名前と姿形がイマイチ一致しない。だけど確かに、生きた魔法と呼ぶ以外になかった。抜け出た手足や頭からは淀よどんだ色合いのオーヴがヘドロのようにこぼれ落ち、ノエルくんへと流れ込んでいる。どう見ても健全なものじゃない。見ていて鳥とり肌はだが立った。

「せっかくだから、ラグナロクの力がどれほどのものか見せてあげるよ。待っててね。もうすぐすべて、ぼくのものになる」

　ノエルくんはぼくとイヴのほうを見ずに言って、余裕たっぷりにラグナロクの呪じゆ力りよくを取り込んでいく。やめさせようにもやめさせられない。ぼくもイヴもまともに動くことができず、為なす術すべもないまま、ただその様子を見ているしかなかった。

「こうしてぼくらが戦うのも、ある種の運命なのかもしれないね。ぼくが勝てばラグナロクがこの世界をもらう。魔女さんが勝てばクリスナーガは守られる。まるで終しゆう焉えんの剣つるぎと創そう世せいの剣つるぎを交えるような戦いじゃないか。もっとも、決着はほとんどついちゃってるけどさ」

「くだらんことを。世よ迷まい言ごともはなはだしいわ」イヴは吐き捨てた。普通なら瀕ひん死しだろうに、表情も口振りも普段と変わりない。さすがと言うべきか。「自うぬ惚ぼれるにもホドがある。ラグナロクなんぞ宿して、ただですむはずがなかろうに。身の程ほど知らずめ」

「ククッ、クククククッ」

　ノエルくんは嘲あざ笑わらうように肩を揺らす。両腕を広げた彼の体は、ラグナロクの呪力を宿したことでさらなる巨大化を起こした。体のあちこちで筋肉が隆りゆう起きし、見る見るうちに不均衡アンバランスな姿へ。その歪いびつな醜みにくさが異常性を物語っていた。

　そして、先ほどイヴの言った言葉が、現実となる。

「う……うぐ？　ぐぐ？」急にノエルくんが苦しそうに呻うめき、痙けい攣れんし始めた。「う、うググ、グググググ、ウガガガガガガガガ」

　頭を抱かかえてふらつく。クチバシから舌を垂らし、だらしなくよだれが滴したたり落ちる。

　そして呻き声は、途中からまた笑いに変わった。

「グガガガガガ、ガーッガッガッガッガッガッガッ。ガガガガーガッガッガッガッガッ」

　狂笑──苦しみながら笑っている。笑いながら悶もだえている。




「グガガッ、グガガッ、グガーッガッガッガッガッガッガッガッガッガッ。グゲゲ、グゲゲゲゲゲゲ、ゲゲ、ゲゲゲ、ゲゲェェェェェェ──ッ」




「な……なんだ？　いきなり様子が……」

「食われておるのさ。あの小こ僧ぞうのほうが、ラグナロクにな」

　言われてみれば、ラグナロクからノエルくんへと向かっていたオーヴの流動が、いつの間にかノエルくんのほうからラグナロクのほうへ逆流している。

「あれは制御などきかん。神しん魔ま大戦に決着をつける神の魔法──終しゆう焉えんの剣つるぎとぬかしておきながら手に負えなくなり、暴走した果て、すべてを滅ぼしかねなかったのだからな」

「神の魔法？」

「ああ。あれを作ったのは、神しん族ぞくだ」

「え……じゃあ、神族が世界を救ったっていう話は……？」

「救ったには救っただろうが、もともとすべては連中の過あやまち。やつらは自分たちの尻しり拭ぬぐいをしたにすぎん。まあ、拭いきれはしなかったがな。所しよ詮せん、真実などそんなもんさ。伝説なんてものは美化される。わたしが戦乙女ヴアルキリア──黒こく耀ようの巫み女こなどと語り継がれていたように、な」

　そんなもんか、とぼくは思った。歴史なんて伝えるにも解釈するにも必ず何者かの意思が入り込む。都合よく塗り替えられるものなのかもしれない……どうであれ、今ここで真実がどうこう言ってもはじまらない。ぼくたちは先のことを考えないと。でも……。

「どう、する？　もうこっちだって手に負えないぞ。ぼくらがここで倒れてシスナさんが封印になる。結局、最悪のシナリオになっちまうのか……」

　シスナさんの封印でクロスノアは守られる。だけどそれでは終わらない。封印に完かん璧ぺきはないんだ。今回を乗り切ったとしても、いずれまたラグナロクは目覚める。そうなればクロスノアだけでなく、クリスナーガ全体が危機に陥おちいる。悪夢は繰り返されてしまう。

「毎度ながらあきらめの早いやつだな」

「だっておまえ……」

　血まみれでまともに動けやしないじゃないか。もし動けるならぼくに抱だかれるなんて格好を許すはずがない。怪け我がしてるアバラを蹴け飛とばしてでも嫌いやがるだろうに。

「確かにこのままでは無理だな。ま、最初からわかりきっていたことだ。あの墓場鳥ガーグイルがラグナロクを宿したのは想定外だったが、食われてしまえば同じこと……そろそろ切り札といくか」

「……え？」ぼくはぽかんとなる。「あ……あるのかっ？　切り札がっ！」

「やかましい。だから耳元で喚わめくな。わたしの耳はな、人間より何倍も優すぐれて──」

「そんな自慢話はいいっ。ほ、本当かっ！　本当に切り、イツツ……ある、のか？」

　興奮しすぎて傷に障さわった。

「当然だろ。わたしが無む駄だ死じにをさらすとでも思っていたのか？」

「ほ、ホントに、あるんだな？」

「ああ、ある。ただし──」

　魔女は言葉に迷うことなく、あっさりと告げた。




「おまえの命と引き換えだ」




「それって……もしかして、おまえがぼくを殺すってことか？」思い当たる。「召しよう喚かん者しやを殺せば契約は破は綻たんする。契約が破綻すればおまえの存在は消える。けどおまえはぼくの影えい響きようを受けなくなるから本来の魔力を取り戻す。存在が消える前にラグナロクを消す。そういうことか？」

　それならたやすいことだろう。どうせ──なんて言葉を使うのは投げやりな感じがしてしまうけど、でも、ここで互いに終わってしまうよりは……まだ手立てが残されているなら……考えるまでもない。犠ぎ牲せいは少ないほうがいい。

「……交換条件としちゃあ、悪くないよな。同じ死ぬにしても、無駄死にで終わるわけじゃないんだし……ぼくの命だけですむ話なら、それにこしたことはない……世界を守る、なんて大それたこと思わないけど、何もなかったぼくにも、大事なもんがたくさんできたんだ。それを守れるっていうなら、むしろうれしいぐらいさ。遠えん慮りよなくやれよ」

　自分でも驚おどろくほど冷静に、ぼくは覚悟を決めていた。

　イヴは冷れい徹てつな赤い瞳ひとみでぼくを見る。その顔は……ひどく呆あきれていた。

「本ッ──………………当ぉぉぉぉに、馬ば鹿かだな、おまえは」思いっきりためて言った。「その頭、ちゃんと脳みそは入っておるのか？　腐くさっておるのではないか？」

「……は？」

「最初に言っただろ。わたしはそこまで愚おろかではないと。それに、わたしがおまえを手にかければ、瞬しゆん時じにして消滅してしまうわ。ラグナロクの相手をしている暇ひまなどない」

「違うのか？　じゃあどうやって？　ぼくはどうしたら……あ、そっか、自殺か？」

「はぁ……」イヴは愛あい想そが尽きるといった様子で嘆たん息そくした。「おまえはわたしの話をまったく聞いてなかったのか？　その耳は何のためについている。ただの飾りか？　ド阿あ呆ほうめ」

「え、だって、え？　なにが？」全然わからない。

　ぼくが混乱していると、イヴはうんざりした顔でいつものごとく馬ば鹿かにしたように答えた。

「言ったはずだ。おまえは何もしなくていいと」

　……いや、余計にわからん。確かにそう言われてはいたけど、ぼくの命と引き換えと言っておきながら何もしなくていいとは、どういうことだ。謎なぞかけじゃあるまいし。

「おい、イヴ、いったい……」

「うるさいッ。もう黙だまってろ」

　イヴは面倒になったのか、ぼくをあしらって血まみれの小さな手で肩をつかみ、ゆっくりと顔を近づけてきた。血のついた真まっ赤かな唇くちびるを薄く開いている。まるで口づけでもするような仕草だ。現に顔と顔は接近する。

　あ～ん。イヴはさらに唇を開いた。鋭い犬けん歯しをのぞかせて、片手をぼくの頭に伸ばす。髪の毛をつかむと、乱暴にぐいっと引っ張った。首がぐきっと鳴って、ぼくが「うぎっ」と悲鳴をもらしたところ、イヴは首筋に顔をうずめ、そして、

「がぶ」

　嚙かんだ。牙きばが食い込んだ。さらに、

「ちゅぅ～」

　吸った。血を吸っていた。

　くらり、ぼくは眩暈めまいを覚える。全身に急速に倦けん怠たい感かんが広がっていった。

　ふと思い出す。そう言えばこいつ、吸血鬼族ヴアンパイアだったっけ。

　しかしなぜここにきて血を吸う？

「うなー」

　妙な恍こう惚こつ感かんに襲おそわれ、それ以上頭が回らなかった。ふわふわした酩めい酊てい感かん。気だるい中に気持ちよさと心地よさを感じながら、ぼくはラグナロクに目をやる。

　終しゆう焉えんの剣つるぎと名づけられし魔法の巨兵は、すでに壁かべを抜け出て全身をさらしていた。その内側にすっかり取り込んだノエルくんの肉体を、淀よどんだオーヴに変換し、吸収し、存在ごと喰くらっていく。そして透けた手をこちらへ伸ばしてきた。ノエルくんと同じようにぼくらも存在ごと吸収するつもりなのだろう。

「ちゅぅ、ちゅぅ、ちゅぅ」

　イヴはまだ吸血中。のどがごくごく鳴っている。

　その間にも、あらゆるすべてを呑のみ込む力、ラグナロクの魔手はぐんぐん伸び、巨大な手のひらが目前に迫ってきていた。おい魔女っ子、切り札はどうした。血なんか吸って何のつもりか知らねぇけど、もう間に合わないぞ。

「ちゅぅ、ちゅぅ、ちゅぅ」吸ってばかり。

　くそ、ダメなのか──ぼくはやけくそ気味に片手を前に出し、無む駄だな抵抗を試みる。

　すると、なぜかはわからないが、目の前に光のカーテンが現れた。

「……ッ？」

　ラグナロクの魔手とぼくの手のあいだで、不可思議な力が働く。

　いや、力と力じゃない。もっと別の何かと何かが反発し、磁石の同じ極を向け合うかのように互いを寄せつけまいとしていた。ゆらめくオーロラ。これは……オーヴの壁かべ？

　片手一本でラグナロクを防いでいる形。いったい何が起きているのか──その答えがハッと自分の中でひらめいた瞬しゆん間かん、今度は魔女っ子のほうに異変。

　小さな背中に黒い双そう翼よくが生えた。

　翼つばさは際限なく広がり、視界を埋め尽くしていく。

　目に映るいっさいが漆しつ黒こくに塗りつぶされていく。

　真っ暗になった。




　　　　５




　暗くら闇やみはいっさいの光を食らい、世界を閉ざしていた。ただ、自分の姿だけはなぜかはっきりと見えていた。肉体はイヴの吸血による恍こう惚こつ感かんと倦けん怠たい感かんに浸ひたり、痛みは遠い。

　いったいどうなったんだろう──ぼくは視線をさまよわせる。

　すると、闇の中に、闇が現れた。

　否いな、それは漆黒。闇よりも濃い漆黒のドレス。輪りん郭かくがはっきりしてくるのと同時に、白い面おもてと灰色の長髪、すらりと背の高い、妖よう艶えんな曲線美が浮かんでくる。
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　まばたきすら忘れてしまうほどの、絶世の美女だった。

　一瞬、誰だれだかわからなかった。美女は血色の唇くちびるを真まっ赤かな舌で舐なめ、深しん紅くの瞳ひとみで蔑さげすむようにぼくを見る。幾度となく味わった覚えのある視線。それでわかった。

「……イヴか？」

　問うと、漆黒の美女は「ふふん」と蠱こ惑わく的な微笑を浮かべた。

「何を見み惚とれている？　マヌケな面つらが余計マヌケに見えるぞ」

　物言いに変わりはないが、声はぐっと大人おとなびていた。人を小こ馬ば鹿かにするような態度も変わらないはずなのに、そこには気品さえ感じられる。何より圧倒されるのは、女神さえ凌りよう駕がしかねない、それでいてまったく異質なその美び貌ぼうだった。こちらもこちらで息を呑のむほどだが、魔女の場合、一種の畏おそれさえ覚える妖あやしさがひそんでいる。

　この世のものではないうつくしさ、とでも言おうか。

　これが本来の魔女の姿……まいったな、文句の付け所がない。

「ああ」感かん嘆たんした。「驚おどろいたよ。まさかこれほどとは。最初からその姿で出てきてたら、喜んで下げ僕ぼくになってたさ。でもって、破は綻たんした性格も何もかも許してたな、きっと」

「気持ち悪い冗談だな」魔女は整った顔を歪ゆがめ、心底嫌いやそうに笑う。「そもそもの話、おまえに許してもらう必要など、これっぽっちもありはせん」

　そう吐き捨てる姿は、まさしくイソラ・ルル・ヴァルスだった。

「……ここは？」ぼくは暗くら闇やみを見回す。「ラグナロクはどうした？」

「ここは闇夜の幻世ダークノヴエル──わたしが呼び寄せた、わたしの世界だ。場所は変わりないが、現うつし世よを幻げん世せが呑のみ込んでいる。ラグナロクは……」

　魔女は赤い視線を手元に落とした。手のひらの上に、魔法の巨兵の姿があった。いや、もはや巨兵とは呼べない。魔女の手におさまるほど小さくなっており、もがくように動くだけ。それがさらにさらに小さく、形すら判別できないまでになっていく。

「先も言ったように、ここはわたしの世界だ。限定的にではあるが、この空間内ではわたしがすべてを支配する。有を無に帰きすのも思いのまま。それがわたしの操る無の力。最強の名のゆえんとなった消滅の魔法だ」

　今、ラグナロクは魔女の手中で完全にその姿を消した……無に帰せられた。

　どんな強い力も存在も、消されてしまえばそれまで。

　消滅魔法──最強の名に噓うそはない。

「ふん、所しよ詮せんは欠片かけらか」魔女は手のひらをパンパンと払う。「さて、これで始末はついた。効力が切れてこの魔法が消えるまで、あとの時間は暇ひまつぶしだな。せっかくの機会だ、わたしの真まことの姿、その目にしかと焼きつけておくがいい。おまえの目にはもったいないぐらいだろう」

「そいつはどうも、ありがとよ」

　冥めい土どの土産みやげか。悪くない。

　魔女の真実は一見の価値がある。

「なあ、イヴ、聞いてもいいか？」

「ふふん？　言ってみろ」

「ぼくが存在したことに、意味はあったかな？」

「知るか」魔女はバッサリ切り捨てた。「答えなど求めてもいないくせに聞くな」

　どうやらお見通しのようだった。そう、それは誰だれかに聞いてもしかたのないこと。自分でどう思えるかの問題だ。それでも、誰にともなく聞いてみたかったのだ。問いかけるだけでぼくは満足できていた。

「でもさ、ホント、何かに謀はかられてたみたいじゃないか？　ぼくがどっからか現れて、おまえを召しよう喚かんして、それがラグナロクの危機と重なるなんて……」

「運命めいている、ということを言いたいのか？　くだらんな。そんなものは後付けにすぎんだろ。起きたことは起きたことだ。どう受け止めようが事実は変わらん」最初に冷たくあしらって、イヴは髪をくるくるいじりながら続けた。「確かに『闇やみ夜よの幻げん世せ』を扱うには特別な資格がいる。資格は最初に霊れい媒ばいを築いた者の素質に依い存ぞんするからな、この場合、わたしが最初に契約した者とおまえとが、同種の素質を有しているということになるだろう。そしてそれは不思議なことではない。何を隠そう、あれもまた、存在矛盾パラドクス──だったからな。魔王などと呼ばれはしたが……」

「魔王が存在矛盾パラドクス？　え……じゃあぼくは、神かみ下しもの民たみが言う魔王の転生ってやつなのか？」

「ド阿あ呆ほう。この世界に転生などという理ことわりはない。すべての命は生を終えた後、オーヴの流動に溶け込み世界を支える一部となる。今のクリスナーガを支えているのは、かつて生きていた者たちと、今を生きる者すべての命だ。生命はオーヴに還かえり、世界を巡る。命はゼロになることで、この世界を支える創そう世せいの剣つるぎとなるのだ。無ではなく、無限のゼロとして」

「……よくわかんねぇ」

「わからずともよい。最初からおまえの頭には期待しておらん。とにかく命は世界に還り巡り続ける。転生することはない。それはクリスナーガの理ではない。だからおまえは何者の転生でもない。そもそも存在矛盾パラドクスは昔から存在していた。いや、昔には、と言うべきかな」

「……え？」今さらりと驚おどろくことを言ってのけたぞ。「なんだって？」

「たまにおったのだよ。どこからともなく現れるからっぽの者たち。記憶を無くし己おのれを知らぬ者たちが。そういう連中を、昔は外界人マレビト族とも呼んでおった。外界人マレビトに関しては千年前も不明な点だらけだったんだが、ただひとつだけ、確かに言えることがあった」

　おまえももう気づいてるだろう──そう言って魔女はわずかに目を細めた。

　ぼくはうなずく。さっきラグナロクと反発し合ったとき、自分の中で自然と理解したことがあった。あれはぼくが何かしたわけじゃない。ぼくとラグナロクの存在が同種同極だったゆえに、勝手に斥せき力りよくが働いた──存在そのものが反発し合ったんだ。

　つまりぼくは──存在矛盾パラドクスは、ラグナロクに似た存在……。

「魔法……みたいなものなのか？」

「半分正解といったところだな。千年前、存在矛盾パラドクスは霊グ食ー獣ルと同じくオーヴによって象かたどられた存在だと定義されていた。ゆえに突然出現し、記憶を持たず観念に乏しいが、高い魔術の素養を持つ、と。霊グ食ー獣ルが負の性質を帯びた魔法体なら、存在矛盾パラドクスは正の性質を帯びた魔法体というわけだ」

「魔法体……じゃあぼくは、魔ま渦かが原因で、やっぱり偶然に？」

「魔渦が原因なら、今いま頃ごろおまえのような馬ば鹿かがそこいらにあふれているさ。存在矛盾パラドクスを出現させる魔渦など起こらん。正の性質を保ったオーヴが乱れることなどないからだ。存在矛盾パラドクスは魔渦によってではなく、オーヴの流動が何かしらの作用を受け、一部が遊離し、魔法体として表面化・顕けん在ざい化かしたものだと考えられておった。しかし、オーヴの流動を遊離させるほどの強い作用、同じ流動規模の力などそうはない。それこそ巨大な何かの影えい響きようでもなければ……」

「ラグナロク、だな？」ぼくは納なつ得とくした。「月食が近づいてラグナロクが封印を破るほど力を強めたことが、オーヴの流動に影響を与え、遊離して、ぼくが……魔法体が、出現した？」

「そうなるのだろうな。理論上は」魔女は面白くもなさそうに言う。「昔はいくつもの世界ごとに流動があり、その流動同士が摩ま擦さつを起こすなどして一部が遊離し、存在矛盾パラドクスが出現すると考えられていた。自然遊離説というやつだ」

「自然遊離……説？」

「存在矛盾パラドクスの出現に関しては、千年前も何も立証できてはいなかったのだ。存在矛盾パラドクスは世界の意志により召しよう喚かんされた存在だとする変革啓示説というものもあった。オーヴの流動を世界の意志と位置づけることで、存在矛盾パラドクスは世界が遣つかわした存在だと考えたのさ。これは千年より遠い過去の節目節目、乱世の時代などにおいて歴史に名を残した人物の多くが、存在矛盾パラドクスだった可能性が高いと解釈されていることから生まれた一種の崇すう拝はい説だ。神しん魔ま大戦で世界が乱れに乱れたときも存在矛盾パラドクスは幾人も出現し、魔王のように深く関与した者も中にはいた。あながち外れてなかったのかもしれんが、まあ、所しよ詮せんは後付けの運命論もどきだからな、わたしは好かん」

　魔女の紡つむぐ言葉は、まるで呪じゆ文もんのようだった。

　存在矛盾パラドクスという謎なぞ多き魔法を象るための呪文。

「世界の意志……存在矛盾パラドクスは大きな危機を前に遣わされる世界の使徒ってことか？　そこまでいくと、さすがに話が大きすぎて信じがたいぞ」

「当たり前だ。こじつけにすぎんのだからな。それを信じるなら、存在矛盾パラドクスはまったくの異なる世界から迷い込んできた者たちだとする異世界人説だって信じられよう。理論の立てようもない、仮説と言うより空想妄もう想そうの類たぐいだが、昔はそう信じる者も少なからずいたものだ」

「どんどん現実から遠くなっていく気がするな」ぼくは苦笑した。「けど、世界に意志があろうがなかろうが、まったくの無関係だろうがさ、ぼくが『闇やみ夜よの幻げん世せ』のあったあの遺跡に現れたのは、偶然なわけだろ？　おまえを召しよう喚かんしたのだってたまたまだし、結局──」

「それは偶然ではない」イヴはそこだけ断言した。「『闇夜の幻世』には、存在矛盾パラドクスが出現したとき、その存在を間近に引き寄せる魔法がかけられている。いや、願いと言うべきかな」

「……願い？」

「存在矛盾パラドクスの出現は世の乱れの予兆。変革啓示説を信じていたわけではないだろうが、もし存在矛盾パラドクスが現れ、そのとき何かしら危機が訪れているなら、助けになってやってほしい──かつてわたしが書の世界に戻るとき、そう言われたのだ……魔王に」

　漆しつ黒こくの魔女は遠い目をしていた。少し寂さびしそうにも見えた。イヴがラグナロクを請うけ負った理由には、姉妹シスターを守るためだけではなく、魔王との約束もあったからなのだろう。

　存在矛盾パラドクスと漆黒の魔女を結びつける魔王の願い。

　それは千年の時を越え、確かに魔法を起こしたのだ。

「まあ、そういうわけでな、存在矛盾パラドクスは特異ではあるが、崩ほう壊かい以前の世界では珍しくもなかったのだ。毎年のように一人や二人それらしき存在が確認されていた。しかし現在、神かみ下しもの民たみはその事実を知らないらしい。過去の実態が知られていないということは、神しん魔ま大戦以降この世界に存在矛盾パラドクスが現れることがなかったのだろう。他ほかの世界が消滅し、オーヴの流動摩ま擦さつが起こらなくなったからだな。七百年前ラグナロクの封印が解けたのも、人じん為い的なもので、流動の予兆などなかっただろうしな」

　魔女ははらりと灰色の髪をなびかせ、「そんなこんなで」と適当な感じでまとめに入った。

「今に至るまでに存在矛盾パラドクスの存在は忘れ去られ、事実は残らず言葉だけが残り、神下の民は今現在、その呼称を未知なる者に対して使っているわけだ。そこへおまえが現れた。おそらく千年ぶり。クリスナーガにとって初めての、外界人マレビト」

　なるほど、矛む盾じゆんは存在していたのか、ぼくだけじゃなく他にも。クリスナーガはぼくを除のけ者になんかしていなかった──最初から許容してくれていたんだ。千年前でも真実が明らかでなかった存在矛盾パラドクス──それは、世界が抱かかえる矛盾そのものなのかもしれない。

　矛盾は最後まで矛盾のままだけど、ぼくはすっきりした気分だった。

　と、不意に自分の身に異変を覚える。

　見れば、ぼくの体はぼんやり透けて、オーヴがゆらめきながら遊離していた。

　まるで魔法の終わりを告げるかのように。

「イヴ……頼みたいことがあるんだ」

「キスしてくれ、などとぬかすなよ？　そこまでサービスする気はない」

「ちげーよ。今のおまえがしてくれたら、うれしいけどさ」ぼくは皮肉に笑って返す。「もしぼくのあとに、誰だれか外界人マレビトが現れておまえを召喚したらさ、ぼくに代わってみんなに伝えてほしいんだ。ごめんなさいと、ありがとうを。クラウ女王、シスナさん、ティオくんにフィオちゃん。あと、ルナちゃん。ほら、おまえがデコピンした女の子。あの子は気に入ったら姉妹シスターにしてもいい。たくさん愛めでてやってくれ。それから、エレ……エレには──」

「やめろ。そんな面倒な言こと伝づて、わたしはごめんだ」

「頼むよ。これだけは、本当に」

　死んでも死にきれない。消えても消えきれない。

「断る」魔女は背を向けた。「自分の口で言え、馬ば鹿か者もの」

　待ってくれ──ぼくの呼びかけは声にならなかった。

　魔女の姿は遠ざかっていく。振り返ることはない。意地悪なやつめ。こんなときでもぼくの頼みごとを聞いてはくれないのか。

　だけど……大だい丈じよう夫ぶに思えた。

　魔女の背中はちゃんとわかってくれている気がした。

　まどろむように静かに意識が遠くなっていく。

　漆しつ黒こくの姿を見失う。

　闇やみ夜よの幻げん世せに、ぼくという存在まほうは解けていく。




　そして黒い夢を見る──。







　　　エピローグ　　悠久のふるさと







　目が覚めると見覚えのある天井があった。一面に広がる曼まん陀だ羅ら模様。ルシエドの寺院でぼくが寝泊まりしていた部屋の天井だ。

　あれ？と思ったところ、おでこにそっと誰だれかの手のひらが触れた。

「気づかれましたか？」横に白い法衣姿、白い面おもての女性が座っていた。尖とがった垂れ耳。閉ざされた瞳ひとみ。朗ほがらかな微笑。「おはよう、クロムくん。よく……帰ってきましたね」

「シスナ、さん？　え、ぼく……生きてるんですか？」

「何を言っているのです」シスナさんはそよ風に揺れる花のように微笑ほほえんだ。「こうして言葉を交わしているではありませんか。わたくしと触れているではありませんか」

　ようやく頭が現実になじんできた。ぼくは終わってない。どうしてだろ？

　疑念を読み取ったのか、シスナさんはぼくが問うより先に言った。

「詳しいことは存じませんが、イソラ様が運んでこられました。すべて終わらせて。クロムくんも無理をしたようですね。大おお怪け我がでしたよ。治療したのでもう大丈夫だと思いますが、どこか痛いところはありませんか？」

　体を起こして軽く動いてみたけど平気だった。完全回復。腹も腕もなんともない。

「全然大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございます」

　でも、どうなってんだ？　イヴのやつ、ぼくの命と引き換えだって言ったくせに。

　まさか、あの状況でぼくをからかっていたとでも？

「あいつ、何か言ってました？」

「いえ、詳しいことは何も。わたくしは、聞かずともよいと思っています」

「でもあいつ、ちゃんと切り札用意してたんですよ。ハナから勝つ気でいたんです」

「あら……そうなんですか？」

「なんか、ぼくに嚙かみついて、血ぃ吸って、そしたら本も来との姿になって……もしかしたらシスナさん、その方法があること知ってたんじゃないですか？　……って、今ぼく思ったんですけど。だってシスナさん、『読める』じゃないですか」

「わたくしは何も存じませんでした。イソラ様に関しては、わたくしの『読み』など通じないのです。わからないのですよ、あの方だけは。だから……好きなのです」

　そ、そうですか。そんな自然な笑顔で言われると、返しようがありません。

「仮に知っていたら、最初からイソラ様にお願いしていましたよ。あんな風に怒らせることもありませんでした」

　そっか……そうだよな。シスナさんはぼくにルシエドを離れるよう勧めてさえいたのだ。イヴの切り札を知っていたならそんなことしていない……ってことはイヴのやつ、ぼくのみならず姉妹シスターにすら教えずにいたのか。どういうことだ。これは問いただす必要がある。あとで。それよりもまず──。

「エレンなら大丈夫ですよ」シスナさんは完全に読んでいた。「ルナルナルナルルルーナという子の持ってきてくれた薬で、早いうちに助かりました。一度目が覚めて、クロムくんのことを話したら、自分も遺跡に行くと言って聞かなくて困りました。まともに動ける状態ではなかったのですが、それでも行こうとするので、わたくしもつい怒鳴りつけてしまって」

「そう、ですか」

　心配かけたようだ。無理ないか。イヴならともかく、ぼくだからな。

「エレンがあんな風にわたくしの言うことを聞かなかったのが初めてなら、わたくしがあの子を叱しかったのも、初めてのことでしたね」シスナさんはちょっと楽しそうだった。「引き止めてすぐ、エレンは気を失うようにまた眠りにつきました。今もぐっすりです」

　シスナさんが怒鳴るのもエレが叱られるのも、どっちもうまく想像できないけど、とりあえず安心した。まだ寝ているなら顔を出すのはあとにして、先に魔女っ子のほうに向かうか。

「イソラ様は狼狐フエンリルの子と一緒にお外にいますよ」シスナさんはまたも読む。「ティオとフィオもすっかり仲良くなっています。そのルナルナルナルルるるっ」

　あ……嚙んだ。

　シスナさんは手を口元へ。舌を嚙かんだのかな？　痛かったのかな？

「あのぉ、ルナちゃんはルナちゃんでいいんですよ？　無理に誠まこと名なを呼ばなくても」ていうか普通は言われなくても省略するでしょ。変なところでがんばる人だなぁ。人じゃなくてエルフだけど。「それこそぼくを読めばよかったんですよ。そしたら『ルナちゃんでいいのに』っていう気配というか空気が、伝わったと思いますけど？」

「……クロムくんって、意地悪ですね」

　シスナさんは頰ほおをふくらませ、ぷいっと顔を背そむけた。なんでそうなるのかわからない。千年も生きているわりには子供っぽい反応だ。

「すみませんね。千年も生きている年寄りのくせに子供っぽくて」

「う……」

　まさかここで読んでくるとは。年寄りとまでは思ってないのに。

　これがあるからあとが怖いんだよな。

「あとが怖いですよ～。くすくす」

「す、すみません。申し訳ありませんでした。どうかお許しを」

「考えておきます」微笑ほほえみでいなされた。「そうそうクロムくん、あなたが抱いだいているその気持ち、ちゃ～んとエレンに伝えてあげてくださいね」

「…………」やめて、それは読まないで。

「いいですねー、若いって」

「…………」うわわわわわ。

　実は自分こそ相当意地悪なシスナさんは、くすくす笑いながら目が見えないのにすんなりと部屋を出て行った。その姿が完全に見えなくなってから、ぼくは心底ホッとして息をつく。

　まいっちゃうよな。怒らせるとイヴとは違った意味でおっかないんだから。

　どっちもどっち、恐ろしい姉妹シスターだよ、まったく。




　寺院の外に出たところ、子猫二匹と子こ狐ぎつね一匹が庭でじゃれあっていた。おや、あの子狐はどこから入り込んだんだろう、と思いながら階段を下ると、「あ、ご主人様っ」とその子狐が言った。ルナちゃんの声だった。ということは、子狐じゃなくて子こ狼ろう狐こか。

　子狼狐姿のルナちゃんは、「こんこーんっ」と鳴いて駆け寄ってきた。途中、ぼわん、と煙を伴った変化を行い人間の女の子の姿になる。耳と尻尾しつぽは隠せていない。そのままひょこひょこやってきてぼくの胸に飛び込んでくる勢い──だったが、ズコッ。

　直前でコケた。やはりか。

「きゅうぅぅぅぅ……」

　ドジ──じゃあないんだよな。人間の姿が苦手なだけなんだよな。そもそもじゃあどうして人間の姿になったのかな。子狼狐姿のままでよかったのに。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ほら、よいしょ」

　起こして服を払ってあげると、ルナちゃんはきゅ～と抱だきついてきた。

「よかったですぅ。ご主人様ぁ。ルナは……ルナは……きゅうぅぅぅん」おでこをぼくの胸にすりすりしながら、尻尾しつぽをパタパタ振る。なんだかすっかり慕われているみたいだ。

　ぼくは頭をなでてあげた。で、気づいた。ルナちゃんのひたいにあった異い境きよう徒との烙らく印いんが消えている。消えたなら消えたでそれはいいことだけど……。

「ルナちゃん、おでこのシルシ、どうしたの？」

「わたしが消した」

　と、そこに魔女が登場。その姿は見慣れたチビッ子に戻っていた。大人おとなの姿と子供の姿を比較すると、確かに逆の意味で面おも影かげが……ねぇな。顔はかわいいから成長すれば美人になるんだろうけど、ガキの姿を見る限り、あの妖よう艶えんな美び貌ぼうは想像だにできない。

　なんだかな……魔女の真実も形無しっつーか。

「この姿に戻ってしまう前に、消滅魔法でちょちょいとな」

「こんこんっ。そうなんです。お姉様が消してくれたんです」

「ちょっと待ったぁ！」ぼくは意味もなく挙手をした。「い、今のは聞き捨てならんぞ、ルナちゃん。どういうことだね。きみはなぜこいつのことをお姉様などと……」

「当然だろ」とイヴ。「ルナはわたしの姉妹シスターになったからな」

「な……」なんですと？

「おまえが言ったのではないか。ルナを姉妹シスターにしてやれと。愛めでてやれと」

「あ……」確かに言った、が。ががが、がっ。「あれは、あの状況で、だからしかたなく」

「それにな、わたしは最初に会ったとき目をつけておったのだ。次に会うとき姉妹シスターとして迎えられないものかと、おまえに言われるまでもなく考えておったのだ」

「だ、だけど……」

「なんだ、今になって発言を撤てつ回かいすると言うのか？　男が二言を吐くなど、おまえのほうにこそルナの主人を務める資格があるとは思えんな」

　くっ、逆にぼくを責め立ててきやがった。なんてやつだ。ルナちゃんはぼくが手なずけたのに……じゃないっ、説得したのに。なんか横取りされた気分だぞ。

「まあ考えてみろ。おまえはご主人様でわたしはお姉様だ。それでよいではないか。ふふふ」

　この性しよう悪わる魔女、ぼくを丸めこむつもりか。

「ルナはうれしいですっ。ご主人様と一緒にお姉様もできるなんてっ」

　ルナちゃんはイヴに抱きつく。体格ほぼ一緒。見た目は姉妹シスターというよりお友達だ。イヴに頭をなでられると気持ち良さそうに「くぅ～ん」と甘えていた。この子、ちゃんと姉妹シスターの意味わかってんのかな。

「ルナもこう言っておるのだ。主人ならば快く認めてやれ」

　主人だからこそ認めないほうがいいのではないか、と思ったが、ルナちゃんの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を前にするとそれもできず、ぼくは「わかったよ」と渋しぶ々しぶうなずいた。

「ではクロム、書を出せ」

「ん？」言われて『闇やみ夜よの幻げん世せ』を渡す。「何すんだ？」

　イヴは適当にパラパラめくった。

「このあたりでいいか」

「どのあたりでも一緒だろ。ほとんど白紙なんだから」

「うるさい。黙だまってろ」ぼくを睨にらみつけ、それからルナちゃんに言う。「よし、ルナ、ここに血文字で誠まこと名なを記すのだ。そうすればおまえもわたしと同じ、自由な召しよう喚かん契約を結ぶことができるぞ。クロムの使い魔となり、ずっとわたしの姉妹シスターでいられるのだ」

「こーんこーん」わーいわーい、みたいな感じで喜んでいるが。

「いいのかよ、イヴ。そんな簡単に召喚契約なんか結ばせて」

「できましたーっ」

　早ぇよ。書いちゃったのかよ。どんだけ素直なんだ。だいたい血はどうした……あ、指を嚙かんだのね。それってけっこうすごいと思う。

「よし、クロム、誠名を口に出して読め」

「あ、ああ」ぼくは書を受け取った。「えっと……ルナルナ、ルナ、る、る、るな？」

「ちゃんと読まんかッ」

「わ、わかってるって……あの、ルナちゃん、これ、どこでどう区切るの？」

「ルナルナ・ルナル・ルルーナですっ」

　最初からそう言ってほしいし書いてほしかったよ。にしたって嚙みそうな名前だけど。

「ルナルナ・ルナル・ルルーナ」

　口にすると、血文字が光を帯びてきらめいた。そのきらめきが紙に浸透する。ルナちゃんの誠名は一度見えなくなり、それから再び現れた。刻み込まれた、という感じがした。

「これでよし」とイヴはうなずく。終わりらしい。ずいぶんと簡単だな。あっけない。

　ルナちゃんはその場でくるくる踊って喜んだ。足元の子猫二匹と戯たわむれる。その様子を眺ながめながらイヴは冷ややかに言った。

「さてクロム、おまえにもう用はない。とっとと失うせろ」

　どういう扱いだコラ。「そういうわけにはいかねぇぞ。おまえにはいろいろと聞きたいことがあるんだ。なんでおまえ、切り札を持ってたこと前もって教えてくれなかったんだよ。でもってどうしてぼくは無事に生きてるんだよ」

「なんだ？　死にたかったのか？」

「いや、そうじゃなくて。おまえはぼくの命と引き換えだって言ったじゃないか。ぼくはてっきり自分が終わるんだと思って、それでおまえにあんな頼みごとまでしたってのに」

「確かに、おまえの命と引き換えだ、とは言ったが、命すべて、とは言っておらん。アレは召しよう喚かん者しや──この場合、存在矛盾パラドクスという条件も自然に加わるわけだが──その対象とのあいだでのみ有効な『代だい償しよう法ほう』というやつでな、血を介しておまえの生命力──つまり魔法力を吸い、わたしの魔力へと変換するのだ。命すべてを吸い取る必要などない。おまえが勝手に勘かん違ちがいするのが悪い」

「……じゃ、じゃあ、シスナさんにまで黙だまってたのは、どうしてだよ」

　あれはちょいと懲こらしめてやろうと思ってな、と魔女っ子は髪をくるくるして言った。

「システィーナは分ぶの良し悪あしを測った挙あげ句く、わたしを頼ることを躊ちゆう躇ちよした。そのような遠えん慮りよは無用だと、どんなことがあろうとわたしを信じて身をあずけよと、昔散々教えてやったというのに、まったく。千年ぶりだなんてのは言い訳にならん。ゆえに厳しく思い知らせてやる必要があった。わたしは姉妹シスターを何よりも愛めでるが、だからと言って甘やかしはせんからな」

　イヴは厳格な顔つき。こいつは姉妹シスターのことになると大おお真ま面じ目めだ。

「ちなみに代償法による効果は一時的なものにすぎんし、加減を間違えると召喚者が死ぬ」

「……死ぬのかよ」おい。

「わたしが生命力を吸いすぎればな。一線を越えて衰すい弱じやくし、そのままということもある。わたしも吸血鬼ヴアンパイアゆえ、血を食しているとつい理性を置き去りにしてしまうことがあっていかん」

「け、けっこうアブねぇじゃんか」

「そうだ。だから先に話したらおまえが逃げるかもしれんと思ったので黙っておいた。代償法は召喚者であるおまえがいなければ成り立たんからな」

「なんでぼくが逃げるんだよ」

「クロスノアでのことを忘れたか？」イヴは侮ぶ蔑べつ的な目つきでぼくを流し見た。「おまえは何よりもまず先に、逃げることを考えるではないか」

「時と場合によるっての。あんときとそんときとじゃ状況が違いすぎるだろ。さすがに今回ばかりはぼくだって逃げたりしなかったさ」

「おまえは信用ならんのだ。わたしの前で散々情けない姿をさらしておきながら、どう信用しろというのだ。だからついでにその辺を試させてもらおうとも思い、しゃべらなんだ。もしものときはおまえを気絶させて縄にくくり、引きずっていくつもりだったがな」

「くっ……」試した、だと？「……で？　結果は？」

「ギリギリで合格といったところだな。そうそう、それとは別に思わぬ事実が判明した」

「なんだ？」

「おまえの血はなかなかうまい。代償法は別として、これからもたまに吸わせてもらうぞ」

　ぺろり、イヴは唇くちびるを舐なめた。ふふふ、と妖あやしく笑う。

　ぼくは思わず首に手をあてた。あの恍こう惚こつとした倦けん怠たい感かんが思い出される。あれはこっちも病やみつきになりそうだから怖い。

「そこで、だ。おまえの格を、下げ僕ぼくから荷物持ちに上げてやる」

　やったー荷物持ち……って、それこそ下僕じゃねえかっ。だいたい喜ぶとこでもねぇっ。

「わかったら、さっさと去いね」イヴはシッシッシッとぼくをあしらう。「さあルナ、他ほかの姉妹シスターを紹介しよう。すでに会っているだろうが、改めてあいさつするのだ」

「こーん」

　はーい、みたいな感じでルナちゃんは手を上げ、二人はたぶんシスナさんに会いに寺院に入っていき、ぼくはその場に取り残された。全然ご主人様になれた気がしない。ぼくなしではいられないんじゃなかったのか、ルナちゃん。もうちょいかまってほしいよ。

「なんだかなぁ……あっさりしてると思わないかい？　ティオくん」

「あんなものでしょう。主人と使い魔は馴なれ合いではありませんから」

　足元にいた黒い子猫がさっぱりと言い、続いて白い子猫が当然のように言った。

「そうですわ。家族みたいなものですからね。ベタベタするだけが仲ではないでしょう？」

「そうだね」とぼくはうなずいた。

　黒と白の子猫、ティオくんとフィオちゃんは、その場でくるんと宙返りし、人間の姿に変化した。子猫が彼らだと気づいたのは、ルナちゃんが子こ狼ろう狐こから人に化けたのを見たときだ。人間の姿のティオくんと遊んだ覚えはなかったけど、子猫と遊んだ覚えはあったから。

「今日はゆっくりできるのでしょう？」とティオくん。

「うん、エレもまだ寝てるし。クロスノアに発たつのは、明日でいいかなって」

「ここにとどまられてはいかがです？」とフィオちゃん。「シスナ様も口にはしませんが、それを望んでおられると思います」

「んー、それは後々、みんなで話し合って決めるよ。どっちにしろクロスノアにはいったん戻らなくちゃならないんだ。ぼくの帰りを待ってくれてる人がいるからさ」

　クラウ女王。ほんの数日会ってないだけなのに、なんだかすごくなつかしい。クロスノアに帰りたいというこの気持ちは、もしかしたら、おうちに帰りたい、というのに似ているのかもしれない。ぼくは家を持った記憶なんてないけど、でも、あの人は無条件でぼくを迎えてくれる気がする。女神のように素敵な笑顔で。おかえりって。

「これからお暇ひまですか？　よかったら一緒に遊んでください。ルナルナが行っちゃったんで退屈なんです。寺院の子たちもすぐには戻ってきませんし」

「いいよ。でも、その前にすませておきたい用事があるんだ。ティオくんとフィオちゃんにも手伝ってもらいたいんだけど、お願いできないかな？」

「お願いの内容によりますわ。先にそれを教えてくれないことには、なんとも言えません」

　ふむ、そりゃそうだ──というわけで、ぼくは手短に説明した。

「わかりました」「お安い御ご用ようね」

　二人はうなずき合い、寺院の中に駆けていった。




　その後、戻ってきたティオくんとフィオちゃんと一緒に町に出かけ、買い物をした。町は異い境きよう徒とや霊グ食ー獣ルとの戦いで多少の損害はあったようだが、すでに平常を取り戻していた。神かみ下しもの民たみはさすがにツワモノぞろいらしく、銀狼狐フエンリルのルナちゃんが協力したこともあり、負傷者こそそれなりに出たが、命を落とした者は一人もいなかったそうだ。

　買い物をすませて紙袋を手に寺院に戻ったところ、シスナさんからエレが目を覚ましたと聞かされた。帰ってきたらティオくんとフィオちゃんと遊ぶ約束をしていたので、会うのは先送りにしようかとも思ったけど、二人にエレに会ってくるよう勧められた。

「どうぞ、行ってください」とティオくん。

「その代わり、あとでいっぱい遊んでくださいね」とフィオちゃん。

　ぼくはお礼を言い、エレのいる部屋に向かった。

　手前まできたとき、イヴとルナちゃんが部屋から出てきた。先に会っていたらしい。ルナちゃんは毒のことをエレに謝って許してもらえたようで、ぴょんぴょん跳はねて喜んでいた。

「頭をナデナデしてくれました。くぅんっ♪」

　まあ、その点についてはまったく心配していなかった。ルナちゃんがかつて異境徒だったとしても、エレならちゃんとこの子を理解して受け入れてくれると信じていたから。

「行くぞ、ルナ」

　イヴはぼくに対して特に何も言わず、さっさと歩いていく。ルナちゃんがひょこひょこついていき、途中でズコッ──コケるお約束。すぐ起き上がって追いかけた。

　もしかしてあいつ、気をきかせてくれたのか……いや、あの魔女に限ってそれはないか。

　部屋の戸をノックする。中から「はい」と端的な返事。ぼくであることを告げると、控えめな声で「……どうぞ」と返ってきた。

　戸を開く。エレは布ふ団とんの上で上半身を起こしていた。寝巻きの衣ころも。肩に羽織。髪はおろしている。メガネは壊れたからかけていない。

「おはよう」

「おはよう」

　同じあいさつを交わすが、表情は硬いままだ。ただ、目を凝こらすようにしていた。メガネがないからよく見えないのだろう。ぼくは布団の傍そばに座った。

「体の調子はどう？」

「大だい丈じよう夫ぶ。問題ない」

　やりとりもやっぱり淡たん白ぱくで硬い。でもこれがいつものエレとも言える。ぼくは少しホッとする部分もありながら、買ってきたものを紙袋から出した。

「あのさ、ちょうど今、メガネ買ってきたところだったんだ」

「メガネ？」

「そう、エレのメガネ。ぼくを助けてくれたとき壊れちゃったから。お金は女王のくれた旅の資金から出したから、ぼくからってことにはならないんだけど。あ、その、エレの荷物には触れてないよ。勝手に見ちゃ悪いから、そこはフィオちゃんに頼んで、お金を取ってきてもらって、それからティオくんにレンズを持ってきてもらって、それで三人で買い物に行って。レンズの度は前と同じのにすればいいかなって思ったんだけど、店に行ったら魔法細工で造った万能レンズとかいうのがあってさ、どんな視力の人にでも合う優すぐれ物らしくて、ちょっと高くついたけど、それで頼んだんだ。あとフレームを選ぶのに一時間ぐらい悩んじゃってね……」

　ん……なんか、余計なことまでしゃべってるな。これじゃあ話が進まない。

「そ、それで、これが買ってきたメガネなんだけど」メガネのケースを開く。シャープな赤いフレームのメガネ。「ぼくが選んだんだ。前のやつとかなり違うんだけど、エレに似合うと思ってさ。ティオくんとフィオちゃんも、いいんじゃないかって言ってくれてね」

「……かけてみても？」

「もちろんだよ。エレのメガネなんだから」

　エレはメガネを取ろうと手を伸ばす。でも目測を誤ったのか、手はケースのほうに触れてメガネが落ちた。相当目が悪いらしい。ぼくが拾い上げようとしたところ、エレも拾おうとして接近していて、頭と頭がゴツンッ、ぶつかった。

「う……ご、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気」エレは平然としていた。石頭？「クロムは、大丈夫？」

「あ、うん。大丈夫」実はかなり痛い。

　ぼくはメガネを拾い、エレに渡す。それから手鏡も一緒に。

　エレは手にしたメガネをちょっと眺ながめてから、おもむろにかけた。以前のものと比較するとがらりと印象が変わる。個人的にはグッとくるものがあってすごくいいと思った。ただ、エレが気に入るかどうかはわからない。前の地味なやつからするとかなり冒険した感じになるし。

　エレは真顔のまま手鏡を凝ぎよう視しし、じぃーっと自分と睨にらめっこ。

　じぃー……じぃー……じぃー……。

　……う、動かない。彫像のごとく。

　もしかして、気に入らなかった？

「あの、それが嫌いやなら、店に行って違うのを……」

「似合う？」エレはメガネに手を添えてぼくを見た。

「え？　あ、ああ、うん。すごくよく似合ってるよ」

「そう……これでいい。ありがとう」無表情にぽつり。果たして喜んでくれているのかそれとも渋しぶ々しぶなのか。どっちともつかない反応にぼくはつい苦笑してしまう。

「あと……実はエレのタクトをね、無断で借りちゃって。で、壊しちゃったんだ。ごめん。それも新しいの買おうと思ったんだけど、魔ま導どう具ぐが普通に売ってないって知らなくて……」

「かまわない」エレは首を振った。メガネはもうずれない。「予備がたくさんあるから」

「そ、そっか。ならよかった」

　そこでいったん会話は途切れた。

　空白が緊きん張ちようを呼んで、ぼくは急いで言葉を探す。

　とりあえずなんでもいいから話さなきゃ、と思い口を開きかけたとき、先にエレが言った。

「夜中に目が覚めたとき、シスナ様から聞いた。あなたが一人で遺跡に向かった、と。無事に戻ってきてくれて、よかった……本当に」

「ぼくも、エレが無事でよかったよ。本当に」

　目と目が合った。ぼくは何か言おうとしていたのだけど、忘れた。そして、自分でもどうしてかわからないけど、まるで魔法にかけられたみたいに吸い寄せられて……。

　気づいたら、エレを抱だきしめていた。

「ク、クロム？」ぴくん、とエレの体が跳はねて硬直する。

「エレ……いろいろ、ごめんなさい。それから……いっぱい、ありがとう」

　頭は真っ白だったけど、言いたかった言葉は自然と出てきた。

　エレの体からふっと力が抜ける。あったかくて、やわらかい。そう感じた瞬しゆん間かん、自分のしていることを自覚して急に恥ずかしさが込み上げてきた。心臓の鼓こ動どうがめちゃめちゃ速くなっていく。これじゃあエレにバレバレだ。そう思うと余計に恥ずかしくなった。

　でも、鼓動が速いのはぼくだけじゃなかった。エレのほうからもドキドキしているのが胸を伝わってきた。表情に変わりはないだろうけど緊張はしているみたいだ。そう思うとちょっぴりおかしくて、うれしかった。

　戸惑っていたエレの手が、ぼくの背中にそっと回される。

「私も……たくさん、ありがとう」

　エレが何を指してたくさんと言ったのか、ありがとうと言ったのか、正直わからなかった。

　だけど、その一言が心に沁しみた。ぼくの手はちゃんと抱きしめることができている。今いちばん抱きしめたい人を抱きしめている。このあたたかさが、ぼくが確かにここに存在していることを教えてくれている。今この瞬間に、矛む盾じゆんはない。

　きゅ、と少し強く抱きしめ、離れようとしたところ、

「クロム」その前にエレが言った。「クリスナーガの言葉の意味を、知ってる？」

「えっと……この世界を救うときに使われた、大魔法の名前だって聞いたけど」

「そう、創そう世せいの剣つるぎ。それが、残されたこの世界の名の由来。でも、昔の人々はその言葉にいろいろな意味と解釈を込めて、後世へと伝えたの……『最後の楽園』、『祝福の大地』、『世界の終わり』、『悠ゆう久きゆうのふるさと』……私は、ふるさとがいちばん好き」

「うん……いいね、ふるさと。ぼくも、それがいちばん好きだ」

　少しだけ身を離す。目が合うと小さく笑みを交わした。

[image: ]

　あまりにも自然だったから、エレが笑ったという事実にすぐに気づけなかった。それこそ魔法にかけられたかのように、ぼくは見入ってしまった。

　やべ……かわいい。

　と、そこに。

「ちょっと、押さないでよ」「押してるのはそっちだろ」「くぅん？」

「？？？」

　なにやらひそひそ声が聞こえたと思ったら、次の瞬しゆん間かんドタドタドターッとルナちゃんティオくんフィオちゃんがもつれ合いながら部屋になだれ込み、折り重なって倒れた。

「きゅうぅぅぅぅ」「痛いったいなぁ」「あんたが押すからでしょっ」

　どうやらのぞき見していたようだ。エレも察しがついたようで、まだ半分抱だき合ったままだったぼくらは慌あわててパッと離れた。エレは目をぱちくりしてうつむく。そこに笑みはなく、いつもの無表情に戻ってしまっていた。ああ、もうちょっと見ていたかったのに……。

「きみたち……」

　ぼくは魔女っ子のように仁に王おう立ち。半分本気で怒った。

「のぞきはよくないねぇ。これはお仕置きが必要かな？」

「あ、ご主人様、違います。ルナたちはのぞいていたわけではありません。お二人がハグハグしているところを、隠れてこっそり見守っていただけなのですっ」

　それをのぞきと言うのだよ。

「言い出したのはフィオです」（ティオくん）

「あ、あたしのせいにする気っ？」（フィオちゃん）

「ルナたちはお食事の用意ができたことを伝えにきたのです」（ルナちゃん）

「そのついでにみんなでのぞきかい？」（ぼく）

「こんっ。あ、いえ、のぞきではなく見守るのだとフィオさんが」（ルナちゃん）

「ルナっ、あんたしゃべっちゃダメっ」（叱しかるフィオちゃん）

「きゅぅぅぅぅん」（叱られたルナちゃん）

「ぼくたちはフィオにつきあわされたんですよ。ふぅ」（嘆たん息そくするティオくん）

「なによっ、ティオだって見てたじゃないのっ」（怒るフィオちゃん）

「おまえが見ろ見ろうるさいからさ」（迷惑がるティオくん）

「あたしが全部悪いみたいに言わないでっ」（さらに怒るフィオちゃん）

「きゅぅぅぅぅん」（まだ落ち込んでいたルナちゃん）

「……もういい。いいからきみたち、ケンカはよしなさい」（呆あきれるぼく）

　なだめると三人は黙だまった。ルナちゃんは耳と尻尾しつぽを垂らし、ティオくんはそっぽを向き、フィオちゃんはぷぅ～とほっぺたをふくらませ……やれやれだな、まったく。

　怒る気も失うせて苦笑してしまう。エレのほうはうつむいたままだった。さすがに恥ずかしいのか、まばたきを連発。心なしか頰ほおが紅潮している。耳も赤かった。

　赤面するエレ。これはこれで新たな一面を見た。

「で？　メシだって？」

「こんこんっ。お姉様たちがお待ちです」

「わかった。行こうか、エレ」

　エレは硬い表情のままうなずいて立った。ティオくんとフィオちゃんが両りよう隣どなりに並び、手を片方ずつ握る。ルナちゃんはぼくの隣に並んで手を取り、尻尾を揺らした。

　みんなで一緒に縁側に出る。風がそっと吹いていた。雲ひとつない青空の下の世界は、これまでより明るく眩まぶしく感じられた。長いトンネルを抜けてきたような気分だった。

　人は誰だれでも誰かにとって特別だと、いつかクラウ女王が言った言葉の意味が、なんとなくだけどわかった気がする。ぼくが誰かの特別になれているかどうかはわからないけど、少なくともぼくにはそう思える人たちがいて、そのみんなが明かりとなってぼくという存在を照らしてくれている。自分は確かにここにいるんだってことを教えてくれている。

　暗くら闇やみを照らす灯台のように心強い光。いつか自分も、誰かにとってそういう存在になれたらいいな……なんて、ちょっと気取ったことを思ったりした。










　こうして、ようやく始まりらしい始まりを迎えたところで、このお話は終わる。

　続きがどうなるのか、ぼくにもわからない。

　明日を誰だれも知らないように、次なる一ページはいつだって白紙だ。

　読もうと思って読めるものじゃない。

　見ようと思って見れるものでもない。

　だからこそ、ぼくたちは現い在まを紡つむぐ。

　一文字一文字を記すように、一瞬一瞬を重ねていく。

　誰もがそうして自分を紡ぎ、創つくっていく。

　そこに生まれるのは、まぎれもない物語。

　やがて結末を迎え、ふるさとに還かえるとき。

　物語は世界をめぐる魔法に解けるだろう。




　クリスナーガという魔法に──。







あとがき




　いつのことだったか、はっきりとは思い出せないのですが、「エンターテイメントにテーマはいらない」というフレーズをどこかで目にしたか耳にした覚えがあります。いわゆる物の見方というやつですが、それが唯一無二の絶対真理ではもちろんないわけで、こと小説に関してもテーマがあろうがなかろうが面白いものは面白く、その逆もまた然しかり、そこにはきっと良いも悪いも正解も間違いもないのだろうなぁと誠勝手ながら思う次第です。

　しかしながら人の意見に左右されやすいわたくしめは、そのフレーズを初めて目にしたか耳にしたとき、「なるほどそうなのかッ」と簡単に影えい響きようされ、それこそが面白い小説を書くための解答なのだと思い込んだりしました。もちろん間違いでもないでしょうが、ひとつの答えに囚とらわれると視野が狭せばまり、他ほかの答えが見えなくなるものでして、そのうち限界を感じ、苦しみ悶もだえてうぅうぅ呻うめきながら、よく部屋の壁かべに頭をぶつけていたことを思い出します。

　そうして壁にへこみができた頃ころ、ふと、「テーマを決めずに～」と言ってる時点でテーマを設けないというテーマを設けていることになるのでは？と矛む盾じゆんを覚えたわたくしめは、なんだか変だなぁと思い、そこだけにこだわるのをやめました。今にして思えば、エンターテイメントの最終にして究極のテーマはご提供先──小説でいうところの読者のみなさま──に楽しんでいただくことで、それって当たり前のことなのですけれど、ドツボにはまっていると当たり前のことでもなかなか気づけないものでして。不肖わたくし、この先それだけは見失わずにいようと思う所存であります。以上、回りくどい所信表明でした。

　ところで究極テーマを別とすれば他にテーマなどあってないような本書「クリスナーガ」は作者のデビュー作になるわけですが、ご存知のとおり──もとい、ご存知ないとおり、これといって引っ提さげるべき栄冠的な物は持ち合わせておりませぬ。立ち位置で言うと「無名の新人の処女作」であり、前評判が皆かい無むなら注目度はゼロ、デビューと同時に瀬せ戸と際ぎわゆえ、作者は不安に押し潰つぶされ危機感にすり潰され酸素が薄く感じる今日この頃です。

　それでも、最初で最後のデビューを本作で飾れることに一片の悔くいもありません。賛否両論甘んじて受け入れる覚悟で読者さまの反応をお待ちしております。どうぞよしなに。




　思えば最初は徒つれ然づれに連ね始めた文字列が、本という立派なカタチとなって出版されるまでどれだけ多くの方のお世話になっているのか、四畳半の片かた隅すみからほとんど動くことのない作者には正直把は握あくしきれませんが、それゆえいっそう関係者のみなさまへの感謝の意は強まるというものです。本書にたずさわったすべての方々へ、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
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北海道生まれ。東京都郊外に生息中。著者近影のため近所の野良猫に協力願おうとカメラを手に、花粉症対策でマスクをしてぶらつくが、猫、見つからず。代わりに警官に職質を受け凹み、空だけ撮って帰宅す。
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ポコ

兵庫県出身のイラストレーター。

好物はカレーとやきそば。

http://poco.sakura.ne.jp/
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